束 9 拉 層 人 us 7 の 


コマ ツバ ワー ショベル 
PC 800 
ト 式 会 社 松 製 所 


了 R Bb 事 が 変 変 カ ヶ 


本 の 麻 論 


\ 的 な 掘削 能力 を 備え た 我国 初 の 蝶 玉 掘削 機 
分 割 型 B-260D パ イプ クラ ム 


新 登場 


- と 大 型 化す る 山 病 地 な どの 送電 線 鉄 塔 蔵 工事 。 手 掘り に 頼り が 
ちな 又 掘削 作 業 に 革命 を も た ら す 画 期 的 な 新 機種 が 誕生 し まし た 。 
新 琶 場 の 分 割 型 S-260D パ イプ クラ ム は 、 最 大 掘削 深き 14.2m。 取 境 


押上 作業 を 人 能 束 的 に 進め る 、 尋 の 所 能力 で す 。 し か も 、 民 岡 特 
多 質 に は 、 ワン タッ チ 装 着 の プレ ー カ ー で 難なく 対処 。 工期 短縮 、 
-、 省 力 化 な ど 、 工事 の 能率 アッ プ に 大 きく 商 献 し ます 。 そ 
N 悩み も 合理 的 分 割 シス テム の 採用 で 一 挙 に 解決 。 まき 
に 、 山 岳 地 の 送電 線 鉄塔 
ぼ え る 住友 独 


最大 撮 削 深 さ 14.2m 
最大 撮 削 半径 7.13m 
最大 ダン プ 高き ………4.26m 
パケ ッ ト 容 量 ………w… 0.18m 
登坂 能力 ……………… 20'(36%) 
全量 ・ …"13.900ke 


(ラレー カー を 


接地 圧 Pa ) …… 0.50ke/eW 


住友 字 MC・Link-Belt 油 圧式 ョ を 施 
作 割 型 5-2B0D が ITZ72 ム 


住友 重機 械 建 機 販売 (本 Mg 市東 区 5T22( 新 住 ビ ル 2 号 館 )541 全 大阪 (6)220-9015 


日 本 建設 


機械 化 協会 
り .C.M.A. 


4 表紙 写真 説明 と 
コマ ツ パ ワー ショ ペル PC 300 
株 式 会 社 小松 製作 所 
本 機 は 大 き な 作 ed 


効 に 活用 する HIPC シッ 
エネ 対策 を 採用 し た 。 


で 主 な 仕様 
バケ ッ ト 容 量 ……1.0-1.4m ( 栖 帯 1.2 m ウ 
軍備 反 量 29.000 kg 
機関 出力 …185 PS/1.850 rpm 
最大 掘削 半 算 …11.100 mm 
最大 押 削 深き ・ 7150mm 
最大 所 前 力 …'16.000kg 
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昭和 55 年 度 除雪 機械 展示 ・ 実 演 会 の 開催 


| 1. 日 時 昭和 56 年 1 月 27 日 ( 火 ) 午前 10 時 ご 生後 4 時 
| 1 月 28 日 (が) 午前 9 時 30 分 一 生後 3 時 


2. 場 所 「 国 鉄 グ ラン ド 」 … 人 場 無料 
青森 市 大 字 有 江 字 富田 297 (下図 参照 


| 3. 主 催 社団 法人 日 本 建設 機械 化 協会 本 部 お よび 東北 支部 
4. 後 援 建設 省 東北 地方 建設 局 , 日 本 国有 鉄道 盛岡 鉄道 管理 局 , 日 本 道路 公団 
仙人 管理 局 , 背 森 県 青森 市 
5. 交通 機関 国鉄 「 青 森 駅 」 西 口 よ り の 専用 巡回 無料 バス を ご 利用 下さ い 。 


な お , 詳細 に つい て は 下記 事務 局 まで お 問合せ 下さ い 。 
社団 法人 日 本 建設 機械 化 協会 
本 部 (〒105) 東京 都 港 区 芝 公 園 3-5-8 機械 振興 会 館内 
電話 東京 03 (433) 1501 
東北 支部 (〒980) 仙台 市 国分 町 3-10-21 徳 和 ビル 内 
電話 仙台 0222 (22) 3915 


至 紀 前 
時 音 机 役 所 


し ーー 一 


西 滝 パス 停 下車 
徒歩 15 分 


吾川 パス 停 
西部 和 業 所 行き 
新城 行 き 」 皇 


第 1 会場 (本 人 期 了 
市 大 人 池田 297 国鉄 グラ ンド 人 

の 第 2 会場 (除電 所 究 会) (市民 人 
本 机 中 央 1-22-5 音 林 市 民 会 人 


昭和 5 年度 除雪 研究 会 の 開催 


f。 主 催 建設 者 
2. 日 時 昭和 56 年 1 月 28 日 〈 水 ) 午前 9 時 30 分 -12 時 (9 時 開場 
3. 場 所 「 青 森 市 民 会 館 」………: 訪 講 無料 

青森 市 中 央 + (前 頁 の 図面 参照 ) 電話 青森 0177 (34) 0289 


4 請 演 内 容 
| @ 流 漠 の 連用 と 問題 
Wv5khAK 笠 学 技術 庁 国立 防 淡 科学 技術 セン ター 新庄 支所 主任 研究 官 東浦 将 夫 
@ 青 森 県 に お ける 当 問 題 
0 青森 県 企画 部 開発 課 総 括 計 埋 幸 林 清栄 


除雪 機械 の 評価 と 開発 
3 設 和束 北 地方 建設 司 東北 技術 事務 所 工作 課長 斉 恒夫 


| 5. 問 合 先 
| @ 寺 設 省 大 臣 官房 建設 機械 課 
| 東京 都 千 代田 区 霞が関 2-1-3 電話 東京 03 (580) 4811 (代表 ) 
建設 省 東北 地方 建設 局 道路 部 機械 課 
仙台 市 二 日 町 9-15 電話 仙台 0222 (25) 2171 (代表 ) 
| なお, 除雪 機械 展示 実演 会 会 場 ー 除 雪 研 究 会 会 場 間 は 専用 巡回 無料 バス を ご 利用 下さ い 。 


建設 失 械 と 施 エ 法 記録 映画 会 の 開催 


第 4 回 目 の 記録 映画 会 を 下記 の と お り 開 催 致し ます の で , 観覧 を 希望 され る 方 は 当日 会 
場 に ご 参集 下さ い 。 入 場 無料 で す が , 収容 人 員 (250 名 ) に 制限 が あり ます の で , ご 面倒 
で も ハガキ また は 電話 に て 事務 局 まで お 知ら せ 下 さい 。 


1. 日 時 昭和 56 年 1 月 23 日 ( 金 ) 午後 2 時 5 時 
2. 場 所 機械 振興 会 館 「 地 下 2 階 ホー ル 」( 東 京都 港 区 芝 公 園 3-5-8) 
3. 上 映 映画 「 山 と 海 に 挑む 浅間 山 一 選 鳥 」( 昭 45) 
「 創 造 の 空間 ご 大阪 万 国 博 」( 昭 45) 
「 東 京 港 海底 トン ネル 沈 埋 トン ネル ニニ 」( 昭 49) 
「 晶 本 最 古 の 舗装 工事 」 
| 「 超 高速 磁気 浮上 鉄道 」( 昭 53) 
4. 事務 局 社団 法人 日 本 建設 機械 化 協会 
(〒105) 東京 都 港 区 芝 公 園 3-5-8 機械 振興 会 館内 
電話 東京 03 (433) 1501 
5. 次 回 予告 昭和 56 年 3 月 19 日 ( 金 )……… 容 入 シ ー バ パー ス ( 昭 48)。 佐久 
間 ダ ム ( 昭 28)。 マサ 土 に 挑む NATM ( 昭 43), 気 機関 車 か ら 
リ ニ ヤ モー タカ ー ま で ( 昭 ⑲ 


機関 誌 編集 委員 会 


加藤 三重 次 本 協会 会 胡 寺島 。 旭 人 RM ジー キリ ング 005 
長尾 滴 前 国際 幼 事業 団 理 事 石川 正夫 佐藤 工業 株) 土木 営 業者 専門 導 長 
和久 質 本 協会 再 理事 神 部 節男 (間組 常務 取締 役 
洪 井 新 一 郎 新旧 本 抽 鉄 (株) 参 伊丹 康夫 日 本 国土 開 発 (株 専務 取 締 役 
上 東 広 民 本 和 協会 建設 機械 化 研究 所 入所 長 斎藤 (株 大林組 技術 研究 所 次 長 
中 野 俊次 元 炉 編集 委員 長 大 蝶 堅 東 還 建 設 工業 (株 ) 右 
松 化 研究 所 (株 ) 神戸 抽 人 所 
新 間 分 双 相 了 全 村 gk 下 角 江美 玄人 事 人 


系 垣 悦夫 久保 田 鉄 工 ( 株 ) 環 境 技術 研究 所 長 塚原 重 美 鹿島 建設 (株 技術 研究 所 専門 部 長 


細 集 委員 長 田 中 康 稼 本 協会 運営 幹事 長 


編集 幹事 本 田 宜 史 本 協会 広報 部 会 委員 


編集 委 貞 

森 宴 昭 本 箇 広幸 会員 新 才 閉門 三 凍 業 ( 設 事 業 部 | 

本 全会 員 と キャ タビ ピラ ー 三 区 
の TP 
Se 入 KAMMeeyer (時 部  | 
吉田 貞治 本 押 人 広孝 会 委員 周 綺 六 志 和 東 京 サー ビス 課 
古橋 正雄 日本 国有 人 首 叶 設 販 松島 頭 ( 約 間 村 
松尾 率 日本 鉄道 時 設 公団 設備 械 唱 。 汰 子 芝 ( 約 大 林 入 東京 本 福 部 

上 本 導 公団 東吉 第 桁 敏 礁 東 書 設 工藤 () 毅 可 
DI 


天野 節夫 音 高 道路 公団 神奈 叶 族 生生 麻 寿 記 人 設 3 機 


長田 由良 水 泊 有人 公 団 第 工務 胃 機 投球 更 本 康 一 本 仙道 (3 海外 事業 
津田 徳本 放 還 連 公団 LU 福来 治 大 成 建 設 ( 株 ) 技 術 管理 部 情報 室 
PH 礎 谷 正三 (人 和 党 本 施 総 部 
3 2 今 城 座 雄 導水 半 設 (機材 
上 
4 三浦 滴 雄 (株 ) 竹 中 務 店 抽 条 研究 所 
田辺 法 夫 


技術 本 部 技 術 管理 部 和田 航 一 日 本 国土 開発 (株 土木 本 部 


建設 の 機械 化 80.12 1 


不可 能 を 可能 に する 


一 ある 技術 開発 の 例 一 
杉浦 改 


* 近年 の 建設 工事 は , ひと 音 前 に 比べ て 驚く 程 機械 化 さ れ て いる 。 

機械 化 施工 の ハシ リ と いえ ば , 職 後 ま も な い 頃 , アメ リカ 軍 払 下げ の プル ドー ザー に よる 圭 
工 工事 に 目 を 見 張っ た も の だ し , また 30 年 台 の 初め , 大 阪 環状 線 の 大 阪 一 西 九条 聞 高 架 化 計 
画 (通称 西成 線 高架 , 地平 を 走っ て いる 線路 を 蹴 いで 線路 の 直上 に 高架 稀 を 作り , 一 胸 で 切換 
えた 工事 と し て 有名 ) に 従事 し た 際 , 短期 間 に 施 工 す る 為 フラ ンス か ら ベ ノ ト 握 削 機 を 輸入 す 
べく 議論 を し た 事 な ど が 思い 起 さ れる が , その 後 の 道 路 事業 の 急速 な 伸び , 新幹線 等 鉄道 増強 
工事 , 高層 建築 , 都市 の 地下 鉄工 事 等 事業 の 要請 と 共に 建設 の 機械 化 も 急速 に 発展 し , 今や 当 
初 の 土工 , 基礎 工 と いっ た 分 野 の み で な く , あら ゆる 分 野 に お いて , し か も ゃ 国産 の 機械 を 脳 使 
し て 建設 工事 が 行わ も れ て いる こと は 今 普 の 感 が ある 。 

これ 釜 建設 の 機械 化 が 進展 し た の は 工事 期間 の 短縮 , 単価 の 切り 下げ , 出来 上 り の 品質 を 均 
一 向上 する , 要員 の 確保 , 人 力 施工 で は 不可 能 な 工事 を 可能 な らし め る , 服 音 振動 等 環境 間 是 
な ど , 夫々 の 時 代 の 要請 に 対し て , 最初 こそ 外国 か ら の 技術 導入 で あっ た に し て も , 次 第 に 日 
本 に 於 て 培 か われ た 高い 技術 水準 , 更 に は 技術 開発 に よる も の と 思わ れる 。 その 中 に は , 通常 
の 常識 で は まず 不可 能 と 思わ れ た 技術 開発 を , 遂に は 可能 に し た も の も ある と 開く 。 

多様 化す る 要請 に 応え る べく , 今後 と も 続け られ る で あろ うこ うし た 勉強 に よっ て , 不可 能 
な 分 野 が 次 第 に 狭め られ て ゆく 事 を 期待 し た い 。 


* 私 共 の 業務 遂行 上 に 於 て も , [通常 の 常識 で は まず 不可 能 で ある が , どう し て も 可能 に し 
な けれ ば な ら な い 事 柄 」 に 出会う 場合 が 何 回 か ある 。 

まず , そう し た 事柄 を 必要 な タイ ミン グ で 指摘 し , 之 を 積極 的 に 進め る 様 指導 する の が 幹部 
で あり , また 不屈 の 勢力 で 遂行 する の が よい 技術 者 で あり , その 結果 が 技術 開発 に つなが る 事 
に な る と 思わ れる 。 

私 の 前 職 時 代 , 環境 の 仕事 に 従事 し て いた 時 の 体験 を お 話し し て 参考 に 供し た い 。 内 容 は ビ 
ロー な 語 で 憩 れ 入る が , 中 下 訂 電車 (略し て 中 電 ) の トイ レ の 汚水 た れ 流し 防止 策 と し て , 車 
上 で 浄化 する 装置 (処理 水 を 線路 に 放出 ) の 開発 に か けた , ご く 少 数 の 男 た ちの 苦労 語 を ふり 
返る 事 に する 。 


建設 の 機械 化 "80.12 


巻頭 言 


新幹線 は 当初 か ら タ ンク 式 完備 , 在 来 線 は 40 年 頃 か ら 先 ず 優 等 列車 に つい て 順次 タン ク 式 
に 政 造 を 進め て いる 。 こ の 方式 は 完璧 な も ね の で ある が , 車両 基地 で 汚水 を タン ク か ら 抜 取り , 
処理 し た 水 を 川 ま た は 下水 道 に 流す の で ある が , 処理 水 の 処 理 に 難 か し い 問 題 が あっ て , な か 
な か 思う 様 に 進ま な い 。 特 に 大 都市 付近 に 車両 基地 を 持つ 中 電 の 場合 , 一 層 困 難 も し く は 不可 
能 な 場合 が 多く , 通常 の 常識 か ら は ここ で 中 電 ト イレ 対策 は 当分 見 送り と いう 事 に な る 。 

し か し , 今回 は 一 昧 も 二 味 も 違っ た の で ある 。 車 両 基地 で 汚水 を 処理 する 代わ り に , 車 の 床 
下 に 取り 付け た カセ ッ ト の 中 で 汚水 を 処理 し , キレ イ な 水 に し て 線路 に 放出 する 手 は な いか と 
いう 発想 か ら , ここ で 不屈 の 男 た ち に よる 不可 能 を 可能 に する 努力 が 始ま っ た の で ある 。 

「 少 水 が 短 時 間 カ セッ ト の 中 を 通過 する 事 に より , どの 程度 キレ イ に な る か 」 と いう 命題 で 
ある 。 あ ら ゆ る 文献 , 友人 , 権威 者 と 思わ れる 人 と の 接触 に よっ て , ノー ハウ が 積み 重ね られ 
て いっ た 。 

最終 的 に は 工作 局 (車両 設計 担当 ) に 設計 を お 願い する 事 に な る の で ある が , 海 の も の と も 
山 の も の と や 判ら ぬ 物 に 取り 合う も の は いな い 。 む し ろ ア イデ ア に ケチ を つけ る 事 の 連続 で あ 
っ た 。 そ の ケチ が また ヒン ト と な っ て 次 の アイ デア に 進む 。 

冷 い の は 車両 屋 さ ん ば か り で は な い 。 線 路 恒 さん だ っ て , 旅客 屋 さ ん だ っ て , 運転 屋 さ ん だ 
っ て ,「 出 来 上 り の 品質 を 見 る まで は 」 と いっ て 心から 応援 し て くれ な い 。 

こう し た 中 に あっ て , 中 電 ト イレ 対策 は この 方 法 し か な い 事 , さら に この 装置 は 所 謝 「 三 方 
一 両 損 」 的 な ネ ラ イ を も っ た も の で ある 導 , 夫々 が 完全 さ を 主 張 し て いて は , いつ まで も 目的 
を 達せ られ な い 事 等 を ネバ リ 強 く 説 知 し て まわ っ た の で ある 。 

そし で て ……… と うと う や っ た 。 

つい に この 襲 置 の カギ で ある 処理 水 の 水 質 に メド が 立っ て , 工作 局 の 技術 課題 に 採用 され , 
その 後 の テ スト や 順調 , 昨年 11 月 か ら 本 物 の 中 電 , 中 央 線 電車 に 取り つけ て テス ト 中 で あり , 
着実 に 実用 化 へ の 前 進 中 と いえ る 。 ま さ に 不可 能 を 可能 に し た 快挙 で あり , 技術 開発 は に う や 
っ て や る ん だ と いう 見 本 と も いえ よう 。 

「 建 設 の 機械 化 」 に は 必ず し も ふさわしく な い 一 例 と は 思い つつ も , あえ て 御 紹介 し た 次 第 
で ある 。 
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仙台 市 地下 鉄 (南北 線 ) 建 設計 画 の 概要 


富 澤 稚 夫 * 


1 はじめに 


仙人 市 は 東北 の 中 核 都市 と し て 着実 に 欧 展 を 続け , 人 
日 は 65 万 人 を 越え , その 都市 活動 は 仙台 市 を 中 心 と す 
る 半径 30km の 17 市 町 村 に 及 ん で , 仙台 都市 圏 を 形 
成 し 。 その 人 口 は 110 万 人 を 越え て いる 。 広 城 幹 線 交通 
体系 の 整備 と と も に その 中 核 性 は 一 層 促 進 さ れる も の と 
考え られ で て いる 。 仙 台 は 杜 の 都 と し て は 知ら れ て いる 
が , 全国 9 番目 に 地下 鉄 を 建設 する 都市 と し て の 背景 は 
あま り 知 られ て いな い の で , 地下 鉄 の 必要 性 を これ まで 
の 経 線 と と も に 述べ な が ら 全 国 レ ペル の 高 次 な 都市 機能 
を も っ た 杜 の 都 を 一 層 快 適 な 都市 と し て 発展 させ , 市 民 
の 生活 向上 の 基礎 と な る 交通 体系 の 確立 を 図る た め 進 め 
らち れ て いる 高速 鉄道 の 整備 計画 に つい て 紹介 したい 。 


2. 地下 鉄 導 入 の 経緯 


昭和 35 年 の 国 の 高度 経済 成長 政策 以来 , 人 口 集中 
管理 機能 の 集中 市 衡 地 の 拡 大 と 外延 化 に より 次 通常 要 
が 増大 し , モー タリ ゼー ショ ン の 進展 と 道路 整備 の 不 整 
合 か ら 交 通 環境 が 悪化 し , 市 民生 活 に 重大 な 影響 を 及ぼ 
し て きた 。 こ れ ら に 対応 する た め 種 々 の 機関 で 検討 が な 
きれ て きた が , 仙台 市 で は 昭和 38 年 9 月 に 学識 経験 者 
で 構成 され る 仙台 市 交通 対策 委員 会 に 仙台 市 長 が 「 広 城 
都市 的 発展 に 即応 する 陸上 交通 綱 の 備 に つい て 」 語 問 
し , 昭和 42 年 12 月 に 「 地 下 鉄 に つい て な お 一 層 の 検 
和 討 を 行う べき で ある 」 と の 答申 を 得 た 。 光 いで この 稔 申 
に 基づい て 各行 政 レベ ル の 担当 者 を 主体 と する 仙台 市 交 
通 計 画 委員 会 を 設置 し 昭和 44 年 7 月 に 「 高 速 大 量 輸 
送 計画 を 主体 と する 仙台 市 を 中 心 と する 都市 交通 の 基本 
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計画 に つい て 」 論 問 し , 昭和 47 年 2 月 に 「 仙 台 市 を 中 
心 と する 都市 圏 の 交通 匂 状 の 打開 と 今後 の 欧 展 の た め 地 
下 鉄建 設 の 必要 が あり , 計画 路線 は 7 路線 と な る が , 市 
勤 の 発展 と 交通 需要 を 考慮 し て , 七北田 一 長町 間 に つい 
て 上 忠 急 に 整備 すべ き で ある 」 と の 答申 が な され , 具体 的 
な 路線 の 提案 が な され た 。 

運輸 省 に お いて は , 昭和 46 年 5 月 仙台 地方 陸上 交通 
午 議 会 に 仙台 隊 運 局長 が 「 東 北 の 中 核 都市 に お ける 都市 
交通 の あり 方 に つい て 」 診 間 を 行い , 昭和 47 年 3 月 
「 主 軸 交 通 機関 と し て ふさ わし い 高 速 大 最 輸 送 機関 の 導 
入 に つい て 検討 を 進め る 必要 が ある 」 と 符 申 され , 東 代 
の 時 期 は 昭和 60 年 が 一 応 の 目安 に な る こと を 提案 し て 
いる 。 こ れ ら の 千 申 を ふま えて , 仙台 市 と し て の 地下 鉄 
建設 計画 の 策定 と 諸 準 備 に 着手 する た め 昭 和 47 年 5 月 
高速 鉄道 建設 準備 事務 局 を 発足 させ た 。 

運輸 省 で は さら に 昭和 49 年 2 月 仙台 了 運 局長 に 対し 。 
感 上 交通 審議 会 に お いて 地方 者 市 交通 調査 の 実施 を 通達 
し , 同年 3 月 に 「 仙 台 都 市 圏 に お ける 大 量 高速 内 送 機関 
を 中 心 と する 公共 輸送 機関 整備 に 関す る 基本 的 計画 の 検 
告 に つい て 」 の 府 間 が な され , 昭和 50 年 8 月 に 「①⑤60 
年 に 南北 方 向 の 需要 に 対応 で きる 新しい 交通 機関 を 導入 
すべ き で あり , 都市 中 心 部 で 地下 方 式 の と れる 高速 鉄道 
が 適当 で ある 。⑤ 七 北田 周辺 か ら 仙台 駅 付近 を 経由 し て 
長町 に 至る 路線 に し ぼり 整備 を 急ぐ 必要 が ある 」 と の 符 
申 が な され た 。 仙 台 市 は 昭和 53 年 6 月 地方 鉄道 事業 の 
免許 申請 を 行い , 昭和 55 年 5 月 免許 を 取得 , 同年 6 月 
工事 施行 認可 申請 を 行っ て いる 。 


3. 地下 鉄 南 北 線 の 必要 性 


1) 人口 増加 と 市 街 地 の 多 延 化 
昭和 30 年 以降 日 本 経済 の 発展 と と も に 著しい 人 口 増 
加 を も た らし , 戦後 25 万 人 が 昭和 54 年 で は 65 万 人 


る 


を 擁 する に いた り , 増加 する 人 口 は 旧 市 街 地 を 溢 出 し , 
外縁 部 に 著しく 増加 , 市 街 地 は 陣 接 市 町 村 へ と 加担 し て 
いる 。 仙台 都市 圏 の 人 口 は 昭和 35 年 の 675 千 人 か ら 
50 年 に は 1.53 倍 の 1,032 千 人 と な り , 60 年 で は 1,327. 
千 人 に な る と 想定 され る 。 吉 業 , 就学 先 は 仙台 市 に 集中 
し , その 人 口 は 昭和 85 年 の 286 千 人 か ら 50 年 に は 
424 千 人 と 1.8 倍 に 増加 し , 60 年 に は 584 千 人 と 想定 
きれ る 。 な か で も 仙台 駅 を 中 心 と する 都心 に 官公 庁 , 商 
業 , 業務 施設 が 集中 し , 1 点 集 中 の パタ ー ン を 呈し て い 
る 。 


(2) 仙台 都市 圏 の 中 心 核 の 形成 

藩政 期 以来 の 経済 の 中 心 が 明治 20 年 の 東北 本 線 の 開 
通 に より 仙台 駅 を 中 心 に 現在 の 都心 の 基礎 が つく られ 。 
職 災 を うけ た が , 隊 災 復興 事業 に より 近代 的 な 中 心 市 街 
地 へ と 形成 され , 中 枢 管 理 機能 が 集積 され , 用 途 地域 計 
画 で の 容積 率 は 800 に な っ て いる 。 

将来 に お ける 中 心 核 は , 新幹線 開通 に 係る 仙台 駅 周辺 
の 整備 と 駅 東 再開 発 に 見 られ る 現 都心 部 の 拡充 整備 と 地 
下 鉄 開通 と と も に 周辺 地域 ( 泉 市 , 長町 等 ) に 都心 の 分 
散 を は か りつ っ 地域 中 心 核 を 形成 する よう に 誘導 する 。 
また 仙台 新港 の 国際 港 化 を 目指 し , 工業 の 誘導 を 図る た 
め 1,380ha の 工業 地 を 計画 し , 各種 工場 の 立地 を みて 
いる 現状 で ある 。 
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(3) 人 口 増加 に 伴う 輸送 夫 要 増加 

仙台 都市 膨 の 人 口 は 昭和 50 年 で 103 万 人 , 開業 予定 
の 60 年 で 138 万 人 が 見 込ま れ , 交通 和 要 も 人 口 増 に 比 
例 す る こと が 予想 され る 。 こ れ を 地下 鉄 南北 線 の 駅 郊 圏 
(1 次 お よび 2 次 ) で み る と , 昭和 50 年 で 1 次 駅 勢 較 
(K=750m 徒歩 閣 ) で 165 千 人 , 2 次 867 千 人 ,60 
年 に は 1 次 188 千 人 , 2 次 1,138 千 人 と 予想 され る 。 

これ を 前 提 と し て 昭和 50 年 の 大 量 輸 送 機関 て マスト 
ラ ) 分 担 で , 1 次 , 2 決 駅 勢 画 の マス トラ トリ ッ プ を 算 
出し て で みる と , 50 年 579.942 トリ ッ プ に 対し 60 年 は 
745,496 トリ ッ プ と な り , 165,554 トリ ッ プ が 増加 する 。 
これ ら の 和 要 は ほとん ど 仙 台 都 心 へ の 求 心 的 な パタ ー ン 
を 示し , 南北 方 向 の 幹線 道路 は 現在 すでに 容量 の 限界 を 
越え て お り , 今後 の も の を さば く の は 困難 で あり , 現況 
の バス , 国鉄 だ け で は 能力 , 効率 等 の 点 か ら 不可 能 な の 
で , 都市 空間 の 立体 利用 の 可能 な 地下 鉄 の 導入 が 必要 で 
ある ( 図 一 1 参照 )。 


(4) 自動 車 交通 増加 と 抑制 策 

仙台 都市 圏 の 自動 車 保有 人 台 般 は 昭和 40 年 か ら 58 年 
まで の 13 年 間 で 6 倍 以 上 に な り , 人 日 1,000 人 当り の 
台数 で も 4 倍 以 上 に 伸び て いる 。 昭 和 60 年 で の 道路 面 
積 は 40 年 に 比較 し て 約 2.06 倍 の 増加 が 予想 され る が , 
自動 車台 数 は 約 7.03 倍 の 増加 が 予想 され , 道路 の 整備 
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図 一 1 総合 交通 体系 に お ける 地下 鉄 計画 と 地域 中 心 核 
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が 自動 車 の 増加 に 対応 し きれ な いと 推測 され る の で , こ 
れ に 対処 する た め に も 地下 鉄 の 導入 は 不可 欠 の も の に な 
る ( 表 一 1 参照 )。 


(5) パス 輸送 の 限界 

仙台 市 の 道路 体系 は 都心 を 中 心 に 東西 , 南北 軸 の 国道 
を 骨格 と し て 放射 状 に 形成 され , パス は 国道 を 幹線 軸 と 
し て 周辺 住宅 地 に 分 岐 し て ゆく 路線 系 統 を 形成 し て い 
る 。 こ れ ら の 道路 に 集中 する 交通 量 は 道路 容量 の 限界 を 
越え ,。 パス の 表 定 速度 の 低下 , 定時 性 の 不 確 実 と いっ た 
意 影 響 を うけ , 事態 は 切迫 し た も の と な っ て いる 。 バ 
ス の 平均 速度 は , ラッ シュ 時 で バス 専用 レー ン で は 12 
km/hr, それ 以外 で は 69 km/hr と な っ で いる 。 


4. 開業 時 の 土地 利用 と 人 品 


土地 利用 と 人 日 は 交通 量 推計 の た め の 基礎 条件 で あ 
り , 人 日 指標 は 直接 の 交通 発生 源 と な る た め 推 計 対 象 地 
区 ご と に 土地 利用 と 整合 させ で 設定 され て いる 。 


(1) 土地 利用 

仙台 都市 圏 の 土地 利用 は 都市 計画 で 設定 され た も の で 
市 街 化 区 域 は 約 24.000ha で , うち 住宅 地 70.5 鶴 , 商 
業 地 8.8 多 , 工業 地 20.7 忠 と な っ て いる 。 


(2) 将来 の 人 口 指標 
土地 利用 を も と に 人 口 指標 を まとめ で いる 。 将来 の 人 
口 指標 は 表 一 2 の と お り で ある 。 


5. 乗車 人 貞 の 推計 


(1) 概 要 

仙台 都市 圏 6 市 10 町 1 村 を 対象 地区 と し , 土地 利用 
と それ に 対応 する 人 日 お よび 交通 施設 整備 計画 が 推計 の 
前 提 と な る 。 推計 は パー ソン トリ ッ プ 法 に よる も の で あ 
り , 仙台 都市 圏 で は 昭和 47 年 に ペー ツン トリ ッ プ の 実 
夫 調 査 が 行わ れ て で おり , 基本 的 に は この 調査 資料 に も と 
づい て いる 。 


(2) 乗車 人 員 推計 の 手順 
一 2 の と お り で ある 。 


表 一 1 仙台 都市 圏 お よび 仙台 市 の 自動 車 保有 台数 
て 1 ) 仙台 都市 閣 


虹 和 40 年度 | 799.978| 100 46524|100 58.6|100 171 
昭和 45 年 度 | 892.874| 憶 125,735 | 270 140.8 71 
昭和 5 年 度 | 1.032.069 | 1 244.009 | 524 297.0 42 
昭和 53 年 度 | 1.094.861 | 138 301.121 647 275.0 3.6 
昌和 60 年 度 | 1.326,600 | 167| 389.800 | 829 289.3 3.5 
(2) 仙台 市 
邊 動車 保 有 全数 ( 台 )| 壮 路 面積 m) | 1 台 当 り 
ーーーー ーーー ーー | 所 中 
類 数 | 指 数 | 実数 | 揚 数 | Cm98) 
因 和 40 年度 | 39.212| 100 1 1 
昭和 5 年 度 | 62.027| 187 7 1 
困 和 50 年 度 | 145.768| 499 146 55 
因 和 53 年 度 | 177.955| 596 16 54 
昭和 60 年度 | 283.500| 708 206 49 
表 一 2 都市 圏 の 将来 人 口 指標 
指 欄 名 | 困 和 50 年 | 昭和 60 年 | 昭和 5 年 
認 則 人 | 1.092.069 人 | 1826.00 人 | 1.484500 和 
部 業 人 ロ 469.710 人 634.900 人 711.100 人 
4 雇 49.875・ 26900 ァ 17.800・ 
8 114.825・ 162.500・ 187.700 
3 衝 8010* 45,900* | 505.600・ 
間 従業 者 490.197 人 664.290 人 745.300 人 
1 次 44.904 ヶ 27.600・ | 18900z 
2 次 123.611 < 177.600 ヶ 203.000 々 
3 321.682 459.000* 524.000・ 
格 人 目 成 12.483 億 円” 25.584 代 央 34.842 代 円 
1 次 503 * 404 > 9360 ヶ 
あ 。 」 放 3.045 ヶ 6.895 ・ 9.444 々 
ーーT 985 18.96 <| 25.08z 
家 一 3 主要 年 度 乗車 人 員 目 的 別 村 成 比 
toN) ー⑯ 1 りー 
和 60 年度 | 06 和 め | 581 | 1 | 8 | 44 | 101 
265J127 
和 65 年度 | 20 め | 0 1123 | 4m0 | 40 | 57 
321,098 
昭和 78 年 度 Q00%) 26.0 12.3 48.0 4.0 9.7 


(中 ) 65 年 以 隆 の 生 人 員 は 仙人 市 と 泉 市 の 人 口 の 伸び を 使用 し て 推計 
し た 。 


(3) 乗車 人 員 の 推計 値 

表 一 3 の と お り で あり , 昭和 60 年 で の ラッ シュ 時 乗 
事 人 員 は 42,443 人 で , 目的 別 ラ ッシュ 率 は 通勤 45 宅 , 
通学 50 少 , 私 事 2 少 , 業務 5 で あり , 最大 混雑 区 間 
の 交通 量 は 13,944 人 /hr で ある 。 
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図 一 2 乗車 人 具 推 計 の プロ セス 


6. 地形 の 概要 


北田 付近 は 七北田 川 の 池 藩 原 (谷底 平 野 ) か ら な り , 
黒松 か ら 旭 人 ケ 丘 , 瓦 山 に か け て は 丘陵 で , 七北田 川 丘陵 
と 呼ば れる 。 こ の 丘 際 を 切っ て 流れ る 水系 は 七北田 川 水 
系 に 属し , V 宇 谷 に 近い 形 に な っ て いて , 幅 100m ぐ 
らい の 谷底 平野 に な っ て いる 。 こ れ の 黒松 付近 の も の は 
真美 沢 と 呼ば れ , 旭ヶ丘 付近 の も の は 黒松 川 の 流れ る 平 
野 で 森林 公園 の 一 部 に な っ て いる 。 

瓦 山 に 続く 台 の 原 か ら 広 瀬川 まで の 市 街 地 の 大 部 分 
は , 広瀬 川 に よっ て 形成 され た 段丘 地形 に な っ て いて , 
台 の 原 か ら 北 仙台 まで は 台 の 原 段丘 , 北仙台 付近 か ら 勾 
当 台 付近 まで は 仙台 上 町 段丘 , 勾当 台 付 近 か ら 愛 容 橋 付 
近 ま で は 仙台 中 町 段丘 , 河原 町 付近 は 仙台 下町 段丘 に 区 
分 され て いる 。 こ れ よ り 南 側 は 広瀬 川 や 名 取 川 に よっ て 
運ば れ た 堆積 物 に よっ て 被 杉 き され た 平野 と な っ て いる 
( 図 一 3 参照 )。 


7. 地質 の 概要 


七北田 付近 は 河川 堆積 物 の 下層 に 新 第 三 紀 族 灰 質 砂岩 
が 分 布 し , 値 > 50 で ある 。 黒松 旭ケ丘 の 丘陵 に は 淫 
灰 質 砂 , 泥岩 が 層状 に 分 布 し , の =11 一 42 kg/cm* が 得 
られ た 。 瓦 山 の 丘 陵 に は 泥岩 , 江 灰 質 泥岩 が 層状 に 分 布 
し =44ー68 kg/cm が 得 ら れ た 。 台 の 原 段 丘 で は 上 
部 に 第 四 紀 の 洪 積 粘 土砂 れき 層 が 分 布 し , 下部 に は 新 
第 三 紀 兆 石 質 落 灰 岩 , 凝 灰 質 泥 因 , 砂岩 が 2ー3m 厚 の 
層状 に 分 布 し , 1584 kg/cmt が 得 られ た 。 こ れ ら 
灘 灰 岩 の 秀 水 係 雪 は 一 1.81 x10~* cm/sec が 得 られ た 。 


表 一 4 建設 計画 根 要 


肖 肖 1 間 | 市 セ 北田 仙人 市 天野 
建設 キロ 物 練 14.95km 
線 営業 キロ 格 線 13.92km 
四 則 1.067mm 
同 本 門 ke/m 
電 庄 | 直 洲 1.00V 
集 介 方 式 | 方 式 
還 両 | 電動 車 20m。 制御 車 21.75m 
変電 所 | 総 容量 26000kW。 投 必 個所 4 個所 
設 | 作 時 | 東信 方式 
押 四 ・ 保 安 設 備 | ATO, ATC 別人 線 
人 は 倫 | 16 久 所 GWE4 個 所 , 地下 12 個 ) 
事 3 82.400 mt (地上 ) 
開 | 建設 異 | 2.164 人 円 hp 当り 0 人 の 
DP 醒 人 EN p ッ 696 
寺 | エ に 前 前 4 ミ シ ー ル ド 3,20 
ht 問 2 2 閉 シー 編 
3 | ye ee 
運転 計 画 開業 当初 4 両 4 分 間隔 、 将来 6 両 3 分 間隔 
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北仙台 付近 の 梅田 川 か ら 愛 容 橋 一 河原 町 の 中 間 付 近 に 
ある 構造 線 か ら 北側 の 上 町 , 中 町 段丘 で は 上 部 に 28 
m 厚 で 値 が 30 一 50 以上 の 洪 積 砂 れ き 層 が 分 布 し , 
地下 水 は 少な い 。 砂 れき 層 の 透水 係数 は 北 四 番 丁 付近 で 
1.54X10-* cm/sec。 愛 容 橋 付 近 で 2.83X10-*cm/sec が 
得 られ た 。 下部 に は 凝 灰 質 泥 岩 , 砂岩 浮 石 質 泌 灰 岩 
泥岩 が 層状 に 分 布 し , =22 て 57 kg/cm* が 得 ら れ , 秀 
水 係数 は 北 四 番 丁 で 1.47 メ 10-* cm/sec, 勾当 台 で 1.68 
※10~! cm/sec, 愛 容 橋 で 4.91x10-! cm/sec が 得 ら れ た 。 
長町 一 利府 構造 線 は 南南西 か ら 北 北東 に 長町 方 向 か ら 利 
府 方 向 に 連続 し て お り , 地下 鉄路 線 に 沿っ て 河原 町 方 向 
に に 10" 一 15* で 傾斜 し . この 傾斜 に よっ て 河原 町 方 面 で は 
岩 艇 が 深く も ぐり , その 上 部 に 段丘 層 ( 砂 れ き , 砂 , 粘 
企 土 ) の 互層 が 深く 堆積 し , 長町 方 面 に 連なっ で いる 。 

河原 町 一 広瀬 橋間 は 総体 的 に 砂 れ き 層 と いえ る 区 間 
で , 人 値 > 50 で 粘性 土 分 が 10 当 以上 あり , 透水 係数 は 
6.7X10-*cm/sec が 得 ら れ て いる 。 地 下水 は 豊富 で , 潮 
水 層 は 表面 水 層 と 被 圧 水 層 に 分 か れ て いる 。 れ き 層 に は 
100mm 以上 の も の が 上 部 で 10 一 0 あっ て 四 有 も 多 
く , 下部 で は 10 史 程度 混入 し , 玉石 程度 の れき 径 と な 
っ て いる 。 広 瀬橋 一 長町 間 は 主として 粘性 土 , 部 分 的 に 
滞 水 砂 れ き で ある 。 粘 性 土 の 値 は 8 一 23 で , 砂 れき 
の 値 >40 で あり , 浮 水 係数 は 7X10*cm/sec が 得 
られ た 。 砂 れき 層 に は か な り の 末 石 , 転 有 が 含ま れ で い 
る と 推定 され る 。 下 飛 に は 被 圧 水 が ある 。 

長町 一 鍋田 則 は 主として 砂 れ き 層 で , 部 分 的 に 粘性 十 
と 也 層 に な っ て いる 。 パ 値 > 50 で , 玉石 (最大 径 200 
mm 以上 )、 れ き を 主体 と し た 砂 れき 層 が 深く まで 分 布 
し 上 部 の 粘性 土 層 に お さえ られ た 被 圧 水 が 滞 水 し て い 
る 。 泉崎 付近 は 上 部 に 2.5 一 3.7 m の 戦 弱 な 沖積 層 が あ 
り , この 下部 に は W 値 > 50 の 洪 積 砂 れ き 層 が 非常 に 
閑 な 状態 で 連続 し て 堆積 し て いる 。 


8. 建設 計画 概要 


計画 概要 は 表 一 4 の と お り で ある ( 図 一 3 参照 )。 


9. 建設 工事 の 概要 


前 述 し た よう な 地形 , 地質 と 沿線 の 市 街 化 状態 を 勘案 
し て , 建設 費 の 低廉 化 を も 考え て 工法 を 計画 し て いる 。 

七北田 は 泉 市 の 住宅 地 妖 か ら 仙台 に 入る 道路 に 結節 し 
た と ころ で , これ か ら 黒 松 ま で の 谷底 平野 の 沢 が 丘陵 部 
に 達する まで は 丘陵 地 の 上 に 開発 され た 住宅 地 と 距離 を 
と っ て 沢 の 中 を 高架 橋 と し て いる 。 黒 松 。 旭ヶ丘 と 丘 際 
地 に 開発 され た 団地 群 を 串 ざ し する よう に し て 住宅 地 と 
一 部 は 公園 下 を 山岳 トン ネル で ぬけ , 北仙台 で 国鉄 仙山 
線 下 を 横断 し て 都心 部 に 入る 。 こ こ か ら は 道路 下 を 都心 
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の 商業 , 業務 地区 を 経て 愛 容 橋 に いた り , さら に 巡 成 の 
低層 住宅 と 新しい 高層 住宅 お よび 沿線 商業 の 混在 する 地 
城 を 経て 長町 に いた り 、 ここ か ら は 事業 中 の 都市 計画 道 
路 敷 下 を 通っ て 区 画 整 理事 業 で 開発 され た 鍋田 地区 に 入 
り , この 区 城 の 南端 で RC 挫 礎 の 掘割 か ら 地 上 に 出る 。 

この間 駅 部 は 開削 工法 に より , 一 般 線路 は 一 部 区 間 を 
除き シー ルド トン ネル 工法 を と っ て 沿線 住民 へ の 配慮 と 
路上 交通 へ の 影響 も 可能 な 限り さけ る よう に し て いる 。 
泉崎 付近 で は 住宅 の 散在 する 平地 を 高架 邦 と し て お り 、 
これ か ら 典 地 に 囲ま れ た 車両 基地 に いた っ て いる 。 


(1) 開削 工事 

瓦 山 駅 は 住宅 地 に 囲ま れ た 丘陵 部 の 沢 合 に つく られ 
る 。 こ こ に は 機材 や 土砂 運搬 に 使用 で きる 道路 が な い の 
で , 旭ヶ丘 か ら 級 山 に 通ずる 森林 公園 下 ト レネ ル を 旭 ケ 
丘 側 か ら 先 行 施工 し , これ を 工事 用 道路 と し て 使用 する 
計画 で あり , 瓦 山 で の 握 削 土砂 は 周辺 の 沢 合 を 埋め て 駅 
前 広場 駅 に 連絡 する 都市 計画 道路 の 建設 に 使用 する 。 
北仙台 駅 は 再開 発 計画 地域 に あり , この 計画 と 間 合 させ 
た も の を つく り た い 。 

道路 下 に つく られ る 北 四 番 丁 一 鍋田 間 の 10 駅 の うち 
長町 一 利府 構造 線 の 北側 に ある 6 駅 と 也 山 , 北仙台 駅 で 
は 鋼 杭 横 矢 板 土 留 に より オー ガ さ く 孔 の の ち 日 形 鋼 杭 を 
建 込み 下部 は モル タル , 上 部 は ベン トナ イト モル タル 
を 充填 する 。 一 部 で は 下部 の 0.4ー0.6m を モン ケン 打 
ち を し て 支持 力 を 得る よう に し た い 。 構造 線 の 南側 の 4 
駅 と 一 般 線路 部 3 区間 で は 鋼 矢 板 土留 に 深井 戸 や ウェ ル 
ポイ ント に よる 地下 水 低下 工法 を 併用 し て ポイ リン グ に 
対処 し た い 。 

構造 線 の 北側 と 南側 の 工区 に 近接 し た 地質 の 類似 個 
所 で 鍋 桃 と 鋼 矢 板 建 込み の 試験 工事 を 行 っ た 。 鋼 杭 は 
ゅ 600mm の せん 孔 を D120H と D80H で 行い , H- 
300X300, 27m を 建 込み , 鯛 矢板 は IV 型 の 22m の も の 
を 内 側 に オー が の ある ゅ 320mm の ケー シン グ に そ わ 
せ , せん 孔 し な が ら 杭 打 機 の 自重 を 利用 し て 圧入 する 工 
法 を 用 い , 2.4 枚 / 昌 を 打 股 で き , 支持 力 は 平均 18t で 
あっ た 。 工 事 騒音 , 振動 は と も に 規制 念 内 で あっ た 。 凝 
灰 岩 で の ロッ クボ ルト 引抜 試験 も 行い ,、 の 25, 3m で 23 
ー25t が 得 ら れ た 。 

仙台 市 内 の ビル 建設 で 地下 の 凝灰岩 の 掘削 は リッ パ 付 
プ ブルドーザ と 刃 を つけ た パッ ク ホ ウ と の 組合 せ で 施工 し 
て お り , 地下 鉄 の 場合 も 同じ 方 法 で や れる と 思わ れる 。 


(2) シー ルド エ 事 

道路 下 の 線路 部 で は 地質 が 凝 灰 質 の 軟 岩 で も 安全 確実 
な 施工 を する た め , 地質 の 変化 と 切羽 の 状態 に 対応 処置 
の 早い シー ルド 工法 (単線 並列 外 径 7m お よび 7.1 
m) と し て いる 。 構造 線 より 北側 の 北仙台 一 愛 容 間 の 灘 
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灰 質 の 軟 岩 に 入る 区 間 で は セミ シー ルド と 称し た 工法 と 
し た 。 こ の 工法 は 前 面 開 放 型 の シー ルド 機械 を 無 圧 気 で 
使用 し , フラ イス 型 の 切削 機 に より さく 岩 し , 切羽 状態 
の よい 区 間 で は セグ メン ト を 使用 せ ず , 底部 の み に 使用 
する RC ブロック に 反 力 を と っ て 前 進 さ きせ, この ブロ ッ 
ク を ベー ス に し て 銅製 支保 工 を 建 込み 援 工 の RC コン 
クリ ー ト を 現場 打 設 す る も の で , 切羽 の よく な い 区 間 の 
み に セ グ メ ント を 組立 て る も の で , か な り 工 糞 を 幅 減 で 
きる 見 込み で ある 。 

立 撤 は 駅 端 に つく り , 駅 部 を 作業 基地 と する が , 立 抗 
間 の 距離 が 短い 3 区 間 ( 北 四 番 丁 一 仙台 ) で は シー ルド 
機械 を 到達 立 塊 で 折返 し , 発進 立 に 戻す よう に し て 工 
費 の 軽減 を 図り た い 。 構 造 線 よ り 南側 の 河原 町 広瀬 
橋 、 長町 一 鋼 田 介 で は 玉 有 混じり の 滞 水 砂 れ き で , 部 分 
的 に 粘性 土 と 了 と 属 に な っ て いる と ころ に 入り , 河川 横 
断 。 ビル 下 横 断 , 木 造 民家 密集 下 通過 が ある の で , 前 面 
に 隔 層 の ある 閉 案 型 機械 レー ルド に より , 必要 に よっ て 
は 地下 水位 低下 工法 や 圧 気 を 併用 し て 施工 する 。 


(3) 山岳 トン ネル 

北田 一 北仙台 間 の 丘陵 地 で , 上 部 が 住宅 地 の 区 間 は 
単線 断面 と し , そう で な い 区 間 は 複線 断面 と し て いる 。 
施工 は 上 部 半 断 面 先 進ま た は ショ ー ト ベン チカ ッ ト 工 法 
に ロッ クボ ルト , コン クリ ー ト 吹付 な どの 補助 工法 を 億 
用 する こと に な ろう 。 さ く 震 は フラ イス 型 の 切削 機 が 仙 
台 周 辺 の 類似 の 地質 で の トン ネル 施工 か ら や 適当 で あろ 
う 2。 


(4) 橋梁 工事 

RC 3 径 間 連 続 ラー メ ン 高架 橋 と PC 橘 を 主 と し , 一 
部 を RC 橋 と し て いる 。 径 間 の 大 きい 道路 , 河川 な どの 
横断 個所 は 鋼 橋 (合成 ) と し て いる 。 橋 に は 防音 長 ② 
m 商 ) や 側面 と 下部 の 援 い を つけ て 預 音 対策 を す る 。 
一 部 の 住宅 地域 に 陣 接 する 区 間 で は シェ ル タ を 設置 し て 
遮音 し た い 。 


(5) 軌 首 

レー ル は 本 線 と 王 要 側線 は 60kg, 車 遍 内 線 は 40kg 
を 使用 する 。 環境 を 考慮 し て 長 尺 化し , 駅 端 に 伸縮 継目 
を 設け る 。 道 床 も 民 地下 , 急 曲線 , 狭 了 な 道路 下 は PC 
枕木 , 道 麻 ゴ ム マ ッ ト を 使用 し , 枕木 下 250mm 厚 の 
砕 有 有 道 床 (延長 比 73 底 ) と し , 駅 部 と 広幅 員 道 路 下 は 
RC 短 枕木 を 使用 する コン クリート 直 結 道 床 ( 長 比 
23 祖 ) と し , 高架 駅 は スラ ブ 梁 道 ( 算 長 比 4 少 ) と し て 
いる 。 


(6) 駅 
ホー ム 長 は 車両 6 編成 を 運用 で きる 130m と し . ュ 
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ンコ ー ス を 設け た 直線 , 島 式 と し , ホー ム 幅 員 は 7.7m 
を 標準 と し て ダ プ ブル エス カレ ー タ を 設置 し , 幅員 22m 
の 道路 下 に 入る 駅 で は 7.2m と し て シン グル エス カレ 
ー タ を 設置 する 。 


10. 設備 , 車両 計画 の 概要 


換気 は 機械 換気 方 式 と し , 各駅 両端 部 に 換気 機械 室 , 
換気 口 を 設け , 列車 の ピス トン 効果 も 利用 する 。 排 水 は 
駅 端 の ポン プ 室 に 集 水 し て 排出 する 。 4 変電 所 を 設け , 
架空 線 は 地下 は 剛体 電車 線 、 地上 は へ ピー シン プル カテ 
ナリ ー を 用 いる 。ATC は 無 絶 緑 軌道 回 路 の 周波 数 配分 
方 式 で , ATO は 比例 修飾 制御 で 待機 二 重 系 を 考え て い 
る 。 車両 は 定員 152 名 で , 長 さ は 車 が 21.75m,M 
車 は 20m で , 幅 は 2.9m で あり 、 当初 TeMM'Tc と 
し て いる 。T 車 は アル ミ 製 で 約 26 1。 M 車 は 鋼 製 で 38 
t で , チッ パ 制 御 装置 を 採用 し た い 。 


11. 建 設 費 


総 建設 加 は 昭和 55 年 一 60 年 の 工期 で 2,164 億 円 , 
キロ 当り 152 億 円 で ある 。 他 都市 に 比べ て 安い 理由 と し 
て は , 建設 単価 の 安い 地上 区 間 が 延長 比 18 多 。 山岳, 
シー ルド トン ネル 区 間 が 37 あり , @ 駅 規模 が 小さ 
く , 車両 数 が 少な いこ と 等 が あげ られ る 。 


12. お わり に 


地方 中 核 都市 と し て 発展 を 続け る 仙台 市 と その 都市 剛 
が 地下 鉄 を 必要 と する 概況 と 工事 お よび 施設 計画 の 概要 
に つい て 述べ た が , 工事 着手 まで に は まだ 多く の 許認可 
手続 と 地元 関係 機関 と の 協 誠 が あり , 関係 各位 の ご 協力 
と ご 理解 を 得 な が ら 仙 台 市 の 関係 職員 あげ て その 調整 に 
努め て ぐい る と ころ で ある 。 


特殊 車両 の 通行 許可 期間 に つい て 


特殊 車両 の 通行 許 椿 間 に つい て , 次 の よう な 文書 が 建設 省 道路 局長 
より 各地 方 建設 局長 符 に 出さ れ て お り ま す の で , お 知ら せ し ま す 。 


赴 設 省 道 交 発 第 93 妙 
昭和 55 年 11 月 1 日 


眉 
建設 省 道路 局長 


特殊 車両 の 通行 許可 期間 に つい て 

標記 に つい て は , 昭和 53 年 12 月 1 日 付 建 設 省 道 交 
発 第 96 号 建設 省 道路 局長 通達 「 車 両 の 通行 の 制限 に っ 
いて 」 に お いて 既に 示し た と ころ で ある が , 自動 車 運送 
事業 用 車両 及び 通運 事業 用 車両 以外 の 特殊 な 車両 に 係る 
許可 の 期間 に つい て は , 当該 許可 の 実態 上 許可 後 3 カ 月 
経過 し た 後 更 新 さ れる こと と な る 場合 が 極め で 多い こ 
と , 一 方 , 許可 事項 の 遵守 に 関し て は 別途 指導 取締 体制 
の 琉 売 が 図ら れ て き で いる こと 等 に か ん が み 。 事務 処理 
の 円 滑 化 を 図る た め , 今般 , その 取扱 い を 下記 の 通り と 
する こと と し た の で , これ が 運用 に つい て 遺 境 な き を 期 
され た い 。 

な お , 貴 管 下 道路 管理 者 に 対し て も この 絡 周 知 徹底 き 
れる よう お 取り 計ら い 願 いた い 。 


記 

1. 自動 車 運送 事業 用 還 両 及び 通運 事業 用 車両 以外 の 特 
娠 な 車両 で , 通行 経路 が 一 定 し , 当該 経 路 を 反 箱 維 続 
し て 通行 する も の に 関し , 当該 経路 に つい て 包括 し て 
一 件 の 評 可 と し て 取り 扱う こと が で きる 期間 を , 従前 
の 3 カ ヵ月 以内 か ら 6 カ月 以内 と する こと 。 

な お , これ に 伴い , 昭和 53 年 12 月 1 日 付 建設 省 
道 交 半 第 96 号 道路 局長 通 科 「 車 両 の 通行 の 制限 に つ 
いて 」 に つい で , 記 第 2 4) の 2 な お 書 中 「3 ヵ 月 以 
内 」 を 「6 カ 月 以内 ] に 改め , 同 通達 別 添 1 「 特 殊 な 
還 両 の 通行 許可 事務 処理 朋 領 」 別記 様式 3 及び 別記 欄 
式 9 を 別 浅 の と お り 改 め る 。 

2. 上 記 1 の 取扱 い は , 昭和 55 年 12 月 1 日 か ら 実施 
する と と 。 

3. 特殊 車両 通 行 許可 制 鹿 の 趣旨 及び 内 容 に つい て の 広 
報 活動 に つい て は , 従来 か ら も 実施 され て きた と ころ 
で ある が , 今般 , 上 記 1 の 取扱 い が 実施 され る こと と 
な っ た こと に 留意 し , な お 一 層 そ の 推進 を 図り , 制度 
の 周知 徹底 に 努め る こと 。 

また , 違反 車両 に 対す る 指導 取締 体制 に つい て も 。 
その 拡充 強化 を きら に 推進 する よう 努め る こと 。 

(別記 様式 3 及び 別記 様式 9 省略 ) 
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移動 式 支保 工 に よる 
東仙台 高架 橋 RC 逢 桁 の 施工 


松 岡 和 夫 * 


1. 概 要 

東北 新幹線 は 東北 地方 の 人 々 の 期待 を 受け 開業 に 向け 
て 着 々 と 工事 が 進ん で いる 。 こ の 東北 新幹線 の 建設 に あ 
た っ て は 幾多 の 新 工法 が 開発 され , 我が国 土木 界 の 技術 
向上 に 与え た 影響 も 少な か ら ぬ も の が ある と 思わ れる 。 
仙台 新幹線 工事 局 東仙台 工事 区 管内 に お いて も , PC 桁 
の 押出 し 工法 , 鯛 受 桁 の 回 転 工法 な ど 新 工法 を 幾つ か 採 
用 し て きた 。 その 中 で 東仙台 高架 桶 は 移動 式 支保 工 に よ 
り 約 900m の 桁 式 高架 棋 を 施工 し た の で , その 節 要 を 
紹介 する 。 


(1) 東仙台 高架 橋 の 概要 

東北 新幹線 東仙台 高架 橋 は 仙台 駅 の 東方 約 4km に 位 
購 し , 東北 本 線 と 併行 し て 新設 され る 延長 約 900m の 
高梨 橋 で ある 。 沿 線 は 住宅 街 で あり 音 ・ 振 動 対 策 と 
し て 桁 式 高架 橋 を 採用 し て いる 。 地 質 状 況 は , 表層 に 一 
部 粘土 層 が ある が , 支持 地 挨 は Y 値 30 以上 の 玉石 混 り 
砂 れ き 層 で ある 。 下 部 工 は 直接 基礎 の 肖 式 橋脚 で あり , 
上 部 工 は 鉄筋 コン クリ ー ト 箱 型 桁 (以下 RC 箱 格 と い 
うぅ ) /=25m 27 連 , / 三 20m 7 連 お よび /=19m 1 連 
の 35 連 と プレ スト レス トコ ンク リー ト 箱 型 桁 / 王 41m 
1 連 で ある 。 こ の 工区 は 用 地 買収 が 大 幅 に 遅れ , 短期 間 
で 施工 せ ざ る を 得 な く な っ た こと 等 か ら RC 箱 桁 の 施工 
に 移動 式 支保 工 を 採用 し た 。 

工期 は , 表 一 1 に 示す よう に 昭和 54 年 4 月 か ら 着工 
し , 現在 は 本 体 お よび 付帯 設備 が 完了 し , 軌道 , 電気 設 
備 の 工事 を 行っ て いる 。 工事 費 は お お むね RC 箱 桁 が 
86 万 円 /m 下部 工 が 59 万 円 /n で ある 。 


* た esgo AZazseog 

且 本 国有 鉄 道 仙台 新幹線 工事 局 東仙台 工事 区 区 長 
So Yos が の 

月 本 国有 鉄道 仙台 新幹線 工事 局 東 仙台 工事 区 助役 


吾野 伸 


一 * 


(2) 移動 式 支保 工 の 概要 

移動 式 支 保 工 は 古く は 1960 年 頃 か りら ヨー ロッ パ を 中 
心 に 使わ れ 始 め た も の で ある が , 近年 我が国 に お いて や 
省力 化 の 一 つと し て , また その すぐ れ た 安全 性 , 施工 束 
度 等 か ら 数 多く 採用 され て いる 。 国鉄 で は 東北 新幹線 の 
建設 に 使用 する た め 昭 和 40 年 代 後 半 か ら 成 岡 工事 局 が 
中 心 と な っ て 開発 を 進め , 実用 され る よう に な っ た 。 最 
近 の 国鉄 に お ける 主 な 施工 実績 を 表 一 2 に 示す 。 

移動 式 支保 工 は 大 別して 接地 式 移動 支保 工 と 染 式 移動 
支保 工 が ある 。 前 者 は 地上 に 組立 て た 支保 工 に 移動 装置 
を 取付 けた も の で , その 上 に 弄 枠 向 が 設 剛 され て いる 。 
後者 は 鋼 製 の 梁 を 既設 の 橋脚 ' ま た は 橋脚 に 取付 けた ブ 
ラケット 等 に よっ て 支持 し 明 自 体 に 移動 装置 を 設 交 し 
た も の で ある 。 東仙台 高架 橋 で は 染 式 支保 工 を 用 いて 施 
上 し た 。 梁 式 支保 工 は 荷重 を 支持 する 方 法 に より 二 っ に 
分 けら れる 。 一 つ は 1 本 の 鋼 桁 を 既設 の 橋 度 に 渡し , こ 
れ よ り 型 枠 を つる し た も の で , 他 の 一 つ は 鍋 桁 上 に 弄 枠 
を 設置 する も の で ある 。 以 上 種々 の 方 式 に よる 支保 工 が 
国鉄 と 業者 に より 協同 開発 され た り , また 各 施 工業 者 で 
独自 に 開発 され て いる 。 

移動 式 支保 工 に よる 施工 の 特徴 と し て 以下 の よう な こ 
と が 挙げ られ る 。 ま ず , ある 程度 連続 し て 桁 を 建設 し て 
いく 場合 , 工期 が 短縮 され る こと , 施工 が 省力 化 さ れる 
こと , 桁 下 に 支障 を 与え 作業 が 可能 な こと で ある 。 ま 
た , 移動 式 支保 工 を 使用 する 場合 は 主 に 施工 の 面 か ら 支 
保 工 の 移動 を 行い や すく する た め に 橋脚 の 補 軸 直角 方 向 
の 幅 を 小さ くし , 橋桁 は 桁 高 が 統一 され る な ど , 美観 上 
も すぐ れ た 構造 物 と な る こと で ある 。 


2. 東仙台 高架 橋 の 施工 


(1) 下部 工 の 施工 
高架 橋 の 施工 に 先立ち , 現場 は 左右 を 東北 本 線 と 市 道 
で は さま れ て いる の で , 線路 側 に は 防護 綱 , 市 道 側 に は 
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表 一 1 東仙台 高架 橋 工 事 工 程 表 


エ 其 皿 和 54 年 昭和 55 年 EE 
エ 厩 国 回 回 回 回 回 困 回 還 回 困 回 回 回 回 図 回 回 町 回 回 回 罰 
下 部 。 エエ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
移動 式 支保 工 ューーーーーーーーーーーーーーーーーーーー* 
上 部 工 
総 ビ テ ィ ー 式 支保 工 ーーーーーーー 
付 朱 人族 区 能 コ ンク リー ト ) ーーーーーーーーーー 
修道 電気 政 代 ューーーーーーーー… 
表 一 2 移動 式 支保 工 に よる 主 な 施工 実 柄 
提 醒 名 細 太 (| ” ス 。 ペン | 断面 | 支保 エ 動 式 | 中 | 業者 | 休 才 
ー ノ 関 北 部 BL| 644 TPC81x8, PC33x12 2 室 条 型 | アサ ュ ス トワ ー ゲ ン | 52.2 こ 53.4 | 住友 填 設 
欠 必 北 Br| al 如 争 2 本 有 ィ | 本 。 松 。 式 |52.3<54.3| 本書 設 | 東北 本 株 に 近 拉 平行 
車 通 BL | 1,085 RC20x8, RC25x35 に し エ 式 | 52.8>54.7 | 鉄 旭 建 設 タ 
※ 四 BLld7 | 和 名 主語 鋭 康 | < | スト ラバ パーク | 9c54.7| 大 時 ・ 
南 仙 北 BLI1.090 RC20x4, RC25x88 < 胡 エ 式 | 52.2-54.6| 間 組 
タ 顔 瀬 BL| 750 RC 25x30 を 前 山 ! 武 | 52.2-53.10| 前 田 建 設 東北 木 線 に 近 打 平行 
表 負 合 BLl se | 語 放 隊 雪 | ・ 凶 4<857| 須 組 い 


亜 錠 鉄 板 に よる 仮 胃 い を 設け , 災害 防止 を 計っ た 。 

桶 脚 の 一 般 図 を 図 一 1 に 示す 。 高 さ 10-15 m の 怠 式 
橋脚 で ある 。 橋脚 は 支保 工 の 移動 を 行い や すく する た め 
に 橋 則 直角 方 向 の 幅 を 6m と 小さ くし て あり , 張 出 し 
部 の な い 形 と し て ある た め 村 脚 の 鉄筋 、 型 枠 の 組立 作業 
が 容易 に な っ て いる 。 ま た , 用 側面 に は 移動 式 支保 工 
を 支え る プラ ケッ ト を 取付 ける 切欠 を 設け て ある 。 基礎 
形式 は 直接 基礎 で あり , 所 定 の 地盤 まで 掴 削 完了 後 , 地 
耐力 の 確認 試験 を 行い 基礎 鉄筋 コン クリ ー ト を 施工 し 
た 。 江 体 部 分 は 2 回 な いし 3 回 に 分 け て コン タリ ー ト を 
打 設 し た 。 一 部 の 橋脚 に つい て は 型 枠 に 省力 化 と 工程 の 
都合 か ら メ タル フォ ー ム を 組立 て た 大 パネ ル (6X6 m) 
を 使用 し , クレ ー ン に より 組立 て , 撤去 を 行っ た 。 

RC 釘 桁 の シュ ー は ゴム シュ ー で あり , 水平 力 は 鋼 角 
スト ッ パ に より 下部 工 に 伝え る 構造 と な っ て いる 。 鋼 角 
スト ッ パ と は , スト ッ パ 本 体 が 鋼板 を 溶接 し た 角 鋼 より 
な る た め 鋼 角 ス トッ パ と 呼ん で いる 。 こ の スト ッ パ は 地 
震 時 に 作用 する 橋 朝 方 向 水平 力 を すべ て 固定 スト ッ パ で 
負担 し , 橋 軸 直角 方 向 水 平 カ は 固定 お よび 可動 スト ッ パ 
で 分 担 し て 愛 持つ 構造 と な っ て いる 。 


(2) 上 部 工 の 施工 

上 部 工 RC 箱 桁 の 施工 に 移動 式 支保 工 を 採用 し た 。 支 
保 工 形 式 は 前 田 式 移動 支保 工 と 呼ば れる も の で , 国鉄 成 
岡 工事 局 の 指導 の も と に 前 田 建 設 工 業 が 開発 し た も の で 
ある 。 な お , 他 工 事 工程 と の 関係 か ら 一 部 の 桁 に つい で 
は 総 ビ テ ィ ー 御 足場 方 式 に より 施工 し た 。 

RC 箱 桁 は 設計 の 段階 か ら 移動 式 支保 工 に よる 施工 を 
考慮 し て 次 の よう な 配慮 を し て ある 。 ま ず , 断面 形状 を 
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図 一 2 RC 親 桁 断面 

下 型 枠 の 脱 型 作業 を 容易 に する こと と , 変化 する スパ ン 
人 対応 で きる 桁 高 ⑫②.2m) で 統一 し ,, 下 スラ ブ 幅 を で 
きる だ け 小 さく (⑥.6m) し て ある ( 図 一 2 参照 )。 ま た , 
中 間 横 桁 を 省略 し , 桁 長 25 m の 桁 に は 主 鉄筋 に 38mm 
筋 を 使う な ど し て 鉄筋 , 内 型 律 の 組立 ・ 脱 型 作業 を 容易 
に し て いる 。 な お , コン クリ ー ト の 設計 基準 強度 は 270 
kg/cm* で ある 。 

上 部 工 の 施工 に 使用 し た 支保 工 は , 先 に 述べ た よう に 
移動 式 支保 工 に よる も の と 総 ビ ティ ー 枠 足場 に よる も の 
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が ある が , 移動 式 支保 工 に つい て 詳 述 する 。 
支保 工 の 一 般 図 を 図 一 3 に 示す 。 支 保 工 総 重量 は 約 400 
1 に 及ぶ 。 移動 用 油圧 シリ ンダ , 支保 工 昇降 用 ジャ ッ キ 
下部 型 開 開 用 シリ ンダ , 下部 型 析 ロ ッ ク 用 シリ ンダ が 
備え られ で いる 。 支保 工 の 組立 に は 35t づり クレーン 
2 台 と 50t づり リタ レー ン 1 台 を 用 いて 約 40 日 介 や し 
た 。 こ の 支保 工 は 下部 型 枠 部 , 上 部 型 桁 部 。 主 桁 部 より 
構成 され , 主 桁 は コン クリ ー ト , 型 枠 等 の 全 荷 重 を 受け 
る の で , 軽量 で 断面 性 能 の すぐ れ た 3 段 形 負 ハ ニカ ム 
構造 と し て いる 。 コ ンク リー ト 受 桁 と な る 下部 型 枠 部 は 
計 材 を アプ レート 溶接 構造 と し , 中 央 連結 部 に は 油圧 シリ 
ンダ に よる ロッ ク 方 式 を 採用 し て いる 。 底 型 枠 を 下方 に 
朋 放 する こと に より 橋 肝 を 通過 移動 する こと が で きる 。 人 
な お , 全 荷 重 を 受け る プラ ケッ ト 取 付 用 ロッ ド は 橋脚 


前 後に 各 5 本 設け られ , その 材質 は 上 3 本 は SNC-2( ニ 
14000 ッ ケ ルク ロム 鋼 )。 下 2 本 は S 45L ( 局 素 鋼 ) で , い ず 人 … 
れ も 径 は 55mm で ある 。 全 天候 型 上 家 を 取付 け , 気象 
ー 条件 に 左右 され ず 作 業 可 能 と な っ て いる 。 人 冬季 施工 の ュ 
ンク リー ト 義 生 と し て , 型 枠外 側 に ウレ タン フォ ー ム を 
月 貼り , 保温 に 役立た せ で いる 。 
1 支保 工 の 移動 は 次 の 要領 に よる ( 図 一 4 参照 )。 す な わ 
ち , コン クリ ー ト 打 設 , 養生 後 , 所 定 の コン クリ ー ト 圧 
に に | 縮 絢 度 の: ニ 150kg/cm?) を 確認 し た 後 。 支保 工具 降 用 
ジャ ッ キ で 型 枠 を 降下 させ , 移動 用 ロー ラ に 和 尼 せ る 。 続 
いて , 移動 する 際 描 服 を か わす た め 下 型 枠 を 開閉 用 シリ 
ンダ で 下方 に 開き , 移動 用 シリ ンダ (1 ストローク 1600 
ブ mm) に より 送出 す (写真 一 2 お よび 図 一 5, 図 一 6 参 
了 )。 
下部 型 枠 は 橋脚 通過 後 ロッ ク 用 油圧 シリ ンダ で 再び 連 
fg り 設 族 。 緒 し て お く 。 こ れ を 繰返し て 支保 工 を 移動 する 。 後 方 の 
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sa pc を プラ ケッ ト を 取り は ず レ し , 一 つ 前 方 の 橋脚 に 取付 け て お 
P yy き , 決 の 支保 工 移動 に 備え る 。 所 定 の 位置 まで 移動 し た 
図 一 3 CA) 移動 支保 エー 般 図 (断面 ) 後 , 具 降 用 ジャ ッ キ で 型 枠 の 高 さ を 調整 し し セッ ト す 人 … で 
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図 一 3 (B) 移動 支保 工 一般 図 (側面 ) 
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る 。 セット 後 は 荷重 に よる 型 枠 降 
下 を 防ぐ た め ス クリ ュー ロッ ク を 
締付け , 移動 し セッ ト を 完了 す 
る 。 

RC 箱 桁 の 施工 に 用 い る 材料 の 
荷 揚げ は , スラ ブ 上 に 乗せ た 11t 
づり クレ ー ン を 使い 。 内 型 和 , 鉄 
筋 の 組立 に は 上 家 に 取付 け た 5t 
づり 天井 クレ ー ン を 用 いて 容易 に 
行え た 。 コ ンク リー ト 打 設 は ポン 
プ 車 に より 桁 + 連 を 1 回 で 行っ 
た 

支保 工 の 解体 は 35t づり クレ 
ー ン 2 台 と 120t づ り ク レー ン 1 
台 を 用 いて 約 30 日 で 行っ た 。 

移動 支保 工 の サイ クル タイ ム は 
移動 才 保 工 損 料 の 工費 に 占め る 割 
合 が 大 きい こと か ら , 桁 の 経済 性 
に 大 き な 影 響 を も っ て いる 。 サ イ 
タル タイ ム の 決定 は 移動 式 支保 工 
の 機能 , 鉄筋 , 内 型 枠 の 組立 等 の 
作業 方 法 構造 物 の 設計 条件 その 
他 に よる も の で ある 。 当 東仙台 工 
区 に お いて は 成 岡 工事 局 管内 で の 
施工 実績 を 参考 に し , また 他 工 事 
(軌道 , 電気 ) と の 関係 か ら も 制 
限 さ れ , 種々 検 対し て 1 サイ クル 
を 14 日 と 計画 し た 。 

その 内 訳 は 表 一 3 の と お り で あ 
る 。 すなわち, 支保 工 の 移動 ・ 据 
件 コン タリ ー ト 打 設 ・ 開 生 の 固 
定 され た 日 数 が ある た め , 鉄筋 
内 型 枠 の 組立 作業 を いか に 効率 よ 
く 行 うか が 重要 な 条件 に な っ て い 
る 。 施 工 実績 と し て は , 作業 に 慣 
れる まで の 数 連 に お いで 20 数 旧 
を 要 し た が , 繰返し 作業 で ある た 
め 次 第 に 慣れ る こと , また 鉄筋 
内 型 枠 の 組立 に 2 パー ティ 入れ た 
り 残業 を する と 10 一 12 日 程度 ま 
で は 短縮 可能 で あっ た 。 


3. あ と が き 


移動 式 支保 工 に よる RC 箱 桁 の 
施工 を 終え , 従来 の 総 ビ ティ ー 枠 
足場 工法 と 比べ る と 次 の よう な 特 
徴 が あっ た 。 


団 脱 欄 , 支保 工 ジ ャ ッ キ ダウ ン 


団 支保 工 移動 


固 一 4 支保 工 の 移動 
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ド 型 析 開 閉 用 
シリ ンダ 


図 一 5 下 型 枠 を 下方 に 開放 する 


③ 1 連 の 施工 日数 は 約 14 日 と , 従 
ー40 日 に 比べ 約 1/2 で 済み , 今後 鉄筋 の アレ ハ プ 


比べ て は る か に 安全 な 工法 で あ 
作業 や 道路 直上 で の 作業 も 安全 に 行 


G を 取付 け て ある た め 天 候 に 左 右 され ず , 
また 冬 容 施工 も 可能 で ある 。 
④⑭ 保 工 の 操作 は す 由 圧 に よる た め 施 工 に 
伴う 騒音 振動 が 少な く , 市 街 地 施工 に 適し て いる 。 
⑧ ある 程度 の 連 数 が あれ ば 従来 エ > 
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| 


図 一 6 移動 用 シリ ンダ 


経済 的 で ある 。 

⑲ 移動 式 支保 工 を 使用 する と , 桁 断面 を 統一 する こ 
と が 必要 な た め 美 観 上 か ら も 好ま し い 。 

以上 の よう に すぐ れ た 特徴 を 持っ て いる 。 当 東仙台 高 
架橋 に お いて も 無 災害 で 所 定 の 工期 を 守る こと が で き 
た 。 今後 も 特に 市 街 地 で の 高架 橋 工 事 に 般 多 く 採用 され 
る こと と 思わ れる 。 ま た 支保 工 に つい て も な お 一 層 の 改 
良 が 加え られ , より 安全 , 経済 的 で 簡単 な 操作 に よる も 
の が 開発 され る こと を 期待 する も の で ある 。 

最後 に , 本 報告 を まとめ る に あたり 種々 ご 協力 いた だ 
いた 間組 東仙台 軸 張 所 の 皆さん に 感謝 し , 報告 を 終わ り 
た い 。 
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表 一 3 1 サイ クル 標準 工程 家 
全日 表 ]|2|s|4lslel? 回 回 回 回 回 回 四 
移 動 ・ 所 人 
で 友引 > | ーーーーーー 
内 型 棒 組立 = 
上 床 版 鉄 衣 組み | 
コン クリ ー ト 折 設 ーー 


に 生 ーーーーーー 


人 


建設 の 機械 化 "80.12 


15 
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大 型 ケ ー ソ ン 工 事 概要 


ンタ ダー チェ ジン シン ウ の 


和 田 英 輔 # 岩 


永 国 


男 * 


1. は じ め に 


本 工事 施工 個所 は 鋭意 建設 中 の 普 都 高速 6 号線 (II 
期 ) お よび 高速 競 飾 川口 線 の 分 岐 合流 する 小菅 イン ター 
チェ ンジ 部 分 に ある 。 

小 薄 イ ンタ ー チ ェ ン ジ は 将来 中 央 環状 線 の 一 郎 と な っ 
て 普 都 高速 道路 網 の 機能 向上 の 一 環 を に な うと と も に , 
高速 足立 三郷 線 ・ 常 和 道 方 面 と 他 の 路線 相互 の 交通 を 処 
理 す る イン ター チェ ンジ と な る ( 図 一 1 参照 )。 小 芝 イ ン 
ター チェ ンジ は 葛 館 区 小菅 ユー2 丁目 に あり , 一 級 河川 
凌 瀬 川 の 両 涯 に また が り , 両 冊 とも 高速 道路 と 同時 に 施 
工 中 の 東京 都 の 都市 計画 街路 上 に 建設 され る 。 

小菅 イン ター チェ ンジ の 上 部 工 は 構造 上 アプル デッキ 
と な り , 橋 面 の 高 さ は 最大 30m の 高 さ と な る 。 ま た 河 
川 管理 上 , 河川 内 に 橘 脚 が 建 で られ な いた め , 最小 半径 
145 m の 長 ス パン の 連続 曲線 鋼 床 版 箱 杵 とし, この 主 径 
間 を 受け る 基礎 工 は 右 堪 2 基 , 左岸 2 基 と も それ ぞ れ ケ 
ー ツ ソン 基礎 を 採用 し て いる ( 図 一 2 参照 )。 本 文 は 最近 沈 
設 を 完了 し た 綾瀬 川 左 江 の 大 型 ケ ー ソ ン に つい て 施工 概 
要 を 報告 する 。 


2. 地 質 


当 施工 個所 は 荒川 。 江 戸川 等 の 河川 に より 形成 され た 
沖積 低地 一 般 に 下町 低地 と 呼ば れる 地域 に あり , 支持 
層 ま で の 間 , 軟弱 な 地層 が 40 数 m に 及 ん で いる 。 
3 は ケー ソン 工事 の た め の 地質 調査 結果 を 表示 し 
た も の で ある 。T。 お よび Pi。 ケーソン 間 の 距離 は 約 
200m で ある が , 東京 れき 層 の 深度 お よび 層 厚 が 変化 し 
て いる 。Pi』 の 支持 層 は 東京 れき 層 で , 約 2m の れき 層 

* gis4&e Woga 首都 高速 道路 公団 計画 部 第 一 計画 課 専 門 役 


kzio 7sogzggg 首都 高速 道路 公団 第 三 建設 部 
凌 瀬 工事 事務 所 


と 約 7m の 砂層 か ら 成 り ,。 と も に W 値 50 以上 で あ 
る 。 TP 一 51m 以深 は 江戸 川 層 (シル ト 層 ) で , WV 値 
は 15 程度 と な っ て いる 。 

TP。 ケー ソン の 支持 層 で ある 東京 れき 層 厚 は 5m 程度 
で ある の で , 江戸 川 層 (シル ト 層 ) を 含め て 支持 層 と し 
て の 検討 を 行い , 安全 を 確認 し て いる "。 間 げ き 水圧 測 
定 結果 に よる と , Yu, NaS-1, NaS-2, NaS-3, TgS 
層 に 和 帯 水 が 認 め ら れ , 間 げき 水圧 は それ ぞ れ 0.06-0.13 
kg/cmi。 2.4 kg/em*、0.25 kg/cms。1.52.6 kg/cm で 
あっ た 。 


3. 現場 と 工事 の 概要 


(1) 現場 付近 の 地域 の 特色 

① 家屋 が 密集 し た 市 街 地 で ある こと 。 

⑫ 綾瀬 川 の 満潮 時 の 水位 が 堤 内 地 民 家 側 よ り 約 2m 
高く な る こと ( 沙 水 位 AP 上 4.0 m。HWL ニ AP 寺 2.1m, 
坦 内 地 AP-0.5mー+0.5 m)。 

当地 域 は 河川 に か こま れ た 市 街 地 で ある が , 昔 水田 地 
帯 で も っ た た め 水 路 が 多く , 葛飾 区 だ け で も 約 290km 
の 水路 が 排水 路 と な っ て 現存 し て お り , 道路 状況 も よく 
な い 。 


(2) 工事 概要 

小菅 イン ター チェ ンジ の 綾瀬 川 左 江 の ケー ッ ン Pi』 お 
よび P の 規模 と 概要 は 図 一 4, 表 一 1 の と お り で ある 。 

Pu お よび P。 ケー ソン は 隣 合っ た 662 工区 , 671 工 
区 各々 の 高速 工事 の 一 部 で ある 。Pi。 ケーソン は 662 工 
区 の 端 部 に あり , 671 工区 と 接し , P。 と と も に 小菅 イ 
ンタ ー チ ェ ン ジ の 内 に 位置 し て いる 。 

両 ケ ー ツ ン 作 業 は 道路 と 河川 の 章 の 帯状 の 作業 帯 内 で 
行わ れる 。 ケ ー ツ ン 沈 設 位置 を 含め て 作業 各 面 積 は お お 
よそ P。 で 幅 20mxX150m, P。 で 幅 33mx95m で あ 
る 。 
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(3) P,。 の 現場 条件 

Pi。 は 道路 を は さん で 20m 先 で 建設 中 の 下水 道 局 小 
菅 処 理 場 に 面 し , 民家 まで の 離れ は 約 150m。 コ ンプ レ 
ッ サ 室 か ら の 苑 れ は 約 60m で ある 。 

Pi。 は 旧 宮前 排水 機場 跡地 で ある た め 排 水 機場 の 基礎 
の 撤去 お よび 松丸 太 桃 の 引抜 き が 必要 で あっ た 。662 工 
区 の Pi。 の 付近 の 橋脚 工事 は 昭和 50 年 度 
いる の で , 締切 は Ps 単独 で 行い 。671 工区 と 接続 し 
て いる 。 


(4 ) P。 の 現場 条件 

TP。 の ケー ソン は 671 工区 の 端 部 に あたり , 水戸 橋 を 
横断 する 水戸 橋 , 旧 水 戸 街道 と 河川 に 併行 する 道路 の 旧 
水戸 橋 交差 点 に 入り 込ん だ 位置 に 沈設 され る 。P。 ケー 
ッ ツン か ら 水 戸 橋 , 民家 まで の 距離 は それ ぞ れ 10m,18m 
で ある 。 水戸 橋 は 昭和 29 年 に 建造 され た 単純 飯 桁 3 連 
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表 一 ! ケー ソン の 数 量 諸 元 


Pa ケー ツン P。 ケー クン 
ター ツン 寸法 | 23.0x16.5x89.0m 23.0x20.0x45.5m 
舞 前 土生 | 1697m 575 me 

直人 6.282 me 678m 
コンクリート | 頂 版 1.948 ms 2.806 mt 
時 8.230 m* 11.474 mt 
中 店 コン クリ ー ト | 674 me 中 72m 
才 休 680t 1.092t 
然 逢 是 | 頂上 9 317t 
計 899t 1.349t 


11 m@3 連 の 2 等 橋 で , 下部 工 は RC 杭 ゅ 400, ん =9.0 
m の 杭 基 礎 上 上 の RC ラー メン 橋台 橋脚 逢 2 基 か 
で いる 。 建造 当時 の 設計 天 端 と 現地 実測 か ら 26 年 間 に 
楠 梁 自 体 約 20cm 沈下 し , 橋脚 に 割れ クラック, 村 
台 と 桁 答 も 3cm ずれ を 生じ , 老朽 化し て いる 。 


較 略 岡 
尼 泊 下線 


6 明 線 (2 基 ) 
時 


ーー 用 


刀 例 


ーー 侍 村 施 行 個所 
ーーー" 重点 本 統 調 査 区 間 


図 一 1 首都 高速 道路 建設 事業 施工 個所 図 
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ーー 2 層 Lu 
革 粒 頒 イン ター テッ ッ 。 ケー ソン 攻 馬 MM 誠 7] 
ケー ソン シー 臣 表 
栓 骨 | 形状 寸法 支持 屋 | エ 区 


TP | 230mx200mx455m 
Pe | 280mx165mx390m 
Pa | 200mx110mx410m 
Pe | 200mx110mX410m 


TP 一 477m | 671 
TP 4L1m | 662 
TP 431m |KT 1 
TP 一 431m |KT11 


図 一 2 小菅 イン ター チェ ンジ 一 般 図 


4 対策 


前 述 の 地域 の 特殊 性 と 現場 の 現況 を 考 虐 し , 次 の よう 
な 対策 を 行う 。 


(1) 河川 に 対す る 防衛 対策 

PiーPi。 まで 締切 は 一 体 と な っ て いる が 。 ケー ソン が 
長期 に お た る の で Ps お よび P。 は 単独 で も 独立 し た 締 
切 に し て お く 。 

当 工 事 現場 を 含め て 綾瀬 川 左 埋 沿 いで 建設 中 の 6 号線 
CI 期 ) は 東京 都 より 一 級 河川 綾瀬 川 高潮 対策 護 堆 工事 
を 受託 し, 高速 道路 下部 工 と 一 部 一 体 構造 と し て 同時 施 
工 を 行っ て いる 。 こ の た め , 河川 沿い の 深い フー チン ゲ 
基礎 と 新設 護 工 事 中 , 旧 河 川 護 穫 に か わる も の と し て 
フー チン グ ダ の 河川 側 (前 面 ) と 道路 側 ( 管 面 ) に AP 
十 4.0m の 高 さ に 鋼管 矢板 等 で 締切 を 行っ て いる 。 ま 
た フー チン グ 間 の 護 涯 工事 は 背面 に 銅 矢板 に よる 二 重 締 
切 を 行う た め , これ ら の 締切 が 連続 し て 河川 浴 い に 帯状 
に 締切 っ た 作業 帯 と な る 。 


(2 ) ケー ソン 沈設 時 の 周辺 地盤 に 対す る 影響 を 最小 
限 に する た め の 対 策 

⑤ 締切 用 鋼管 矯 板 の 継ぎ 足し に よる 周辺 地盤 沈下 の 
防護 を 行う 。P。 に つい て は 棋 梁 , 民家 お よび 旧 水 戸 街 
道 に 東電 , 水道 な どの 地下 埋設 物 が ある た め , 中 握 式 圧 
入 工法 に よる 施工 限度 まで 鋼管 矢板 ゅ 1,000 を 12m 継 
ぎ 足 し て 38m と し , 洪 積 層 の 7 号 地層 の 締まっ た 地層 
まで 建 長 し て ケー ツン 沈下 に よる 周辺 地盤 へ の 影響 を 減 
じ よ ょ うと する も の で ある 。 Pi。 ケー ソン で は , 近接 し て 
影響 を 与え る 構造 物 が な い の で , 頂 版 施工 の た め の 締切 
工 (前 面 ゅ 1000, 背面 @600, 杭 長 24.0m の 鋼管 矢 
板 ) を 用 い , 締切 の 継ぎ 足し を し な か っ た 。 

⑨ Pi』 お よび P。 と も 土質 試験 結果 等 を 考慮 し て も 
周辺 摩擦 が 大 きい の で , フリ クシ ョ ンカ ッ ト を 設け る こ 
と と し た が , 5cm ずっ 2 段 に 設け 、 周辺 地盤 に 対す る 
急激 な 影響 を 避け る こと と し , フリ クシ ョ ンカ ッ ト に よ 
る 影響 は ケー ツン 周辺 の 埋 士 を 補給 し , 水 締め を 毎日 行 
うこ ょ と し た 。 

⑧ ケー ツン 沈設 時 に は エア ジェ ッ ト の 利用 , 水 荷重 
を 使用 し , 極力 減圧 沈下 は 避け る こと と し た 。 
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(3) 近接 する 民家 に 対す る 対策 

④ 作業 時 間 は 地元 の 了解 の うえ , 
で と し だ 

⑤ 沈設 作業 は 数 カ月 連続 し 。 ロッ ク の 吸 排 気 音 . バ 
ケッ ト 。 キャ リヤ 。 ロッ ク の 操作 音 . ホッ パ お よび ウイ 
ンチ 等 の 操作 音 が 考え られ る が , 建設 中 連続 圧 気 する た 
め コ ンプ レッ サ に つい て , 特に 夜間 の 防音 防 振 に つい て 
考 具 する 。P。 に つい て は , 背面 鋼 矢 板 締 切 を 利用 し , 
作業 帯 内 に 半 地下 式 の 構造 と し , 防音 パネ ル , 軽量 コン 
クリ ー ト プ ブロック に より 防音 し , 30 ホン の 騒音 低減 を 
図っ た 。 ま た コン プレ ッ サ の 振動 対策 は , コン プレ ッ サ 
と 基礎 に 振動 絶 緑 材 を 使用 し て 25dB 程度 の 振動 低減 
を 図っ た 。 Pi。 の コン プレ ッ サ 室 は 軽量 ブロ ッ ク 小 屋 と 
し た が , 民家 か ら の 距離 が 60m あり , 問題 は まっ た く 


ww 
Et 


WM 値 
01020304050 
UE 


7 時 か ら 22 時 ま 


TP 0| 


地 因 履 衣 

昌 | 地 月 名 | 還 机 

門 最 上 部 層 Ao | 砂 質 土 ・ 粘 性 土 ・ 瓦 れき | 5 一 7 

ト 部 Yu ゆる い 細 砂 ・ 砂 質 シ ルト | 1 一 2 
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國 一 3 地質 柱状 図 
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な か っ た 。 

⑧ 酸 欠 空 気 漏出 対策 の た め 調 査 の 実施 …… 右 震 Pas 
お よび Pi。 施工 時 , 井 戸 よ り 酸 欠 空気 の 漏出 が あり , 容 
閉 閉 衝 し た こと が あり , 酸素 欠乏 防止 規則 に より 圧 気 開 
始 より 半径 1km 以内 の 井戸 地下 室 を 調査 し , 圧 気 期 間 
中 断 気 後 も 冊 視 を 行っ た 。84 件 に つい て 入念 な 調査 を 
行っ た が , 幸い 酸 欠 空 気 の 発 生 は な か っ た 。 


(4) 軟弱 地 盤 対策 
当地 は 四 弱 地盤 で あめ る た め 刃 唱 据 付 地盤 の 改良 を 行っ 
た 。 


(5) 水戸 橋 の アン ダー ビニ ング 

TP。 ケー ソン は 水戸 橋 に 近接 施工 す る の で , 万 一 の 場 
合 の 機能 維持 の た め , 左 堆 橋 台 と 桶 脚 2 基 に つい て アン 
ダー ビニ ング を 行い , 安全 に 沈設 で きた 。 


5. 施 エ 


(1) 地盤 改良 と 土砂 セン トル 

地 解 改 良 に 先だって , ケー ツン の 刃 昌 据付 高 (施工 基 
面 ) は 地下 水面 TP-0.5m より 1m 上 げ て TP 十 0.5 
m と し た 。 ケー ソン の 沈設 は , 初期 沈下 時 の ケー ソン 
本 体 の 江 性 を 得る た め 1 つ 2 ロッ ト 構 築 し . つり 桁 構造 
と し て 実施 し た 。 

ケー ツン 据付 位置 の 原 地盤 の 地 机 力 は 7.4…9.9 mi 
で あり , 1ー2 ロッ ト の 重量 が Pi。 で 3,280(。P。 で 3,867 
1 で あっ て で, 1ー2 ロッ ト を 竣 持 で き な い 。 したがって, 
ケー ソン の 自重 を 沈下 抵抗 ( 刃 日 周辺 の 反 力 十 圧 気 に よ 
る 失 圧 力 征 周 面 摩擦 力 ) の つり 合い より 1 一 2 ロット 自 
重 を 支持 で きる 原 地盤 の 深 さ を 求 め , この 間 の 地質 を 砂 
昌 換 等 で 改良 する こと と し た 。 

な お , Pu』 は 必要 な 改良 厚 7.1m を すべ て 砂 置 換 に 
よっ て 改良 し た 。 掘削 は 3 段 に 切 梁 腹 起 し を 行っ て 良質 
砂 を 転 圧 し , 切 染 腹 起 し を 撤去 し な が ら 施 工 し た 。 

TP。 は 水戸 橋 , 地下 埋設 物 の ある 道路 に 面 し て いる た 
め 妨 所 付 高 さ TP+0.5mーー3.5m の 4m を 砂層 換 
し , TP-3.5mーTPー7.0m 間 の 刃 口 周辺 に そっ た 幅 
5.9m の 区 間 を 薬液 注入 に よっ て 改良 し た 。 使 用 し た 薬 
液 は 懸 濁 液 型 水 ガ ラス 系 の LW-1 号 で シル ト 細 砂層 の 
強度 吉 を 図っ た 。 

土砂 セン トル は 1 一 2 ロッ ト の コン クリ ー ト 打 設 重量 
を 土砂 に より 均等 に 支持 する こと と , 初期 の 柄 内 掴 削 を 
各 マ テリ アル ロッ ク 間 で 対称 に バラ ンス を 図り つつ 所 削 
拡大 し , 安全 に 沈下 で きる の で 採用 し た 。 刃 日 幅 は 両 ケ 
ー ツ ン と も 20cm と し た 。 図 一 5 は 地盤 改良 と 土砂 も 
ント ル の 和 略 を 図示 し た も の で ある 。 
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Pi 過 面 較 。 断面 TP +4.366(AP +5.50) 
= に HHHWL+2.866(+4.00) 
TP +4.366(AP 5.50) 


TP +0166 JHWL +0.966(+2.10) 


FEWVE 0.634(+0.50) 
EE 


間 | 7 き 


TP =476 


94 ml 
200|i。 


28.000 


図 -4 ケー ソン 一 般 図 


(2) 仮 設 備 

両 ケ ー ソ ン と も 綾瀬 川 と 道路 間 の 20 一 33m の 細長 く 
締切 っ た 作業 帯 内 で 沈設 する た め , 送 気 設備 , 本 外 所 前 
設備 搬入 路 等 の 配置 に 工夫 が 将 ら さ れ て いる 。 

(a) 函 外 掘削 設備 

TP。 ケー ツン は 工区 の 端 部 に あっ て 次 差 点 に 接し て い 
る た め , 三脚 デリ ッ ク は 綾瀬 川 に し か 設置 で きず , 8.2t 
づり , 作業 半径 26m の も の を 1 基 使 用 し て いる 。 元 外 
掘削 設備 と し て 門 型 キャ リヤ 4 基 , 残土 ホッパ GOm り 
4 基 を 水戸 橋 交 沙 点 脇 の 締切 の 外側 に 2 基 , 作業 帯 内 の 
ケー ソン 脇 に 2 基 配 置 し た 。 

Pi。 ケー ツン は 671 工区 と 662 工区 の 両側 か ら 残土 
と 資材 の 搬出 入 が 可能 で あっ た の で , 三脚 デリ ッ ク 4.5 図 一 5 地盤 改良 と 土砂 セン トル 
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t2 基 , キャ リヤ 2 基 , 残土 ホッ パ 0m') 4 基 を ケー 
ソン の 両側 に 設置 し た 。 

(b) 送 気 設備 

P。 ケー ツン に つい て は , ケー ツン に 近い 作業 帯 内 に 
背面 緒 切 を 利用 し て 半 地 下 式 の 小 旦 を 作り, WN112, 
200 PS,150 kW の コン プレ ッ サ を 5 台 配 置 し , 忠 急 用 と 
し て エン ジン コン プレ ッ サ 170PS 2 台 を 設置 し た 。 Pis 
ケー ソン は 662 工区 の Pi。 お よび Pi の 橋脚 工事 開 
部 分 に 軽量 ブロ ッ ク の 小屋 を 作り ,WN 112, 200 PS, 150 
kW の コン プレ ッ サ 4 台 を 設 笑 し , 緊急 用 と し て ディ ー 
ゼル コン プレ ッ サ 150 PS 1 台 を 設置 し た 。 各 々 自動 ・ 
調 圧 装 置 を 使用 し て いる 。 

(c) ホス ピタ ル ロ ッ ク 

各々 4 人 用 の も の を 1 基 設 置 し た 。 

(d ) ケー ツン 本 体 の 仮設 備 

各 ケ ー ソ ン と も マシ ョ ロック 1 基 , マテ リア ル ロ ッ ク 4 


基 を 設置 し た 。 図 一 8 は P。 ケ ー ソ ン の 仮設 機械 全体 配 
置 図 で ある 。 ま た 写真 一 1! は P。 ケー ツン の 施工 状況 で 
綾瀬 川江 Pas 橋脚 か ら 望 ん だ も の で ある 。 


(3) 沈下 掘削 

函 内 掴 削 は 当初 人 力 掘削 で 行い 。 ケー ソン が 安定 し た 
7 号 地層 の 細 砂 層 よ り 人 力 と 機械 の 併用 掴 削 を 行っ た 。 
沈下 掘削 の 管理 は ケー ソン 4 隅 に 表示 し た ドラ フト マー 
タク より ケー ソン の 傾 狼 を 毎日 測定 し , 内 掘削 に より 修 
正 を 行っ た 。 

図 一 7 は P。 の 理論 沈下 関係 図 と 実績 で あ る 。 図 一 8 
は 沈下 図 と 鋼管 矢板 , 鋼 矢 板 の 緑 切 効果 を 表示 し た も の 
で ある 。 図 中 左下 隅 の 図 は 鋼管 矢板 , 鋼 矢 板 か ら の 一 定 
距離 ご と に ケー ソン 沈設 前 後 の 地盤 高 さ を 測定 し た 結果 
で ある 。 図 中 , 右上 隅 の 結果 より 鋼管 矢板 , 鋼 矢 板 の 天 
端 高 さ は ケー ソン の 刃 日 が 鋼管 矢板 , 鋼 矢 板 の 根 入れ 深 
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図 一 7 P。 ケー ソン 理 請 沈 下関 係 図 と 実績 
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ょ る 。 ま た 鋼管 矢板 の 効 
い 鋼 矢板 を 普通 の 地 山 と 見 な し て 鋼管 
85 旬 


果 は , 根 入れ の 
面積 で 比較 すれ ば 、 お お 
えら れる 


(4) 構 策 
コン クリ ー ト 打 設 は ポン プ 車 を 使用 し た 。 1 ロッ ト 当 
り の コン クリ ー ト は Pj。 で 約 700m', P。 で 約 830m* 


ンプ 車 は それ ぞ れ 2 台 と 3 台 を 配置 し 
た 。 3 ロッ ト 以 後 の 沈 設 ロ ッ ト に は 早 強 ユン タリ ー ト 
H 242 B を 使用 し た 。 な お , 1-ー2 ロッ ト と 頂 版 は 普通 
ュ ン クリ ー ト N242B を 使用 し , 中 諸 コ ンク リー ト は 
N152 B を 使用 し た 。 

ロッ ト 用 内 型 棒 は すでに 打 設 し た ロッ ト の 隅 壁 に つり 
足場 を 彫 定 し 、 順次 立 上 げ た 。 外 型 棒 は ケー ソン の 締切 
上 の 内 側 の 作業 スペ ー ス を 利用 し て 着脱 し た 。P。 の 内 
型 枠 は 了 芯 の 内 寸法 の フレ 型 枠 を 取付 け , 
クタ クレーン ライ ド し て 省力 化 を 図っ た 。 3 ロッ ト か 
ら 最終 ロッ ト を 除く 竹 ロ ッ ト に つい て で, 1 ロッ ト 当 り の 
沈下 搬 削 構築 秋 装 舟 の 平均 サイ クル タイ ム は Pu で 
19 日 , P。 で 23 日 で あっ た 。 写真 一 2 は 構築 中 の P。 
ケー ソン で ある 。 


で ある の で , 


トラ ッ 


(5) 中 詰 コ ンク リー ト 打 設 
中 語 コ ンク リー ト 打 設 は 地面 力 試 験 確認 後に 行っ た 
中 クリート の 打 設 は ブロ ー パ イプ 」 付け た 
ボー ル バ ル プ に プ 車 の ホー ス を 接続 し , 各 シ ャ フト 
で 看 視 し な が 5 プ 車 
函 内 送 気 は 各 ロ ッ ク か ら 送 気 し た 。 


連続 打 設 し た 。 打 設 中 の 
コン クリ ー ト 終了 の 


写真 一 1 P。 ケ ー ソ ン 施 工 状況 
確認 は 各 シ ャ フト 、 最 終 確認 は ブロー パ イプ か ら の 
モル タル 噴出 で 行 - 


(@) 施工 精度 
Pi』 お よび P。 ケー ソン の 沈設 後 の 精 度 と 水平 代位 量 
は 図 一 8 の と ね おり 良好 で あっ た 。 


6. 実 績 工程 


Pi。 お よび P。 ケー ツン の 実績 工期 は 締切 工 か ら 埋 
実績 工程 表 は 


写真 一 2 構築 中 の P。 ケー ソン 


24 
ーー Pa 較 

設 計 応 口 高 TP 一 41.134m TP 47.634m 
設 妨 日 高 | TPー450m TP 一 47671m 
入 設 誤 療 ー16mm 37mm 
不 千 沈下 昼 6mm 19mm 
令 衝 14.718 171.604 


0 
Yo 23000 | 


( 位 :mm) 


図 一 9 沈設 後 の 精度 と 水平 信 位 量 


表 一 2 に 示す と お り で ある 。 ケーソン の 実績 工期 を 砂 財 
換 か ら 中 詰 コン クリート 打 設 終了 まで と し て ゃ 17-18 
ヵ月 を 要 し て いる 。 断 気 後 , 頂 版 施工 埋 戻し まで 8.5 
9 カ ヵ月 を 要 し て いる の は , 両 ケ ー ソ ン と も 構造 上 沈設 
し た ロッ ト 上 に 張 出し た 頂 版 を 施工 し , 橋脚 建 込み 後 , 
橋 狗 肌 巻 コン クリ ー ト , 河川 護 汰 を 頂 版 上 に 施工 する た 
めで ある 。 

な お 張 出し た 頂 版 施工 は , 最終 ロッ ト に 仮 貢 と 土留 
工 を 施工 し て 沈設 し , 断 気 後 , ケー ソン の 締切 工 と 仮 台 
間 に 土 留 工 を 拡張 し な が ら 項 版 底面 位置 まで 所 削 し , 頂 
版 施工 の 作業 空間 を 確保 する 予備 作業 を 伴っ た 。 


7. あ と が き 


綾瀬 川 左 震 沿い の 2 基 の 大 型 ケー ソン は 都市 内 の 天井 
川 と 戦列 地盤 と 洒 集 し た 民家 に 接し た 特 暴 な 条件 下 で 無 
事 沈設 を 終え た 。 長 い 年 月 の 施工 で あっ た が , いま さら 
な が ら 場 所 柄 を 感ずる 次 第 で ある 。 周 辺 地盤 に 対す る 影 
毅 は 絶 無 と は いえ な い が , 締切 鋼管 を 延長 し た 緑 切 効果 
が あっ た と 考え る 。 

最後 に , ご 指導 いた だ いた 第 三 建設 部 各位 、 熱 意 を 結 
集 し て 施工 に 当ら れ た 大 成 ・ 著 筑 J.V。 熊谷 組 の 各位 に 
厚く お 礼 申し 上 げ ま す 。 

本 報告 が 都市 内 で の ケー ソン 工事 に つい て 多少 な り と 
も 参考 と な れ ば は な は だ 幸い で あり ます 。 

参 考 文献 
1) 山内 博 ・ 和 泉 公 比 古 : [小菅 イン ター チェ ンジ 付近 大 型 ケ ー 
ツン の 支持 地盤 の 検討 」“ 音 都 公団 技 報 " 第 11 号 (1979) 


表 一 2 Pi。 お よび PF。 ケー ソン ン の 実績 工程 表 
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大 日 径 マイ プル ー フ を 利用 し た 
線路 下 横断 地下 道 工法 


。( 肌 。 漆 。 号 ま 


1. ま え が き 


近年 , 立体 交差 の 計画 お よび 工事 が 数 多く な っ て いる 
が , 鉄道 営業 線 下 を 通る 場合 は 特に 施工 時 の 軌道 に 及ぼ 
す 影 響 が 大 き な 問題 と な る 。 こ の よう な 計画 お よび 工事 
は , 従来 工事 桁 を 利用 し た 開削 工法 に よる ボッ クス カル | 
バー ト や フロ ン テ ジ ャ ッ キ ング 工法 、 小 晶 径 の パイ プル 
ー フ 工法 な ど が ある 。 こ こ に 紹介 する 新 工法 は , 大 日 径 
の パイ プ を 使用 し , それ を 本 体 構造 の 一 部 と し て 利用 す 
る と ころ に 大 き な 特 徴 を も っ て いる 。 東 北本 線 の 立体 交 
差 工事 で 昭和 52 年 当初 か ら 盛 岡 工事 局 と 西松 建設 の 共 
同 開発 に よる 工法 (NNCB) で , 設計 上 多少 の 差異 が あ 
る が , 4 個所 を 施工 し て いる 。 その うち の 1 個所 と し 
で. 東北 本 線 石鳥谷 一 日 語 間 の 薬師 常 架 道 工事 に つい て 
紹介 する 。 

この 構造 は , 本 体 と 仮設 が 一 体 と な っ て お り , 本 体 も 
仮設 の 働き を する と と も に , 仮設 構造 も また 本 体 の 一 部 
に 役立っ て いる 。 こ の よう に 特殊 の 構造 で も る た め 構 千 
を 設計 施工 の 両面 か ら 概要 を 述べ る 。 


2. 構造 の 概要 


一 般 に ボッ クス カル バー ト は 外力 に 対し ポッ クス ラー 
メン 構造 で 抵抗 させ る が 、 本 構造 は 鉛直 荷重 に 対し 入口 
・ 出 日 部 の 受 梁 を 支点 と し , 長手 方 向 の 委 部 材 で 抵抗 さ LA 
せる 。 な お 、 受 深 は 受 台 で 支持 され る 。 染 部 材 は 圧入 さ 男 2 能 断 較 
れ た 鋼管 の 中 に 鉄骨 ・ 鉄 筋 コ ンク リー ト に よる 円 形 の プ 図 一 1 に 位置 平面 図 を , 図 一 2 に 縦断 図 を , 図 一 3 に 正 
レキ ャ スト ピー ム (サー キュ ラビ ピー ム ) を 挿入 し て 築造 面 図 を , 図 一 4 に 横断 図 を それ ぞ れ 示す 。 
され る 。 一 方 , 側 圧 に 対し で は 、 サイ ドバイ プ に 施工 時 次 に 各部 の 構造 に つい て 説明 を する 。 

の 仮 土留 材 の 働き を させ , 完成 時 に は U 形 の 鉄筋 コン ク 
リー ト に よっ て 側 際 底 版 構造 で 抵抗 さ \ る も の で ある 。 (1) ルー フ バ イブ 
* SZozo 7q&egg 日 本 国有 鉄道 記 岡 工事 局 工事 第 三 課長 横断 面 を 図 一 5 に 示す 。 ル ー フ バイ プ 本 体 と パイ プ 内 
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に 挿入 する サー キュ ラビ ピー ム が 一 体 と し て 弥 度 計算 を し 9914mm, 一 16mm, アニ 14.9m の スパ ペイ ラル 鋼管 で 
て いる 。 円 形 断面 を 有効 に 利用 する た め に 引張 材 と し て 継手 な し で 1 本 物 を 用 いた 。 
曲げ 加工 を 施し た 鋼板 を 用 い , 圧縮 鉄筋 を スパ ン 中 央 部 また , ルー フ バ イプ 相互 の 継手 は 図 一 6 に 示す よう に 
に 配置 し て いる 。 防水 お よび 横 の 剛性 を 増す た め と 圧入 施工 の 精度 を 高め 
ルー フ バ イプ に 使用 し た 鋼管 は JIS 5525・STK 41, る た め に 2 本 の ガイ ドバイ プ を 取付 け , 圧入 完了 後 , そ 
の 間 に モ ル タ ル を 注入 充填 し た 。 


(2) サイ ドバイ プ 

サイ ド パ イ プ は ルー フ パ イプ と 異な り 側 
圧 が 大 きい た め , 本 体 と し て 考え る と 不 経 
済 で 構造 的 バラン ス が と れ な いた め に 施工 
時 の 仮設 材 と し て お り , 握 削 施工 時 に は 図 
ー7, 図 一 8 の よう に 切 梁 で 支持 させ て い 
る 。 


(3) 愛 梁 

ルー フ パ イプ の 支点 と な る 部 分 で , その 
接合 部 は 図 一 に 示す よう に 斜め 筋 に より 
反 力 を 伝達 させ る 。 


図 3 断 面 A-A 
17 *1.000=17.000. 
1.600 に 13.800 E 1600| (4) U 形 受 台 
受 染 の 反 力 を 受け る と と も に , 施工 時 に 
お いて 側 圧 を 受け る サイ ドバイ プ の 支点 と 
も な る 。 


3. 設計 の 問題 点 お よび その 解決 


(1) ルー フ パ イブ 
バイ プ 本 体 の み で 永久 構造 物 と し て 使用 
する こと を 考え た が , 列車 荷重 を 受け る 構 
造物 と し て 使用 する に は 現時 点 で は 不安 要 
素 が ある た め , パイ プ と サー キュ ラビ ピー ム 


17x1.000=17.000. 
914.4xX16 


モル タル 売 填 、 
2 っ 


9605X32 
101.6x57 


図 -6 パイ プ 継 手 詳細 図 
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と の 重ね 染 的 な 考え 方 で 設計 し て いる 。 腐 側 
の 問題 に 対し 完全 な 対処 が 困難 な た め 今回 は 


RL89.031 (平均) 


17x1.000=17.000 


腐 角 代 4.5mm を 考え , パイ プ 厚 を 16 mm 


と し て いる 。 


000 


(2) サイ ドバイ プ ブ 

サイ ド パ イ プ は ルー フ バ イプ と 同様 に 本 体 
の 一 部 に 利用 で き な い か と 考え た が , 側 圧 に 
対し で て サイド パイ プ を 両端 の 受 台 で 支持 させ 
る と 応力 が 非常 に 大 きく , パイ プ お よび 受 台 
が 極端 に 大 きく な る た め 不 経済 で あり , 構造 
前 な パラ ンス も 悪い た め サ イド バイ プ は 仮設 
材 と し て 使用 し て いる 。 パ イプ 厚 は 9.5mm 
で ある 。 


II 


1000: 


(3) 愛 梁 

受 梁 と 受 台 を 一 体 と し て ボッ クス ラー メン 
構造 と すれ ば 受 梁 に 常時 ね じ れ モ ー メ ント が 
作用 し , 受 台 の 柱 部 に は 2 方 向 の 曲げ モー メ 
ント が 作用 する こと に な り , 断面 が いずれ も 
極端 に 大 きく な っ て し まう 。 し た が っ て 受 染 
と 受 台 を 分 離し 。 パ イプ 方 向 に 回 転 を 許し , 
常時 に ね じ り モ ー メ ント が 発生 し な いよ うに 
し た 。 こ の た め 支 承 と し て ゴム 支承 を 用 いた 。 ま た ルー 
フ バ イプ と 受 染 の 接合 部 は 図 一 8 に 示す よう に 和 斜め 筋 を 
配置 する ほか , 用 心 の た め パ イプ 断面 内 の 引張 鋼板 を 受 
梁 内 部 まで 算 長 し て いる 。 
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(4) DU 形 受 台 お よび 内 部 の U 形 側 避 底 版 構造 

前 述 の よう に 側 惑 を ルー フ 部 の よう に パイ プ を 永久 構 
造 の 一 郎 と し て 活用 する か どう か に つい て は , 施工 性 , 
経済 性 の 両面 か ら 種々 検討 を 重ね た が , 結局 は 前 述 の よ 
うな 構造 が 本 工事 に お いて は すぐ れ て いる と の 結論 を 得 


18400 


図 一 7 切 委 平 面 図 


鋼管 @914.4X16X14.900. 


引 


腹 起 し HH-400X400 
(/ 三 8.000) 


図 -8 切 梁 断 面 図 
1630 


店 桁 ゆ 830X13.750 


2 し 2 ル -190x22x15.600 
スタ ー ラ ッ プ 用 所 
図 一 横 梁 ・ 綻 深 接 合 部 


た 。 受 公 の 桂 部 は 施 
工 時 の 土留 材 で ある 
サイ ドバイ プ の 支点 
と な る た め , 桂 断面 
に ね じ り モ ー メ ント 
が 作用 する 。 そ の た 
め 仮設 切 梁 を 用 いて 
モー メン ト の 低減 を 
図っ た 。 

また , 図 一 10 に 示す よう に , 受 台 の 柱 部 と サイ ド パ イ 
プ の 間 に は 砂 袋 を 挿入 し , 施工 時 に お いて は 砂 袋 を 介し 
て サイ ドバイ プ を 支持 し , 完成 時 に お いて は 砂 袋 を 破っ 
て 施工 時 に 受 人 台 に 作用 し て いた 反 力 を 解放 する よう に し 
た 。 


ke サイ 9 イプ 


竣 点 反 力 


1.850 


4. 施工 概要 
施工 順序 図 に 従い 説明 を する ( 図 一 11 参照 )。 


- (1) 立 抗 の 設置 

- 立 玉 の 仮 土留 は , 地質 の 状況 に より 鍋 矢 板 ま た は H 鋼 
と 横 矢板 に よる が , 湧 水 を 考慮 する と 銅 矢板 が 望ま し い 
が , ここ で は 砂 れ き 層 等 の た め 是 鋼 を 採用 し て いる 。 打 
込 機械 は D-25 アー メオ ー ガ 併用 リー ダ を 使用 し た 。 な 


お , 立 玉 は 発進 側 (WY21.4x ん 21.0), 到達 側 (P21.4 
メル 5.0) で ある 。 


(2) 立 抗 部 の 掘削 

ルー フ バ イブ プ 推進 架台 の 据付 盤 まで 1 次 掴 削 し , ルー 
フ バ イプ の 推進 完了 後 , サー キュ ラビ ピー ム の 引込 み モ ッ 
ト を 行い , 以後 サイ ドバイ プ の 推進 架台 の 損 付 盤 まで 2 
次 掴 削 を 行う 。 


(3) 推進 工 

ルー フ バ イプ 推進 機 の 架台 据付 は 架 到 と し て な らし , 
コン クリ ー ト を 打 設 し , その 上 に 時 鋼 300X300 を 激 設 
し , それ に より 直接 支持 する よう に する 。 使用 機械 は 石 
川島 コー リン グ 社 製 KAMO-KE-1200, 推進 力 100、 
使用 オー ガ ゅ 850mm で ある 。 推進 時 の 営業 線 軌道 手 
い 観測 お よび 整備 は , 別途 専門 業者 を 張 付け , 事故 防止 
に 努め た 。 列 事 徐行 運転 は ルー フ バ イプ 推進 期間 の み 45 


立 寺 1 次 所 削 


④ 立 2 次 拠 削 
⑧ サ イド バイブ の 推進 
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km/hr と し , 以後 は 正常 運転 で 施工 し た 。 


(4) サー キュ ラビ ー ム の 製作 と 引込 み 

製作 ヤー ド は 型 枠 の 転用 お よび 差 生 期間 を 考慮 し 3 
ベー ス を 用 意 し 、 鋼 製 の 円 形 型 枠 を 2.5 基準 備 し た 。 こ 
の 鋼 製 型 枠 は 均質 な コン クリ ー ト が 打 設 で きる よう に 3 
等 分 に 分 割 し 常に 上 部 か ら コ ンク リー ト を 打 込 む よう 
配慮 し た 。 

サー キュ ラビ ピー ム の ルー フ バ イプ 内 へ の 引込 み は ト ラ 
ッ ク ク レー ン 30t※2 台 で 相 づ り し , 架台 に セッ ト 後 , 
到達 側 の ウイ ンチ で 引込 みす る 。 パ イプ と の すき 間 に は 
無 収縮 モル タル を 注入 し , 完了 と な る 。 


(5) サイ ド パ イ プ の 推進 

ルー フ 痢 完了 後 立 の 2 次 掴 削 を 行い , 発進 台 は 仮 
土留 の 日 鋼 を 利用 し て 門 型 に 組立 て で 架台 と し た 。 人 架台 
は 順次 下げ な が ら 推 進 する 。 


サー キュ ラビ ピー ム 、 


切 梁 a 
【@H-400)| の 半 近 , 受 吉 の 


1 役目 人 カ 


簡 装 工 
= 


生計 機 欄 箇 削 


の ⑦ 線 路 下 所 削 開始 


大 非 エ 
_ 開 際 床 版 構造 


⑱ 側 虹 底 版 構造 の 朱 千 
⑨ 天 電工 , 科 装 工 


の つつ で 


図 一 11 施工 順序 図 
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(6) 受 梁 , 愛人 台 の 構築 

受 台 の 柱 部 の コン クリ ー ト 打 設 に 先立ち , 切 染 を 取付 
け , 柱 部 を 構築 する 。 ま た サイ ドバイ プ の 支点 は 秒 袋 を 
介し て 受 台 柱 部 に と る 。 受 染 棒 築 時 に は 折 曲 げ 筋 を 圧接 
し , 所 定 の 形状 に し た 後 , コン クリ ー ト 打 設 を 行っ た 。 


(7 ) 線路 下部 の 掘削 

受 梁 が 所 定 の 強度 に 傍 し た の ち 掴 削 を する 。 最 初 は 人 
力 で 安全 こう 配 まで 掘削 し , 次 に 機械 握 削 に し た 。 な お 
掴 前 し な が ら サ イド パイ プ の 補強 仮設 材 を 設置 し た 。 使 
用 機械 は バックホウ (0.3m) と タイ ヤ ド ー ザ に よっ た 。 


(8) DU 形 側壁 底 版 の 構築 

掴 削 が 完了 する と U 形 側 避 底 版 を 構築 する 。 そ し て 所 
要 強 度 に 遼 し た の ち 受 人 訓 と サイ ドバイ プ の 支点 と し て い 
た 砂 袋 を 除去 し , 受 台 の パイ プ に よる 側 圧 を 解放 する と 
と も に 補強 仮設 材 を 撤去 し, 側 圧 を U 形 側 隊 に 全面 的 に 
支持 させ , 本 体 工 事 が 完了 する 。 


《W) 天井 エ 

天井 部 は ルー フ バ イプ が 人 角 出 し て いる た め , 朋 出 部 の 
パイ プ に 汐 装 を 施し , 樹脂 コー ティ ング し た ルー フ デ ッ 
キ を 取付 け , 化粧 巧 の 代り と し , 漏水 に 対す る 排水 補 の 
役割 を させ て いる 。 


レル p シ シ シ セキ キト ニニ ニニ ub ヘ b ヘ シ oo ッ .. っ ふ ポー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


「 四 和 55 年 度 建設 機械 と 施工 法 シ ン ポ 


全 新 刊 図書 紹介 


し , まとめ た も の が この 論文 集 で あり ます 。 
1. 内 容  ① 土 工 機械 と 施工 法 … 
② 基 礎 工 事 用 機械 と 施工 法 


と 合 
3. 


体裁 
類 価 


B5 判 152 頁 
3,500 円 (送料 350 円 ) 


本 協会 で は 毎年 1 回 。 建設 機械 展示 会 期間 内 を 選び 「 建 設 機械 と 施工 法 シ ン ポ ジウ ム 」 
を 開催 し て お り ます が , 本 シン ポジ ウム は 建設 機械 と その 施工 に 携わる 関係 者 の 日 頃 の 研 
究 お よび 開発 の 成果 を 発表 , 討議 し , その 技術 の 向上 に 資す る こと を 目的 と し て いま す 。 
この 年 中 行事 を 実り 多い も の と する た め , 関係 各位 か ら それ に 相応 し い 内 容 の 論文 を 葛 集 


⑧ 軟 明 地 艇 処理 機械 と 施工 法 
④ ト ン ネ ル ・ コ ンク リー ト 工 事 用 機械 と 施工 法 
⑤ 舗 ・ 泥 水 処理 ・ そ の 他 機 械 と 施工 法 


ILubub ト トモ セト トト ⑥ ニ ヨ ニモ ネ ヨ Bb ド pbpbpbb シ ニモ b& モ セ K《 も ペ ヘ 《 ド ら め ゅ ド シ ..________--- ーーーーーーーーーーーーーー 


5. 本 工法 の 特色 


① ルー フ パ イプ 内 に 所 定 の 絢 度 を 有する サー キュ ラ 
ビー ム を 作り , 入口 ・ 出 日 部 の 受 梁 , 受 台 を 構築 し た 段 
階 で すでに 完成 時 と 同じ 構造 と な り , その 後 の 線 路 下 の 
握 削 時 の 安全 性 は 万 全 で ある 。 

⑤ 全 断 面 掘削 が 可能 で あり , 掘削 スピ ー ド が 他 工 法 
に 比較 に な ら な い ほ ど 早 い 。 

⑧ 列車 徐行 期間 が ルー フ パ イブ プ 推進 期間 ( 約 1 カ月 ) 
の み で よい た め 極 端 に 短い 。 

⑭ 構造 物 天 端 か ら の 土 被 り は パイ プ の 径 が 他 の 工法 
と 比べ で て 大 きい が , ボッ クス カル ペー ト 等 の 頂 版 が 省略 
で きる の で 大 き な 差 は な い 。 

⑬ 経済 性 に つい て は , 徐行 期間 軌道 整備 期間 が 短 
く , 総合 的 に は 有利 で ある 。 


6. あ と が き 


以上 , 工事 の 概要 に つい て 紹介 し た が , この 工法 は 。 
NNCB 工法 と 称し 日 本 国有 鉄道 と 西松 建設 が 東北 大 学 
尾 坂 教授 , 東北 学院 大 学 松本 助教 授 の 指導 の も と に 共同 
開発 し た も の で ある 。 今後 , 設計 施工 に つい て 改良 を 加 
え , より 良い 地下 道 の 建設 に 役立っ て 行く も の と 思う 。 


ジウ ム 論 文集 」 
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30 
NATM に よる 第 2 名塩 トン ネル の 施工 
須 々 木 茂 * 田 中 隆 徳 
2 名 塩 2②.960m), 第 2 武田 尾 (705m), 第 1 道場 
1. はじめに 1.285 m), 第 2 道場 150m) の トン ネル は 着工 され , 


福知山 線 は 犬 阪 か ら 尼 崎 市 , 宝塚 市 , 三田 市 を 経由 し 
て 福知山 で 山陰 本 線 と 連絡 する 延長 110 km の 路線 で あ 
る 。 近年 宝塚 以 北 に お いて も 沿線 で 約 20 万 人 に 及ぶ 大 
規模 な 住宅 団地 の 造成 が 計画 また は 施工 され て いる 。 こ 
れ ら の 沿線 人 口 の 増加 に 対応 する た め , 大 阪 か ら 50km 
隊 内 に ある 篠山 口 ま で を 複線 電化 し て 大 都市 交通 線 と し 
て 抜本 的 に 整備 増強 する 計画 が 進め られ て いる 。 

この 計画 の 中 で 宝塚 まで は 1 期 工事 と し て 完成 に 近 づ 
いて いる が , 宝塚 篠山 口 間 42.4km の うち , 生瀬 一道 
場 間 12.2 km は , 現在 線 が 武庫 川 渓谷 沿い を 走り , 線形 
が 悪く , 周辺 の 地形 も 急 皮 で 線 増 工 事 を 施工 する 余地 が 
な いた め 大 部 分 が トン ネル に よる 別 線 複線 ルー ト に な っ 
て いる ( 図 一 1 参照 )。 そ の 中 で 第 1 名 塩 1,470m), 第 


図 一 | 第 2 名 塩 トン ネル 位置 図 


* Se Ss 日 本 国有 鉄道 大 阪 工事 局 生瀬 事 区 藤 
7oAgxo7z 7gzgg 大 成 建 設 (株 ) 国鉄 名 塩 ト ン ネ ル 
作業 所 長 


順調 な 経過 を 示し て いる 。 

路線 中 最長 の 第 2 名 塩 ト ン ネ ル は 片 押し 施工 で 1,400 
m (8 月 末 現 在 ) 舞 削 済み で あり , 以下 その 概況 に つい 
て 述べ る 。 


2. 地質 ・ 地 形 


両 撤 付近 は いずれ も 急 岩 を 形成 し て いる が , 土 接 り 
は 30-250m で 上 部 は 級 や か な 階段 型 の 水田 や ゴル フ 
場 で あり , 終 京 方 は 急 な 斜面 を な し て 一 部 に 雌 催 も あら 
われ て いる 。 

地質 は 大 部 分 が 中 生 代 自 亜紀 一 新生 代 古 第 三 紀 に 属す 
る 有 司 層 群 の 流 紋 岩 に よっ て 構成 され て いる が , 起点 方 
に は 有馬 層 炎 を 被 手 する 形 で 新生 代 中 新生 に 属す る 神戸 
層 の 角 れき 洛 灰 岩 、 含 れき 砂岩 が 分 布 し て いる ( 図 一 2 
参照 )。 

起点 方 纏 付近 の 神戸 層 群 は 弾性 波 吉 度 2.2 一 2.4 
km/sec で 一 軸 庄 縮 強度 も 100 一 200 kg/cm* と や わら か 
い 。 間 燥 状態 で は 比較 的 安定 し て いる が , 湧 水 に よる 強 
度 低 下 は 著しい 。 有 腸 層 燥 の 流 紋 央 は 弾性 波 速度 4.0 
4.8 km/sec 一 軸 圧 縮 強 度 も 800 一 1,700 kg/cm と 全体 
的 に 安定 し て いる 。 数 個所 に 介在 する 弾性 波 速度 2.0ー 
3.0km/sec の 低速 度 帯 は か な り 破 砕 され , 湧 水 も 多く み 
られ る 。 


3. 施工 概況 ( 図 一 3 参照 ) 


第 2 名 塩 ト ン ネ ル は レー ル 方 式 に よる 2,960m の 且 
押し 施工 で ある 。 工 法 は NATM を 採用 し て い る 。 
NATM の 擬 要 に つい て は 種々 発表 され て いる の で 今回 
は 省略 する 。 第 2 名 塩 ト ン ネ ル に お ける NATM の 施 
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工 順序 は , ① せ ん 孔 , 発破 , コン ク 
リー ト 吹 付 , ⑧ ず り 出 し , ③ ロ ッ ク ボ 
ルト を 標準 と し て いる ( 図 一 4 参照 )。 
トン ネル 工事 に お ける 工法 の 選択 と 
機械 設備 の 選択 は その 工事 の 成否 を 決 
定 す る と いっ て も 過言 で は な い 。 第 2 
名 塩 ト ン ネ ル に お いて は 安全 性 と 作業 
環境 を 考慮 し た 機械 化 を 計っ て いる 。 
以下 , その 和 概要 に つい て 紹介 する 。 


4. 掘 削 エ 


NATM に お いて は 発破 に よる 握 削 
周辺 地 山 の 損傷 を 極力 押え , 平滑 に 舞 
削 す る こと が 要求 され る 。 第 2 名塩 ト 
ン ネ ル に お ける 掘削 は 心 抜き に シリ ン 
ダ カ ッ ト を 併用 し た スム ー ス プラ ステ 
ィング (SB 工法 ) を 採用 し て いる 。 
いずれ も 発破 孔 の 位置 は 正確 で あり 
平行 に せん 孔 し な けれ ば な ら な い 。 ま 
た , トン ネル の 1 発破 所 進 長 は 地 山 の 
強度 , 湧 水 , 掘削 断面 等 に より 左右 さ 
れ , その 自立 時 間 に よ り 決 定 さ れる 。 


(1) せん 孔 機械 

発破 法 お よび 1 発破 掴 進 長 は せん 孔 
機械 の 決定 要因 と な る 。 機 種 お よび 容 
量 は 1 孔 当 り の 最大 せん 孔 長 , 1 発破 
当り の 建 べ せ ん 孔 長 、 トン ネル の 形状 
お よび 央 種 等 に より 決定 され る 。 第 2 
名 塩 ト ン ネ ル に お いて は 作業 環境 を も 
考慮 し て 油圧 さく 岩 機 搭載 クタ ロー ラジ 
ャ ン ボ を 導入 し て いる 。 油圧 さく 江 機 
に つい て の 詳細 は , 種々 発表 され て い 
る の で 今回 は 省略 し , 施工 体験 に つい 
て 人 述べ る 。 

(a) せん 孔 能 カ 

せん 孔 速 度 に お いて は 空気 式 さく 壮 
機 の 2-2.5 倍 1.0-1.5m/min) の 
能力 を 有 し て いる 。 ま た 最大 せん 孔 能 
力 に 対す る 試験 は 行っ て いな い が , 計 
測 孔 と し て 6m まで は 経験 済み で あ 
る 。 6m の せん 孔 は 3m の 「 継 ぎ 雛 」 
に より 施工 し た が , 鎌 鋼 接 続 作業 時 の 
安全 性 、 施工 性 に お いて 難点 が ある 。 
メー カ の 早期 開発 が 望ま れる 。 

(b) 安全 性 

せん 孔 作 業 に お いて の 作業 員 は 切羽 
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図 一 2 地 質 縦 断 図 


に 近づく 必要 は な く , 極め て 安全 で ある が , 装 薬 作業 に 
お ける 中 段 作業 足場 は 改善 の 必要 が ある 。 作 業 足場 は 油 
圧 ジ ャ ン ボ の 一 部 と し て 装備 され た 機構 が 望ま し い 。 

(c) 施工 性 

SB 発破 に お ける SB 孔 , 長 孔 発 破 に お ける シリ ンダ 
カッ ト 孔 に お いて は より 正確 な 平行 せん 孔 が 必要 と な 
る 。 使 用 し て いる 油圧 ビデ ャ ン ボ は プー ム を 平行 移動 させ 
る た め の 平 行 同調 機構 と ガイ ド セ ル を 切羽 に 絢 く 押 付け 
て 固定 する フー ド バ パッド に より 平行 せん 孔 へ の 施工 性 を 
高め て いる 。 

し か し , 一 方 で は 運転 者 が せん 也 切 羽 面 か ら 7m 程 
度 離 れ た 位 人 因 に お いて レ パ ー 操 作 し て いる た め , せん 孔 
深度 の 確認 か が し に くく な っ て お り , 孔 尻 の 不揃い が 目 立 
つ 。 也 尻 の 不揃い は 発破 効果 の 低下 に つなが り , 対応 策 
が 必要 で あろ う 。 

次 に , 破砕 帯 等 に み ら れ る ジャ 
る 。 

油圧 さく 岩 機 の フラ ッ シ ン グ ウ ォ ー タ は 水圧 5kg/ 
cm 水量 1 台 当 り 307/min 以上 が 必要 で ある 。 くり 
粉 は 圧力 水 に より 排出 され る が , 破 碑 帯 に お ける せん 孔 
は フラ ッ シ ン グ ウ ォ ー タ が 岩盤 内 へ 逸 水 す る 現象 が み ら 
れ , くり 粉 の 排出 効果 が 悪く な る 。 ま た 圧力 水 に よる 孔 
人 或 の 崩壊. すなわち 「 孔 荒れ 」 が み ら れ , ジャ ー ミ ング 
の 原因 と な っ て いる 。 第 2 名 塩 トン ネル に お いて は , さ 
く 岩 機 の 推進 力 と 回 帳 数 の 変化 で の 対応 お よび フラ ッ シ 


ミン グ に つい て ふれ 
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ング ウォ ー タ に 圧 兵 空 気 を 併用 し た デ タ ー ジ ェ ン ト を も 
採用 し た が , 結論 に は 球 っ て いな い 。 

(d) 経済 性 

第 2 名 塩 ト ン ネ ル に お ける 油圧 さく 由 機 の 運転 時 間 は 
1.100 時 間 を 越え て いる 。 現在 まで の 経験 か ら 徹底 し た 
整備 と 油 圧 機構 を 部 知 し た 運転 技術 が 必要 で あり , 経済 
性 を 大 きく 左右 する 要因 で ある 。 

第 2 名 塩 ト ン ネ ル に お いて は これ ら を 充実 する た め 専 
門 教育 を 受け た オペ レー タ を 1 方 84 名 配置 し , 好 結 
洒 を 得 て い る 。 ま た 油圧 機構 は 高圧 ホー ス (210 kg/cm?) 
を 多種 用 いて お り , これ ら の 損傷 が 多く , 改良 の 必要 が 
ある 。 

(e) 作業 環境 

油圧 さく 岩 機 に よる せん 孔 は 粉 應 の 発生 が まっ た く な 
い 。 し か し , せん 孔 時 の 騒音 は 100 ホン 以上 に 達する 
た め 保 護 具 の 使用 が 必要 で ある 。 ま た 油圧 機構 の 発熱 の 
た め 切 羽 周辺 に 軽 備 な 冷却 また は 通気 設備 が 必要 と 思わ 
れる 。 


(2) コソ ク 機 械 

トン ネル 工事 に お ける 落石, 月 壊 の 事故 防止 は 安全 特 
理 の 重要 な ポイ ント で ある 。 第 2 名 塩 ト ン ネ ル で は 機械 
力 に よる コッ ク を 徹底 し て いる 。 撮 削 1.400m まで の 
施工 実績 は 秋 寄 「0」 で あり , 好 結果 を 得 て い る 。 
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図 一 岩 種別 掘削 断面 図 
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(3) ずり 積み 機械 

トン ネル 工事 に お ける ずり 出し 作業 は 全 工 程 の 30ー 
35 必 を 占め ,、 トン ネル の 舞 進 速度 を も 左右 する 。 ず リ 
積み 機 の 選択 は 岩 種 , 1 発破 ずり 量 . 運搬 機械 , 作業 空 
間 , 作業 環境 等 の 諸 条 件 を 搬 案 し な けれ ば な ら な い 。 

ずり 積み 機 の 損耗 は 岩 種 に より 大 きく 左 有 有 さ れる 。 第 
2 名塩 ト ン ネ ル は 硬 岩 ( 流 絞 岩 ) が 主体 で あり , 消耗 部 
品 の 耐用 時 間 が 短く な っ て いる 。 以 下 , その 実績 に つい 
て 述べ る 。 

(a) タイ ヤ プ ロ テ クタ 

硬 岩 に お ける 征 込 作業 条件 を 考慮 し て 当初 前 輪 に プロ 
テク タ を 使用 し た が , 後 輪 タ イヤ の 損耗 が は げ し か っ た 
た め , 前 輸 , 後 輪 と も プロ テク タ を 使用 し て いる 。 プ ロ 
テク タ の 耐用 は 40,000m' で あっ た 。 

Gb) パケット お よび ツー ス 

パケ ッ ト お よび ツー ス の 摩耗 は 極端 に 早い 。 バ ケット 
は 2 組 準 備 し , 取 和 え 補修 を 繰 返し て いる 。 取 符 え 補修 
は 25,000m' で あり , ツー ス は 45000m' ご と に 取 稚 
えて いる 。 

Cc) 内 燃 機関 の 排気 ガス 処理 装置 

売 に も 述べ た よう に 第 2 名 塩 ト ン ネ ル に お いて は 作業 
環境 の 整備 を 重視 し で お り , 撤 内 で 使用 する 内 燃 機関 は 
すべ て 排気 ガス 処理 装置 を 装備 し て いる 。 


(4) けん 引 機関 車 , 鋼 車 , 鋼 車 転倒 機 

トン ネル 工事 に お ける ずり 出し 方 式 は 施工 算 長 , 仮 股 
用 地 , 土 捨 場 , 地 質 等 詳 条件 を 勘案 し て 決定 され る が , 
第 2 名 塩 ト ン ネ ル に お ける ずり 搬出 は レー ル 方 式 を 採用 
し て お り , けん 引 機関 車 は 作業 環境 を 考慮 し て バッ テリ 
ロコ を 使用 し て いる 。 


5. 吹付 コン クリ ー ト エ 


中 硬 岩 の NATM に お ける 1 決 支 保 と し て の 吹付 コ 
ンク リー ト の 役割 は 極め て 重要 で ある 。 吹付 コン クリ ー 
ト の 施工 に あたっ て は 以下 の 改良 が 要求 され る 。 

は ね 返り が 少な いこ と 。 

粉塵 の 発生 が 少な いこ と 。 

吹付 中 剣 離 が な いこ と 。 

初期 お よび 長期 強度 が 高い こと 。 

品質 の バラ ツキ が 少な いこ と 。 

施工 能率 が 高い こと 。 

付着 性 が 高い こと 。 

施工 性 お よび 安全 性 が よい こと 。 

等 で ある 。 第 2 名塩 ト ン ネ ル に お いて は 最近 開発 され た 
SEC 理論 に 基づく 造 殻 セル タル を 応用 し た SEC 吹付 
コン クリ ー ト を 採用 し , 成功 を 収め て いる 。 

SEC 方式 吹付 コン クリ ー ト と は , コン タリ ー ト を 
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SEC 理論 に 基づい て 混練 され た 造 殻 モル タル の ルー ト 
と , 含水 調整 され た 芽 式 骨 材 の ルー ト に 分 け 、 モルタル 
を ボン プ で 圧送 する 一 方 , 骨 材 を エア で 圧送 し ,。 ノズル 
付近 で 合流 混合 し て 吹付 ける も る の で ある 。 ノ ズル 操作 は 
吹付 ロボ ッ ト で 行っ て いる 。 以 下 その 設備 と 実績 に つい 
て 述べ る 。 


(1) 骨 材 , セメント の 貯蔵 お よび 砂 表面 水 の コン ト 

ロー ル 設 備 ( 図 一 5 参照 ) 

骨 材 。 セメント の 貯蔵 量 は 1 日 最大 使用 量 の 3 倍 程度 
と し , 後に 述べ る レー ル マ ウ ント 方 式 吹付 プラ ント に 積 
込み 可能 な 高 さと し て いる 。 ま た SEC モル タル の 製造 
に 欠か せな い 砂 の 表面 水 コ ント ロー ル は サン ドコ ント ロ 
ー ラ に よる が , 吹付 プラ ント に 積 込 む 直 前 に コン トロ ー 
ル し て いる 。 コ ント ロー ル さ れ た 砂 の 表面 水 は 4 久 前 後 
と な る 。 


(2 ) レー ル マ ウ ント 方 式 吹 付 プ ラン ト (SC 台車 ) 
SEC 台車 は コン タリ ー ト 用 材料 を 積 戦 , 搬入 し て 現 
地 に お いて SEC モル タル お よび 骨 材 を 混練 吹付 ける 
た め の 装 冒 を 備え た プラ ント で ある 。 プ ラン ト は 2 人 台 の 
ボギー 台車 に 配 冒 され て お り , パッ テリ ロコ に より けん 


引 さ れる ( 図 一 8 参照 )。 以 下 , その 実績 に つい て 述べ る 
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(第 2 名 塩 ト ン ネ ル に お ける SEC 方 式 に よる 吹付 コン 
クリ ー ト は 現在 施工 中 で ある た め 中 間 的 な 発表 と する )。 

(a) 標準 配合 ( 表 一 1 参照 ) 

(b) は ね 返り 

Se り を 左 有 する 条件 は 種々 考え られ る が , お お む 

配合 , 吹付 面 の 形状 、 湧 水 , 吹付 技術 , 吹付 厚 等 が あ 

Po 第 2 名 塩 ト レン ネル に お ける は ね 返り 率 は 平均 
15 久 で ある 。 施工 実 績 か ら 配 合 に つい て の 傾向 を 述べ 
る と 以下 の よう で ある 。 

① セメント の 量 お よび 水 セ メン ト 比 に 左右 され る 。 

⑨ SEC モル タル の 人 造 殻 の 程度 に 左 右 され る 。 

③ 急 結 剤 の 添加 量 と 混合 度合 に 左右 され る 。 

⑨⑳ SEC モル タル と 韻 式 骨 材 の 量 比 に 左 有 され る 。 

(c) 粉 鹿 の 発生 

SEC 方 式 吹付 コン クリ ー ト に お ける 粉 麻 の 発生 量 は 
極め て 少な い 。 そ の 最大 の 原因 は 粉 麻 の 主 成分 で ある セ 
メン ト と 砂 Q/2②2 が モル タル と し て 混練 され で お り , 
粉 應 化し な いこ と が あげ られ る 。 ま た , は ね 返り が 少な 
いた め 結 果 と し て 粉 府 の 発生 も 減少 に て いる よう で あ 
る 。 

(d) 品質 の パラ ッ キ 

淫 式 吹付 に お ける ze/c の 管理 は ノズル マン の 「 勘 」 
に た よっ て いる 。 ノズル マン の 技術 が 吹付 けら れ た ュ ン 


510W 


15.000 


EL1029 


図 一 吹付 コン クリ ー ト 骨 材 貯蔵 設備 
表 一 1 SEC 吹付 コン クリ ー ト 裸 準 配合 


痢 別 -、| mm | we⑳ |w@⑯| EZ228CE HERE 
配合 。 エ j5 4 | 204 9 | 350 軸 17.5 
配合 15 50.0 | 200 200 | 40 28.0 


( 注 ) 配合 エ ほ 標準, 配合 也 は 江 水 帯 に お ける 配合 で も る 。 
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※ 混練 能力 : max 12m7hr 


吹付 能力 : max 12m7hr 
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図 一 6 レー ル マ ウ ント 吹付 プラ ント (SEC 台車 ) 


クリ ー ト の 品質 を 左右 する と い っ て も 過言 で は な い 。 
SEC 方 式 に お いて は 安定 し た 9/c に より 施工 され る た 
め 品 質 の パラ ツキ が 少な い 。 ま た 圧縮 強度 試験 値 は 高く 
な っ て いる 。 

(e) 清水 帯 に お ける 付着 性 

NATM に お いて 湖水 帯 に お ける 吹付 コン クリ ー ト の 
付着 効果 に つい て は 最も 懸念 され る と ころ で ある 。 洒 水 
帯 に お ける 吹付 コン クリ ー ト の 付着 が 極め て 悪い 場合 は 
NATM に よる 施工 が 不可 能 で ある と まで 考え て いた 。 
今回 第 2 名 塩 ト ン ネ ル に お ける 湖 水 帯 に お いて は SEC 
方 式 に よる 吹付 コン クリ ー ト を 施工 し て 自信 を 得る こと 
が で きた 。 清水 帯 に お ける 施工 は , 被 圧 水 の 圧力 低下 と 
小 水 を 目的 と し た 水 抜 ボー リン グ を 一 部 施工 し た が , 一 
般 的 に は 単位 セメント 量 と 急 結 剤 の 配合 量 を 変え る こと 
に より 対処 し て いる 。 清水 帯 に 吹付 ける と 湧 水口 の 状況 
に 応じ て 「 点 」 ま た は 「 線 状 」 に 付着 し な い 現象 を 見 受 
ける が , その 周囲 は 完全 に 付着 し て いる 。 
名 塩 ト ン ネ ル に お ける 掘進 と 湖水 の 推移 を 示 

(f) 吹付 能力 

第 2 名 塩 ト ン ネ ル に お ける 全 断 面 掴 削 は 1 発破 舞 進 長 
最大 3m と し て いる 。 工事 の 経済 性 の 追求, 作業 員 の 
労働 時 間 の 短縮 等 吹付 コン クリート の 作業 時 間 短縮 は 急 
務 で あっ た 。 現在 6 mhr で 施工 中 で ある が , 施工 能力 
は 10mWhr 以上 の 吹付 が 可能 で ある 。 


(3 ) 機械 カカ に よる ノズル 操作 (吹付 ロボ ッ ト ) 

従来 吹付 コン タリ ー ト に お ける ノズル 操作 は 人 力 に よ 
る 場合 が 一 般 的 で あっ た 。 人 力 に よる ノズル 操作 は 作業 
員 の 安全 と 健康 管理 その 他 施工 性 に つい て の 改良 点 が 多 
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図 一 7 湖水 量 の 推移 


か っ た 。 第 2 名 塩 ト ン ネ ル に お いて は 吹付 ロボ ッ ト に よ 
る ノズル 操作 を 実施 し , 好評 を 得 て い る 。 以 下 。 ロ ボッ 
ト に よる 吹付 コン クリ ー ト 施工 に つい て 改善 され た 事柄 
を 述べ る 。 な お , 図 一 8 に 吹付 ロボ ッ ト 図 を 示す 。 

(a) 安全 性 

コン クリ ー ト 吹付 作業 に お ける 労働 災害 は 吹付 面 か ち 
の 落石 お よび 吹付 コン クタ リート の 剣 落 , また 圧送 中 の ホ 
ー ス 内 閑 塞 に よる ホー ス お よび ノズル の 危険 な 振れ 等 が 
考え られ る 。 

吹付 ロボ ッ ト に よる ノズル 操作 は 。 吹付 面 か ら 離 れ た 
位置 で 自動 また は レー 操作 さ れる た めこ れ ら の 危険 性 
は な く , 事故 防止 の 面 で 高く 評価 され て よい 。 
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(b) 作業 員 の 健康 管理 

人 力 に よる ノズル 操作 は 粉 府 の 発生 源 に 接近 し た 位置 
に お いて な され る 。 吹 付 ロ ボッ ト に よる ノズル 操作 は ロ 
ボッ ト の 運転 席 に お いて な され る た め 著 し く 有 利 と な っ 
た 。 

(e) 施工 性 

コンクリート の 吹付 作業 に お ける 上 向き 施工 は , は ね 
返り お よび 吹付 コン クリ ー ト の 剣 落 , 吹付 面 か ら の 落 有 
等 に 起因 する 危険 性 の た め 施工 性 が 悪く な る 。 吹付 ロボ 
ッ ト に よる 施工 は 発破 直後 の 効果 的 な 施工 が 可能 と な 
り , 長 孔 発破 を 成功 させ た 要因 の 一 つと な っ て いる 。 


6. ロッ クボ ルト エ 


NATM に お ける 1 次 支保 と し て の ロッ クボ ルト の 役 
割 は 吹付 コン クリ ー ト と と も に 極め て 重要 で ある 。 ロ ッ 
クボ ルト の 作用 効果 と 種類 に つい て は 種々 述べ られ て お 
り , 今回 は 省略 する 。 第 2 名 塩 トン ネル に お ける ロッ ク 
ボル ト の 施工 は 油圧 ジャ ン ボ を せん 孔 お よび 打 込 足場 と 
し , SN アン カー を 使用 し て いる 。 以下, ロッ クボ ルト 
の 施工 手順 と 使用 機械 に つい て 述べ る 。 

⑨ ロッ クボ ルト の 施工 手順 と モル タル の 配合 …… ロ 
ッ ク ボ ルト の 施工 は せん 孔 , カプ セル お よび モル タル の 
注入 ロッ クボ ルト の 打込み の 手順 に より 施工 し て い 
る 。 モルタル の 配合 は 表 一 2 の と お り で ある 。 

⑨ ロッ クボ ルト 孔 の せん 孔 …… ロ ッ ク ボ ルト 孔 の せ 


表 一 2 SN モル タル 配合 表 
1 筑 | wc | SC | 史 | C | 自主 落 | 基 加 章 
20.0ke| 9.0%| 1 を | 3.0kg| 90kg| 100kg| 10ke 


ん 孔 は 発破 孔 せ ん 孔 機 械 で ある 油圧 ジャ ン ボ に よる ( 油 
圧 ク ロー ラジ ャ ン ボ 仕様 参照 )。 

⑧ モル タル の 混練 お よび 注入 ロッ クボ ルト 用 モ 
ル タ ル は ドラ イミ ックス され て いる 。 ド ライ モル タル は 
小型 ミキ サ に より 混練 する 。 モ ル タ ル の 適切 な /c は 
38 補 程度 で ある 。 混練 し た モル タル は モル タル フィ ー 
ダ に より 空気 圧送 し , 注入 する 。SN モル タル に お ける 
急 結 剤 は キル タル の 注入 に 先立ち トカ ッ プ カプ セル を 挿 
入 す る 。 

⑩ ロッ クボ ルト の 打込み …" モ ル タ ル 注入 後 の ボ ル 
ト 打 込み は 人 力 お よび ピッ クハ ンマ に より 行っ で いる 。 

⑮ 湖 水 層 に お ける ロッ クボ ルト の 施工 … 湧 水 層 に 
ロッ クボ ルト 孔 を せん 孔 す る と ある 程度 集 水 孔 と し て 働 
き , モル タル の 流出 等 が 見 られ , ロッ クボ ルト は 効果 的 
な 施工 が 困難 と な る 。 こ の よう な 場合 補助 孔 を 施工 
し , 効果 的 な 施工 が 可能 な 条件 と し な けれ ば な ら な い 
が , 洪水 帯 に お いて 効果 的 な 施工 が 可能 な モル タル お よ 
び 急 結 剤 の 開発 が 望ま れる 。 

⑯ 破砕 質 岩 等 に お ける 高 性 能 な 長 孔 せん 孔 機械 の 開 
発 …… ト ン ネ ル 工 事 は 従来 工法 に お いて も NATM に 
お いて も 地 山 が 自立 し な い 条 件 下 で は 設計 断面 は 分 割 し 
て 施工 する こと に な る で あろ う 。 分 割 され た 切羽 は 小さ 
く な り , 施工 空間 が 少な く な る 。 作業 空間 の 少な り 場所 
で の ロッ クボ ルト 施工 を 考え る と き , 施工 断面 以上 の ロ 
ッ ク ボ ルト 長 の 施工 は 極め て 困難 で あり , 非 能率 的 で あ 
る 。 ま た 軟 岩 破砕 質 湯 風化 岩 等 に お ける せん 孔 は 孔 
荒れ が 見 受け られ る 。 孔 荒れ 現象 は 非 能率 的 で も る ば か 
り で な く , ロッ クボ ルト の 作用 効果 も 低下 する 。 小 断面 
に お ける 長 孔 せん 孔 , 孔 荒 れ 岩 種 に お ける せん 孔 等 に 対 
応 で きる 高 性 能 な せん 孔 機 械 の 開発 が 望ま れる 。 
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7. お わり に 


以上 , 工種 別に その 概要 , 使用 機種 , 実績 また は 傾向 
に つい て 述べ た が , 現在 施工 途中 で ある た めそ の 内 容 に 
充実 性 を 欠い て いる こと を お わび し ます 。 今回 の 報告 は 
トン ネル 内 の 工事 , 使用 機械 を 主体 と し て いる た め 他 の 
機械 設備 は 省略 し て いる の で , 参考 まで に 当 ト ン ネ ル エ 
事 の 使用 機械 一 覧 を 表 一 3 に 示す 。 

最後 に 、 第 2 名塩 トン ネル 工事 の 計画 , 施工 に あたり 
いろ いろ ど 指 導 ご 協力 を 賜わり まし た 関係 者 の 皆様 方 に 
厚く 語 意 を 表す る 次 第 で ある 。 


表 一 3 使用 機械 一 覧 表 (昭和 55 年 9 月 1 日 現在 ) 
(1) 掴 削 設備 
名 森 住 様 | 邊 痕 備 考 


クロ ー ラ ジウ ャ ン ポ | 吉河 全部 圧 8 プ ー ム | 2 

ホイ ー ル ロー タダ |Cet 966c uk ん 7 
バッ ク ホ ウシ ジョ ベル | 拓 綱 R 904 BL 1 |0.45ml 
バッ チリ ロ コ | 神 魚 BC12 3112t 

パー ッ チ 吸 湯 江 VOC12R 8 

充電 。 剛昌 立 192V190A | 2 

負 間 了 邊 6ml 17 


(2) 吹付 コン クリ ー ト 設備 


ル | 立 UH08M 

+ 民 和 

理大 和 

タ | 9 プ ュ ン 

ン N6mi 

26mi 

502x51m 

502x7.5m 

8502x5m 

シー プ |100x3.0kW 

コン プレ ッ サ | 旧 立 OSP1007120UHI 
内 7.5kW 

ジェ ッ ト ウ ォ ッ シャ |2.2kW 


(3) ロッ クボ ルト 設備 
名 衝 仁 株 | 各 数 備 者 
モル タル ミキ サ |O.1mi1.5kW 
モル タル フィ ー ダ | ファ スナ ー 437 
ポ ルト 押込 機 ラ ー ル ビッ ク 改 造 


し 4 
砂利 


可逆 式 


ょ 
ミ 

1 
ら 
キ 


等 
レコ 


18m9minx3.900V 
1mWmin 


人 届 
(4) 計測 設備 
を | 人 人 
計測 全 直 | 必 和 輌 ASL4 | 1| トラ ッ ク 李 
コン パー ウェ ンス | W 
メジ ャ ー は 


間 本 指示 還っ カニ タン クン カー 周 ] 
| ディ スク ロー ド セ ル 用 | 1 式 | 


動 式 沿 圧 指示 問 | ハ イド ロリ ッ ク セ ル 用 |1 式 | 


(5 ) 夫 共通 設備 
名 。 希 | 仁 様 邊 数 | 備 考 
拓 水 ポン プ | 水 中 ポン プ 9100 


2 
< ィ 950 3 に 
半 風 機 昌 立 マイ ティ 30kW 2 胃 | 2 mnAa 
* ヨ 井 コン トラ 15kW 2 通 | 1 x850mmAa 
送風 出 プ ラニ ウム 2=3mm 上 OO 
分 破 震 | 除 動 N 1 
> | 較 定 N 1 
ッ ク ホ ウ | 久 保田 KH-8 1 10.08me 
ダン プ ト ラ ッ ク |2t 1 
バ え |9 人 乗り 0 
電力 設 備 1.220kVA 1 式 | 移動 変 台 1, 固定 変 台 2 
(6) 測 量 
名 称 回 槍 8 天 | 代 四 


レー ザ ト ラ ン シ ッ ト | 東京 光 LTL 1 
レー ザ レベ ル | 齋 京 光 LTS 6 
トラ ン シ ッ ト | 間 横 千 TMS 2 
と 。 ペー ん | * B2 2 
溢 電離 則 ィ 1 
(7 ) 寺 外 共通 設備 

名 称 人 様 。 具 征 備 考 
ター ビン ポン プ | 高 砂 ゅ 80x15kW 1 | 泊 式 自動 褒 ポ ポン プ 
転倒 機 成 和 6mW 用 1 

セッ ト グラ イン ダ | コ ロマ ント 1800 弄 1 


門 吾 クレー ン | 成 各 7.5tX12m 1 
修理 工場 設備 1 式 | 溶接 機 ほ 


電力 設備 キ ュー ピク ル 850kVAI1 式 | 

(8) ず ! 処理 

名 称 住 備 者 
ホイ ー ル ロー タダ | 松 590 
タン プ ト ラ ッ ク |Ht 

トラ クタ ジョ ベル | 小松 D30S 

(9) 試験 設備 

名 珍 価 様 | 数 備 考 
引 抜 試験 喘 RCH-90230t 1 | ロッ ク ポ ルト 引抜 試験 
コア ドリ ん ル | 発 町 SP 弄 675 1 | 吹付 コン クリ ー ト 圧縮 験 
ヵ 。 ゥ タ 00mmx1.5kW | 1 > 
圧縮 試験 割 丈 井 0<10t>100t | 1 
ヘン シマ ドリル |82mmx1.0kW 1 | 吹付 厚 確認 
目 上 人 台 利 1 | 吹付 用 骨 材 試験 
履 。 吉 事 は 内 
合 各 | 1 ィ 
ネ る い 分 け 試験 具 | 1 式 | 当 

(10) 環 境 測定 器具 


名 称 住 


人 様  | 数 | 備 者 
動 測定 電 油 AR-5 


1 所 1 
牧 族 洋 地 旧 本 科学 500 1 | テッ タル 式 
風 量 恒 定 中 滋 0<90m/sec 1 
秦 朱 湖 度 測定 導 研 GX-IB 1 
有 審 ガス 刑 定 北川 式 2 
(11) 防火 避難 具 
る 可 回 EE 還 E 者 
酸素 呼 融 寺 2 
理 璧 具 1 式 | 


(2) 少 半 水 処理 プラ ント …… 成 和 100thr 
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猪 瀬 


当 協 会 の 役員 を 退 い て か ら 5 年 余 に な る 
が , 日 が た つ に つれ 関係 者 の 皆様 と 御 会 い 
する 機会 も 段 減 っ て きた の で , 毎月 送っ 
て いた だ く 「 建 設 の 機械 化 」 誌 を 友 と し て 
よく 目 を 通す 事 に し , 特に 「 障 想 」 は 興味 
深く 読ま し て も らい 年 ら , 執筆 者 諸兄 の 博 
学 , 時 つ 文 地 豊 か な の に は 毎度 敬服 し て い 
まし た 。 或 る 日 , 編集 委員 の 方 か ら , 12 月 
号 分 と し て な る べく や わら か いも の を 書い 
で も ら え な いか と 打診 され た 時 , 正直 の と 
ころ , これ は と て や 小生 な どの 出る 否 で は 
な い , 何と か し て 断れ な いも の か と 思っ た 
の で す が , 一 方 , 面倒 な 事 に challenge す 
る 事 は 老化 防止 に も 役立つ と 思い , 敢 て 筆 
を と る 事 に し まし た 。 

私 は 家庭 で は 女房 か ら INOSE-bulldozer 
0 と か , 仕事 本 位 の 張り 切り 爺さん な ど 
と 冷 か され て お り , 文字 は お ろか , 無 寺 
無趣味 で , 仕事 か ら 離 れ た ら 一 体 ど うし て 
余生 を 送る つも りか な ど と 嫌味 を 言わ れ て 
いる 人 間 な の で 「 随 想 」 と 言っ た よう な 高 
前 な も の が 書け る 分 際 で な い 事 は 篤 と 承知 
し て いま す が , 引き 受け た 以上 何 か 縄 め な 
けれ ば な ら な い の で , 以下 思い つく まま と 
り と めも な い 事 を 書き 連ね て 責 を 果たす 事 
に し まし た 。 


一 天 修 会 に は カラ オケ が つき も の で あっ 
た 。 指名 され た ら 最 後 絶対 何 か 歌 わ ね ば な 
ら ず , 素養 の な い 小 生 に と っ て は えら く 苦 
痛 だ っ た 。 昨 年 の 誕生 日 , 夕方 帰宅 する と 
珍 らし く 迎 え に 出 て きた 女房 か ら 応接 間 に 
入る よう に 言わ れ た の で 入っ て みる と , ス 


意 。 生 


テレ オ の 方 を 指さし て お り , 1 枚 の レ ュ ー 
ド が ター ン テ ー ブ ル の 上 に の っ て いた 。 
「 青 葉 城 恋 唄 」 と 言う 当時 の ヒッ トメ p デ 
ィ で , 青春 時 代 を 仙台 で 過 し た 小生 に 対す 
る ささ や か な birthday present と の 事 で あ 
早速 か け て みる と , 何と も すばらし い 歌 
で は な いか 。 これ は 仙台 で 幕 し た も の で な 
いと 実感 が 湧か な いと 思う が , 余り に ふ 尼 s 
し い の で 繰り 返し 開い た も の で ある 。 女房 
の 話 に よる と , 当日 レコ ュー ド 屋 で 「 青 葉 城 
恋 唄 」 は あり ます か と きい た ら , 店 員 が そ 
れ に は 直接 答え ず 「 御 主人 は 二 高 出 の 方 で 
すか 」 と 開き 返さ れ た 由 で , 二 高 OB が 成 
ん に 買い に くる と 開い て present と し て 自 
信 を も っ た と の 事 で あっ た 。 次 回 か ら 指名 
され た ら こ れ を 歌っ て や れ と 決意 し 練習 を 
始め た 。 

いよ いよ や っ て みる と , 若 人 向け に 出来 
で いる せい か 音程 に 気 を つけ な いと 途中 で 
つま っ て し まい , 最後 まで 歌い きれ な く な 
り , 科 分 基 心 し た 。 何 と か し て も の に し て 
や ろう と 練習 を 繰り 返し て いる ある 日 , 愛 
会 が あり , 案の定 カラ オケ が 始ま っ て 指名 
され た の で , 「 青 葉 城 恋 唄 」 を や る と 言っ 
た ら 一 同 び が っ くり し て いた 。 ま さか 落 人 向 
きのこ の 歌 を 年 寄 が や る と は 想像 で き な か 
っ た の で あろ う 。 これ で repertoire が 一 つ 
増え た の で , 介 会 の 方 は 何と か 切り 抜け ら 
れる 事 に な っ た が , 歌え ば 責 う 程 不 思 議 な 
位 「 望 卿 の 念 」 と 言っ た よう かな 気持ち が 洒 
いて くる の は 如何 と も し 難かっ た 。 

こう し た 或 る 日 , 待望 の chance が 到来 
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し た の で 了 勇 表 し て 仙台 に 出かけ た 。 用 事 が 
終っ た あと , 青葉 通り か ら 大 橋 を 通っ て 広 
瀬川 を 渡り , 川内 か ら 江 橋 を 渡っ て 下宿 跡 
を 訪ね , 更に 二 高 跡 へ と 行っ て みた 。 
戦時 中 校舎 は 丸 焼 け に な り , 残っ た の は 
片隅 に あっ た 和 務 剣 道々 場 だ け で , 大 正 の 未 
期 に 出来 た も の だ が , 昔 の 他 を と ど め て い 
た 。 私 に と っ て 道場 は 教室 以上 に 思い 出 の 
深い 場所 で , し ば し 佑 ん で いる 内 に 50 余 
年 前 苦し い 猛 練習 に 明け 暮れ た 頃 の 事 , 苦 
し み 生 ら ゃ や り 遂 げた 体験 が , 後日 社会 に 
出 て か ら 唱 遇 し た 区 多 の 苦難 を 乗り 切る 上 
に どれ だ け 力 強い 精神 的 支柱 に な っ た か な 
ど , 過ぎ し 日 の 情景 が 走 馬 燈 の 様 に 去 来 し 
て , 時 間 の た つの も 忘れ て し まっ た 。 学生 
時 代 の スポ ー ツ は 苦し み に 耐 える 気 慌 の 半 
成 , 即ち 精神 修 差 こそ 犬 い に 意 義 が ある の 
で は な いか と 信じ て いる 。 


ゴル フ は 私 の 数 少 い 趣味 の 一 つ で , か つ 
て は 当 協 会 の 催し に は 皆 出席 で 楽し く プ レ 
ー さ せ て も ら っ て いた が , 4 年 半 程 前 に 腰 
を 痛め た の が 元 で 栖 来 殆 ん のど や ら な いま ま 
今日 に 及 ん で いる 。 当 協会 , 会 社 , 学校 
運動 部 と いっ た 各 関係 先 か ら 頻 繁 に 誘い を 
受け て いる が , いつ も つら い 思 い を し て 御 
断り し て いる 始末 で す 。 

今年 4 月 某 日 所 属 ゴ ルフ クラ ブ か ら 珍 ら 
し く 荷 物 が 届い た 。 何 気 な く あ け て みる と 
赤い 帽子 と 赤 チ ョ ッ キ が 入っ て お り , 手紙 
に 「 貴 殿 は この 度 グ ゲラ ンド シニア の 仲間 に 
入っ た の で 記念 品 と し て 送付 する 」 と 記さ 
れ て いる の を みて 今更 の 如く 敬い た 。 若 い 


つも り で 普 と 変ら ちず 振舞 っ て いる 内 に いつ 
の 間 に か グラ ンド シニア の 仲間 入り を する 
事 に な っ て し まっ た 。 こ れ は えら い 事 に な 
っ た 。 早く プレ ー を 再開 し な いと 日 一 日 と 
老 境 に 入っ て , うっ か りす る と 一 生 ゴ ル フ 
を や る 機会 を 逸し て し まう の で は な いか と 
内 心 あ せり を 感じ て いる の が 現在 の 心境 
で , 早々 と 老け 込ん で し まわ な いよ う 精 精 
努力 せ ね ば な ら ぬ と 思っ て いま す 。 
社会 に 出 て か ら 既 に 45 年 経過 し た が , 
その 内 の 四 分 の 三 は 建設 機械 に 係 っ て き 
た 。 この間 幾度 か 苦境 に 立た され た が , 何 
と か 切り 抜け て こちら れ た の は , 一 つ に は 建 
設 機械 化 運動 の 一 員 に 加え て いた だ いた 御 
陰 で あり , 二 つ に は 若 し み に 耐え る 心構え 
が 和 柔道 を 通し て いつ の 間 に か 培 わ れ , これ 
が 支え を に な っ て くれ た の で あり まし て , 関 
係 者 の 方 々 に 吾 心 より 感謝 し ます 。 適 当 
に 頭 を 使い , 身体 を 動か し , 若い 人 達 と 接 
触 を 保つ 事 が 老化 防止 の 要 訣 と 言わ れ て い 
ます 。 こ れ か ら も グラ ンド シニア の 仲間 入 
り の 事 な ど 忘れ て 後 華 の 人 達 と 相 携 えて 香 
が 国 建設 機械 化 進 展 の た め に 微力 を 尽 し , 
life work と し て 実り ある も の に し た いと 
の 希望 を 抱い て お り ま す の で , 関係 者 御 一 
同 の 相 変 ち ぬ 御 指導 御 支援 の 程 を 念願 し て 
筆 を 揃 きま す 。 
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1. 東北 新幹線 の 概 要 


東北 本 線 は 東北 地方 を 縦 貢 す る 大 動脈 と し て 重要 な 役 
割 を 果たし て きた が , 近年 の 輸送 量 の 増加 に より 線路 容 
量 的 に みて ほぼ 限界 に 達し つつ ある 。 

東北 新幹線 は この 在 来 東北 本 線 を 救済 し , 東北 地方 の 
輸送 力 を 強化 する こと を 目的 と する も の で あり , 昭和 45 
年 5 月 に 新幹線 鉄道 机 に よる 高速 輸送 体系 を 整備 する 目 
的 で 成立 し た 全国 新幹線 鉄道 整備 法 に 基づい て 東京 一 成 
岡 間 を 結ぶ こと で 計画 され , 昭和 46 年 11 月 建設 に 着 
手 し た 。 そ の 姫 長 は 496km で ある 。 

ルー ト は ほぼ 在 来 東北 本 線 と 並行 し て お り , その 概要 
は 図 一 1 の よう に 東京 か ら 埼 玉 県 , 茨城 県 栃木 県 所 
但 県 , 宮城 県 を 経由 し , 岩手 県 胡 岡 市 に 至る も の で , 人 
日 60 万 人 の 仙台 市 の ほか , 人 口 30 一 30 方 人 程度 の 中 
都市 (大 宮 , 宇都 宮 , 郡山 福島 , 盛岡 ) を 結ぶ も の で 
ある 。 停車 駅 は , 両端 を 含め 東京 上野, 大宮 , 小山 , 
宇都 宮 , 那須 (仮称 ), 新白河 (仮称) 郡山 , 福島, 新 
自 有 (仮称 ), 仙台 古川 (仮称 ), 一ノ関 , 北上 , 盛岡 
の 15 駅 で あり , 駅 間 距 離 は 東海 道 新幹線 の 約 43 km。 
山 腸 新幹線 の 約 37km より 短い 平均 約 35 km で ある 。 
な お , 新 自 有 有 駅 (仮称 ) を 除い で は いずれ も 在 来 線 の 駅 


吉 一 1 構造 物 の 構成 比 
_ 東 新 電線 東海 道 新 株 


に 接続 され て いる 。 
建設 基準 は 山陽 新 電 線 と ほぼ 同様 で あり , 構造 物 種別 
の 構成 比 は 表 一 1 の と お り で ある 。 


2. 主要 工事 の 概況 


(1) 高架 橋 お よび 路盤 

東北 新幹線 の 高架 橋 が 既設 新幹線 の 高架 橋 と 異な る 点 
は 願 音 , 振動 防止 の た め に マッ シブ な 構造 と な っ て いる 
こと で ある 。 形 式 と し て は ラー メン 式 高 架橋 (ゲル バー 
形式 、 背 割 形式 ) と 桁 式 高架 棋 が あり , 標準 化 を 図っ て 
いる 。 

艇 すなわち 切 取り , 成 土 区 間 に つ いて は 既 設 新 幹 
線 で の 経験 を 生か し , 低 床 高架 , Cc スラ ブ な ど 路 盤 代 
幸村 造物 を 採用 し 土 正 区 間 の 延長 を 大 幅 に 削減 し た 。 
(CX スラ ブ は 上 飛地 般 上 に 鉄筋 コン クリ ー ト 構造 の 連結 
梁 を 設け , 基礎 桃 を 通し て 基礎 地盤 に より 列車 荷重 を 受 
ける 構造 で ある 。 こ の 構造 に より 高速 運転 に よる 軌道 手 
い は 最少 限 に 抑え られ る も の と 考え て いる 。 


(2) 橋 梁 

東北 新幹線 に お ける 橋梁 に つい て は , 騒音 、 振動 防止 
の た め コ ンク リー ト 橘 を 大 幅 に 採用 し た こと が 特徴 で あ 
り , 主要 橋梁 の 概要 は 表 一 2 の と お り で ある 。 
橋梁 総 延 長 の 最も 長い も の は 第 1 北上 川橋 染 の 
3.872 m で ある 。 第 1 北上 川橋 間 は ワー レン ト 
ラス 6 連 (スパ ン 90m), PC ボッ クス 桁 100 


な 連 か ら 成 り 。 PC ボッ クス 桁 の 施工 に あたっ て 
9 は 移動 つり 支保 工 お よび 可動 支保 工 に よる 桁 架 
了 衣 を 行い . 施工 の 省力 化 , 合理 化 を 図っ た 。 ま 


本 半 柱 別 | = 間 了 吉 新 大 友 大 山間 山間 
答 |*| 栓 |*|*| 馴 | * 

下 っ 角 | | al 放 | 

橋 打 | 28 | 16 | 9| | ai 

第 梨 橋 | 276| 56 22| 4 | 45| sel 

トシ ネル | 15 | 婦 | | 9| 55| | 

合計 | 4 | 10| se| 0| iW| io| sm 


た , 猿 ヶ 石川 橋梁 の PC ボッ クス 桁 13 連 等 は 
押出 し 工法 を 採用 する こと に より 横断 個所 の 交 


YO AZsZzA2cog 


日 本 国有 鉄道 新幹線 建設 局 企画 課 総 括 補 佐 


通 を 遮断 する こと な く 架 設 し た 。 
支 問 の 長い も の は 鋼 ト ラス 橘 で は 第 2 北上 川 
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橋梁 の 101 m。 コ ンク リー ト 括 で は ディ ビ ダ ー ク ・ カ ン 
チレ バー 工法 で 施工 し た 第 2 阿武 限 川 橋梁 の 105m で 
ある 。 


(3) トン ネル 

東北 新幹線 で は 表 一 1 の と お り 総 延長 496km の うち 
23 必 に あたる 115km が トン ネル で あり , 主要 な トン 
ネル の 概要 は 表 一 3 の と お り で ある 。 

最長 トン ネル は 蔵王 トンネル で 11,215m で ある 。 ト 
ン ネ ル の 断面 は 新幹線 型 標準 断面 を 採用 し , 巻 厚 は 地質 
の 状況 に より 50cm, 70cm,90cm と し て いる 。 

東北 新幹線 で は 多く の トン ネル が 淫 灰 岩 、 砂 娠 、 安 山 
岩 等 の 第 三 紀 層 の 未 固 結 あ る い は 光央 を 買い て お り , 本 
格 的 な 堅 央 トンネル は 少な い 。 大 湧 水 に 悩ま され た 蘭 


嘱 例 
都市 人 口 ( 昌 位 万 人 ) 


1 


トン ネル , トン ネル 下部 の 地質 が 洪 弱 な た め 大 々 的 な 地 
散 注 入 を 行っ た 大 崎 ト ン ネ ル , 2 段 サ イロ ッ ト 等 の 特殊 
掴 削 工 法 を 用 いた 志賀 トン ネル , 東北 本 線 の 直下 12m 
を 掘削 し た 福島 トン ネル 等 , その 施工 に 困難 を きわ め た 
トン ネル が 多い 。 

東北 新幹線 に お ける トン ネル 施工 の も う 一 つの 特色 は 
大 型 掘削 機械 の 採用 に よる 省力 化 施工 で ある 。 岡 トン ネ 
ル , 第 2 有 壁 トン ネル で は 導 抗 握 削 に トン ネル ボー リン 
ダマ シン (R.T.M) を 使用 し , 好成績 を 納め た 。 ま た ロ 
ー ド ヘッ ダ MRH-S 45, S 90, ユニ ヘッ ダ NH-410. 
510, カッ タロ ー ダ CL-82,、101、 フライス ロー ダ FL- 
R 23 等 も 使用 し , 全 20 個所 の トン ネル に お いて 機械 
掴 削 工法 を 大 々 的 に 採用 し た 。 き さら に 福島 県 下 の 第 1 平 
石 ト ン ネ ル , 第 2 平石 トン ネル , 第 1 栗須 トン ネル に 
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図 一! 東北 新幹線 路 略 図 


NATM 工法 を 採用 し , その 技術 に 対し て 昭和 54 年 度 
土木 学会 技術 賞 が 授与 され た 。 


(4) 停 車場 

停車 場 は 両端 を 含め 15 駅 で , 駅 の 配線 は 図 一 2 の よ 
うに 既設 の 新 弘 線 と ほぼ 同様 で ある 。 始 発 駅 と な る 東京 
駅 は 東北 新幹線 対応 の 設備 の 増設 に あわ せ て コン コー ス 
な どの 旅客 設備 も 容量 を 増加 させ る た め 改 良 に 着手 し て 
いる 。 他 の 14 駅 の うち 新 自 右 駅 (仮称 ) を 除く 各駅 は 。 
在 来 線 の 駅 に 併設 され る た め 在 来 線 詳 設 備 の 大 幅 な 切 
換 、 移設 工事 を 行い , 在 来 線 に 近接 し て 駅 部 高架 棋 を 新 
設 し た 。 な お , 上 野 駅 は 地下 の ホー ム と な る 。 

各々 の 駅 設備 は 新幹線 の 開業 に より 東北 地方 の 産業 
経済 の 発展 に 大 きく 資 献 する こと を 考 慮 し , 在 来 駅 設備 
の 改良 千 を 計画 し た 。 


(5) 軌 道 

東海 道 新幹線 、 山 陽 新 電線 ( 新 大 阪 一 山 ) の 和 道 構 
造 は ペラ スト 委 道 で あっ た が , 昭和 50 年 3 月 に 開業 し 
た 山陽 新幹線 (岡山 一 博多 ) で は その 大 部 分 の 延長 に わ 
た り ス ラブ 軌道 が 採用 され た 。 東 北新 幹線 の 軌道 構造 も 
スラ ブ 梁 道 を 基本 構造 と し て , 必要 な 個所 で は 防 振 ス ラ 
プ 和 当道 や 引 性 枕木 直結 軌道 の 採用 , 東北 地方 の 寒冷 な 気 
條 に 適合 する CA モル タル の 改良 等, 軌道 構造 や 使用 
材料 に は 棄 設 新幹線 の 経験 を 踏ま え 研 究 開発 され た 多く 
の 新 技術 , 新 工 法 を 実用 化し て いる 。 


3. 工事 の 進捗 状況 


埼玉 県 大 宮 市 以 北 に つい て は , 一 部 地区 を 除き 工事 が 
進捗 し , 現在 駅 部 工事 車両 基地 和 を 鋭意 施工 し て お り , 
工事 は 最後 の 追 込み に 入っ て いる 。 ま た , 埼玉 県 与野 市 
以 南 で は 環境 問題 に 端 を 発し た 建設 反対 運動 が ある が , 
沿線 の 自治 体 , 住 民 の 理解 と 協力 を 得 て 逐 次 用 地 買 収 
工事 を 推進 中 で ある 。 

用 地 買収 に つい て は , 埼玉 県 大 宮 市 以 北 で 昭和 55 年 
9 月 1 日 現在 99 補 に 達し , ほぼ 終了 し , 土木 工事 等 に 
全面 的 に 着工 し て いる が , 与野 市 以 南 で は 23 史 で あり , 
関係 地元 住民 の 協力 を 得 で 協議 の 進展 を は か り , 買収 を 
促進 し て いる 。 

主体 工事 に つい て は , 長大 トン ネル , 長大 橋 染 等 工期 
を 要する も の か ら 進 め て き て お り , 工事 は ほぼ 完成 に 近 
づい て いる 。 ちな み に , 本 体 工 事 は 大 宮 市 以 北 で 99 補 
の 着工 を し , 98 少 が 完成 し て いる の に 対し , 与野 市 以 南 
で は 8 釣 の 着工 と な っ て いる 。 駅 部 工事 は 東京 駅 を 除く 
14 駅 で 100 史 工事 着手 し , その うち 10 駅 で 本 体 工事 
が 完了 し て お り , 駅 設備 工事 を 進め て で いる 。 

軌道 工事 は , 本 体 工事 の 完了 に 伴い 大 宮 市 以 北 は 全面 
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表 一 2 橋 長 500m 以上 の 橋梁 の 概要 


『 
欄間 


上 部 工 概 要 


ワー レン トラ ス :90mx6 連 | 
PC 箱 型 桁 : 91mx42 連 、 


1 | 第 1 北川 橋梁 | 3.872| 9 
38mX48 加 ,49mxX7 連 


で ワー レン トラ ス :101mx9 
2 | 第 2 北川 羅 | 1.099| 101 1 7omi 者 


ワー レン トラ ス : 9mx9 連 0 
3| 利 化 川 横 和 | 9 | 1 754 寿 半 


4 | 軸 四 川橋 巣 | 70 | gs の 


ワー レン トラ メ :60 mx1 連 
| _ 50mx2 
PC 連続 和 弄 析 0 mx6 笠間 
0mX7 
合成 析 : 45 mX1 連 
合成 89m。 76m、75mxt 
| 久川 桶 委 | 60 | 872 0 

| 半 符 10mx2 連 


了 人 :105 mx も 


錦 ヶ 有 川 橋梁 | 637 | 60 


相 第 2 
7 | 月 隊 川 染 | 528 | 105 
に 


PC 61.4+.52 
名 取 川 貫 民 | 55 | 545 | 放 % 2 


表 一 3 延長 5km 以上 の トン ネル の 概要 


順 似 | トンネル 名 ) | 朋 円 

1 | 放 豆 キ シネ ル | ms 和 半 氏 流 。 サ イロ ッ 
2 | 一ノ関 ト シネ ル | 9.7 | WW サイ ロッ ト エ 潜 

3 | 福島 トシ ネル 8.1 此 導 先進 上 半 発 進 潜 


4 | 那 拓 トン ネル | 7.0 | 底 光 先進 区 法 。 サ イロ ッ ト エ 決 


的 に 着工 し , スラ ブ 沖 設 . レー ル 汰 設 を 行っ て いる 。 そ 
の うち 村 は 工事 が 完了 し て いる 。 


4. 東北 新幹線 に 伴う 諸 問題 


(1) 騒音 ・ 振 動 対 策 

東北 新幹線 の 建設 に あたっ て , ルー ト の 選定 に 際 し 
新幹線 の 建設 基準 な ら びに 在 来 鉄道 と の 接続 等 か ら 比較 
的 容 集 し て いる 市 街 地 を 通る こと が 不可 避 で もり, かつ 
新幹線 鉄道 の 騒音 , 振動 に つい て は 社会 的 に も 問題 と さ 
れ , その 対策 の 実施 を 強く 要求 され て いる 。 預 音 , 振動 
対策 を 推進 する に あたっ て 行政 上 の 目標 と し て , 昭和 50 
年 7 月 新幹線 鉄道 友 音 に つい て の 環境 基準 が 告示 され , 
引 続 いて 昭和 51 年 3 月 振動 に つい て の 指針 が 挫 告 され 
だ 。 

東北 新幹線 の 建設 に あたっ て は , 東海 道 , 山陽 新幹線 
の 経験 を 生か し , 研究 開発 の 成果 を と り 入れ た 包 音 振 
動 対 策 を 実施 し て お り , 告示 また は 勧告 を 遵守 すべ く 努 
カ 中 で ある 。 

また , 昭和 53 年 8 月 より 埼玉 県 久喜 市 か ら 栃木 県 石 
桶 町 まで の 約 43km 間 の 小山 総合 試験 線 で 開始 し た 実 
車 走行 に より 駿 音 振動 対策 に つい て の 各種 試験 を 実施 
し , 技術 開発 を 推進 し その 成果 を と り 入 れ て いく 考え 
で ある 。 
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(2) 雪 対策 

東北 新幹線 沿線 に お いて は 福島 と 一ノ関 盛岡 間 は 穴 
准 多 雪 地 域 で あり , 隆 婁 に より 新幹線 の 輸送 サー ビス に 
影響 を 与え る こと が 予想 され る 。 

東北 新幹線 の 雪 対 策 等 に つい て は , 異常 降雪 時 を 除い 
て 正常 運転 が 確保 で きる こと を 目標 と し て 諸 対策 を 行っ 
で いる 。 ス ラブ 当道 区 間 に お ける 貯 雪 式 高架 橋 , バラ ス 
ト 軌 道 区 間 に お ける 散水 式 消 旨 装 軒 駅 部 の 全 柄 型 上 屋 
分 岐 器 部 の 各種 融雪 装置 。、 トン ネル 内 の ツラ ラ 防 止 工 等 
で ある 。 

それ ら の 集大成 と し て 宮城 県 利府 町 の 仙台 車両 基地 か 
ら 岩 手 県 北上 市 に 束 る 約 115 km 間 の 雪 対 策 試験 線 に お 
いて , 昭和 54 年 12 月 より 実車 走行 に よる 対 策 諸 設 
備 の 効果 確認 技術 開発 を 行っ て いる 。 


JIOA 集団 研修 
建設 施 エ コー ス 


園 際 協 力 事業 団 (Japan International Coopere 
tion Agency: JICA) で 実施 し て いる 集団 研修 の 一 
つ に , 建設 機械 整備 コー ス と な らん で 建設 施 エ コー 
ス が ある 。 

本 コー ス の 治 革 は , 昭和 48 年 度 建 設 機械 コー ス 
が 開設 され , この 年 は 土木 , 機械 両 分 野 の 技術 者 を 
対象 と し て 6 カ月 に わた り 実 施さ れ た が , 昭和 49 
年 度 より 建設 機械 コー ス (昭和 55 年 度 に 建設 機械 
病 備 コー ス と 改称 ) を 機 拭 技 術 者 の み を 対象 と する 
コー ス に 改め た の に 伴い , 昭和 51 年 度 より 土木 技 
術 者 を 対象 と し た 本 コー ス = 建 設 施 工 コ ー ス が 開 設 
され た も の で ある 。 

本 コー ス の 研修 実施 機関 は 建設 省 と 京都 大 学 工学 
部 で あり , 例年 9 月 上 旬 よ り 12 月 下旬 まで の 約 3 
ヵ月 半 , JICA の 大 阪 国際 研修 セン ター を 中 心 に 実 
施さ れ て いる 。 

本 コー ス は 講義 。 学習 , 見 学 お よび 討論 を 通じ て 
施 工 全般 に つい て の 基礎 と 実地 の 知識 を 与え , さら 
に 理解 を 深め る こと を 目的 と し て お り , 今年 度 の 主 
な 内 容 は 次 の よう で ある 。 
国際 建設 事業 … 国 際 契 約 , 国際 金融 , 国際 工事 
@ 基 礎 …… 土 質 工学 , 将 盤 工学 。 コ ンク リー 

ト エ 学 
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(3) 地震 対策 

我が国 は 地震 多発 地帯 に 位置 し , 新幹線 ルー ト 選定 上 
軟弱 地盤 地帯 を すべ て 避け る こと は むず か し いた め , 高 
速 運 転 時 に 地震 に よる 災害 も 考え られ る 。 こ の た め 高速 
運転 呂 の 走行 安全 性 を 確保 で き る 地震 対策 が 重要 で あ 
る 。 東北 新幹線 に お いて は , 耐震 設計 に よる 構造 物 の 強 
化 , 地震 の 早期 検知 に よる 列車 運転 の 制御 笛 各 諾 設備 を 
進め て お り , あわ せ て 各種 の 技術 開発 を 行っ て いる 。 


円 * * 
以上 , 東北 新幹線 の 概況 に つい て 述べ た が , 今後 最大 
の 努力 を し て こ の 大 プロ ジェ クト を 1 日 も 早く 完成 さ 


せ , 東北 地方 の 方 々 を は じ め 国 民 皆 潤 の ご 期待 に 応え た 
いと 考え て いる 。 


の 施 エ …… 土 工 , 舗装 工 , 道路 維持 工 , 基礎 
工 , 橋 梁 架 設 工 , コン クリ ー ト 工 , 
河川 構造 物 工 , ダム 工 , 砂防 工 , 
トン ネル エエ, 建築 工 

計画 ・ 管 理 …… 施 工 計 画 , 工程 管理 , 施工 和 理 

建設 工事 費 の 積算 


国 別 , 年 度 別 の 研修 員 は 下 表 の と おり で ある 。 
(建設 省 建 設 機 械 課 ・ 中 野 俊次 ) 


国 別 ・ 年 度 別 研修 員 
| se| gal 
所 画 世 画 訴 1 
3 ル 6 碑 り | 1 
め る 送 鞭 
(2 
ィ ラ | 9 1 
売 | 互 1 
クウ の ウェー ト 
定 | < 一 | デ 1 
スタ シン 1 
交 2 1 
ラビ ピア 
ル | 1 | ュ | ュ 
カ 
52 1 
DS 
シン 1 
| sls| sl 


| 東北 新幹線 建設 下 事 


マー 


骨 pe 


人 ひ 切 取 区 間 の スラ ブ 軌 道 (路盤 は Cc スラ ブ 形 式 ) 


第 2 平石 トン ネル (245 m、 内 空 断面 積 約 64 m?) 


可動 支保 工 (スト ラバ ー ク 工 
法 ) で 施工 中 の 第 1 北上 川橋 栄 
(3.872 m) の PC ポッ クス 桁 


移動 つ り 支 保 工 (アリ ュ ス トワ 
ー ア ン 工 法 ) で 施工 中 の 第 1 北 
上 川橋 梁 の PC ポッ クス 桁 


東北 本 線 に 近接 し て アル ダス 可動 
支 人 工 で 施工 中 の 中 通 高 架橋 や 


東北 本 線 , 利府 線 の 交差 部 を 押 
出し 工法 で 架設 中 の 岩切 路線 弱 
路 橋 (84.5 m) 


人 国道 4 号線 交 差 部 を ア ィ ビタ ー ク ・ カ ンチ 
レバ ー 工 法 で 施工 し た 東 著 須 野 固 道 線路 橋 
(260 m,、 中 央 スパ ン 80 m) 


門 型 ク レー ン に よる 軌道 スラ ブ 敷 設 作業 
(軌道 スラ ブ 2.34X4.98X0.19)④ 上 


移動 プラ ント に よる 軌道 スラ プ 下 へ の 
CA モル タル 注入 作業 や 


$NATM 工法 で 施 正中 の 第 
2 平石 トン ネル (245 m) 


j ニン PR ド 
ひ 仙 台 駅 (東北 地方 中心 都 市 の 駅 に ふさ ゎ し く 屋 上 駐車 場 、 ベ アス トリ アン アッ キ を 備え て いる ) 


小山 駅 (小山 総合 試験 線 区 間 に あ り 。 
15 駅 中 最初 に 使用 開始 し た ) 


場 、 全車 振替 場 , 仕業 交 検 庫 が 見 える ) 


き ー ノ 関 駅 ( 降 守 対策 で 全 覆 型 上 尾 と 
な っ て いる ) 
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鉄道 に お ける 地上 線 と 高架 線 と の 
連結 方 法 の 開発 


中 川 


近年 道路 と 鉄道 と が 平面 交差 する 踏切 を 除去 する た め 
に 道路 を 鉄道 の 上 また は 下 を 通過 させ た り , 逆 に 鉄道 を 
道路 の 上 また は 下 を 通過 させ る , いわ ゆる 立体 化工 事 が 
特に 都市 部 に お いて 実施 され て いる 。 最近 で は 鉄道 の 連 
続 立体 交 沙 工事 が 多く 行わ れ て お り , この 事業 は 単に 複 
数 の 踏切 を 一 括 除去 する の みな ら ず ず , 鉄道 に よっ て 分 断 
され た 市 街 を 一 体 化 する ほか , 鉄道 施設 の 履 善 , 駅 前 地 
区 の 整備 な ど が 同時 に 行わ れ て 大 き な 事 業 効果 を も つも 
の で ある 。 当 社 に お いで は 昭和 40 年 代 よ り 工 事 を 行い , 
まず 京浜 川崎 駅 、 大 椅 海 洪 , 平和 鳥 駅 , そし て 統合 され 
た 新馬場 駅 が 連続 立体 交 落 化 に よっ て 高架 橘 と な っ た 皇 
要 駅 で ある 。 以 上 3 個所 の ほか に 昭和 55 年 度 に 完成 
定 の 京浜 稚 見 駅 付近 お よび 60 年 以降 完成 予定 の 青物 横 
丁 , 矢 洲 。 立 合 川 駅 の 連続 立体 化工 事 を 現在 施工 中 で あ 
る 。 
以上 の 5 個所 に つい て それ ぞ れ 高架 方 式 に 特徴 が あ 
り , 簡単 に 説明 する と , 京浜 川崎 駅 の 場合 , 2 線 伯 線 方 
式 と いっ て 現在 線 の 乾 側 に 2 線 分 の 用 地 を 借用 し て 線路 
を 敷設 し , 高架 橋 を 施工 する 方 法 ( 図 一 1 参照 ), また 大 
林海 汰 平和島 駅 の 場合 , 1 線 仮 線 方 式 と いっ て 1 線 分 
の 用 地 を 借用 し て 線路 を 敷設 し で 畜 架 橋 を 施工 する 方 法 
( 図 一 2 参照 ), そし て 新選 場 駅 の 場合 は 直上 高架 方 式 と 
いっ て 仮 線 を 敷設 せ ず , 現在 線 の 真 上 に 高 因 橋 を 構築 す 
る 方 式 ( 図 一 3 参照 ) で ある 。 こ の 場合 , 直上 高 名 施 工 
機 と いっ て 線路 を 剛 い だ 作業 架台 の 上 で 基礎 杭 作 業 、 橋 
脚 桁 の 架設 作業 を し て 行く も の で , 高架 本 は ブロ ッ ク に 
し た も の で な いと 施工 で き な い 。 ま た , 必要 な 用 地 幅 は 
10m あれ ば 容易 で ある 。 こ の と き は 直上 区 間 は 460m 
あり , 直上 高架 施工 機 で 施工 し た が , 両端 の 在 来 線 へ の 
取付 方 法 と し て は や は り 仮 線 用 地 を 確保 し て 切 粋 え を 行 
っ た わけ で ある 。 

し か し な が ら , ここ 数 年 用 地 到 得 の 困難 性 が 都市 部 に 

* Eicg Me&ggtog 京浜 急行 電鉄 (株 ) 鉄 事 業 本 部 

芋 務 部 次 長 
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図 一 2 1 線 仮 線 方 式 


お いて 一 層 頭 著 に な り , 事業 の 長期 化 , 事業 費 の 膨大 化 
を 招き , 年 々 な せ ず か し く な っ て き て いる の が 実情 で あ 
り , この よう な こと か ら , 取付 こう 配 部 分 に お いて 仮 線 
を 敷設 せ ず , 電車 を 高架 橋 に 切替 える 工法 を 開発 実施 し 
た いと 考え て いた の で ある が , 運 輪 省 か ら ご 指導 いた だ 
き , 昨年 実 大 モデ ル 桁 を 用 いた 降下 実験 を 行っ た 。 こ の 
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工法 を 簡単 に 説明 する と ( 図 一 4 参照 ), 直上 部 分 は 当然 
の こと , 取付 こう 配 部 分 に お いて も 直上 高架 施工 機 に よ 
り 在 来 線 の 真 上 に 高架 桁 な ら び に 鉄道 施設 を 降下 装置 と 
と も に 仮 係 止 し て お き , 切替 え 当 夜 その 高架 桁 等 を や 
⑤ の 順序 で 所 要 の 時 間 内 に 所 定 の 高 さ まで 降下 させ , 電 
車 を 切替 える と いう も の で ある 。 こ の よう な 方 法 で の 導 
芋 例 は いま まで な く , この 工法 開発 を 行う に 際 し , まず 
施工 方 法 、 施工 機器 を あら か じ め 定 め , 実 大 モデ ル 桁 を 
用 いて 降下 時 の 精度, 安全 性 等 を 測定 し , 実施 時 の 基礎 
的 資料 を 得る こと を 目的 と し , 同時 に 各種 装置 の 性 能 試 
験 . 作動 実験 等 を 行っ た 。 

本 工法 の 特長 と し て は , 

③ 仮 線 用 地 の 取得 を 必要 と し な い 。 

② め 上 下線 を 同時 に 切符 えら れる 。 

③⑤ 工事 中 な ら び に 切 圭 時 に も 列車 運行 に 支障 を 来 た 
さ な い 。 

③④ 工期 と し て は 仮 線 用 地 取 得 期間 は な い が , 直上 高 
架 施工 機 の 運行 に 左 有 され る 。 
は 了 下 シス テム 機器 の 性 能 試験 と モデ ル 桁 を 用 い 

ド 動 実 験 を 行っ た 。 本 研究 の 場合 , 大 重量 物 を 制限 さ 

れ た 時 間 内 に 高 精 度 を も っ て 安全 に 降下 設 借 さ せな けれ 
ば な ら な いと いう 大 変 厳し い 条件 が 要求 され , 降下 装置 
と し て は 油圧 , 空 圧 , ワイ ヤ , 砂 な ど を 利用 し た も の が 
考え られ た が , 油圧 を 利用 し た も の に し ぼら れ , な お か 
つ 安 全 性 お よび 自動 制御 シス テム 化 を 考え た 場合 、「 尺 
取 機 構 に よる ジャ ッ キ 」 が 有効 で ある と 判断 し ここ に 
選定 し た 。 装 置 の 構造 図 お よび 作動 機構 は 図 一 5 お よび 
図 6 の と お り で ある 。 ま た 実験 規模 、 実験 要領 お よび 
測定 項目 は 次 の と お り で ある 。 


@ 実 験 規模 
モデ ル 桁 (複線 分 ) ( 
昇降 用 ジャ ッ キ 装 
油圧 ユニ ッ ト 装 軒 ・ 8 
中 央 制御 装 思 1 台 
企 
| 
胃 
| 上 
opt 
用 | 


図 一 3 真 上 高 避 方 式 
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仮 設 桂 : 

同上 基礎 * 
実験 要領 ( 図 一 7 参照 ) 

① 水平 に 保持 し た モデ ル 桁 を その まま 降下 させ る 。 

⑱ 「 桁 を 水平 に 降下 させ つつ T 桁 を 傾斜 降下 させ 
る 。 

⑧ 前 項 ② に 続き T 桁 を 傾斜 陳 下さ せる 。 
@ 測 定 項目 

④ 油圧 オイ ル の 吐出 量 を 変化 させ て 諸 機器 の 性 能 測 
定 

⑧ 桁 降下 時 間 の 測定 

⑬ 桁 , 受 染 , 仮設 柱 お よび シュ ー 等 の 源 動 測定 

本 研究 は 昭和 54 年 4 月 より 準備 を 始め 12 月 末 実 
験 し まとめ の 完了 は 昭和 55 年 3 月 で あっ た 。 実験 坦 
所 の 当社 新司 場 駅 構内 (北口 ) に は 実験 構造 体 を 残し て 
ある 。 本 実験 の 場合 , 2 スパン の 実験 の た め 降 下 装 置 と 
し て 油圧 ジャ ッ キ が 6 基 必 要 で あり , 尺 取 機構 ジャ ッ キ 
2 基 の ほか 。 スク リュ ー ポ ボー ル ジ ャ ッ キ 2 基 , VSL ジ 
ャ ッ キ 2 基 を 使用 し た 。 

次 に , 桁 降 下 作業 の 実験 を する に あたっ て 実際 の 切 筆 
作業 と 関連 させ て 表 一 】 の よう に 条件 を 設定 し た 。 


表 一 | 実験 条件 


実際 の 切替 え の 場 合 本 実験 の 場合 


35/1.000 の 取付 = 5 本 と し て 240m 
と =12m と し て 240t ( 注 -2) 


( 和 -1) 線路 閉鎖 時 間 を 3 時 間 と する と , 保 匠 電 気 工事 
で ある の で 降下 高 さ の 少な い 方 より 順次 施工 すれ ば 最大 降下 
個所 で も 桁 族 下 終了 後 。 1 時 間 の 作業 時 間 が ある 。 

( 填 - の =12m に つい て は 施工 性 か ら 従来 施工 し た 直 上 高架 橋 ( 
合成 構造 ) を 多才 に 定め た 。 線路 の 両側 に 側 道 が ある 場合 
と か PC 桁 構造 の 場合 は 再考 の 必要 が ある 。 


実験 する 機器 は 自動 運転 な ら ぴ に 集中 制御 レス テム を 
備え た も の と する 。 

次 に 尽 取 機構 に よる 油圧 ジャ ッ キ 装 慎 の 設計 条件 に つ 
いて 述べ る 。 

(a) 鉛直 荷重 

実験 で は ある が 設計 上 実施 荷重 を 想定 する 。 
詩 桁 , ペラ スト ・ 2401 径 間 
10? 径 間 
20 径 間 
93eeonAtkeeM 10? 径 間 

小計 2807 径 間 


(b) 衝撃 荷重 

ジャ ッ キ の 始動 停止 時 に お ける 荷重 で あぁ る が , 計算 
上 算出 する こと は 困難 で ある 。 したがって, ここ で は 特 
撃 係数 を 0.1 と 仮定 し て 設計 を 行う 。 

衝撃 荷重 ……UZ ニ 280x0.1 ニ 28 径 韻 
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移動 式 油 圧 ジャ ッ キ 装 軒 


現 避 


竹 長 欄 が イド フレ ー ム 


既 上 上 区間 草 旧 受 格 角 下 区 間 
取付 こう 配 区 間 


As 計画 線 
切符 作 抄 そ の 1 U 


計画 線 


切替 作業 その 2 


| 


電 剤 受 机 陸 下 区 間 


| 


計画 線 


内 作業 その 3 


電導 下 区間 | 


計画 線 


切替 作業 その 』 | 


を きす 


電車 且 拓 除 下 区 間 | 


切替え 完了 


電車 受 桁 了 下 区 間 
図 -4 切 替 作業 手 項 


Ed 


還 建設 の 機械 化 "80.12 


Cc) 地震 に よる 水平 カ ーーA Ir 
実験 早 。 すなわち 一 時 的 な も の で ある 半 | eo 

た め 考 慮 する 必要 は な いか も 知れ な い 居 み っ 

が , 実施 時 は 長期 に わた る 可能 性 も あぁ H @] 還 】 . 地 = 

り , ここ で も 考慮 する こと と し た 。 1 劇 
振 。 度 ……K77=0.2 0 反対 人 半 ジ ッ ッ キー 


に 
Si ssi 洋 


LE 


荷重 位 


・ フ ー チ ング 天 端 より 
3.0m ( 約 中 央 の 位置 ) 
アー280X0.2=561 径 間 
(d) 支承 摩擦 力 に よる 水平 力 (線路 
方 向 の み ) 
実験 で は ゴム 支 了 落と する 。 し た が っ て 
摩擦 係 敷 は 0.25 と する 。 た だ し 水平 降 1 
下 時 は 水平 は 作用 し な いも の と し , 傾 
斜 時 の み 作用 する も の と する 。 
ニー280x0.25 ニ 70 径 間 
Ce) 振動 に よる 水平 カ 
ジャ ッ キ の 始動 , 停止 時 に お いて , ジ 
ャ ッ キ の 横 方 向 振 動 に よる 荷重 で ある 1 L 
| 
A 


ドロ ッ ク 用 賠 
ジ wy 恩 デニ 


ーー 
EUH 


が , ジャ ッ キ と 仮設 笠間 に は 数 mm Z 
て 2mm) の 間 げ き し か な く , 実際 に は 


中 央 抽 御 盤 


上 記 の 地震 お よび 支承 摩擦 に 比べ る と ーー 
非常 に 小さ いも の で ある の で , 設計 上 省 
了 放 する 。 1 
(f) 許容 応力 度 が 
使用 し た 部 材 の 材料 は 次 の と お り で ある 。 
仮設 支 相 6 
受 上 染 育 
フー チン グ (基礎 ) ……RC 


許容 応力 度 
鋼材 (SM 50) ……g。=2,100 kg/cm 
ョ ンク リー ト ……g。 120kg/cm 
鉄筋 SD 30)……g。=2,700 kg/cmi 
(g) 仮設 桂 の 間隔 
仮設 柱 は H-582x300 を 使用 し た 。 実 験 で は 経済 性 よ 
り も 製作 , 入手 の 簡便 な も の を 優先 し た た め 形 鋼 使 用 と 目標 降下 所 要 時 間 ……90min/5m 
し た 。 耳 鋼 は 1 基 当 り 2 本 と し , それ ら の 間隔 は 尺 取 ジ 寸法 ・ 重 量 


ャ ッ キ の 寸法 に わずか の 余裕 を 加え て 決定 し た ( 図 一 8, 高 
図 一 9 参照 )。 

次 に 仮設 柱 お よび 桁 の 設計 条件 に つい て 述べ る 。 厚 

Ca) 油圧 ジャ ッ キ の 設計 条件 ( 表 一 2 参照 ) 重 
@ 朋 降 用 ジャ ッ キ (b) 油圧 ユニ ッ ト の 設計 条件 

形式 … 復 且 弄 < 一 対 ジ ャ ッ キ 装置 を 同時 に 一 定 の 速度 で 所 定 の 時 間 内 

Ep に 高架 桁 を 降下 可能 な 油圧 ユニ ッ ト 肖 置 で 1 基 当 り の 
構成 を 表 一 3 に 示す 。 
名 四 数 時 | 価 才 NG 


⑨ フレ ー ム お よび 誠 持 装置 
@ 昇降 用 ウ ャ ッ キ 
③ ロッ ク 用 ウ ャ ッ キ 


ポン プ 設 定圧 力 ……( 高 圧 側 ) 210 kg/cms 
(低圧 側 ) 50 kg/cms 


1 式 
1 基 
4 半 


49 
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時 


(6 エスタ だ 99 記 え 23 
"1Y 凌 キキ る 人 ロ 則 人 


Y 旧 キャ なる た の ロ 古 @ 


モミ 軍 寺 > UE009 メー ロジ 
馬 圭 畠 す キキ る と た ロ 合 征 の 


人 @ 


( 叶 絡 基 え @ 細 ) 
Ei を 1 


Q 
に 半 
1 
= 


0 009 


Fa 
ーーー 上 ECD 


9 


0 有 スッ と ぶっ 
“> 落 ま キ る さそ る と ロ 征 @ ププ 消す PTFE CE クモ マキ ギ ギ タオ | に 


(高圧 側 ) 1.000 rpm 
(低圧 側 ) 1.000rpm 


ポン プ 吐 出 量 (高圧 側 ) 20 min 
(低圧 側 ) 31 //min 
@ モ ーー タク 
電 源 ……AC 200V 50Hz 
[ 連 了 | 
12.00m 12.00m 
レ 降下 用 ジャ ッ キ 


M 
| | 
ーー ニュ ーー 上 生 ーー | 
ニー) な ーーー トー 一 ri M 
| 
ーー ー 
で 
H 
| | 
| 陳 
時 _」 35/1000 1 | 
ーー = ーーlWi | 
眉 
A 柱 C 侍 
四 
| 1 35/1000 由 ] 
時 則 - 一 ーー 1 
| 1 5 旧 
一 王 le HI He 昌 
ロ = 5 四 当 
A 住 B 柱 C 柱 


図 一 7 実験 要領 図 
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表 一 3 油圧 ユニ ッ ト 
還 1 考 
の 油圧 ポンプ | 4 全 
⑱@ そ モ ー タ 2 台 | 1lkWxeP 
本 
9 ま イ 展 ア ァ 欠 1 聞 2507 
人 パ ル プ 1 天 
⑲ 人 浴 式 オイ ルター ラ | 1 全 
⑳ 和 時 を 類 1 式 圧力 計 , 則 度 計 。 溢 面 計 
⑱ も の 信 


(c) 中 央 制御 他 装置 の 設計 条件 

尺 取 機構 油圧 ジャ ッ キ 装置 を 駆動 させ る た め の 問 了 制 
御 装 叶 で ある 。 本 装置 は 油圧 装 冒 を 安全 か っ 確実 に 作動 
させ , ジャ ッ キ 装置 の 動き を 監視 する 機能 を 有する も の 
と する 。 本 装置 の 関連 装置 と し て 油圧 源 制 御 逢 , ジャ ッ 
キ 制 御 箱 お よび 機 側 操作 箱 を 設け る も の と する 。 

以上 の 設計 条件 に よっ て 居 取 機構 に よる 油圧 ジャ ッ キ 
装 民 お よび 構造 体 を 製作 組立 し た 。 

実験 方 法 は 3 段階 に 分 け て 行っ た が 、 VSL 
は 手動 操 作 方 式 の た め に これ に 合せ る よう に 
ず 実 験 1 で は , 水平 降下 を 手動 運転 操作 に て 15cm ず 
つ 8 ピッ チ に し て 下げ , 1 ピッ チ は 少な く と も 3 分 必要 
と 予想 し て いた が , 事前 に 練習 を 重ね て いた 結果 2 分 
14 秒 平均 で 降下 で きた 。 次 に 実験 2 に お いて は , 尺 取 
スク リュ ー ボ ー ル の 自動 運転 を 行い 、 1 サイ クル 60cm 
を 6 分 12 秒 平均 で あっ た 。 設 計 条 件 で は 7m を 2 時 


2 ーー 750 
征 - 5 ッ キ | H-582x300 
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間 , ゆえ に 60cm は 10 分 17 秒 で あれ ば よい の で あ 
る が , ロス タイ ム が 予想 され る の で 7 分 ぐら い に 流量 調 。 ッ キ は 安全 性 を は じ め 施工 性 に も 十分 満足 で きる こと が 
整 し た か ら で あ る 。 本 実験 の 前 に 自動 運転 に て 6 分 40 確認 で きた が , それ を まとめ る と 次 の と お り で ある 。 

秒 と 4 分 20 秒 で 計画 し , 実際 1 サイ クル は 6 分 12 秒 ① ジャ ッ キ 操作 は 多数 の 桁 を 降下 させ る に は 自動 が 


本 実験 に より こう 配 取付 部 の 施工 に お いて 油圧 式 ジ ャ 


と 14 分 10 秒 の デー タ を 得 て い た 。 そ し て 実験 3 で は そ 
れ ぞ れ 手 動 操作 に て 35/1.000 の こう 配 を つけ た 。 

本 実験 に より 解明 と は いか な か っ た が , いろ いろ な 
動き が 認め られ て 今後 の 検討 の 参考 と な っ た 。 今回 は 
35/1,000 で の 実験 で あっ た の で 理論 上 桁 支間 の 縮み が 
7mm で ある が , 桁 と ゴム 鶴 の 部 分 で 移動 せ ず , 受 梁 が 
移動 し 吸収 し た 。 この た め 仮設 住 と の 間 に せ り を 生 
じ , 仮設 柱 に 変位 が 生じ た 。 本 実験 体 は 桁 の 固定 端 を 上 ト 
流 側 と し た た め に 当初 の 支点 位置 が 実験 値 か ら 計算 する 
と 可動 に 比べ で 大 きく ずれ で いる の が わか り 。, 今後 計 
画す る うえ で 固定 端 を 下流 側 に 配置 し た 方 が よい と 思わ 
れる 。 ま た 今回 ゴム 疹 を 使用 し た が , パッ ド が 変形 し て 
実際 上 この まま で は 使用 で き な い こと が 判明 し た 。 ゴ ム 
支承 は 振動 低下 地震 時 の 応力 集中 を な くす 効果 が ある 
こと が わか で いる の で 仮 支承 で 受け , 切替 え 後 ゴム 支 
承 で 受け る 方 法 が よい か と 思わ れる 。 

軌道 も 敷設 し て 動き を 稚 祭 し た が , こう 5 配 変 更 点 付近 
で レー ル が も ち 上 が る 状 右 を 呈し た り , 降下 時 に レー ル 
が 移動 し た 。 こ れ に は 道 床 を 所 定 厚 よ り 少な くし , 切符 
え 後 , 正規 な も の に すれ ば よい と 思わ れる 。 左 有 の ジャ 
ッ キ の 降下 誤差 は 実験 値 より 2 秒 で あり , 油 温 変 化 の 沙 
(⑤55*C) に よる 降下 加 度 は 約 10 秒 の 違い が あっ た 。 


“記事 の その 後 " 


京葉 道 路 ( 四 期 ) 開通 

京葉 道路 ・ 四 期 工事 の うち , 威 台東 千葉 間 は 過 
和 55 年 10 月 1 日 開通 し , 先 に 開通 し て いる 東 千 
葉 ご 浜野 と あわ せ て 四 期 区 間 が 全線 開通 し た 。 

この 区 間 の 千葉 市 具 塚 町 付近 に ある 荒屋 敷 貞 塚 を 
保存 する た め , 貝塚 の 下 を トン ネル で 通過 し て い 
る 。 こ の トン ネル は 京葉 道路 お よび 国道 16 号線 の 
それ ぞ れ 上 下線 の 4 本 が 各々 の 側 藤 を 共有 する , 構 


造 的 に も 施工 的 に も 特典 な 4 連続 めがね トン ネル と 
な っ て いる 。 

本 誌 昭 和 55 年 4 月 号 (第 362 号 ) p. 36「 パ イ 
プル ー フ 併用 の 4 連続 めがね トン ネル の 施工 京葉 
道路 ( 四 期 ) 貝塚 ト ン ネ ル 」 参 照 。 


@ 東 大 寺 ・ 落 鹿 …… 

昭和 大 修理 を 終え た 東大 寺 で , 昭和 55 年 10 月 
15 日 落慶 の 大 法要 が 行わ れ た 。 

今回 の 大 仏殿 昭和 大 修理 は 明治 以来 70 年 ぶり の 
大 事業 で , 修理 の 目的 は 雨 も り の 原因 と な っ て いる 


よい 。 

② 降下 速度 の 調整 に は 1 スト ロー ク の 余裕 高 さ が あ 
れ ば よい 。 

⑧ 設定 圧力 を 210kg/cm* と し た が , 施工 面 、 使 用 
面 か ら も 適当 で あっ た 。 

④ 今回 の ジャ ッ キ は 1 基 10t 程 度 あり , 撤去 時 の 
方 が 困難 が 予想 され る の で 分 割 化 の 検討 の 必要 が ある 。 

⑮ 仮設 任 の 施工 は 正確 さ が 世 求 され る の で , 施工 機 
械 と も 関連 づけ て 設計 する 必要 が ある 。 

今回 は わずか 1 年 余り の 計画 製作 実験 で あっ た が , 机 
上 で 予測 され な い 名 部 機材 の 挙動 が かみ られ た 。 尺 取 式 ジ 
ャ ッ キ の ほか 2 種類 の ジャ ッ キ を 用 いて 実験 し た の で 
これ ら の 特性 を 参考 に 降下 高き 。 ス ペン の 大 小 に より 使 
い 分 ける 等 検討 し た い 。 ま た 経済 面 か ら 考 える と , 在 来 
の ジャ ッ キ の 四 用 お よび 降下 商 が 少な い 個所 に は 実験 で 
すでに 確か め た サン ド シ リ ンダ に よる 降下 が 有効 と 思わ 
れる 。 

本 研究 開発 は 鉄道 高揚 の こう 配 取付 部 の 施工 で ある の 
で , 大 重量 物 を 安全 正確 、 そ し て 所 定時 間 内 に と いう 
こと を 主題 に 進め て で きた が , この 工法 は 道路 と 道路 の 立 
体 交差 に も 応用 で きる 面 が あり , 今後 応用 範囲 が 広い も 
の と 思わ れる 。 


瓦 の 曹 邊 え を 主体 に , 天井 板 の 破損 部 の 修理 , 周囲 
の 板 壁 の 締 直 し , 防災 工事 の 充実 な ど で ある 。 

大 仏殿 は 世界 最大 の 木造 構造 物 で ある が , 修理 其 
間 中 大 仏殿 を 風 二 か ら 守る た め , 大 仏典 を すっ ぽ り 
可 う 須 屋 根 が 設け られ , この 須 屋 根 は 間口 86.4 m。 
奥行 79.2m, 還 高 32.9m。 棟 高 55.0m と いう 
犬 き いも の で あっ た 。 

本 誌 昭和 50 年 6 月 号 (第 304 号 ) p.58「 東 大 
寺 金 堂 須 屋根 新築 工事 の 施工 計画 」 参照 。 


@ 御 所 ダム ・ 試 験 洪水 開始 

建設 省 東北 地方 建設 局 が 北上 川 右 支 川津 有川 に 建 
設 中 の 御所 ダム は 昭和 55 年 11 月 18 日 に 試験 洪 
水 を 開始 し た 。 

同 ダ ム は 堤 高 52.5 m, 堤 頂 長 330m。 総 財 水 容 
量 6,500 万 m' で あり , 田瀬 ダム 石 淵 ダ ム 。 湯 
田 ダム , 四 十 四 田 ゲ ダム と と も に 北上 5 ダム を 形成 し 
て いる 。 

本 誌 昭和 54 年 3 月 選 (第 349 号 ) p.39「 ア ス 
ファ ルト セン ター コア 締切 の 施工 一 御所 ダム 上 流 2 
次 締切 工事 」 参 照 。 

(編集 部 ) 


超大 型 ブ ルド ー ザ と 予備 発破 に よる 
低 - 人 会 害 リ ッ パ 工法 
橋 村 道 尚 * 
1. は じ め に 


当社 の 閉 有 工場 は 昭 和 30 年 に 現在 の 福岡 県 中 央 部 革 
林 市 北部 に 開設 され た 。 昭 和 40 年 頃 より 氏 後 川 の 砂利 
採 友規 制 に より 山 砕石 の 和 要 が 急速 に 伸び , 地域 開発 の 
要望 に 応じ 設備 の 拡大 に 務め , 昭和 47 年 度 に 九州 終 
自動 車道 の 建設 に より 販売 数 量 は 100 万 m' 70 万 0 
に ゃ 遅し た 。 オ イル ショ ッ ク 後 の 景気 抑制 筑 に よる 一 時 
的 需要 の 落ち 込み も あっ た が , 近年 の 太 気 刺激 策 と , 福 
岡 , 久留 米 , 日 田 市 に 40 km、 島本, 佐賀 方 面 に 50 km 
の 距離 と いう 恵まれ た 地理 的 条件 に より , また 碑 砂 の 出 
荷 も 含め 数 最 的 に 以前 の レベ ル に まで 回 復 し て きた 。 こ 
の 稚 要 増加 に 伴い 1 日 の 必要 起 砕 重 は 6,0001 に ゃ t 達 
する 。 

従来 当社 で は 最も 一 般 的 な 起 砕 法 で ある 発破 を 使用 
し で きた が , 岩盤 破壊 に お ける 発破 作業 に は 広間 振動 , 


喪 一 】 使用 機械 

ーー 
エエ 暫 機 円 全数 

| アル ドー CATD9G 1 

二 当 栓 ィ CAT De 1 

プル ドー ザ CATD10 1 

クロ ー ラ ドリ ル CHD750 1 

起 碑 > CD e00 3 

エア コン プレ ッ サ PDR 600 3 

| PDR 175 1 

も | * ィ イー ル ロ ー タ CAT 988B( ビ ー ド レス メ ) | 1 

SA | 

本 込 ィ CAT 988A 2 

1 拓 | アン プ ト ラ ッ ク CAT769B 5 

小 着 9 | フレー ヵ MS180 1 

ホイ ー ル ロー タ CAT 980C 2 

提 検 込 え > CAT 966C 3 

連 石 ete- CAT 910 1 

四 地 プル ドー ザ CATD6CLGP 1 


( 注 ) D10 は 明和 54 年 6 月 暗 入 


* Aokizgo 九 ayipwwrg (株 ) 地 組 取締 役 長 


写真 一 発破 と リッ パ の 組合 せ 


飛 有 等 の 発破 公害 に よる 環境 問題 が 発生 し , 原石 山 と 周 
辺 民家 と の 外 離 が 近い . こ と は この 問題 を 一 層 深 刻 に し 
た 。 発 破 技術 の 開発 研究 に より 対策 は 行っ て きた が , 変 
則 的 な ベン チ 発 破 は 原 石 山 生産 性 の 低下 を きた し , 十分 
な 解決 役 と は な り 得 な か っ た 。 

そこ と で, 根本 的 解決 を 計る た め に 発破 以外 の 工法 も 含 
め た 調査 研究 の 結果 , 昨年 6 月 超大 型 プ ブルドーザ CAT 
D10 を 導入 し , 予備 発破 (ゆる め 発 破 ) と の 組合 せ 工 
法 の 採用 に 踏切 っ た 。 以 下 , 当 砕石 工場 に お ける 低 公害 
リッ パパ 工法 と その 成果 を 紹介 する (写真 一 1 参照 )。 


2. 現場 概要 


当地 は 三 郡 変成 葵 南 限 部 に 属し , その 岩 質 は 一 般 に 角 
関 岩 と 呼ば れる 緑色 片 涯 で 。 比重 は 2.9 と 非常 に 重い 。 
また 破砕 し た 際 , 角 の 鋭い 非常 に 級 密 で 硬い 岩 有 で 、 そ 
の 岩盤 の 平均 弾性 波 速度 は 3.000-3,600 m/sec (試験 二 
で は 5,000 m/sec) に も 達し , これ を 大 量 に 処理 する こ 
と は , プラ ント も 含め 機械 に と っ て 非常 に 過酷 な 条件 と 
いわ な けれ ば な ら な い 。 

次 に 当 砕 石工 場 の 概要 を 示す (写真 一 2 参照 ) 


建設 の 機械 化 "80.12 


写真 一 2 砕石 工場 全景 


所 在 地 : 揚 剛 県 甘木 市 大 字 持 丸 811-1 
敷地 面積 :29.3ha ( 原 和 有 山 20ha) 
原石 埋蔵 量 : 1.000 万 m' 
生産 能力 : 月 産 8 万 m 
採用 工法 :① 予 備 発破 + す D10 リッ パ エ 法 
る D 10 リッ パ エ 法 
お ペン チ 発 破 工法 


3. ベン チ 発 破 工 法 (従来 工法 ) の 問題 点 


問題 と な る 生産 環境 は 写真 一 2 で も 明らか な よう に 甘 
木 市 の 山間 部 に か か る と ころ で , 周辺 に 民家 が 集まっ て 
お り , 最も 近い 民家 で は 原 石 山 か ら 200m の 距離 に あ 
る 。 従 来 は ペン チ 発 破 工法 で 表 一 2 の 発破 規格 で 起 砕 し 
て いた , 

し か し 前 述 の 砕石 和 要 の 増加 に 伴い , 昭和 47 年 頃 よ 
り 近 隣 住民 の 発破 に 対す る 騙 音 振動 の 苦情 が 出 始め 。 
以前 の ペン チ エ 法 で 1 日 2 回 (1 回 当り 超 砕 量 3.000 
の 発破 を 行っ た も の を , 1 日 7ー8 回 (1 回 当り 起 
砕 量 9000) の 小 規模 発破 に まで し た 。 DS 
使い ,1 段 発 (1 孔 ) 当り 薬 量 g で , 発破 1 回 6 
孔 ( 総 薬 量 69kg) に まで 押さ れ ば 。 周辺 民家 で 
の 騒音 , 振動 の 目標 値 60dB (A) 以下 

> た 。 1 回 に 3 孔 ず つ で は 本 来 の 発破 効果 


表 一 2 ベン チ 発 破 規 格 


1] im 有 65mm 
1 3m 炎 楽 極 題 | ANFO.3 机 
3 絆 70-JO0gt 

抽 長 12m 


ジス テム コメ ト | 


ls 


に 
| ここ 5 砕 (1 次 ) 


相 い ー 


ーー 細か ぃ 
健 剛 分 大 


図 一 1 起 砕 岩 粒 径 分 布 と コス ト 


また 1 日 7ー8 回 の 発破 警戒, 待避 で は 安定 し た 原石 の 
供給 は 無理 で , 生産 性 は 極度 に 落ち る 結果 と な っ た 。 
た 発破 原 単位 を 70g/t に 落と し , 孔 数 を 増し て も 起 砕 岩 
の 数 径 が 粗く な り , 1,000t 当り 門 径 1m 以上 の 大 塊 が 
平均 70 個 ( 約 2000 も 出 て , 図 一 | の 起 砂岩 秒 径 
原石 山 の ト ー タ ルコ スト の 関係 か ら も 明らか な よう に 。 
小 割 り , 根 切 り 用 プル ドー ザ , 積込み , 運搬 、 破 砕 コ ス 
ト の 増加 に よる 生産 性 の 低下 は 免れ 得 な か っ た 。 そ の ほ 
か , 1 日 7ー8 回 の 発破 , 小 割 作業 薬 量 制 限 に よる 浮 
石 な 安全 面 で の 問題 も や 大 きく な っ た 
害 , 作業 の 安全 性 , 生産 性 の 問題 を 解決 する 他 の 工法 を 
券 える こと が 急務 と な っ た 


4. 予備 発破 工法 の 導入 


当初 、 発破 に 代 る 起 和 8 
10) の リッ パ の み で す 
えた が , 替 盤 の 弾性 
製 半 5,000 msec) で ! 


と し て 超大 型 プ ブルドーザ ①D 


ょ いも の か と 考 


写真 一 予備 発破 せん 孔 


えど も , クラ ッ ク の 発達 し た 部 分 や 風化 部 に お いて は 必 
要 生 産 量 が 確保 で きる が , 級 密 な 岩盤 で は 少々 リッ ピン 
グ に より 起 砕 可能 で も 機械 コス ト か ら 採 算 ペ ー ス に は 乗 
ら な い 。 

そこ で , 発破 工法 と リッ パ 工 法 の 特徴 を あら た め て 比 
較 し て みる と 表 一 3 の よう に な る 。 この 両者 の 長所 , 短 
所 を うま く 組 合せ る こと に より 解決 で きる の で は な いか 
と 考え , 発破 技術 者 と の 打合せ , 超大 型 プ ルレ ドー ザ の リ 
ッ パ ビリ ティ に 対す る メー カ 側 と の 打合せ な どの 検討 を 
繰 返し , 一 応 の 経済 的 目途 を 得 , 予備 発破 工法 の 採用 に 
踏切 っ た 。 当 時 , この 工法 に 関す る 施工 , 研究 例 も 少な 
く , 相当 な 決心 の いる こと で あっ た 。 

次 に 従来 の ペン チ 発破 工法 と 予備 発破 工法 の フロ ー チ 
ャ ー ト と 使用 機械 を 図 一 2 に 示す 。 

当社 採用 の 予備 発破 工法 は 写真 一 3 の よう に 岩盤 に ほ 


建設 の 機械 化 "80.12 


写真 一 4 予備 発破 
表 一 3 発破 工法 と リッ パ 工 法 の 特徴 
| 夏 エ 疲 | 


|] リッ ピン クエ 潜 
・ 着 盤 の 条件 に 制約 され る こ 
少な い 。 


・ 作 業 ど ステ ム が 簡 則 。 
・ 特 区 な 拉 
* 公 寄 発生 が ほとん ど な い 。 
多く の 研究 |" 容 人 修 が 吉 い 。 


ょ が 


和佐 
な | 人 人 穫 ロ スト に で れ で いる 
点 


ET 制限 され る こと が 
馬 | 安全 性 の た ら 特 多 な 抽 和 情 理 |・ 洒 を 感 で きる 搬 才 ある 。 
が 必要 ・ 大 憧 の 寺 設 横 を 必 要 と する 

| 発色 午 の 多 生 。 | 人 。 コメ ト で 発 硬 に 才 

孤 婦 ?5 
ぼ 垂 直 に 3m 1 ロッ ト 分 ) の 寺島 型 せ ん 孔 を 行う 盤 打 
ち 発 破 で , 薬 量 は 1 孔 当 り 1.52.0 kg 程度 を 岩盤 の 固 
結 度 に 応じ て 使い 分 け て いる 。 火 薬 は ANFO を 使用 
せん 孔 , 装 薬 作業 は 奉っ ぷち の が 少な く 、 ロッド チ 
ェ ン ジ の 必要 も な く 簡 単 で , 特殊 な 経験 や 技術 が 不 必要 
な うえ 効率 が 良く , 性 も 高い 。 予備 発 


務 個 玩 破 工法 ズン チ 伝法 ( 乏 沿 ) の 
し な 井 沙 に よっ て 革 5 
フロ ー チ ャ ー ト | 利用 供 秩 | フロー7 ャ ー ト | | 人 川相 信 村橋 めで 信 肌 が 炒 な よっ て 夫人 に 
旬 列 を 発生 させ る も の で , その 岩 艇 破 填 メ 
@ め OPD カニ ズム は 図 一 3 の よう に な り , 爆発 の 
縮 ネル ギー は 表面 に す る こと が 少な い ( 写 
5 クロ ー タ ラド リル クロ ー ラ ドリ ル 
(@%) (テア ュ ン ッ レ AM IGE) ("7 ブレ 27 | 真一 4 参照 )。 し た が っ て , 広範 囲 の 発破 
5 0 チャ ー タ ャ ー 1 5 避 な どの 必要 が な く , 他 の 
二 大 | ( 設 凍 ANFO チャ ー ジ ャ 警戒, 機械 の 符 
( 5) 作 CCW | エ 箇 の 効率 を 下げ る こと は 少な い 。 従来 
(重政 | 多 破 ) チ 発 破 工 法 で の 欠点 で あっ た 断続 作業 
(es 的 要素 は 落 れ , 連続 作業 的 傾向 は 全体 の 効 
p mm pe am ・ 
三菱 MSI80 1 K 小 測り 三 著 MSINO し 9 
(CD 人 を 和 A ぁ SA 2 
画 AA 1 (だ 
( 間 急 ) 769B | ( 押 搬 2 
1 
5 証 作 TP や おす 2 四 較 も 引 需 


図 一 2 工法 フロ ー チ ャ ー ト と 使用 機械 


図 一 3 予備 発破 の 岩盤 破 壊 メカ ニズム 


生 
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AN 0 
写真 6 予備 発破 後 の 岩 包 面 


率 を 向上 させ た 。 

発破 後 の 岩盤 の 表面 は 写真 一 5 の よう に ほとん ど 変 化 
は な く , 予備 発破 1 孔 に つい て 断面 を カッ ト し て みる と 
周囲 に クラ ッ ク が 発達 し て いる 様子 が 写真 一 で よく わ 
か る 。 こ の クラ ッ ク が リッ パ の 働き を 助け る 。 

次 に , D 10 に より リッ ピン グ (写真 一 7 参照 ), ドー 
ジン グ (写真 一 8 参照) を 行い , 起 砕 震 を 下段 ペンチ に 
落と す ピ ッ ト ダ ウン 方 式 を と っ て いる 。 そ し て , 下段 べ 
ンチ に 落と され た 走 砕 涯 は ホイ ー ル ロー ダ に より 32t 
ダン プ に 積込み , ホッ パ へ 運搬 する 。 起 砕 さ れ た 原 右 の 
粒 径 が 細か く 整 っ て いる こと に 注目 し て いた だ きた い 。 
また , 以上 述べ た 工法 の 規格 を 決め る に あたっ て は キャ 


軸 ! 
500 ト 。 * 火 。 楽 :ANFO 
環 寺 央 座 :10m 39g 人 


業 生 ( 地 山 m7hr) 


30 40 較 
時 (20 
人 岩 有 1 し 当り の 全 用 薬 時 


0 
* 装 薬 量 : 発破 大 
リッ ピン グ ・ ド ー ジ ング 作業 量 と 予備 発破 装 薬 量 の 関係 


写真 一 7 リッ ピン グ 


し Le 詳 
1 し 


タビ ピラ ー 三 次 , 九州 建設 機械 販売 の 協力 を 得 , D10 予 
備 発破 工法 テス ト を 行い , 最適 予備 発破 規格 を 求め た 。 
次 に この テス ト 結 果 を 紹介 する 。 ま ず , 予備 発破 規格 
を いろ いろ 変え る こと に より D10 の 作業 量 を 計測 し , 
発破 原 単 位 と 作業 量 の 関係 を 求め た ( 図 一 4 参照 )。 ま 
た , それ ぞ れ の テス ト で の リッ パチ ッ プ 麻 耗 量 を 計測 し 
( 図 一 5 参照 ), D 10 の 岩盤 より 受け る 負荷 率 を 求め 機 
械 経費 算定 の 参考 と し た 。 こ の テス ト で D 10 は 時 間 当 
り 最大 1,350t の 作業 量 を 示し た (効率 100)。 
これ ら の テス ト に より 原 覆 処理 トー タル コス ト の 傾向 
一 6 の よう に な り , 発破 原 単 位 33g/t 近 近 の 規格 
で きた 。 図 一 6 で 少し 注意 が 必 


! 
火 系 3ANFO 
夫 上 導 苑 :10m 


避 


40 EU 
八 量 (WU 


図 5 リッ パチ ッ プ の 消耗 量 と 予備 発破 装 薬 量 の 関係 


要 な こと は 。 当 現 場 の 岩 質 で は 発破 原 単位 38g/t より 
薬 量 を 増す と 大 塊 が 増え , 薬 量 を 減ら す と D10 の 作業 
量 は 減り , 大 塊 も 減る 傾向 が 出 た 。 こ れ は いずれ の 岩盤 
に も 適用 され る も の と は 考え られ な い が , 岩 艇 の 層状 と 
層 線 の 分 布 に 左右 され , 予備 発破 に より 発生 し た クラ ッ 
ク と リッ ピン グ 能 力 の パラ ンス に よっ て 変化 する 。 

以上 の 結果 より , 当 現場 に お ける 平均 的 岩盤 で の 最適 
発破 規格 は 表 一 4 と 判定 し た 。 ま た , D 9 と の 比較 テス 
ト よ り 起 大 コス ト で 図 一 7 の 傾向 が 得 ら れ , D10 の 大 
型 化 メ リッ ト が 立 丁 さ れ た 。 表 一 5 に 参 導 と し て 大 型 ブ 
ルド ー ザ D10 と D9 の 仕様 を 示す 。 


5. 予備 発破 工法 に よる 成果 


最も 問題 と な る 発破 公害 の 面 で は , 当 工 決 採 用 後 周辺 
住民 の 茜 情 が な く な っ た こと が 端的 な 符 と いえ よう 。 発 
破 公 害 の 主要 因 は 空中 を 伝わる 原 音 (空気 振動 ) で あっ 
た 。 この 波動 の うち 超 低 周波 音 (10Hz 以下 ) が 建物 
を ふる わし , また 空気 を 振動 させ る こと に よる 体感 振動 
が 苦情 と な っ て 現われ で いた 。 参 考 に 最も 近い 民家 で の 


トー タル 
SR 


| 超 砕 ( 也 備 発破 +D 10) 
機 和み ・ 運 隊 :1 次 彼 


コス ト (円 9 


@ ⑧ ⑳⑯ 
粗い ー 起 碑 原 石 迷 径 分 布 ゴ 細か い 
* 発 破 原 音 位 ⑧:22g。⑧:33g ⑥:99gt 
図 一 トー タル シス テム コス ト CD10 予備 発破 工法 ) 


/ 務 備 発破 +D9 
M 


/ 
/ 
/ 
/ 巴 箇 発 成 +D10 
/ 
/ 
/ 


コス ト (円 6) 


也 備 発破 


@ @ 
粗い ー 起 隊 原 石 粒 和 分 布 一 細か い 


発破 原 単位 ⑳:22g/t, :33g7 @:39gt 
図 一 7 起 砕 コス ト (サブ シス テム) 
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表 一 4 最適 予備 発破 規格 


\ ん 凶 大 | sm 

孔 間際 | 2.8mF 代 

ビ ーッ | 毎 | 65mm 

火 薬種 舌 | ANEO( プ ー ス タク 3 机 ) 

梨 量 1 当り 1.5 kg (発破 原 単位 39 


表 一 5 D10 お よび D9 の 仕様 


| pi0 | pe 

草 量 86t 48.8 

遇 カ 710ES 416 PS 

金 長 10,185 mm 8.990 mm 

例 1 5.490mm 390mm 
* メト レー トレード 。 シン ケル ジャ ンク リッ パー 
測定 例 を 図 一 8 に 示す 。 予備 欧 破 の 騒音 は まっ た く 感じ 
られ ず , の よう に 叶 双 音 内 で あっ た 。 


次 に , 地 中 を 伝わる 振動 に つい て は , 両 工法 と も 1 段 
当り 薬 量 が 同じ で あれ ば その 振動 値 は ほとん ど 同 し で あ 
る が , その と き の 発破 生 産 量 が 3 倍 以上 に な る こと で 
経済 性 に お いて 予備 発破 は 優位 と 閣 えら れる 。 ま た , ベ 
ンチ 発破 は 斉 発 効果 が 必要 な た め , で きる だ け 斉 発 量 を 
増す 必要 が ある 。 一 方, 予備 発破 は 無 自 由 面 発破 で ある 
こと か ら 凡 盤 内 部 に クラ ッ ク を 作る こと が 目的 と な っ て 
お り , 極端 な 場合 に は 1 北 ずつ 発破 を か け て も , その 効 
果 に 変わ りな く , 1 段 当 り の 薬 量 は 1 孔 の 1.5kg に ま 
で 落と すこ と が で きる 。 つ まり 予備 発破 で は 表面 へ の 影 
響 が 少な いこ と か ら 発破 母線 が 切れ る 心配 が いら 子 , 復 
数 の 母線 を 使い , 短 時 間 に 多数 孔 の 発破 が 可能 で ある 。 
し た が っ て , 民家 と 発破 地点 の 距離 に 応じ て 1 回 の 発破 
を か ける 凶 数 を 調整 すれ ば , 住民 の 体感 振動 は ほとん ど 
皆無 と する こと が 可能 と な る 。 な お , 予備 発破 の 場合 に 
周 盤 表面 に 現われ る 破 寺 は わずか に 急 裂 が 入る 程度 で , 
飛 石 の 心配 は な い 。 

以上 の よう に 予備 発破 は 発破 公害 の 発生 し な い 工法 で 
ある と 言え る 。 

次 に 経済 性 に つい て みる と , メイ ン の 工法 で ある 予備 
発破 +D10 工法 に より 年 間 (昭和 54 年 7 月 一 昭和 55 


発破 地点 ) 
f 、 ) 民家 


隆 備 発破 
薬屋 (ANFO) 100k 100ka 
トン 当 リ 薬 量 38g 100g 
起 御大 | 1045 地 出 m' | 35 地 同 m 
門 動 | ssdB(A) | ssdB(⑳) 
長 章 | 時 叶 章 | 75dB(A) 


凍 昔 60dB 昭和 54 年 6 月 0 
図 一 8 発破 時 の 振動 ・ 駐 音 測定 
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表 一 6 予備 発破 +D10 工法 実績 


砂 石 起 硬 量 (年 李 
*D10 牧 働 時 間 ( 年 間 ) 


野間 当り 9 D10 作業 量 


1.051,280t 
1.502 hr 


| { 独 間 5 mr 

() 侍 杉 正 ・ ア イド リン グ ・ ペ ンチ へ の 往復 ete. も 含め た アワ ー メ 
ー タ 時 間 

年 6 月 ) の 原石 起 砕 重 と D 10 プル ドー ザ の 稼 側 実 績 

を 表 一 6 に 示す 。 

平均 的 施工 法 は 図 一 8 の ピッ ト ダ ウン 方 式 で , ピッ 
ト の 奥行 き 距離 は 40-50m で 施工 し た 。 し た が っ 
て , D 10 の リッ ピン グ , ドー ジン グ 平 均 距離 は 22.5 
m と な る 。 こ の と き , D 10 は 予備 発破 工法 で コン ス 
タン ト に 時 間 当り 700t の 生産 能力 を 示 し た 。 材 料 が 
緑色 丘 央 と いう 超重 誠 で ある こと と , 角 修 正 な どの 時 
間 効 率 の 条件 も 含め る と , 安山岩 , 砂岩 等 の 普通 岩 で は 
時 間 当り 800t は 可能 と 考え られ る 。 な お , 当社 で の 年 
間 秦 有 有 生産 量 は 927,600m* で , 必要 原石 量 は 年 間 
1,752,000t で あっ た 。 この うち , 10 祖 は D10 の リ 
ッ ピ ング の み で 起 砕 し , 60 多 は 予備 発破 D 10 工法 に 
よっ て 出 鉱 し た 。 

以上 の 実績 より 予備 発破 工法 と 従来 の ペン チエ 法 と の 
起 砕 工 租 に お ける 記 接 費 を 比率 で か る と 表 一 7 の よう に 
な り , ほとん ど 差 は な か っ た 。 ま た , その 他 の 工程 で 発 
邊 する 効率 向上 な どの メリ ッ ト を 考え 合せ る と , トー タ 
ルコ スト で 予備 発破 工法 は 安く な る 。 

次 に , 予備 発破 工法 を 採用 し た こと に より 起 砕 工程 以 
外 に 発生 し た メリ ッ ト を 紹介 する 。 

④ 公 審 対策 費 の 泊 少 …… 発 破 の た びに 騒音 振動 を 
計測 する 労力 , 周辺 住民 に 対す る 説明 会 、 公 午 補 償 費 , 
公害 対策 用 構造 物 、 機 器 な ど に 対す る 費用 が 大 幅 に 削 小 
で きた 。 

@ 起 修 炒 径 に より 原石 山 多 体 効率 向上 …… 前 述 し た 
よう に 「 予 備 発破 オリ ッ ピ ング 」 に よる 起 砕 岩 の 炒 筆 分 
布 は 細か く 整 っ て お り , 大 塊 も 少な く , 積込み , 運搬 , 
1 次 破 丸 で の 効率 を 上 げ , 機械 の 損耗 を 押さ えた 。 次 に 
発破 の 欠点 で ある 断続 作業 的 性 格 を よ り 連続 作業 に 近 づ 
けた こと も 全体 効率 向上 に 貢献 し た 。 


表 一 7 コス ト 比 較 (比率 ) 


まき 朱 | 周 江 | 変動 員 | 固定 費 | 秋生 
ャ * 防 | 1.78 il 14.18| j6.6 
革 。 素 ・ 発破 | 4BL| 9 79 30 光 
DI0 コ ッ ピ ンタ ・ ド ー ジ ング | 19.7| 55 - 
要 切り ・ 集 | 14.92 | 12:7. 
小 割 9 プレ ー カ | 2.86| 028| 2.86| 19 

衣 | 39.2| 62.08| 39.28| 60.72 


GE ペンチ 発 の 超 陣 コス ト を 100 と し 。 イ ン フレ な 舎 ま 同 レ ベル で 
比較 し た 。 回 変 分 割 に つい て 価 因 提 交 理 條 、 人 人 次 は 較 
所 い 。 滴 は 変動 


57 


0 一 50m 


図 一 9 ビッ ト ダ ウン 方 式 


⑧ 安 金 性 の 向 予備 発破 は せん 孔 , 装 薬 , 発破 
の 各 作業 が 簡単 で , 発破 の 放出 エネ ルギー が 少な く , 安 
全 性 が 高く な っ た 。 ま た ペン チ 発 破 で の 補助 ブル ドー ザ 
に よる 根 切り 作業 , 浮 石 処理 な ど 危 険 な 作業 の 必要 が な 
く な っ た 。 

これ ら の メリ ッ ト と 前 述 の 直接 旨 を 含め て 考え る と 
費用 と し て 明確 に 算出 で き な い も の も 含む が , 明らか に 
当 砕 有 有 工場 に お いて は 予備 発破 工法 の 方 が 経済 的 に も 有 
利 で ある 。 

以上 , 予備 発破 工法 は 公害 対策 , 経済 性 に お いて すぐ 
れ た 工法 と いえ る 。 


6. ま と め 


当 大 有 工場 で 予備 欧 破 工法 を 採用 し て 1 年 余 。 せ ん 孔 
工程 . ペ ンチ 進行 な ど 、 これ か ら の 研究 課題 を 残し て お 
り , 完全 な 工法 と は な っ て いな い が , 総じて 公害 対策 の 
面 で , また 経済 性 の 面 で 成果 を あげ る こと が で きた 。 

この ほか , 当初 予想 し な か っ た も の の 一 つと し て , 本 
年 環境 対策 優良 工場 と し て 県 知事 より 5 年 の 採 握 認 可 を 
受け た 。 こ れ は 地域 社会 で の 企業 イメ ー ジ の 向上 と 採 握 
級 可 申請 コス ト の 低減 に つなが る 。 

第 2 に , ベ ンチ に お いて 予備 発破 を か けた 状態 で 仕掛 
品 と し て 貯 和 が 可能 と な り , 安定 生産 に 結び つく こと 。 
第 3 に , 発破 に 対す る 苦情 が な く な っ た こと に より マネ 
ー ジ ャ , ワー カ の 精神 的 負担 が 軽く な り , 労働 の 応 気 が 
高まっ た こと , 第 4 に , 新 工 法 採用 と その 最適 化 研究 の 
中 で 岩 有 の 大 量 処理 に お ける IE (イン ダス トリ アル ・ 
エン ジニ アリ ング ) 技術 が 向上 し た こと な ど 好 材料 が み 
られ る 。 

以上 , 低 公害 リッ パ 下 法 に つい て まとめ た が , これ か 
ら も 時 代 の ニー ズ に 合せ で 予備 発破 工法 の 採用 が 増え る 
と 考え られ , 当 報 告 が 同様 な 問題 を 抱え る 会 員 の 皆 欄 に 
少し で も 参考 に な れ ば 幸い で ある 。 
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開発 と 作業 実績 


大 型 ロ ッ ク ベ ルト ロー ダ の 


こら 


野 村 昌 


1. ま え が き 


この 機械 は 大 規模 土 取 工 事 
し , プ ブルドーザ, リ 


等 に よっ て 集積 する 土 岩 を ロ 
ダン プ ま た は ベル トコ ン ベ ヤ シス 
“きる 大 型 自 法 式 ベル トロ 
わた り 土 工 工 事 分 野 で 蓋 積 し た ノ 
ウ ハ ウ を ゃ も と に 独自 に 開発 , 設計 製造 し た 土 岩 積 込 用 
機 これ に よっ て 積込み の 能率 化 , 省エネ ル ギ 
ョ ッ ク 積込み を 実現 し た も の で ある 

本 機 は 連 統 運搬 能力 2,.500 hr の 能力 が あり , 451 積 
重 ダ ンプ トラ ッ ク に 約 1 分間 で 積 込 む こと が で き , 大 型 
で 積 込 所 要 時 間 を 短縮 する こと が で 


ら る 


ホイ ー ル ロー ダ に . 
きる 。 

エン ジン 出力 は 大 型 ホ イー ル ロ ー ゲ の 1/2 以下 で ある 
た め 燃 料 の 犬 幅 な 節約 が で きる 省エネ ルギー 型 機械 で あ 
る 。 ま た , 運転 容易 な 機械 で も ある 。 

本 機 の 使用 に あたっ て は , 機械 の 性 能 , 効率 を 向上 さ 
せる よう に , 施 体 を 配慮 し , 適合 し た も の に し な 


写真 一 1 45t 積 重 ダ ンプ に 積 込 中 の ロッ クベ ルト ロー ダ 
R-BCL-2500 B (右側 ) 


* Ace4yo Aoyxeyte 国土 開発 業 (株 ) 技術 部 民 


弘 * 


けれ ば な ら な い の は 当然 で ある 。 


2. 開発 の 目標 


開発 の 目標 に つい て は 次 の よう な 項目 を あげ , それ ぞ 
れ 実 際 に 実現 され , 現在 稼働 中 で ある 。 

① 大 規模 土 取 工事 施工 の 能率 化 と コス ト ダ ウン …… 
従来 の 土 取 工 事 で は 重 ダ ンプ トラ ッ ク へ の 積込み は ホイ 
ー ル ロー ダ お よび ロー ディ ング ショ ベル で の 数 回 積み で 
あり , その ほか に 能率 向上 し た 機械 は な い 。 ペ ベル トシ ス 
テム へ の 積込み も ホイ ー ル ロー ダ と ダン プ ト ラ ッ ク カ か が, 
ホイ ー ル ロー ダ の ロー ドア ンド キャ リー, また は バケ ッ 
ト ホ イ ー ル エキ スカ ベー タ 千 で あっ た 。 こ れ ら の 従来 工 
法 を より 能率 化し ,。 コス ト ダ ウン し よう と し た 。 
ダン プ 積 込 時 間 の 短縮 …… 大 型 ホ イー ル ョ ー ダ に 
よる 大 型 ゲ ンプ トラ ッ ク へ の 積 込 時 間 を 短縮 し , 能率 化 
を 計る 。 45t 積 重 ダン プ ト ラ ッ ク へ の 積 込 時 間 を 短縮 
し , 積 込 コ スト の 低下 を 計る と 同時 に , ダン プ ト ラ ッ ク 
の 稼働 効率 向上 を 計る 。 

⑬ 土砂 は も ちろ ん , 戦 岩 , 中 湯 岩 転石 の 積込み … 
… リ ッ パ に より 破砕 お よび 予備 発破 併用 
に より 破砕 し た も の を 直 積 可能 に する た 
め ベ ルト を 耐 岩 強 力 な も の に し た 。 

④ 省エネ の 実現 …… 今 後 の 石油 事情 
より 工事 の 省エネ は どう し て も 行わ な け 
れ ば な ら な いも の と 考え , ホイ ー ル ロー 
ダ の よう に 重い 機械 全体 を 土 也 も 
動か チロ ス を な くし , 機械 は 固定 し て ベ 
ルト の み 回 転 し 。 エ ネル ギー の 大 幅 館 滅 
を 可能 に し た 。 

⑮ 自 走 移動 の 可能 …… 現 場内 の 移動 
と 切羽 へ の 自 走 接近 , 土 取 , 積 込 完了 時 
の 移動 等 、 強 力 敏速 に 行え る よう 運転 操 
作 容 易 な 自 走 式 と し た 。 


IO】 
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⑯⑥ 運転 操作 の 容易 化 …… こ れ か ら の 機械 は で きる 限 
り 運転 が 容易 で 熟練 を 必要 と せ ず , 居住 性 も よく , 振 
動 , 騒音 の 少な い 機械 で な けれ ば な ら な い 。 本 機 は これ 
ら を 可能 に し た 。 運転 操作 は ON, OFF の ボタ ン 操作 の 
み で , ホイ ー ル ロー ダ の よう な 長い 熟練 を 必要 と せ 了 
冷暖 房 の 運転 席 は 振動 も な く 快 適 で ある 

⑦ ベル コン シス テム へ の 結合 の 配慮 …… 本 機 は トラ 
ンス ファ ュ コンベヤ 等 を 介し て メイ ンコ ン ベ ヤ へ 直接 結合 
する こと が 可能 で ある 。 ま た 岩 の 場合 は 本 機 の 後部 へ 自 
走 式 ク ラッ シャ を 用 き , 250mm アン ダー と し て メイ ン 
コン ベ ヤ に 結合 する こと が で きる 。 現在 この 自 走 式 ク ラ 
ッ シ ャ を 開発 中 で ある 。 


3. 構造 お よび 作動 


本 機 は 前 方 に 土留 板 (ウイ ング ) が あり , これ より 前 
方 は 土 央 の 中 に 埋没 する 。 こ の 下部 に は 土 岩 を 受け て 引 
出す ロッ クベ ルト の 先端 部 と これ を 保護 する カバ ー が あ 
る 。 ま ず , この 土 圧 を 受け な が ら 引 田 す ロック ベ ルト の 
面積 縦横 比 の 最良 値 を 見 出す の に も 問題 が あっ た 。 徒 
来 か ら ゴ ム ベ ルト は 岩 に 弱 い と され て いた 。 こ の 欠点 を 
な くす た め ベ ルト 自体 お よび その 支持 装置 を 研究 し た 結 
果 , 十分 耐え うる も の と な っ た 。 

この ロッ クベ ルト は パン ドー 化学 が 以前 より 神戸 市 の 
ダリ ズリ 下部 の 大 型 ロッ ク 横 持ち 用 と し て , 種々 普 労 し 
で 開発 し た も の を 今回 本 機 に 採用 する べく 共同 開発 し た 
も の で ある 。 

ョ ッ ク ベ ルト は 表面 に 耐 カッ ト 性 強力 材料 を 使用 し 
内 部 に は 6mm 径 の ワイ ヤロー プ 約 120 本 が 入り , 厚 
み も 40mm 弱 と 非常 強力 な も の に な っ で いる 。 現在 
まで 約 1 年 間 の 実 稼働 実績 で 実生 され て いる よう に 安心 
し て 使用 で きる も の と な っ て いる 。 ま た 特に 土 圧 の 受 圧 
部 お よび 替 落下 部 の ベル ト 支 持 ロー ラ に は 若 労 し 初期 
に は いろ いろ ちと 試行 錯誤 を 繰返し , 実験 , 稼働 を し , 現 
在 の 安定 し た 設計 と な っ た の で ある 。 

本 機 の 積 込 岩 は 最大 辺 長 1.3m で ある 。 許容 以上 の 
大 塊 が 投入 され , 入口 に つか える と 警報 ブザー が 鳴っ て 
運転 者 に 知ら せる と と も に , エマ ー ジ ェ ン シー スト ッ プ 
が 作動 し , 自動 佑 止 する よう に な っ て いる 。 

次 に 取り 入れ られ た 土 岩 は ロッ クベ ルト の 先端 まで 達 
し 重 ダ ンプ の ベッ セル に 積 込 ま れる 。 ロ ッ ク ベ ルト を 
江 動 する 動力 は 265 PS/1,800 rpmnm の ディ ー ゼ ル エ ンジ 
ン で ある 。 燃 料 は 軽油 また は 燃料 フィ ル タ を 切符 えて A 
重油 も 使用 可能 と な っ て いる 。 

駆動 は 油圧 式 で オイ ル ボ ンプ と オイ ル モ ー タ を 使用 し 
て いる 。 駆動 の 制御 は 自動 コン トロ ー ル され で いる 。 土 
岩 の 取入れ の 土 圧 , 引出 し 抵抗 ベル ト 上 の 土 岩 の 厚 
み 、 岩 の 割合 , 比重 等 か ら 駆 動 負 荷 が 変動 する が , この 
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変動 を 自動 コン トロ ー ル し て エン ジン の 出力 が 一 定 と な 
る よう に し て いる 。 し た が っ て , オペ レー タ は 始動 , 停 
止 の 押 ボ タン スイ ッ チ を ON,OFF する だ け で よく , 複 
礁 な 操作 は 一 切 必 要 な い 。 し た が っ て , 運転 操作 は ロッ 
クベ ルト 積 込 用 上 部 運転 室 で 1 人 の オペ レー タ が 積 込 む 
重 ダ ンプ トラ ッ ク の 荷台 を 見 な が ら 始動 ボタ ン と 停止 ボ 
タン を 押す こと と , ダン プ ト ラ ッ ク 待 ちの と き 燃 料 節約 
の た め の ア イド リン グ ボ タン を 押す だ け で よい 。 運 転 室 
は 冷暖 房 設 備 が 可能 で ある 。 

夫 行 装置 は 無限 筆 道 式 と し な っ て お り , 全 重 量 1201 を 
支え , 自 走 で きる よう に な っ て いる 。 走行 駆動 は 油圧 式 
で , オイ ル モ ー タ か ら の 動力 は 潤 速 機 。 チ ェ ン を 経て ス 
プロ ケッ ト を 回 岐 させ , トラ ッ ク リ ンク に 伝え 走行 す 
る 。 走行 用 の 運転 台 は 下方 に ある エン ジン と 隣接 し て あ 
り , 有 有 左用 走行 レバ メー の 2 本 を 操作 し て 走行 する 。 ま 
た , この 運転 如 に は ペル ト で 積 込 中 の 機械 の 安定 を 保つ 
アウ トリ ガ が の 操作 レバ ー も ある 。 そ の ほか , 運転 中 の 油 
圧 の 各所 の 状態 を チェ ッ ク で きる ゲー ジ が 並ん で お り 
状況 を 把握 で きる よう に な っ て いる 。 

機械 を 走行 させ る と き は , まず ウイ ング 前 方 の 土 岩 取 
入れ 日 カポ ー と 同 ペ ルト 部 を 油 計 シリ ンダ に よっ て 上 上申 
させ で か らち 行う よう に な っ て いる 。 オ プシ ョ ナル アタ ッ 
チ メ ン ト と し て ウイ ング 上 部 に 土 岩 整理 用 バ パケット, ま 
た は 岩 小 制 用 アレー カ を 備え た 可 助 プー ム を 装着 する こ 
と が で きる 。 こ れ は 常時 使用 する も の で は な い が , 機械 
の 手 と し て 大 変 便利 で ある 


4. 施工 方 法 


本 機 で 積 込 作業 を する に は 7ー18m 程度 の 切羽 に 自 
湊 接 近 し , セッ ト し , 切羽 上 部 で 半径 80 m 程度 の 扇形 
に プル ドー ザ で 押 削 、 押 土 , 運搬 し , 芝 差 を 利用 し て 機 
械 前 方 の ウイ ング 前 に 集積 し , 連続 に 積 込 む 。45t 級 ゲ 
ンプ トラ ッ ク の ペッ セル で は ブル ドー ザ 40t 級 で 排 圭 
板 満 温 押 土 2 回 分 で ある 。 

適用 土質 は , 土砂 は も ちろ ん リッ パ 破 砕 可能 な 潜 岩 , 
中 東 岩 お よび 硬 岩 で も 予備 発破 で リッ パ 破 砕 を する も の 
に 使用 する の が 効率 的 に よい 。 硬 涯 で 全 発 破 を 使用 する 
ベン チカ ッ ト を する 場合 本 機 の 使用 は 得策 と は いえ な 
い 。 

施工 は . ブル ドー ザ お よび リッ パ を 有効 な 前 傾斜 ( ダ 
ウン ヒル ) の 平面 所 前 押 土 運搬 に よっ て ロッ クベ ルト ロ 
ー ダ に 向っ て 集積 自然 安息 角 に よっ て 落下 させ る こと 
に よっ て 大 き な 能 朱 を 得る こと が で きる 。 使用 する プル 
ドー ザ は 30 一 40t 級 、 ま た 岩 が 硬い と き は 70 一 80t 級 
の 超大 型 を 使用 する の が よい 。 ブ ルド ー ザ の 友 数 は 2ー 
3 台 が 適当 で ある 。 

本 ロッ クベ ルト ロー ダ の 連続 作業 量 は 2,500 (hr, 45t 


0 
ダン プ ト ラ ッ ク へ の 積込み で は 1,100 一 2。100Vhr と 非 
常に 大 きい の で , ブルドーザ 1 吾 当り の 作業 量 は で きる 


か ぎり 優秀 な オペ レー タ に よ 
する 必要 が ある 。 こ の こと は す 
向上 , コス ト ダ ウン の た め に 必要 な 
トロ ー ダ で は プ ブルドーザ の 前 
力 と し て 現われ る の で ある 
と し て プル ドー ザ が mi き 
5 E 考 える 必要 が あろ 5。 

ルト ロー ダ は この よう に 時 間 当 り 作 業 量 が 大 きい 
削 地 艇 も 4 ド が っ て ゆく 。 1 目 当 り の 作業 時 
っ て 異な る が , 1 回 セッ ト す れ ば 1520 日 で 完 
了 す る 。 し た が っ て , 一 つの 功 羽 で 作業 を 開始 し た ら 現 
場 管理 者 は 次 の 土 取 場 の 段取り に 入り , 揃 削 積 込 完了 と 
同時 に 次 の 切羽 に 移動 で きる よう に する 。 す な わ ち , 施 
する 現場 全体 に ロッ クベ ルト ロー ダ が 最大 の 能率 を あ 
げ ら れる よう 段 取 ら れ , 実行 され て ゆか な く て は な ら な 


そし て 短 距 離 所 削 運搬 機械 
ョ スト が 一 番 安 いこ と も も 


写真 一 2 46t 積 重 ダ ンプ へ の 積 込 中 (左側 ) 


図 一 ! 施工 方 法 
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い 。 と これ に 』。 
コス ト ダ ウン と 省エネ ルギー を 実現 する こと 
いま まで の 説明 で すでに わか る よう に , この 趣 大 型 ロ 
ッ ク ベ ルト ロー ダ が いま まで に 開発 され な か っ た の は , 
施工 法 1/2 と 機械 1/2 の 両者 ッ チ し な いと 完成 され 
な いも の で あり , 現在 の よう メー カ は 機械 を 作る だ 
g 下 者 は 機械 を 使用 する だ け で は 生ま れ な いも の で 
> 現在 より より 能率 を 上 げ る た 
工法 は 現場 の 一 層 の 努力 が 必 要 で あ る 。 こ の 結 
洲 , 現 場 全体 が 活気 の ある 有機 体 と な りう る の で ある 。 
本 機 は 重 ダ ンプ トラ ッ ク に 積 込 む の み で な く , 
コ ョ ン ベ ヤ に 直結 する こと も で きる 。 土 砂 の 場合 は 本 機 の 
後に 自 走 式 トラ ンス ファ コンベヤ 等 で 連続 出 士 で きる 。 
また 岩 の 場合 は 本 機 の 後に 移動 式 モ ー ビ ル クラ ッ シ 
置き , 岩 を 250mm テン ダー に し , 移動 式 コ 
て メイ ンコ ン ペ ヤ に 結合 する こと が で きる 。 
連 機 械 に つい て も 当社 で 開発 中 で ある 。 


っ て 所 削 , 積込み お よび 重 ダン プ 運 搬 の 


で きる 。 


ベル ト 


これ ら 関 


5. 適 応 性 


本 機 は 特に 大 型 現場 で の 稼働 に 適する 。 販 売価 格 は 大 
型 ホ イー ル ロ ー ダ より 少々 高い 程度 で あり , 
は タイ 含め で ホイ ー ル ロー ダ よ り 安 
い 作業 能 素 と 合せ , 積 込 コス ト は 低く な る が , 
機 は ホイ ー ル ロー ダ に } 移動 
実際 の 大 型 現場 て 
程度 の 記 取り , 積込み カ 
よい の で ある が , 1 日 の うち 数 回 また は 1 一 2 日 で 順 媒 
に 移動 する よう な 現場 で は 不向き で あり , 
ダ の 方 が この 場合 は 適合 し て で いる と いえ る 。 し か し , 大 
型 重 ダ ン デ トラッ ク を 使用 する よう な 現場 で は 本 機 が 敵 
合 する 場合 が 多い と 思わ れる 。 

本 機 は 45t 積 重 ゲ ダン プ を 対象 と し て 計画 , 製造 され 
で いる が , 68t, 120t 級 の より 大 型 の ダン プ ト ラ ッ ク 用 
に は ベル ト の 機長 を 長く する こ っ て 可能 で ある 。 
また , より 積 込 能力 を 上 げ る こと も 可能 で ある 。 

適合 土質 に つい て は , 前 述 の よう に 土砂 は も ちろ ん , 
ロッ クベ ルト を 使用 し て いる の で 岩 も 積 込 む ひこ と が で き 


イー ル ョ ロー 


^ 要 と する 場合 は ベン チカ ッ ト か 
の よう な 場合 は 不向き で ある 。 

今後 適応 され る 現場 と し て 
成 。 埋立 の 土砂 採取 、 鉱業 の 名 天 握り , 
較 的 や わら か いも の の 採取 . 砕石 の 採 所 
フィ ル タ イ プ ダ ム の 土 取り 等 , 広い 範囲 に 応用 , 活躍 で 
きる も の と 期待 され る 


石灰 石 の うち 比 
アー スロ ッ ク 


僅 
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6. 作業 性 能 


運搬 積 込 能力 は 連続 で 2,500 VHhr。 
451 ダン プ 積 込 能力 は ダン プ 入 替 時 
間 20 秒 と し て 1.100-2,1001hr 
る 。 表 一 1 に 実績 を あげ る 。 こ 
れ に は いろ いろ と 穫 論 も あろ うと 過 
う 。 発 破 ベ ンチ カッ ト の 場合 , ホイ 
ー ル ロー ダ の み で 積込み で きる が , 
ベル トロ ー ダ で は ブル ドー ザ が 必要 
と な る 等 , し か し 前 述 の よう に ペン 
チカ ッ ト が 必要 な 人 硬 岩 が 対象 で は な 
いと する な ら ば , ブル ドー ザ 。 リッ 
パ に よる 所 削 , 破砕 , 運搬 は ホイ ー 
ル ロ ー ダ に と っ て も 必要 と な る の で 


R-BCL-2500B 


1 


ある 。 


7. 省エネ ルギー 
45 積 | 積 抽 係 
っ | 導入 回 
燃料 消費 量 の 作業 実績 は 表 一 2 の と | ケン プ 人 特 間 


と お り で ある 。 ロ ッ ク ベ ルト ロー ダ 和 御 | 炎 横 和 下 間 
35 hr に 対し て 大型 ホ イー ルー 3 

ダ 7m* 級 は 707/hr, 9m% 級 は 100 
//hr で ある 。 すなわち 省エネ 比 東征 | 生生 六 
は ロッ クベ ルト ロー ダ は 大 型 
ル ョ ロー ダ と 比較 し て 約 7 
これ は 約 30 只 の 燃 


筑 込 台数 ( 六 続 ) 


イー 
と な 


て いる 。 
で ある 。 
な ぜ ロ ッ ク ベ ルト ロー ゲ ダ は 燃料 消費 便 が 少な いか 。 ホ 
ィ ー ル ョ ー ダ は パケ ッ ト に 満載 し た 後 、 機械 本 体 1 
後進 , 前 進 す る 。 こ の こと は 全 重 量 が 運動 する こと に な 
り , 大 き な エ ネル ギー を 必要 と する と 同時 に , パケ ッ ト 
へ の すく い 込 み エ ネル ギー も 非常 に 大 きい も の で ある 。 
エン ジン 出力 を 比較 し て みる と , 大 型 ホ イー ル ロ ー グ は 
550 ご 700PS に 対し て 本 ロッ クベ ルト ロー ダ は 265 PS 
で , し か も , この 出力 に は 分 な 余裕 を も た せ て いる 。 


写真 一 4 ロッ クベ ルト 上 を 流れ る 岩 


2 | 罰 M()+( も ) | 858 


作業 量 (土砂 比重 1.5) 


ロッ クベ ルト ロー タ | 


R-BCL-2500B 3 
数 (⑩.60-1.19 0.85 こ 1.15 0.90-1.90 
数 連 続 4 回 3 回 
) 20wee 20see 20see 
(⑪) 9075 ec 196 一 184 wec 97 こ 183 ec 
(0.89-1.25min) | (⑫.26-9.06min) | (1.61ー2.21 min) 


159wec 


156204 ec 1 
(@.60~3.40 min) | (1.95-2.55 min) 


37.851.4 人 17.6-23.0 合 29.5<30.7 人 

0.75 0.75 0.75 
1.130-2.120 hr | 530-950t 7001.260 hr 
⑰50=1.410 mWhr) Co | 0840m り ho 


本 ロッ クベ ルト ロー ダグ の 策 込 必要 エネ ルギー は , ベル 
ト の 回 転 と ペル ト 上 の 土 剛 の 上 昇 エ ネル ギー お よび ウイ 
ング 前 方 の 土 岩 引 出し 抵抗 で あり , 本 体 例 重 量 の 運動 エ 
ネル ギー は 必要 な い の で 生ずる 。 省 エネ が 世界 的 
要求 で ある 今日 、 こ れ に 答え られ る 機械 で ある と 思う 。 


8. 運転 の 容易 化 


ホイ ー ル ロー ダ , ロー ディ ング ショ ベル 等 の 積 込 機械 
の 運転 技術 は 建設 機械 の うち で も 非常 に 高度 な も ゃ の が 
求 さ れる 。 したがって, オペ レー タ の 経験 年 数 も 高 能 率 
を あげ る た め に は 3 年 以上 と いわ れ て いる 。 これ に 対し 
本 機 は , 固定 され た 運転 席 の 中 で 始動 , 停止 の ボタ ン 操 
作 の み で よく , 高度 な 運転 技術 も 経験 も 必要 と し な い 
移動 式 機械 で は オペ レー タ の 生活 環境 も 振動 , 騒音 で 
題 に な っ て いる が , 比較 的 よい 職場 と な りう る と 思っ で 
いる 。 

本 機 が 作業 する に あたっ て は , 1 名 の フォ アテ マン が 数 
台 の ブル ドー ザ の 作業 管理 を する と 同時 に 重 ダ ンプ の 
出入 り 運 行 と さ ル トロ ー ゲ を 管理 する こと に な る 。 こ の 
フォ アマ ン に 有 能 さ が 必 要 で ある こと は 当然 で ある 


写真 一 5 簡単 な ON.OFF ボタ ン 操 作 の 運転 室 


9. あ と が き 


ベル トロ ー ダ は 10 年 以上 前 か ら 当社 の 千葉 県 の 浅間 
山 土 取 工 事 に お いて 小 容量 の も の を 使用 し , その 実績 
基づい て 大 型 ロ ッ ク ベ ルト ロー ダ へ と 発展 し , 自社 で 計 
面 , 設計 , 製造 し た も の で ある E 
ロー ダ は 広島 県 江田 島 の 土 岩 採取 現場 で 2 耕 竹 働 中 
る 。 今後 建設 鉱山 等 各 方 面 で お 役に立つ よう 各位 の ご 
を お 願い し た い . 


の ロッ クベ ルト 
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写真 一 6 分 解 運搬 中 の ロッ クベ ルト ロー ダコ ン ペ ベ ヤ フレーム 
表 一 2 燃料 消費 量 


| ョ ッ タ ルル ホイ ー ル ロー ケア 

| R-BCL-2500B 7m* 弧 9mi 維 
時 間 当 57hr hr 
ドー 357/hi 707hr 1007h 
m 当り Am 0.200 ml 0.n9-0.217 7m 
放 4777mt |0.1110.200 7im| 0.119-0.217 /m 
肖 抽 昌 0.0827m 0.143 fm 0.1597m 


また 本 機 は 日 刊 正 業 新聞 主催 第 10 回 (昭和 55 年 度 ) 
機械 工業 デザ イン 賞 奨励 賞 を 受賞 させ て いた だ きま し た 
こと を 申し 添え ます 。 

終り に , 面 央 用 ロッ クベ ルト ロー ダ 開 発 に 絶大 な 協力 
を いた だ いた パン ドー 化学 な ら び に 関係 各位 に 深く 感謝 
する 次 第 で あり ます 。 


人 様 

名 柳 : コク ド ・ ロ ッ ク ベ ルト ロー ダ 
式 :R-BCL-2500B 

: 能 


策 込 能力 (連続) 
比 汽 1.7 ( 肖 続 ) 
適合 ダン プ 容 量 : 
策 入 央 最大 辺 
E 要 寸法 


全 装 備 重 恒 :120t 
動 カ : 265PS/1800rpm 
ュ ン ペ ヤ 


水平 機長 X 掲 科 


式 履帯 式 
動 : 油圧 駆動 式 
オプ ショ ン : 可動 プー ム 


図 一 2 R-BCL-2500B ロッ クベ ルト ロー ダ 


全 
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オォ イル 分 析 サ ービス に よる 修理 費 の 低減 | 


重 田 研 二 * 


1. ま え が き 


建設 機械 の メン テ ナ ン ス の 向上 は , 建設 の 機械 化 を 推 
進 し て いく うえ で や 重要 な ファ クタ の 一 つ で ある 。 最 近 
の 機械 設計 も この 面 か ら の 配慮 が 随所 に 図ら れる と と も 
に , と か く 経 験 と カン に 頼り が ちな 手法 を いか に し て 合 
理 的 , 科学 的 に 実施 し て いく か も いろ いろ な 形 で 研究 さ 
れつ つ あ る 。 そ の 一 つと し て , 人 間 の 健康 診断 と 同じ よ 
うに , 血液 に 区 基 する 建設 機械 の オイ ル を 一 定期 間 ご と 
に サン プリ ング 分 析 し , 各 コ ン ポ ー ネ ン ト の 麻紗 特性 
異物 進入 状況 を 測定 し , 機械 を 分 解せ ず に あら か し め 機 
械 の 内 部 の 状態 を 知り , 攻 障 を 未然 に 防ぐ 科学 的 予防 保 
例 方 法 と し て 「 オ イル 分 析 サ ービス 」 が ある 。 米国 で は 
キャ タビ ラー・ ト ラク タ 社 が 1971 年 に この 方 法 を 開発 
し , 当社 に お いて も これ を ベー ス に 1974 年 1 月 我が国 
に 導入 し 以来 , 現在 まで の 全国 の 依頼 件 数 は 10 万 件 
を 突破 し , 建設 機械 の 健康 診断 方 法 と し て 定着 し つつ あ 
る 。 以 下 この 概要 に つい て 紹介 する 。 


2. オイ ル 分 析 の 原理 


この 「 オ イル 分 析 サ ービス 」 は オイ ル 中 に 含ま れる 金 
届 濃 度 の 測定 で も る 。 すなわち, エンジン, パワー トレ 
ー ン な どの 内 部 の 描 動 部 分 は 正常 で も れ ば 一 定 の 割合 で 
摩耗 する 。 そ し て フィ ル タ で と ら え る こと の で き な い 微 
小 な 金属 稔 が オイ ル 中 に 浮遊 し , この 微小 な 金属 粉 の 濃 
度 を 測定 す る こ と に よっ で 各部 の 摩 衝 の 状態 を 判定 す 
る 。 こ の 金属 粉 の 濃度 が 摩耗 度 の 基準 値 に 比較 し て 急激 
に 増加 し て いれ ば なんらかの 故障 の 兆し が ある と 判断 
され る 。 ま た オイ ル 中 へ の 燃料 水分, 不 凍 液 , 塩分 な 
どの 混入 状態 、 汚染 状態 , 全般 的 な 劣化 状態 な どの 測定 
ー* た op Sdgeg キャ クビ ラー 三 甘 (株 ) サー ビス 開発 長 


写真 一 1 原子 吸光 分 光 光 度 計 に よる オイ ル 分 析 


も 同時 に 可能 で あり , 各 和 機械 ご と の 特性 を も 加味 され 
精 鹿 の 高い 予防 診断 を 行う こと が で きる 。 

し か し , この オイ ル 分 析 サ ービス に よる 機械 の 状況 判 
定 方 法 と その 基準 値 の 技術 開発 に あたっ て は , 各 機 械 を 
構成 する 部 品 の 材質 , 摩耗 特性 の 分 折 基 準 値 の 設定 に 相 
当 の 投資 と 時 間 が 要求 きれ る 。 こ の た め に あら ゆる 条件 
下 で 稼働 する 何 百 台 と いう 機械 を 対象 に フィ ー ル ド テ ス 
ト を 実施 し , シス テム 開発 完了 まで に 約 3 年 の 歳 月 と 対 
象 機械 の 延べ 稼働 時 間 は 数 百 万 時 間 も 費 や し て いる 。 


(1) 摩耗 分 析 

オイ ル 中 に 混入 する 各 コ ン ポ ー ネ ン ト 構 成 部 品 の 摩耗 
粉 に よる 金属 濃度 測定 に は , オイ ル 中 に 肖 遊 する 各 化 合 
物 の 原子 は 励起 状態 で 。 それ ぞ れ 特 有 の 波長 の 光 だ け を 
吸収 する と いう 性 質 を 利用 し た 原 務 成 光 分 光 光 鹿 計 ( 図 
ー1 参照 ) が 使用 され る 。 この 装置 は ホロ ー カ ソー ドラ 
ンプ を 光源 と し , サン プル オイ ル を 吸引 する 装置 の 付い 
た パー ナ , 希望 する 波長 の 光 だ け を 分 離反 射 さ せる モノ 
クロ メー タ と , この 通過 し た 光 だ け を 測定 する 検知 器 か 
ら 成 っ て いる 。 例 えば , オイ ル 中 の 銅 の 濃度 を 測定 する 
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場合 , まず 光源 に 魚 原 子 を 吸収 する 光 の 波長 
3,274 オン ゲス トロ ー ム (⑳) の 光 を 発する 
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ラン プ を 取付 ける 。 オ イル 中 に 含ま れる 鋼 玲 。 - ユ 上 


は バー ナ に 導 か れ , 高温 の 炎 に よっ て 魚 は 自 
由 原 子 の 状態 に 解離 され , ここ で 3,274 (A) 
の 光 だ けが 吸収 され る 。 さ ら に モノ クロ メー 
タ で この 波長 の 光 だ けが 選択 され , 吸収 され 
な か っ た 光 だ けが 検知 器 で キャ ッ チ され る 。 そ し て , あ 
ら か じ め 濃 度 の わか っ て いる 友 知 濃度 3 種 を 含む スタ ン 
ダー ド 液 の 吸光 度 と サン プル オイ ル の 吸光 度 を 比較 し , 
オイ ル 中 の 銅 原子 の 測度 を 知る こと が で きる 。 

この 方 法 で 測定 する 金属 元素 は 銅 , 鉄 , タロ ー ム な ど 
で ある が , これ ら の 元素 の 混入 は エン ジン の 場合 次 の 
状態 を 

鋼 … 


ドロー カソード 


koutut オイ ルク ー ラ , オイ ルポ ンプ ブッ シ 
ュ , ロッ カ ア ー ム プッ シュ 等 の 謙 耗 
クラ ンク シャ フト , カム シャ フト , 
オイ ルポ ンプ , タイ ミン グ ギ ヤ 等 の 
摩耗 

ピス トン シリング, バル プス テム の 摩 


太 


イン お よび コン ロッ ド ベ アリ ン 
グ , クラ ンク シャ フト スラ スト プレ 
ピス トン 等 の 摩耗 

廉 堪 . 泥 の 侵入 度合 


シリ ュ ン …| 


(2) 異物 検出 
ト 上述 の 麻 耗 分 析 と 同時 に 本 来 オイ ル 中 に 混入 し て は な 
ら な い 外 部 か ら 侵入 する 水分 , 不 凍 液 , 燃料 , 塩分 な ど 
の 暴 物 検出 も それ ぞ れ の 機器 を 使用 し て 行わ れる 。 
@ 水 分 M 熱 し た プレ ー ト に 落と し た オイ ル の 渦 立 
ち 具 合 を 目視 し て 水 含有 基 を 確認 する ( 水 含有 量 0.1 
少 。0.5 欠 ,1.0 の スタ ンダ ー ド オイ ル と の 比較 )。 


@ 不 凍 液 …… 検 由 は アン チ フ リー ズ 中 の エチ レン グリ ュ 
ー ル を シッ クス 氏 試 落 に よる 量 色 反応 で 混入 の 有無 を 


確認 する 。 


写真 一 2 赤外線 分 光 光 度 計 


モノ クロ メ 


ラン プ ー 
協 栓 知 回 


サン プル 浴 
図 一 1 原子 吸光 分 光 光 慶 計 の 仕組 み 

特に エン ジン オイ ル へ の 燃料 混入 は オイ ル 

ら 潤 滑 不良 を 促進 する 。 燃 料 の 混入 は 引火 
点 試験 機 に より 調べ る 。 

@ 抜 分 …… 吸 湿性 お よび 吸着 性 に 富む 塩分 は 装 風 内 の 
発 錆 , 潤 消 不良 の 原因 と な る 。 舶 用 : 
ギヤ に 見 られ る ほか , ホイ ー ル ロー ダ の タイ ヤ パ ラス 
ト と し て 使用 され る 塩化 カルル シウム 水溶 液 の ファ イナ 
ルド ライ ブ へ の 侵入 な ど が ある 。 こ の 塩分 侵入 の 確認 
は 硝酸 銀 溶液 を 利用 し , 塩化 銀 の 沈殿 を 見 る 化学 反応 
試験 で 行う 。 


ンジ ン , マリ ン 


(3) オイ ル の 汚染 度 お よび 劣化 の 分 析 

オイ ル の 汚染 度 お よび 劣化 の 分 析 に より オイ ル 管 理 を 
徹底 し て いく こと は エン ジン , 油圧 機器 の 予防 保全 上 重 
要 で ある 。 使 用 量 の 多い 油圧 作動 油 で は 汚染 具合 を 確認 
ち 染 度 NAS 10 級 以下 を 維持 する た め の 甚 言 」。 ま 
た 適正 交換 時 期 の 判定 も で きる 。 

一 方 , エン ジン オイ ル の 劣化 に つい て は , 従来 か ら 使 
われ で いる スポ ッ ト テ スト の ほか , 最近 で は 油脂 全般 に 
適用 可能 な 赤外線 吸収 スペ クト ル を 利用 し た 分 析 方 法 が 
ある 。 物 質 の 赤 外 吸収 スペ クト ル に よっ て 未知 物質 の 定 
人 性 定 量 を 行う こと で , 紫外 可 刷 ス ペタ トル と 原理 的 に 同 
し で ある 。 現在 ある 有機 、 無 機 化合 物 は 化合 物 特有 の 分 
子 振動 スペ クト ル を 持っ て いる の で , これ の 確認 か ら 物 
質 の 定性 お よび 同定 分 析 に は 有力 な 手がかり と な る 。 ま 
た , 棄 知 濃度 物質 に より 検量 線 を 作れ ば , これ か ら 末 知 
沖 度 物質 の 含有 量 を 調べ る 定 基 分 析 も ふ で きる 。 デ ィ ー ゼ 
ル エ ンジ ン の 場合 は 硫化 物 の 測定 , 天然 が スエ ンジ ン の 
場合 は ニトロ 化 も 測定 で きる 。 トランスミッション , 油 
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圧 シ ステ ム の 場合 , 水 , 不 凍 液 な どの 外部 か ら の 異物 進 
入 も 測定 で きる 。 い ずれ に し て も , 劣化 状態 の 判定 か ら 
オイ ル 次 換 時 期 の 限界 点 を 知る こと が で き , オイ ル 管 理 
上 重要 と いえ る 。 こ の オイ ル の 性状 分 析 と し て の 赤外線 
分 光 分 析 の ほか , オイ ル 粘 度 の 測定 , 酸性 度合 ( 全 酸 価 
お よび アル カリ 度 の 測定 な ど に も それ ぞ れ 専用 の 測定 器 
具 が 準備 され て いる 。 


3. オイ ル 分 析 の 方 法 


オイ ル 分 析 サ ービス は あく まで 継 統 的 な デー タ を も と 
に し た 予知 診断 の 処置 で あり , ワン タイ ム の デー タ で 摩 
耗 状態 を 判定 する こと は で き な い 。 す な わ ち , 稼働 時 間 
に 応じ た 時 系 列 的 な デー タ か ら 機械 各部 の 魔 耗 状態 , 異 
物 進入 状況 が 判定 され る の で ある た め , 継続 的 な サン プ 
ル 採 取 が 必要 で ある 。 

採 油 は 通常 顧客 自身 で 行い 。 サン プル オイ ル と と も に 
デー タ シ ー ト を オイ ル 分 析 室 宛 に 郵送 し て も ら う 。 採 油 
に 必要 な 器具 と し て は サン プリ ング ガン , サン プリ ング 
セッ ト (ボトル , チュ ー ブ 等 ) を 必要 と する 。 採 油 間隔 
は エン ジン の 場合 は 通常 オイ ル 交 換 時 また は 250 サー 
ビス 時 間 ご と , その 他 パ ワー トレ ー ン , 油圧 装 則 な ど は 
500 サー ビス 時 間 ご と と な っ て いる 。 

採 油 時 の 注意 事項 と し て は , 機械 の 運転 停 止 直後 で オ 


ww 
平台 交 う lo 


rf サエ と 詳 診 要 A 人 | 
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写真 一 4 分 析 用 オイ ル の 採 油 状況 


イル が 十分 朋 ま っ で お り , よく 携 天 さ れ て いる こと , 他 
の オイ ル , 異物 , ほ こり が 混入 し な いこ と に 十分 に 気 を 
くば ら な けれ ば な ら な い 。 さ ら に 分 析 結 果 の 判定 の 重要 
な 参考 デー タ と な る デー タ シ ー ト に は , 機械 ぢ リア ルナ 
ン バ ー, オイ ル 使 用 時 間 , オイ ル 補 給 量 , 稼働 状況 。 オ 
イル 銘柄 , 修理 歴 な ど を 漏れ な く 記 入 す る 必要 が ある 。 
オイ ル 分 析 室 で は これ ら の サン プル オイ ル と デー タ シ ー 
ト か ら 分 析 疹 断 を 行い , 報告 書 が 作成 され , 顧客 へ 結果 
を 連絡 する の が 一 連 の 手続 で も る が , 診断 の 結果 監 急 
処置 の 必要 な 場合 は 直ちに 電話 連絡 が と られ る 。 な お , 
分 析 し た 機械 に つい て は オイ ル 分 析 室 に すべ て 登録 さ 
れ , デー タ は 保管 , 管理 され る 。 
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= の 巣 は イル 株 選 、 補 油 了 、 作 時 人 栓 導 ア ニタ ンー ト 各 入内 定 に まち が い の 括 い 


| 


を 卓 層 分析 と 判 電 を る 


4. オイ ル 分 析 サ ービス の 利点 


この オイ ル 分 析 サ ービス を メン テ ナ ン ス 手法 の 一 つと 
し て 定着 きせ , 機械 の 予防 保全 を 図る こと に より 突発 的 
な 修理 費 凛 出 を 滅 らし , 稼働 率 の 向上 に 結び つけ る こと 
が で きる 。 過 去 の 実績 お よび 顧客 か ら の 評価 か ら , この 
オイ ル 分 析 の 利点 と し て 次 の よう な 点 が あげ られ る 。 
⑬ 機械 の 状態 を 正確 に 把握 で きる た め 次 の 仕事 を 始 
め る に 際 し , 機械 を 現状 の まま 投入 し て よい か どう か を 
判断 で き , 適切 な 投入 計画 が た て られ る 。 

⑱ メン テ ナ ン ス の 不具 合 を 指摘 する 。 一 般 に サン プ 
リン ダグ は 規定 の オイ ル 交 換 時 期 に 合せ て 行わ れる の で 
普段 な お ざり が ち に な りや すい フィ ル タ 交 換 , オイ ル 浪 
れ の 点検 な ど が 必然 的 に 実施 され , 機械 の 保守 , 管理 面 
の 重要 な 点 を 改善 で きる 。 

⑧ 放置 し て お け ば 政 障 に つなが る 殿 常 麻 耗 の 兆 侯 が 
わか る の で , 重大 政 障 を 末 然 に 防ぎ 、 休 車 時 間 を 短縮 す 
る こと が で きる 。 

④ 修理 の 計画 を た て る こと が で き , また 攻 障 が 最小 
の 時 点 で わか る の で , 修理 細 を 最小 限 に 押さ える こと が 
で きる 。 


5. オイ ル 分 析 の 効果 


発足 以来 , 現在 まで の 分 析 件 数 は 全国 で 10 万 件 を 越 
えた が , 分 折 結 果 よ り , その うち , 重大 事故 欧 生 兆候 の 
指 揃 約 5 宅 。 また メン テ ナ ン ス 不良 指摘 が 約 25 祖 で , 
な ん ら か の 改善 ユメ ント を し た 件 数 は 都合 分 析 総 数 の 約 
30 必 に も の ぼっ て いる 。 ま た , これ ら の 的 中 率 は 99 補 
を 示し , ほぼ 100 涼 に 近い 精度 と いえ る 。 ここ に 分 析 結 
果 か ら 見 た いく つか の 具体 例 を 示す 。 


〔 実 例 一 ] 

大 型 ト ラク タ の 足 回 り 修理 の た め 工 場 に 搬入 し た 際 , 
エン ジン オイ ル を 採 油 し , オイ ル 分 析 室 で 分 析 の 結果 
べ ベアリング の 才 際 を 示す 鉄 と アル ミニ ウム の 混入 量 が 多 
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いこ と が 確認 され た 。 オ イル パン を 取り は ず し て 点検 し 
た と と ころ, 2 個 の ロッ ド ペ アリ ング が 損傷 し て おり , ク 
ラン クシ ャ フト に まで 影響 を 与え を はじめて いた 。 ロッド 
べ ベアリング を 交換 し , クラ ンク シャ フト を 研削 し , 修理 
を 完了 し た 。 こ の 場合 , クラ ンク シャ フト の 再 使用 不可 
能 まで に 到 ら ず , 大 事故 を 未然 に 防ぐ こと が で き , 約 
95 万 円 の 修理 費 人 節減 に 結び つい た も の と 推定 され る 。 


[実例 一 2} 

中 型 ホ イー ル ロ ー ダ の トラ ンス ミッ ショ ン の 接続 が 遅 
く , クラ ッ チ が すべ る と いう 報告 を 受け , オイ ル 分 析 の 
結果 オイ ル 中 に エチ レン グリ ュ コー ル (不当 液 ) の 反応 
が あり , オイ ル や 変色 し て いた 。 ま た 魚の 混入 量 も 多 か 
ショ ン オ イル クー ラ の 修理 を 勧告 し , ト 
ョ ン の オー ペ ホ ー ル に ま で 至ら ず に 済ん 


っ た た め , ミ 


(実例 一 3] 
大 型 リ ッ パ 付 ト ラク タ の 左 有 の ファ イナ ルド ライ ブ に 


異常 に 鉄分 が 多く 含ま れ で いる こと が わか っ た 。 分 解 の 
結果 ハブ プ ベ アリ ング の レー ス に 償 離 の 跡 が あり , 左 
の ファ イナ ルド ライ ブ の 事故 に 凶 ら ず に , トラ ブル の 早 
期 発 見 が で きた 。 こ の まま 稼働 し て いれ ば 200 万 円 以上 
と 予想 され る 修理 費 は 90 万 円 で 済ん だ 。 


〔 実 例 一 4) 


写真 一 8 大 型 ダ ンプ トラ ッ ク 


ある 大 有 業者 (プル ドー ザ 3 台 , ホイ ー ル ロー ダ 8 台 
ダン プ ト ラ ッ ク 5 台 , 計 16 台 を 保有 ) は 過去 5 年 間 オ 
イル 分 析 サ ービス を 計画 的 に 実施 し て いる 。 分析 室 か ら 
の 報告 書 を デー タ と し て 予防 メン テ ナ ン ス を 行い , 機械 
運行 管理 に 役立て て いる 。 分析 の 結果 , 異常 値 が 検出 さ 
れ た 場合 は 短 時 間 に 他 の 機械 の 運行 手配 を 検討 し , 同時 
に 該当 機械 の 必要 部 品 の 手配 , ある い は 修理 の 手配 を 販 
売 拠点 に 促し で いる 。 

一 例 と し て 大 型 ゲ ンプ トラ ッ ク の エン ジン オイ ル を 分 
析 し た と ころ , オイ ル 中 に 水分 の 混入 を 検出 し た 。 分 解 
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の 結果 , エン ジン ブロ ッ ク 亀 裂 , ガス ケッ ト の 損傷 が 発 
見 され , この 場合 , 修理 費用 は 半分 以下 で 済ん だ と 推定 


され る 。 

〔 実 例 一 5] 

大 型 マ リン エン ジン 2 基 を 搭載 し た タグ ボー ト が 売り 
に 出さ れ た と き , 買主 は オイ ル 分 析 の 実施 を 条件 と し た 


が , 売主 は 自社 の 機関 士 の 点検 は 万 全 で あり , 悪い と こ 
ろ は な いと し て 販売 時 , し ぶし ぶ 500 時 間 の 保証 を つけ 
た 。 買 取り 後 , エン ジン が 不調 で ある た め 買 主 は オイ ル 
分 折 を 依頼 し た と ころ 、 左 般 エン ジン の オイ ル に 鉄 と ア 
ルミ ニウム の 濃度 が 高く 、 ク ラン クシ ャ フト , ベア リン 
ダグ, ピス トン を 早く 点検 する よう 勧告 を 受け , 買取 り 後 
200 時 間 た た な いう ち に 左 艇 エン ジン は オー バ ホ ー ル が 
必要 と な り , その間 用 は すべ て 売主 の 負担 と な っ た 。 


6. 今後 の 課題 


生産 性 が 重視 され る 作業 現場 で は 必ず し ゃ 適切 な 時 間 
間隔 で 採 油 さ れ で いる と は いえ ず , また , 採 油 時 に 記録 
する デー タ シ ー ト に つい て も 約 30 少 は 不備 の ある こと 
が 指摘 され て いる 。 正 確 な オイ ル 分 析 判 定 は 正しい 探 油 
間隔 と その 採 油 方 法 , 万 全 な デー タ シ ー ト が 揃う こと に 
より は じ め て 譜 成 で きる も の で ある と いえ る 。 

トン ) し た 問題 点 を 解決 する 一 方 法 と し て , 現在 特定 の 


9 電源 ON 
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写真 一 7 自重 採 油 凌 置 の 一 部 
装置 (エン ジン ) に マイ クロ コン ピュ ー タ を 組 込 ん だ 自 
動 採 油 装 置 の 研究 も 進め られ て いる 。 こ の 置 に よれ ば 
効率 的 か つ 正確 な サン プル 収集 が 可能 と な る 。 こ の 装置 
を 使用 し た 場合 採 油 直後 に ボトル を 交換 し て も よく , 
また 次 の 採 油 時 間 が くる まで の どの 時 間 に ボ トル を 交換 
し て も ボトル に は 規定 時 間 の 油 が 注入 され る 。 そ し て 採 
油 完了 の 警報 は エン ジン 始動 時 ご と に 10 秒間 鳴り , ま 
た ボトル を 交換 し な いま ま 次 の 時 間 が くる と 交換 を 行う 
まで 警報 は 吟 り 続け , 特殊 な リセ ッ ト ボ タン を 押さ な い 
と 止ま ら な い 構 造 と な っ て いる 。 こ の 装置 は パワ ー ト レ 
ー ン や 油圧 装 還 等 に や 取付 は 可能 で ある が , 採 油 間隔 が 
長い た め 疲 着 コ スト 面 で 意味 は 郊 い 。 


7. あ と が き 


摩耗 現象 は 機械 所 動 部 に は 必然 的 に 発生 す 
る も の で , これ を 避け る こと は で き な い 。 特 
に 過酷 な 負荷 の も と で 高速 高 出力 を 要求 さ 
れる 建設 機械 で は 捕 動 部 分 の 条件 は ます ます 
厳し を な っ で て で き て いる 。 こ うし た こと か ら 。 
オイ ル 中 の 含有 金属 濃度 測定 お よび 侵入 異物 
の 確認 に よる 機械 各 コ ン ボ ー キ ネン ト の 摩耗 診 
断 に 加え , オイ ル の 劣化 状態 の 診断 は 培 障 の 
早期 発見 , 適正 処置 の 促進 を は か り , 機械 の 
寿命 延長 に 確実 に 結び つい で て いく も の と 考え 
られ る 。 オ イル ショ ッ ク 後 , エネ ルギー の 有 
効 活用 が 叫ば れ , 省 資 源 、 省 エネ ルギー の 観 
上 京 か ら も 機械 管理 (メン テ ナ ン ス ) の より 高 


サン プル アラー ム 作 動 10 sec 


オイ ル 交 換 ま た は 
未 絆 誤 締 (マニ ュ アル ) 


図 一 2 自動 採 油 装置 作動 ・ 操 作 ・ フ ロー チャ ー ト 


サン プル アラ ー ム 作動 
30sec 


度 化 し た 処 選 方 法 が 望ま れつ つ あ る 。 今後 と 
も 区 積 され る 有効 な 基準 値 を 使用 し マイ ク 
ロコ ンピュータ と の 組合 せな どか ら , より 適 
正 な 判定 と タイ ミン グ よ い 処 骨 勧告 が 作成 さ 
れ , メン テ ナ ン ス コス ト の 節約 。 ひい て は 機 
械 経費 の 低減 に まで 直結 し , 建設 の 機械 化 を 
図っ て いく うえ に ね お お いて, この オイ ル 分 析 サ 
ービス シス テム が 大 き な 武 器 と な っ て いく こ 
と を 念願 し , より 一 層 の 研究 努力 を 重ね て い 
きた い 。 


1. はじ め に 


骨 材 生産 委員 会 は 昭和 50 年 に 当 協会 の 骨 材 に 関す る 
第 3 番目 の 技術 図書 と し て 「 骨 材 の 採取 と 生産 」 を 刊行 
し , 当初 の 目的 を 達成 し た が , 骨 材 に 関す る 環境 ・ 資 源 
問題 は 日 に 日 に 厳し さ を 増し , 解決 を 迫 ら れる 状況 が 高 
まる な か で , 各 方 面 か ら こ れ ら 諸 問 題 に つい て 請 査 研究 
を 続行 する よう 強い 要請 に 接し た の で , 昭和 51 年 度 か 
ら こ の 新しい テー マ に 基づい て 以下 の と お り 二 つの 分 科 
会 を 設け て 事業 を 続け る こと と な っ た 。 

我が国 の 骨 材 供給 源 は 採取 規制 が 強化 され た 河川 砂利 
か ら 次 第 に 河川 砂利 以外 の 過 材 源 に 依存 する 度合 い を 強 
め て お り , な か で も 岩石 か ら の 太 有 の 比重 が 高く な っ で 
いる が , 砂 に つい て は 抽 砂 技術 開発 の 現状 か ら 大 砂 へ の 
代替 が せ ず か し く , 需要 は 山 秒 利 , 陸 砂利 海 砂利 な ど 
に 依存 せ ざ る を えな い 状 況 に お お か れ で いる 。 

し か し な が ら , 山 秒 利 . 隊 砂利 の 採取 は 自然 環境 の 保 
全 に 与え る 影響 が 大 きく , 今後 と も 多く を 望め な いと み 
られ て で おり, また , 現在 の 海 砂利 採取 は 水深 0 一 30m 
の 浅海 に お ける も の が ほとん ど で あ り , 海 涯 保全 , 漁業 
権 , 海底 構築 物 へ の 影 磐 な ど 多く の 問題 を 抱え て いる 。 
し た が っ て , これ ら の 現状 か ら み て , 現在 の 砂利 資源 で 
は 長期 安定 供給 源 と し て の 要件 を 満た し えな いと 考え ら 
れ て いる 。 

この た め , 今後 と も 闇 増 する と 見 込ま れ て いる 砂 の 突 
要 に 対処 する た め に は , さら に 合理 的 な 製 砂 方 法 の 開発 
や , さら に 安定 度 の 高い 供給 源 を 求め , 関連 技術 の 開発 
を 推し 進め る 必要 が ある と 考え られ て きた 。 

本 委員 会 は 。 これ ら の 点 に 着目 し , 砕 砂 に つい て は 砕 
砂 研究 分 科 会 を 設け て 新しい 製 砂 方 法 に 関す る 調査 研究 
に 取組 むと と も に , 天然 砂 に つい て は 水底 所 採 工法 分 科 
会 を 設け て 自然 環境 等 に 対す る 影響 が 比較 的 少な いと 孝 
えら れ て いる 大 陸 棚 に 存 する 海底 砂 の 大 規模 採取 工法 
に 関し て 調査 研究 を 行う こと と し , その 後 。 鋭 意 事業 を 
継続 し て きた 。 
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砕 砂 方 法 お よび 海底 砂 採掘 に 関す る 
調査 研究 報告 概要 


施工 技術 部 会 骨 材 生産 委員 会 


この た び , 両 分 科 会 と も に 一 応 の 取り まとめ を 終了 す 
る こと が で きた の で , これ ら を 整理 要約 の うえ 報告 書 に 
まとめ , 昭和 55 年 度 施 工 技術 部 会 講演 会 (Y 和 55 年 
7 月 28 日 開催 ) に お いて 発表 し た が , その 概要 を 以下 
に 述べ る 。 な お , 本 文 で は 紙面 の 都合 で 計画 の 基本 条件 
の 設定 根拠 , 技術 的 老 穴 な ど 相 当 部 分 を 割 受 し て , その 
概要 を 紹介 する に と ど ま っ た の で , 報告 書 全文 を 希望 さ 
れる 方 は 当 協会 に 問合せ いた だ きた い 。 


2. 骨 材 の 夫 給 の 動向 ( 表 一 1 照 ) 


材 の 夫 要 は 我が国 の 経済 の 発展 に 伴っ て 順調 な 仲 び 
を 示し て きた が , ン 和 48 年 の 第 1 次 石油 ショ ッ ク を 契 
機 と し て 以降 昭和 51 年 度 ま で 対 前 年 度 比 で 伸び なやみ 
を 示し て きた 。 し か し 52 年 度 後半 か ら 回 復 に 転じ , 
53 年 度 に は 48 年 度 の 7 億 9,900 万 t を 越え る 8 億 
1700 万 を 記録 し , また , 54 年 度 に は 約 8 億 5,200 
方 t を 記録 する 見 込み で ある 。 

供給 の 動向 も , 稚 要 動向 を 反映 し て ほぼ 同じ よう な 推 
移 を た どっ た が , 昭和 54 年 度 で は 砂利 の 供給 は 過去 の 
ピー ク で あっ た 48 年度 と ほぼ 同様 の 4 億 3,000 万 も 在 
石 で は これ を 上 回 る 4 億 t の 供給 が 遊 成 で きた 。 な お , 
砂利 の うち , 砂 の 供給 分 は 54 年 度 で 約 2 億 4,700 万 t 
で あり , 砂 の 和 電 要 の ほとん ど は 砂利 か ら 供給 され で き て 
いる 。 

今後 の 骨 材 の 徐 給 は , 最近 の 複雑 な 内 外 情 勢 か ら 的 確 
に 予測 する こと は 極め て 困難 で ある と いわ ざる を えな い 
が , 少な く 見 積 っ て も , 安定 成長 下 に あっ て は 緩慢 な 洒 
増 傾向 し を た どる と 考え る の が 妥当 で あり , 将来 と も 砂利 
と 太 有 が 主体 と な ら ざ る を えな い 。 ま た , 秒 利 交 泊 の 枯 
賜 か ら 太 石 へ の 代替 は さら に 進む と 考え られ る 。 

な お , 砂 に つい て は 。 近年 細 骨 材 舌 要 が 顕著 で ある こ 
と , 現在 の 供給 源 の 主体 を な し て いる 天然 砂利 資源 に す 
べ て を 望む こと は 困難 と み ら れ て いる こと な どの 理由 か 
ち , 製 砂 機 、 製 砂 シ ステ ム へ の 投資 や 現在 より 深度 の 大 
きい 海底 砂 採取 の 技術 開発 な ど , 供給 源 の 多様 化 へ の 投 
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表 一 1 骨 材 坊 給 の 推移 (単位 : 百 方 や) 

旬 1 4 4 49 9 | mu 用 | ss 54 

] 1 

297 349 417 539 475 446 454 504 | 563 595 
126 167 216 260 250 223 208 231 254 257 

423 sl6 63 | 29 | 75 669 662 735 817 852 860 
187 159 133 110 107 107 105 115 115 116 
2 56 84 149 118 106 96 94 102 104 
4 4 86 113 に 1 80 83 9 113 118 
9 旬 1 0 4 @⑩ 0⑩ 82 | M 
287 881 374 439 | 8366 353 34 885 | 420 430 
195 168 | 297| 34 8 297 298 398 374 400 
9 2 2 3 2 2 2 2 2 2 
3 す 5 7 6 5 5 6 | 5 5 
9 1 15 15 15 12 3 15 16 15 
入 9 9 0 0 0 0 0 9 | 9 0 
計 499 516 693 799 795 669 662 785 | 817 852 


( 注 ) 1. 敵 商 旗 業 省 生 漂 座 業 局 紅 業 巡 材 課 挫 計 資 料 より 
2. 54 年 度 は 日 本 秘 利 協会 日 本 伯 協会 の 実績 見 込み に 基づく 推定 , 
3. 砂利 に は 砂利 砂 。 玉石 。 宇 呈 を 含む 。 
4. 人 四 量 骨 材 。 天 人 軽 量 骨 材 は 実 維 角 材 に 換 外 し て ある 。 


資 が 積極 的 に 図ら れ で 行く も の と み ら れ で いる 。 
3. 砕 砂 と 海 砂 の 生産 の 現況 と 予測 


1) 砕 砂 

我が国 の 砕 砂 の 生産 量 は 砂 の 全 供給 量 の 数 少 を 占め る 
に すぎ な い 微 々 た る 現況 に ある が , 今後 次 第 に その 比 累 
は 増加 する 方 向 に ある こと は すでに 述べ た 。 

この よう な 背 太 の も ゃ と に , 昭和 55 年 に コン クリ ー ト 
用 砕 砂 の 日 本 工業 規格 が JIS A5004 と し て 規定 され , 
砕 砂 が コン クリート 用 細 選 材 と し て 広く 用 いら れる 位置 
づけ が な され た 。 

太 砂 が 天然 の 砂 と 異な る 点 は , 炎 形 が 角 ば っ て いる こ 
と と 多量 の 右 粉 が 混入 し や すい こと で ある 。 粒 形 に つい 
て は , 近年 粒 形 の 補正 に 効果 の 大 きい 碑 砂 方 式 が 種々 研 
究 さ れ て き て お り 、 今回 砕 砂 研究 分 科 会 に お いて 開 査 研 
究 を 行っ た 幾 つか の 破 碑 方 式 な ど は その 具体 例 を 示す も 
の で ある 。 ま た 有 粉 に つい て は , 湿式 で は も ちろ ん の こ 
と , 乾式 で も 精度 の 高い 選別 が 行え る 分 級 機 が 開発 され 
て きた の で , 粉 の 混入 是 を 適宜 に 規制 する こと が 可能 
と な っ て きた 。 したがって, 生 砂 の 生産 は 製 砂 に お ける 
経済 性 が 有利 に 確保 で きる 条件 が まず 名 えば 急速 に 伸長 
で きる ポテ ン シ ャ ル を すでに 有 し て いる と 考え られ る 。 


(2) 海 砂 

我が国 に お ける 海 砂利 の 採取 は すべ て の 地域 に お いて 
行わ れ て いる が , 中 国 、 四国, 九州 地区 で は 圧倒 的 に 多 
く , これ ら の 地域 で 全国 生産 量 の 約 95 を 占め て いる 。 
また 海 か ら の 全 生 産 量 の うち 約 98 少 は 砂 で ある 。 

海底 砂 は 河川 砂 と 異な り 単 粒度 の 場合 が 多く , 内 越 . 
その 他 不 純 物 の 混入 が あり , 塩化 物 の 含有 量 も 多い 。 こ 


また 55 年 度 は 同 協会 の 資料 に 基づく 推定 


の た め 大 陸 棚 に お ける 海底 砂 を 今後 岬 材 と し て 本 格 的 に 
活用 し て 行く た め に は , 利用 可能 な 砂 の 分 布 状況 。 大 存 
量 な ど を 全国 的 規模 で 把 握 する 必要 が あり , また 採 所 
除 塩 技術 や 自然 環境 , 社会 飛 境 に 与え る 影響 な ど に つい 
て や , 相当 な 調査 研究 を 行う 必要 が ある と 考え られ て い 
る 。 

な お , 大 陸 棚 に お ける 海底 砂 等 の 分 布 状 況 や 過 存 量 に 
つい て は 国 が 調査 中 で , 良質 な 砂 の 央 存 が 現実 確かめ 
られ つつ あり , また , その 採 掴 技術 や 設備 な ど に つい て 
は , 水底 握 採 工法 分 科 会 に お いて 調 査 研究 を 行っ た 訪 式 
が 有効 な 一 例 を 示す も の で ある 。 


4. 取り まとめ の 方 法 と 成果 


(1) 砕 砂 研究 分 科 会 (分 科 会 長 : 岡山 落 二 (電源 開 
発 土木 部 )} 

現在 使用 され て いる 製 砂 方 式 は 幾つ か ある が , ロッ ド 
ミル を 主体 と し た 湿式 の も ゃ の が ほとん ど で あ る 。 こ れ は 
安定 し た 粒度 管理 が 行え る , 産物 の 粒 形 が 比較 的 良好 で 
ある , 不純 物 等 を よく 排除 で きる な ど , 他方 式 に 勝る 利 
点 を 有する か ら で あ る が , 反面 設備 に 対す る 投資 額 が 
大 きい , 水 を 多量 に 使用 する , 運転 経 糞 が 経済 的 に 見 合 
い に く い , 排水 の 対策 が 大 が か りな も の と な る な どの 話 
問題 も 抱え て お り , 一 般 に 在 砂 生産 が 大 きく 伸び な い 要 
因 の 一 つと 考え られ で きた 。 

そこ で , これ ら の 問題 諸点 を 有 し な い 製 砂 設備 の 開発 
が 強く 期待 され て きた が , その 指向 の 一 例 を 示せ ば , そ 
れ は 製 砂 設備 と し て 1 プロ ジェ クト が 5001hr 級 の 大 
容量 の も の と し , 環境 対策 を 十分 に 取り 入れ , 全体 を 東 
式 と し , で きれ ば 破砕 プロ セス も 極力 簡略 化し た 大型 
化 に よる 経済 的 効果 も 期待 で きる シス テム と いう こと に 


建設 の 機械 化 "80.12 


7 


YElfeee CZ73 EE EE FEE 記 
EX221 昌 F oo0T gowTiyr F 660zgT 定 
er 3eer 19er 3 上 生理 

\t 

\r \r 3 ュー ティ < 44 す ー テ イ ・ 生 

1 | "mu00F mmmmo0T | yr \r キン スピ キタ \t ネン < ビタ 

r "AooeT ⑤| 1 | Prmmmoo mmemompe る | : | mmee ememerl4Z ロ <|@| r | ymmmwtmmamoerlg na ス 

r OOVX#000 和 | @| r "mm000Z の] ェ mm000T1 4 タテ と の 7|@| r MAO0eT| < タナ と タッ 

H OOZx を 00SOL @| 09exe00oT | < @| r etsxeo*|< コ ュ テ メタ | の | r 006xe00* < ココ テア 

【 すみ 00 @| * OOZ6x を 00St | < の | * 006x*00S0L < コ 還 護 |⑨| + ダ 00Z6X の 008Ot | 2 婁 尋 EE.】 

『 geoex00oy | < @| な Ox を 00SS | ター キィ テ | ⑧ | エ MYTDxfO0S| Zー ス 3 キメ テ 

ャ 700P2KuHO09S | < @| z Ge-Oe7xOsD | < @| s @ @| z 

る 008e 季 1 そ た @| ぁ (NOOS'DzxdMOOms | r @| * 

る 7009TxHO0ST @| s 000zxJOET @| る @| < 

1 | 7mmmooosxemmmo0ozl | < ぐ | ! | が meowxemmmonost| < 貼 @| 

wa | w s 3 W 隊 較 | 

( 縮 :xum009) < っ #x 呈 0 < 


Ez3 33 TOTze 3 
に ド 散 ] テ 欠 が 
BZ MY2 iT 放 る 
mr0- mm0-OWe mm0-0e ES 
EZ タコ 1 EE2Z プ 7 下垂 え ] \ ま ミコ ca 


華 末 本 所 飛 次 符 


建設 の 機械 化 "80.12 


な る 。 

筆 砂 研究 分 科 会 は この よう な シス テム の 実現 性 に つい 
て 調査 研究 を 継続 し て きた が , これ を 要約 する と 以下 の 
と お り で ある 。 

Ca) 計画 条件 お よび 方 式 選定 と 対比 

調査 研究 を 行う た め に 一 つの 計画 を 仮定 し , これ に つ 
いて 幾つ か 考え られ る 方 式 を 比較 検討 す る 方 法 を と っ 
た 。 こ の 計画 に つい て 大 型 抽 砂 設備 が 満た すべ き 基 本 条 
件 を 次 の と お り と し た 。 


① 破砕 ・ 選 別 方 式 ・ 
@ 生産 量 … 500 thr, 120 方 年 
⑬ 破 太 機 の 台数 "1 台 も し く は 2 台 


この 計画 の 基本 条件 と され た 生産 量 は 現行 技術 で 実施 
され て いる 規模 を は る か に 上 回 る も の で あり , 現行 技術 
で 直ちに 容易 に 実現 で きる も の で は な い 。 し か し な が 
ら , 新 技術 も 現行 技術 の 生長 線上 に 構想 され る べき も の 
で あっ て 、 未知 の 新 技術 が 突如 条件 を 滴 た し うる 可能 性 
は まず 想定 で き な い 。 こ の よう な 発想 の も と に 破砕 。 粉 
飾 の 分 野 で 現実 に 使用 され で いる 技術 を 列挙 し 。 これ ら 
に つい て スケ ー ル アッ プ の 可能 性 , 破 太 性 能 , 保守 管理 
経済 性 お よび 陣 境 問題 の 各 項 目 に つい て 個々 に 検 待 を 行 
っ た 結果 , 最終 的 に 絞ら れ た 4 方 式 に つい て 5000hr の 
乾式 製 砂 ア ラン ト を 設計 し , その 計画 条件 , フロ ー, 設 
備 費 , 運転 経 紳 等 を 表 一 2 に まとめ た 。 

この 表 で みる と お り , 各 プ ラン ト は 方式 に よっ て 原料 
寸法 が 300mm の 場合 と 30mm の 場合 と が ある 。 ま 
た , 5mm の 奈 砂 以外 に +5mm が 併 産 さ れる も の 
も ある 。 し た が っ て , 碑 砂 500 hr を 得る た め に この 
プラ ント の 前 肥 で 必要 と され る 原 人 有 を 受入 れる 原 笠 供給 
プラ ント は 方 式 に よっ で その 供給 量 や 供給 寸法 が 異な っ 
て くる 。 ま た , 特 撃 クラ ッ シ ャ お よび コー ンク ラッ シャ 
方 式 で は 一 5mm に 加え で 土 5mm が 併 産 さ れる た め 
+5mm を 加え た 全体 規模 は 1,0000hr 級 の も の と な 
り ,。 し か も 一 5mm の FM は 3.2-8.3 に と ど ま る 。 
も し 全 基 を 一 5mm と し , FM を 2.7 と する た め に 
は ロッ ドミ ル な どの 粉 大 機 を 補助 と し て 付加 する こと が 
必要 で ある 。 

表 一 2 に は 各 韻 式 製 砂 プ ラン ト の 設備 費 , 運転 経費 を 
計上 し て いる が , 原石 お よび 原料 供給 プラント の 関連 
旨 , 測 産物 と し て 併 産 され る 5mm ( 租 材 ) の 回 収 
経費 、 不 要 物 と し て 発生 する ダス ト の 処理 費 な ど は 含め 
て いな い の で , この 結果 を も っ て 直ちに 優劣 を 判断 する 
こと は 適当 で な い が , いずれ の 方 式 に つい て も 将来 に 其 
待 の も て る 範囲 の も の と 考え る こと が で きよ う 。 なお, 
騒音 振動 , 粉 府 の 発生 な どの 柚 境 対策 は 現在 の 開 連 技 
術 水準 で 十分 必要 な 措置 が 可能 で ある と 考え られ た 。 

(b) 総合 所 見 

製品 の 品質 に つい て 予想 され た 収 率 と 粒度 分 布 を JIS 
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図 一 1 製品 砂粒 度 分 布 , 租 料率 FM) お よび 収 率 


A5004 の 規格 と 対比 し て 図 一 | に ボ す , 

細 必 材 需要 は 今後 と も 顕著 で ある と 考え られ る と ころ 
か ら , 近年 砂 の 供給 に 関連 する 幾多 の 新しい 試み が 展開 
きれ で いる 。 そし て 砂 の 供給 は その 供給 源 , 採取 生産 方 
法 な ど に お いて 今後 さら に 多様 化 の 道 を た どる も の と 考 
えら れる が , これ ら の な か に お いて 機械 的 破 丸 に より 岩 
石 か ら 生産 され る 砕 砂 は 多く の 利点 を 有する た め 天 然 砂 
利 の 採取 に 多く を 望め な い 将 来 の 砂 供給 に お いて 最 , 質 
と も に 中 心 的 役割 果たす こと の で きる 素質 を 有 し て い 
る と 考え られ る の で , 本 調査 研究 に お いて 行っ た 模索 は 
今後 の 製 砂 技術 の 一 つの 方 向 を 示す も の と し て 重要 で あ 
る 。 

な お , 製 砂 技術 の 開発 に つい で は 名 方 面 で 多様 な 検討 
が な され て で てき て いる が , 特に メー カ 各 社 は これ を 真剣 に 
行っ で おり , 注目 に 値する も の が ある 。 


(2) 水底 掘 採 工法 分 科 会 [分 科 会 長 : 佐 々 木 輝夫 
(建設 省 大 臣 官 房 建設 機械 課 )] 

我が国 で 行わ れ て いる 海 砂利 採取 は , 特に 陸 産 砂利 の 
不足 が 深刻 な 中 国 , 四国 , 九州 な どの 地域 で 浅海 を 対象 
と する も の が ほとん ど で あ る 。 ま また 砂利 採取 稔 も 採取 と 
運搬 を 菩 ね る 小 規模 な も の が 多く , 採取 水深 に も 制約 が 
ある 。 こ の た め 採 取 位 置 が 陸地 に 近い と ころ か ら 多 く の | 
問題 を 抱え , この 租 の 海 落 利 採取 は 今後 ます ます 困難 と 
な りつ つ あ る 。 

一 我が国 を 取り まく 大 陸 棚 に は 砂利 が 豊富 に 存 
し て いる と いわ れ (。 今後 有力 な 砂利 供給 源 と し で これ ら 
に 依存 せ ざ る を えな く な る も の と み ら れ て で いる が , そこ 
に お ける 砂利 砂 の 分 布 , 敗 存 の 状況 採取 後に 予想 さ 
れる 問題 解明 な ど に 関す る 知見 は 皆無 と いっ て も 過言 で 
な い 状 態 に あっ た 

そこ で , 通商 産業 省 で は 昭和 50 年 度 か ら これ を 装 象 


と し た 海底 砂利 存 状況 調査 を 実施 する こと と し , 以降 
年 度 ご と に 地点 を 決め て 調査 を 行っ て いる 。 こ れ に 関連 
し て , より 深い 海域 に お ける 砂利 採取 工法 の 技術 的 可能 
性 と 経済 性 等 に 関す る 検討 の 必要 性 が 強く 要望 され る と 
ころ と な っ で いた が , その 指向 の 一 例 を 示せ ば , それ は 
1 プロ ジェ クト で 年 間 数 百 万 m' 規模 の 海底 砂 供給 を 行 
うと いう 構想 で , 海上 作業 に お ける 高い 稼働 率 を 確保 す 
る た め 風 波 の 影響 に 強く , 水深 50m の 海 城 に お ける 砂 
採取 を 機能 的 に 果たす こと の で きる 新型 採取 船 と , 効率 
よく 砂 を 運搬 で きる 運搬 船団 と , 陸揚げ , 品質 調整 , 除 
塩 な ど を 行う 陸上 施設 と の シス テム 化 さ れ た 組合 せ の 開 
発 と いう こと に な る 。 

水底 握 採 工法 分 科 会 は この よう な 深い 海域 に お ける 規 
模 の 犬 きい 海底 砂 採取 工法 の 実現 性 に つい て 一 相 研究 を 
続 し て きた が , これ を 要約 する と 以下 の と お り で あ 
る 。 

(a) 計画 条件 お よび 方 式 選定 と 試算 

商 相 研究 を 行う た め に 一 つの 計画 を 仮定 し ,。 これ に つ 
いて 検討 を 行う 方 潜 を と っ た 。 こ の 計画 に つい て 基本 と 
な る 条件 を 次 の と お り 設け た 。 


まず , 本 計画 に お いて 新 技術 を 必要 と する 点 を 摘出 し 
た と ころ , 次 の と お り で あっ た 。 

④ 最大 波高 3m の 海象 条件 に お いて 連続 稼働 が 可 
能 な 採取 組 ベ で も る こと 。 

② 同じ 条件 下 で 採取 船 か ら 運搬 船 に 砂 積込み を 確実 
に 行う 必要 が ある こと 。 


紀信 区 、[ 紫 船 
い 人 ノン 内村 込 
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⑨ 通常 の ポン プ 波 深 船 で 達成 で き な い 水深 50m で 
連続 稼働 末 能 な 採取 答 で ある こと 。 

以上 三 つ の 条件 を 満た し うる 採取 船 。 運搬 船 の 選定 に 
つい て 種々 検討 を 行っ た 結果 , 非 自 航 式 半 没 水 型 の ポン 
プ 没 漂 船 と 運搬 船 と の 組合 せ 方 式 を 採用 する こと と し 
た 。 採取 船 は 1 筐 と し 採取 能力 640 mWhr 船体 長 65 
m, 幅 30m, 作業 時 きっ 水 22 m。 曳航 時 きっ 水 4.8m の 
も の を 計画 し た 。 運搬 船 は 長 さ 94m, 積載 重量 7,200t, 
泥 倉 容積 3.500m*' の も の 4 化 と し た 。 

最近 の 海底 砂利 採取 船 は 国内 で は 総トン数 499 以下 
の 小型 自 航 式 ポン プ 答 と 小型 自 航 式 グ ラブ 給 が 多く 使わ 
れ て いる 。 海外 で は ヨー ロッ パ で 大 型 自 航 式 ボ ンプ 船 が 
多く 使わ れ て お り , 最近 は 積載 量 4.0001 ク ラス の 大 弄 
船 も 稼働 し て いる 。 最 近 の 淡 深 船 は 大 型 化 。 大 水深 化 の 
傾向 に ある が , 本 計画 に お ける よう な 海 依 条 件 の 厳し い 
海域 で 稼働 で き , 深度 50m を 対象 と する 作業 船 は まだ 
開発 途上 に ある 。 半 没 水 型 船 は 有 油 所 削 リ ダ と し て 建造 
され て いる が , これ を 採取 船 に も 適用 し た も の で , 本 計 
画 船 の 作業 時 船体 動 揺 は 従来 船 に 比べ 数 分 の 1 の 大 き さ 
に 激 少 で きる と 推定 され た 。 

波高 3m に お ける 運搬 船 の 動揺 は 最大 縦 掘れ ん が お お 
むね 8" 以下 , 最大 横 据 れ が お お むね 19* 以下 と 推定 さ 
れ た 。 したがって, 砂 積 込 中 は 船体 の 縦 方 向 か ら 波 を 受 
ける よう 操船 する 必要 が ある 。 ま た , 波 汎 の な か で 運搬 
稚 を 採取 船 に 接 般 する こと は 困難 で ある の で , 探 取 船 か 
らち 離れ た 位 冒 に 排 送 管 を 介し て 砂 積込み を 行 ぅ 方 式 と 
し , 運搬 船 に は 波浪 の な か で も 排 送 邊 を 連結 で きる 特殊 
装置 を 設け た 。 

以上 の 構想 の 概 用 を まとめ て 図 一 2 に 示す 。 ま た , 陸 
上 処理 施設 と し て 陸 揚 設 備 選別 除 塩 設備 、 貯蔵 出荷 設 
備 を 図 一 3 に 示す と お り 計 画 し た 。 

採取 般 , 運搬 船 、 陸上 施設 が 効果 的 に 稼働 で きる サイ 
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図 一 2? 採取 船 , 運搬 船 お よび 砂 積 込 方 式 構 想 較 
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e 蘭 1 | 
BC-8 0 | 
es ! 小夏 
大 落 ウジ 
らく 、 上 の SW に 2 


| 有 3 


和 唱 全 が 、 穫 。 蛋 隊 叶 備 な 
同 ーー アバルト エ レバ ー タ 梓 18000m ッ 

イシ リー 02 3700m ( 礁 | 1 

の | サス タッ クン 才 m 1 100m (中 砂 ) | 1 

⑧ | 原 和 パイ ル 取 出 ゲ ー ト | 72901/Ir 外 MY 0 の 0 」 ス 

⑲⑩| 議 艇 ビー ン | 約 00mPX6 1 | 鋼 抽 10mxI0mx6m | 1 | コン クリ ー ト 抽 
ロー バ い 

W| ス ク ニー ン |5m 6 50m? 連続 式 1 

⑧ | スクリュー タ ラッ シフ 7 イヤ | 270t/hr 6 0 6 

⑰| バイ ル 攻 出 ゲ ダー ト |2500t/hr (大 砂 ) | 2 有 0 間 

⑧| バ イル 取出 ゲー ト | 2500t/hr (中 便 ) | か 人 

⑱| バイル 取出 ダー 500/hr ( 小 紗 16 Ox10mz6m | 1 | コン クリ ー ト 製 
⑩| 製 品 ビー > 0Om'X3 1 1 トラッ ク 全 用 

⑱| 富 ロー が 十  |1 1990 


図 -3 陸上 処理 施設 フロ ー 図 
クル を 策定 し , 各 経 費 に つい て 試算 を 行っ た 結果 が 表 一 な ど を 特定 し な か っ た の で , 地域 に お ける 諸 条 件 を も 包 
3 で ある 。 な お この 試算 に は 原 砂 関連 貸 , 漁業 補償 貫 . 含 し た 詳細 な 検討 は な され てい ない め 。 今後 さら に 計画 の 
舞 境 対策 病 、 水 半 除 塩 の た め の 用 水 燥 , 付帯 作業 航 , 施 具体 化 を 図る た め に は , まず 海洋 調査 結果 に よっ て 硬 。 


設 用 地 な どの 関連 費 は 含ま れ て いな い 。 質 と も に 適当 な 海底 紗 の 採取 地点 を 具体 的 に 決定 し な け 
(も b) 総合 所 見 れ ば な ら な い が , 当該 海域 に お ける 漁業 を 中 心 と し た 権 


本 計画 で は 採取 地点 、 運 搬 経 路 , 陸 揚 拠 点 の 設 曽 場所 符 に 対す る 補償 対策 の 見 通し が 大 き な 前 揚 と な る 。 
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表 一 3 海底 砂 採取 生産 経費 の 試算 結果 


Po 区 分 陵 上 処 理 施 役 忠 
ペ 押 取 偶 | 軍人 概 覧 合 時 
事項 際 揚 ・ 除 地 | 江 水 処理 | 栓 頂 | 
役 | 形 | ー ー | 慎 機 楠 式 ー 
備 | 敵 カ 640myhr 3.500 mix4 備 1.500 Vhr 3.500 mi 角 = 
し 半 3 法 Cm) | 65xg30x 刀 28 | と 94xg19x779.1 ー ー 120x 15.2 計 
設備 究 (人徳 本 9229x④ | 167 46 194.2 
240 ( 際 揚 け ) | 
作 | 還 李 人 H 族 (BD 240 20 欠 閉 半 2 220 20 ー 
量 | 年間 処理 量 (Fm 2.340 0 | 50 約 ー ー 
| 性 生 。 引 | sm | smo | sw | 000 | 50.00 | 1.786.40 
前 | 作 。 天 真 ) 5 は 657.100 196,80 98.600 |) 6rao 
送 | 角 相 品 夏 383.900 40.900 
作動 カ 費 128.200 308.900 95.700 36.900 569.700 
信販 : 250.000 500.000 siO | 72 ー 808.30 
間 放 寿 費 13500 242.200 149.400 80.500 15.700 01.800 
| Ki 1.54L700 300.10 90.80 474.700 | 65.700 | 5.263.00 
曲 m' 当り 昌 価 () 7 1.150 40 | 297 9 | zew 


() 1. 経費 は 54 年 度 ペ ー ス で 算定 し た 。 


2. 償却 皿 は 10% 残存 と し , 運搬 租 が 14 年 。 探 取 般 、 了 上 処理 施設 等 が 7 年 償却 で 算定 し た 。 


3. 金利 , 固定 資産 税 。 保険 料 等 は 含ま な い 。 


海底 砂 の 大 量 採 取 、 運搬, 陸揚げ 等 の 各 段 階 に お いて 
発生 する 海水 の 汐 り に つい て は 海洋 汚染 に 関す る 対策 が 
必要 と 導 え られ る が , 本 計画 の よう な 大 規模 アロ ジェ ク 

ト か ら 発 生 す る 半 パ 水 の 発生 状況 , 移動 , 拡散 な どの 挙動 
に つい て は 十分 に 解明 され で いない 。 ま た , 大 際 棚 水深 
に お ける 採 所 前 後 の 海底 形状 の 変化 が 海 涯 線 に 与え る 影 
響 に つい て も 未 解 明 で ある の で 、 将来 の 課題 と し て ここ 
に 問題 を 提起 し て お きた い 。 

本 計画 に お ける よう な 海底 砂 採 所 事業 は , 水 資源 保護 
法 . 砂利 採取 法 , 海 江 法 港湾 法 , 港 則 決 , 海上 交通 安 
全 法 , 海洋 汚染 防止 法 , 船舶 安全 法 , その 他 の 法令 に よ 
っ て 規制 を 受け る が , それ ら の 運用 に つい て は 必ず し ゃ 
一 元 的 に 対応 で きる も の と な っ て いな い の が 現状 で あ 

り , 本 計画 の 実現 に 際 し て は 漁業 補償 を は じ め と する 複 
雑 な 権益 や これ ら 法 規制 な ど 事業 主体 の み で は 解決 で き 
な い 多 く の 問題 が 介在 し , その 推進 は 容易 で な いと 考え 
られ る が , 大 陸 棚 に 皮 存 する 深 底 砂 採 所 事 業 の 構想 は 従 
来 か ら 行わ れ て で きた 海 城 よ 海岸 か ら さ ら に 遠く 、 ま た 


マー ツー ペー ンー 


きら に 深い 海域 で の 作業 で ある と ころ か ら 環 境 面 に 与え 
る 影響 が 比較 的 少な いで あろ うと いう 5 大 前 提 が あり , ま 
た . 海洋 調査 が 進む に つれ で 良質 な 海底 砂 の 肛 存 が 現実 
に 確か め ら れつ つ あ る 。 し た が っ て , 今後 の 砂 供給 資源 
の 新しい 開発 繋が る 本 構想 は ぜひ と も 具体 化 を 進め て 
行か な けれ ば な ら な い 重 要 な プロ ジェ クト で ある と 考え 
られ る の で , その 方 向 へ の 行政 上 の 強力 な 指導 が 期待 さ 
れる と 同時 に 関係 方 面 に お ける 積極 的 な 研 鐘 が 望ま れ 
る 。 


5. お わり に 


本 敵 査 研究 の 推進 と 取り まとめ に ご 援助 , ご 協力 を い 
た だ いた 建設 省 通商 産業 省 , 運輸 省 農林 水産 省 , 科 
学 技術 店 水 資源 開発 公団 , 日 本 道路 公団 , 電源 開発 会 
住 、 日 本 砂利 協会 , 日 本 太 有 協 会 , 建設 業 各社 , メー カ 
各社 お よび 研究 所 その 他 多 数 の 各位 に 深く 感謝 の 意 を 
表し ます 。 (委員 長 : 塚原 重 美 ) 
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施工 技術 部 会 講演 会 テキ スト 


A4 判 118 頁 2.000 円 〒300 円 


【 内 容 〕 備 オ ラン ダ の 最近 の 地盤 調査 法 倫 放 砂 方 法 お よび 海底 砂 採 所 に 関す る 調査 研 
完 報 告 氏 場 所 打ち ぐい の 最近 の 傾向 と 施工 上 の 問題 点 代 ペー チカ ルド レー ン お よび サン ド 
コン パク ショ ン パ イル 工 事実 態 調査 の 結果 に つい て 
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新 機種 ニュ ー ス 基本 会 


ブル ドー ザ お よび スク レー バ 


古河 誠 業 '80.4 
ブル ドー ザ CD5B モデ ル チ ェ ンジ 


低速 性 能 の 良い , ね ば り 強 い エ ンジ ン を 搭載 し , 排気 
濃度 や 落 音 , 振動 も 大 幅 に 低減 する 等, 公害 防止 対策 を 
考慮 し た 機種 で ある 。 パ ワー アン グル チル ト を 標準 装備 

する ほか , 強化 型 シ ー ル ドリ ンク の 採用 に より 足 回 り の 

耐久 性 の 向上 を 図っ て いる 。 ま た , ド 

ロー ル バ ル プ を 採用 し て いる の で プレ ー ド の 微 操作 が し 写真 一 2 クボ タ KH-15 ミニ バッ ク ホ ウ 

「 や すく , 操作 性 に すぐ れ て いる 。 別 に 湿地 型 , 超 温 地 型 


KH-8H-2 ほか の 主 な 仕様 


る ーー 
も ある 。 KH-8Hs | Ks 
開 一 ! CD5B の 半 な 仕様 林 沖 パケット 容 量 0.08m | 0.15m 
= に 換 枢 拓馬 | 2.000ke 3.200ke 
技量 便 | 4.000kg | 全 | 3.470mm ェ ン ジン 則 力 | 16PS/800rpm | 26PS/2600rpm 
出力 | 38PS2.400pm | 金 . 和 最大 掴 削 半 第 4.120mm 4.800 mm 
最大 けん 引力 | 4.860kg 6222 凍 人 PP 最大 捉 前 深き | 5mm | 3.00mm 
走行 7 前 半 | 7.7km/hr(8 也 ) | プ ブレー ドサ 法 | 2.270x600mm 内 送 時 全 拓 4.055mm 4.880mm 
遂 度 \ 欠 通 | 6.1kmhr(2 妥 | 接地 圧 | 0.98kgcm 帆 送 時 全幅 1.300mm | 1.450 mm 
回 還 田 起 行 吉 度 1.8 kmhr 2.61.4 km/hr 
昌 大 掴 前 力 1.45t 2.1t 
接地 0.28kgem 0.32kg/em 


別に ホロ 型 運 転 席 の KH-15 HH も ある 。 


中 道 機械 産業 3 
6. (ナカ ミチ 重工 製 ) に Ne 
トラ ッ ク バ ッ ク ホ ウ 」 旨 
DB-400 CDB-360SS | 新 機種 


トラ ッ ク 式 の た め 走 行 機能 に すぐ れ , 狭い 現場 で も 小 
回 り が 効き , 普通 免許 で 運転 で きる 機械 で ある 。 DB- 
400C は 操作 性 , 燃料 経済 性 が よく , また 前 方 の アウ ト 
リガ は 斜め 門 形 , 後方 は 形 2 段 式 で 。 それ ぞ れ 単独 操 


ぁ 掘 削 機械 


ーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


久保 田 鉄工 内 W 


バッ ク ホ ウ 際 ジジ 
第 2.KH-15 | モデ ル チ ェ ンジ 


80-02-24 


作業 性 , 操作 性 どの 向上 と と も ! 
の 一 新 を は か っ た KH-8 お よび KH-14 の モデ ル チ ェ ン 
ジ 機 で ある 。KH-8 HL-2 は 低 騒音 低 振動 設計 の ほか , ブフ 
ルオ ー プ ン ボ ン ネ ッ ト の た め 点 検 整 備 も 容易 な コン パク 
ト 高 能力 機 で も る 。 KH-15 は 作業 範囲 も 一 段 と リイド 
に し , 掘削 力も 強く , 前 後進 2 段 で 機動 性 に 富み , スピ 
湯 地 脱出 な どの パワ ー 走 行 と が 選択 で きる 。 写真 一 3 ナカ 


チ DB-400C トラ ッ ク バ ッ ク ボ ホウ 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー フ パパ パパ 0 クハ クハ nnn べべ 


表 一 3 DB-400C ほか の 主 な 仕様 
。 | ppec | pmass 


バ パケット 容 量 0.16me 0.18me 

全 装備 恒 量 5.725kg 6.285 kg 

長 大 出力 95PSA8,500rpm 110PS78.200rpm 
最大 掘削 半 筆 6.150mm 5.890mm 
最大 所 前 深き 4 も 000mm 3.610 mm 
架 装 シ ャ シ | い +vK-TLD-45 いす で KS12 
全長 X 全 条 5.010x1.880 mm 


5.040x1.940 mm 


作 で きる た め 現 場 状況 に 合せ て 使用 で きる 。 DB-360 SS 
は 超 静 音 型 で 負荷 時 触 音 レ ベル 69 dB(A)/7.5m と 市 
街 地 や 夜間 の 作業 に 適し た も の と し て いる 。 ま た 特別 に 
防音 型 35 PS パワ ー ュ ニッ ト を 搭載 し , 油圧 駅 動 工具 
取出 し 日 を 設け て お り , ブレ ー カ 等 の 使用 が し や すい 。 


中 道 失 械 産業 
80-02-26 (ナカ ミチ 重工 製 )| 90.7 
トラ ッ ク バ ッ ク ホ ウ 新 機種 


HB-4000 
ラッ ク バ ッ ク ホ ウ の 用 途 拡大 を ね ら っ て 開発 され た 
パック ホウ ・ プ ブレ ー カ 稼 用 機 で ある 。 油 プ の 吐出 
圧 を 上 げ て パワ ー ア ッ プ を 図る と と も に 大 型 オイ ルク ー 
ラ を 装備 し て お り , 作業 効率 が 高い 。 ま た 独自 の アウ ト 
余裕 の ある シャ シ を 採用 し て お り , 作業 時 の 安定 
性 に すぐ れ で て いる 。 


掌 真一 ! ナカ ミチ HB-4000 タイ ガー プレ ー カ 


表 一 』 HB-4000 の 邊 な 仕 拉 


パテ ッ ト 技 時 | プレ ー カ 半 時 
バケット 容量 0.19 mt 全 装 備 重量 5.665 kg 
全 半 備 重 呈 6.395kg | 打 可 回 数 70bpm 
最大 出力 | 110PS/8.200rpm | 打撃 エネ ル ギ 90kgm 
最大 手 削 半径 6.050mm | 漂 圧 175 kg/cms 
最大 掘削 深き 4000mm | 必要 流量 557min 


架 装 シ ャ レシ | い +・ KS12 | 全長 X 全 邊 | 5.290x2.050mm 


直 噴 式 エン ジン の 採用 に より パワ ー ア ッ プ と 燃費 低減 
を 図っ た 省エネ 機種 で ある 。 全 必 力 制御 の 油圧 シス テム 
を 採用 し て お り , パワ ー の 活用 と 速い 作業 速度 で サイ ク 
ル タ イ ム が 短縮 され て いる 。 車体 パラ ンス は 安定 し て お 
り , 作業 範囲 も 広い 。 ひ と 回 り 大 き な キ ャ プ を 使用 する 
と と も に , フル オー プン 式 の 前 窓 。 ス ライ ド 式 の 左 有 窓 
に より 通風 性 が よく , 居住 性 の 向上 を 図っ て いる 。 


真 一 5 油谷 YS1000-2 油圧 ショ ベル 
表 一 5 YS750.2 ほか の 由 な 仕 人 


YS750.2 | YS1000-s 
パケット 鶴屋 | 林 0.7 ml(0.5=0.9m り | 林 線 1.0 mi0.8=1.2m9 
全 付 備 取 量 18.700ke 26.500kg 
定格 出力 | 105PS900rpm | 155 PS/1.650rpm 
最大 舞 削 氷 き 6.550 mm 7.190mm 
最大 手前 半径 9.750 mm 10.670mm 
着 行 遂 度 82kmhr | 3.0km/hr 
悲 坂 能 力 70% 70% 
最大 掘削 力 10.5t 14.5t 
ぁ 積 込 機 械 

古河 鉱業 4 
80-03-04 ラク タ シ ョ ベ | 1 

0 442 モデ ル チ ュ ンジ 


ね ば り 強 い エ ンジ ン の 搭載 で 低速 性 能 を 向上 させ , 作 
業 範囲 の 拡大 と と も に 作業 能率 の 向上 を 図っ て いる 。 カ 
強い 作業 を する ダイ レク ト 車 , 操作 の 楽 な 油圧 クラ ッ チ 
車 の いずれ か を ユー ザ の 好み で 選択 で き , 安全 な 通 抜け 
運転 席 の 採用 。 振動 ・ 騒 音 の 低減, 強化 型 シー ルド リン 


人 @ 
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ク の 採用 等 各種 の 配慮 が な され て お り , 湿地 型 も ある 。 表 一 7 LS-248RH の 主 な 仕様 
表 一 6 CT5B の 詩 な 仕様 っ 9 上 げ 催 力 | 150tx5m | 最大 作業 半 衝 om 
全 装 借入 tgt 最大 jm 
バケ ッ ト 等 華 | 0.5m 2.040mm 定格 風 力 | 200PSg0mm| フッ ク 0 
| いい 円 誕 回 記 引 1. m 
収入 蓄 | 4.200kg 人 4 


805 mm 基本 最長 | 18.3-82.3m | 走行 回 旨 1.00.4 km/hr 


定 笑 軸 力 | 88PS400rpm 7 ウブ 人 最長 | 70.1+90.5m | 奉 肥 傘 力 30% 
に | 9 7.7kam/hr 
多 括 |  LusOmm 


0.41 kg/cmi 


せん 孔 機 械 お よび トン ネル 撮 進 失 


机 力 , 多 打 山 回 数 の 窒素 ガス 油圧 作 
る 。 作 業 部 分 は ュ 状 の バル プ と ピス トン の 人 簡単 な 
構造 で ある が , 大 容量 の ダイ ヤ フ ラ ム 式 アキ ュ ム レー タ 
を 採用 し て いる た め ガ ス も れ が な く 。 圧力 振幅 が 小さ い 
の で ス の 振れ も 小 き 
い 。 ま た チ ゼ ル の 抵抗 が 
な く な る と 打撃 が 自動 的 
宮 真 一 6 古河 CT5B トラ クタ ショ ベル に 停止 し 。 ブレ ー カ 木 体 

の 損傷 を 防止 する 等 , 耐 

久 性 に つい て も 配慮 され 


と クレーン ほか て いる 。 
住友 重機 建 尼 上 
の 機工 業 抽 ) | '60.9 が 
) の さら ケ テ 商 E 
本 油圧 江 ク ロ 2 GR 新生 油谷 YB2500 


油圧 プレ ー か 


工事 の 大 型 化 , 構造 物 の 高層 化 に よる 大 型 ク 


ン ニ ー ズ に 応え 開発 され た 機種 で ある 。 表 一 8 YB2500 の 詩 な 仔 欄 


レー 


油圧 パイ ロッ ト 制 御方 式 , 油圧 アシ スト 方 総 重 量 1.000kg | 打撃 エネ ル ギ 200kgrm 
式 の 採用 に より レバ パー 操作 , プレ ー キ 操 本 作 重 量 633kg | 演 圧 | 100=110kgcm* 
性 く 。 折 性 が よい 。 また 下 放 フ を 1 寺 NOS 
レー ム k 装 備 し た ジャ ッ キテ ッ プ シ // 

リン ダ ね お よび アク スル ビー ム 脱 着 / 

シリ ンダ に より 左 有 有 ク ロー ラ お 〆 作業 船 お よび 海洋 水中 作業 機械 

よび アク スル ビーム が 簡単 に 神戸 製鋼 所 80.3 
脱着 で き , 本 体 の トレ ー ラ 10-14-03 | クレ ー ン ・ グ ラブ 導 人 業 | 新 機 

へ の 自力 積込み が 容易 な グ ーー ら 

た め 分 解 内 送 も し ゃ す 多様 化す る 浴 浴 工事 。 事 に 対応 する た め 開 発 さ 
も ノ れ た 大 型 多目的 作業 船 で , アタ ッ チ メン ト の 交換 に よっ 


て クレ グラ ブ , クラ ムシ ェ ル 作業 に 使用 で きる 。 

大 き な ド ラム 容量 と ライ ンプ ル を も ち , 余裕 の ある 大 水 

の 深 ク レー ン 作 業 に 適用 で きる と と も に , モジ ュ レ ー ト ク 
人 LS-248 RH 全 油 。 フッ チ の 採用 に より 巻 上 ・ 巻 下 宮 度 が 自由 に コン トロ ー 
圧式 クロ ー ラ クレ ー ン ル で きる 。 
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写真 一 9 神戸 FG:G-1000 クレ ー ン ・ グ ラブ 
洲 用 作業 稚 ( 自 航 式 ) 


表 一 9 F&G-1000 の 主 な 仕 欄 
9 上げ 能力 CD10tx9m | @』 ー プ 如 度 50m/min 
ィ を ( 補 尊 )16 tx 26 m | 巻 下 ロ ー プ 加 度 | 70m/min 
ゲラ ブ 鶴 量 6.0>8.0 mW 旋 遂 度 2.0rpm 
定 作 出力 | 750PS/1.900rpm | 森 準 台 船 寸法 36.0x18.2x8.5m 
座 気 圧縮 機 ・ 送 風 機 お よび ポン プ 
北 四 工業 納 
60-15-01 
攻守 拉 揚 ko | 


内 部 漏洩 の な い 歯 形 の 開発 に より 21 の 燃費 低 滅 
果たし た 省エネ 型 の スク リュ ー 回 転 型 
レッ サ で ある 。 小型 軽量 で 移動 が 容易 な う 
な く て 面 久 性 が あり , 防音 設計 に より 67dB(A)/7m と 
叉 音 し ベル や 低い 。 操作 パネ ル 等 は 機体 後面 に 集中 レイ 


写真 10 北越 PDS 126S スクリ ュー コンプレッサ 


表 一 10 PDS125S の 詩 な 仁 欄 


時 貞 閥 気 量 3.5m9min 回 有 出兵 カ 7kgicmt 
北 燥 重量 | 780kg す 。 沙 | 2.59x1x1.89m 
定格 出力 | 34PS/8.000rpm | 空気 タイ ヤ 5.00-10-6PR 


アウ ト さ れ , 


1C エレ クト ロニ クス 技術 導入 に より 
の 自動 運転 が で きる ジン 油圧 , 水温 
偽 止 な ど 意 さ れ で いる 。 


原動機 ほか 
北越 工業 :80.6 
-05 ン ウ ツ ) 
| yns | 新 


ヒー トバ ラン ス よ く 防 童 対策 を 施し た 発電 機 兼 用 型 の 
新型 ポー タブ ル 溶 接 機 で ある 。 小 型 軽量 で 扱い や すく , 
発電 機 回 路 構 成 が 簡単 な た め 動力 ロス が 少な く 低 燃費 
で , 保守 点検 も 容易 な 構造 な っ て いる 。 溶接 機 は 安定 
し た テーク 特性 で スポ ッ ト 作 業 は も ちろ ん , 6mm 権 で 
も 能率 が よい 。 感 電 防 止 対策 な ど 安全 面 の 配慮 も な され 


て いる 。 


写真 一 11 北越 PDW-2508 防音 型 エ ンジ ン 深 拓 機 
表 一 11 PDW-250S の 計 な 仕様 


浴 抽 電 注 | 


格 電圧 | 
6 介 湾 | 14.420A 
意 用 浴 接 挫 | 2.6-5mm | ェ ッ ッ ン 出力 | 13PS8.000mpm 
浴 接 欄 出 力 e.9kW | 法 |1,990x990x680 mm 
発電 機 出力 52kVA | 絶 硬 恒 378kg 


「 新 機種 」 の 資料 提供 の お 願い 
各社 で 新 機 種 を 発表 され る 際 , 配布 され る 資料 を 本 協 


会 に も 1 部 ご 送付 下さ い 。 「 新 機種 ニ ュー ス 」 掲載 へ の 資 


料 と いた し ます 。 一 調査 部 会 一 


半 設 の 機械 化 "80.12 
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文 責 調 査 広報 部 会 婦 献 調査 委員 会 


アス ファ ルト 舗装 の 
再生 に 有効 な 添加 剤 


“Rejuvenator Allows 
Total Recyeling" 


Highway 避 HHeavy Oonstructiom 
May 1980 


アス ファ ルト 舗装 再生 に 有効 な 添加 剤 が 開発 され , 昨 
年 米国 メイ ン 州 リン カー ン の T-95 道路 再生 工事 (工費 
160 万 ドル ) で 使用 され た 。 

施工 会 社 お よび 開発 会 社 の 技術 者 は , この 再生 用 添加 
剤 の 使用 に より , 古い アス ファ ルト が 新しい 材料 を プレ 

ド に 再生 可能 で , 費用 の 節約 に な っ た と 述 


それ は この た び 実 施し た 再生 舗装 工事 , すなわち 幅員 
24ft ( 約 7.3m), 厚 さ 9in ( 約 再生 工区 長 
16 mile ( 約 26 km) に お いて は 45 万 gal( 約 1.700m9) 
の アス ファ ルト の 人 節減 に 

また この 工事 で は 1 回 の 走行 で 帆 12.5 ft ( 約 3.8m) , 
厚 さ in ( 約 6.4cm) が 切削 , 破砕 で きる 写真 一 
の よう な 機械 を 使い , 工事 区 間 の 端 か ら 3mile ( 約 4.8 
km) 地点 に 写真 一 2 す よ うな プラ ント を 設置 し , 2 
車線 を 上 側 通行 の 状 - し た 。 

切削 ・ 破 砕 機 で は 3in ふる い を 99 久 通過 する 程度 
に 破 砕 する 。 わ ず か に 残っ た オー パサ イズ の も の は プラ 
ント に 入る 以前 に クラ ッ シ 

再生 アス ファ ルト は 250"FG21*C) に 加熱 され , 添加 
剤 と 混合 し , 貯蔵 ビン に 入れ, そこ か ら ト ラッ ク に 積 
み , 現場 まで 運搬 し た 。 

この 工事 で は 38,.000t の 再生 アス ファ ルト に 対し て 
45,600 gal ( 約 173 m') の 添 加 剤 が 使わ れ た 。 こ れ は ア 
ス フ ァ ルト 1{ に 対し 添加 剤 1.2gal ( 約 4.5 の の 配合 
と な る 。 

メイ ン 州 道路 省 の 技術 者 は 新品 アス ファ ルト が 300F 
で 加熱 され て いる の に 対し , 今回 の よう に 添加 剤 を 加え 


23 cm), 


写真 一 1 古い アス ファ ルト を 回 収 す る た め に 
幅 12.5ft, 厚 さ 1.5in で 舗装 を 
切削 し て いる 


再生 用 添加 剤 は 左側 の タン ク か ら 
中 央 に 見 える 回 転 ド ラム に 供給 さ 
れ , 2507F に 加 将 さ れ て いる 古い 
アス ファ ルト と 混 含 され る 
る 方 法 に よれ ば 2507F で 済む こと は , 
ト の 面 で 有利 で ある と 評価 する と と も 
ん だ 表層 は リフ レク ショ ンク ラッ ク を 防ぐ で あろ ら 
唆 し た 。 


(委員 : 渡辺 攻 通 ) 


文献 調査 
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電気 駆動 _ 油圧 掘削 機 の 
新しい 代替 機 


“Elektroantriebe 一 eime moderne 
Alternative im HHydraulikbaggerbau" 
ezze- oxgczc 


Baumaschime und Bautechnik 
Jumi, Juli 1980 (Fortsetzung) 


O&K は , 運転 経 糞 の 低 滅 な ど を 目的 と し て バケット 
容量 1.8mi 級 の 油圧 所 削 機 に 電動 機 駆動 方 式 を 導入 し 


本 機 は , 油圧 レス テム (これ は 内 燃 機 関 動 機 と 同じ 
も の で ある ) を 電動 機 に より 充 動 する も の で あり , 油圧 
機 と し で の 特長 は その まま 保 た れ て いる 。 電 動機 と 
は , 機械 の 仕様 に 応じ て 500 Vー6kV の も の が 用 いら 
れ で いる (写真 一 1 参照 )。 

内 燃 機 関 了 動 機 に 比べ て 動 放 系統 駆 音 が 3 dB (A) 低 
い バグ 高山 地域 で の 作業 時 に 空気 の 希 藻 化 に 伴う 能力 低下 
を 生じ な い ノ 應 頑 の 影響 か ら 解放 され る ノ 点 検 整 備 が 表 
一 1 に 示す よう に 非常 に 簡略 化 さ れる 軽油 17 と 電力 
1kWh 当り 単価 比 が 7 : 1 と する と 燃費 で 28 総 運 転 
経 費 で 1 の 節約 に な る 等 の 特徴 を あげ て 

また 欠点 と し て , 電力 供給 線 に よる 機動 性 の 東 縛 が あ 
げ ら れる が , コー ドリ ー ル を 長く する こと に よっ て 約 
200m の 作業 半径 を 確保 する こと が 可能 で あり , さら に 


7 


\ る 。 


写真 一 2 1.8m* 電気 油圧 所 前 携 の 下部 走行 体 
(補助 内 燃 機 関 付 ) 


衰 一 1 内燃機 関 と 電動 機 の 点検 整備 比較 


前 因 | 


内 弱 関 動 電動 
| 時 
( 六 0 作業 内宮 作業 内 容 
0 | | 人 フィ クタ 
50 | 10 | 交 料 タン ク 汰 
100 | 6 | 圧 和 了 
20 | Me | 8 全 フ ィ ル ク 交替 
400 9 | フィ ル タ 交 換 等 3 項目 * ご 
1.000 | 80 | 順 電 ポンプ 栓 等 2 項目 0 | 所 所 清和 2 項 
2.000 | 70 | 同等 4 天目 | ー 
4.000 | 


20 | 半 電 機 。 セル モー タ 点 検 


265 | 電 , 人 所 上 
5 | 5 項目 


補助 ディ ー ゼ ル 機 関 を 搭 埋 する こと に より この 問題 は 解 
道 され た (写真 一 2 参照 )。 

この 方 式 は , 特に バケ ッ ト 容量 
4m? 級 以上 の 機種 に 関し て 有力 な 
代 才 機 と な る で あろ うと 報告 され て 


いる 。 


(委員 : 多田 和弘 ) 


4 写真 一 | 500V200kW 
電気 油圧 掘削 機 


ら 
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整 備 技 術 整備 技術 部 会 


St 


MP 方 式 
* 燃費 ベー ス の メン テ ナ ン ス * 
WMPG ニ Maintenance Per Gallon 
Henyy Duty Equipment 


Wanagement プ Maimtenanee 
Wareh 1980 


MPG プロ グラ ム の 設定 (つづ き ) 


また , サー ビス マン は 表 一 4 の よう な チェ ッ ク リ スト 
に 従っ て 一 つ ー つ ディ テー ル を 明記 し て おく 。 ま た Fig. 
2 の よう な カー ド を 作り , この カー ド を 郭 品 逢 に 貼付 け 
て お く 。 た と えば , フィ ル タ の 箱 に この カー ド を コー ド 
レベ ル ご と に 記入 し て お け ば , 余分 な パー ツ を 運ぶ 必要 
も な く , 湖 染 させ て し まう 心配 も 少な く な る 。 PM マン 
と し て 厄介 な こと は サー ビス を し よう と する ご と に パー 
ッ No. と ュー ド No. を ピッ クア ッ プ し な けれ ば な ら な 
いこ と で ある が , こう し て お け ば 手間 が 省け る 。 
サー ビス を 完了 し た ら , カー ド に サイ ン し て 事務 所 に 
戻し , 実施 し た 事項 は Fig. 3 に 記入 し て マス ター シー 
ト と し , いつ で も 閲覧 で きる よう に し て お く 。 
この 方 式 に よれ ば , 重 作業 に 従事 し て いる た めし ば し 
ば サー ビス を 受け る 必要 の ある 機械 に 適切 な サー ビス を 
する こと が で きる わけ で ある 。 も し ゃ 遊休 し て いる こと 
が 多い な ら 摩 耗 も 軽度 で あり , し ば し ば サー ビス を 受け 
な く と も よい わけ で あり , オイ ル 交 換 , 作動 油 交 換 の 時 
間 も 延 長 し て よい 理屈 で ある か ら 合理 的 で ある 。 し か も 
現場 全体 の 燃料 消費 量 も 機械 ご と の 燃料 消費 量 も 確実 に 
把 撮 で きる 。 


リー ス , レン タル の 問題 


機械 を リー ス , レン タル する 場合 に 時 間 ベ ペー ス の レン 
タル 料金 に よる より も 燃料 消費 量 に 基づく 料金 拓 に する 
と 、 より 現 実 的 で あろ う 。 た と えば 「 日 当り 定額 料金 
ガロ ン ペ ベー ス 料 金 」、 と し た ら ど うだ ろう 。 こ れ だ と 社 有 


機械 を 活用 する 場合 と あまり 相違 する こと な く 投 資 資金 
の 回 収 が で きる 。 

燃 細 記 録 と オペ レー タク の 作業 日 報 と を 結合 する と , 機 
械 の 活用 状況 の 評価 と , 施工 方 法 の 啓 欧 の た め の 効果 的 
な ツー ル と な る 。 た と えば , 通常 72gal/ 日 (2737/ 日 ) 
の 燃 細 の 機械 が ある と する 。 そ れ が ある 日 突然 に 燃 糞 が 
20 史 増し の 86 gal/ 日 (326 7/ 日 ) に な っ た と する と , そ ぞ 
の と き は 少な く と も 二 つ の 問題 点 が 考え られ る 。 第 1 に 
は , 機械 が 当初 計画 と 違っ た 作業 を し て いる の か も し れ 
な い 。 第 2 に, エン ジン に な に か トラ ブル が 生じ た の か 
も し れ な い 。 

燃費 を 観察 チェ ッ ク す る こと は 機械 の 活動 状況 を 管理 
する 手段 と し て すぐ れ て いる 。 記 録 き れ た 燃費 が 計画 よ 
り も 少な いな ら ば , その 機械 は その 現場 に 不適 で ある か 。 
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= 表 一 4 予防 保全 チェ ッ ク リ スト 


柄本 介 條 。 ニー 機械 の 所 性 ーー 
ーー シリ アル No. ー サー ビス メー タ 


4 トラ ンス ミッ ショ ンコ ント ロー ん 

5. プレ ー ネ 

外 失 検査 (正確 に 記述 の こと ) 6. エア コン プレ ッ サ 取付 ポル ト 

事 作 外 額 お よび カラ スー パパ 7。 テン ジン 取付 ポル ト 
ぁ 
9 


ラ レ ソテー タコ ア ラウ エー タ 取 付 ポ ルト 


演 接 部 ファ ン ペ アリ ング , アイ ドラ ー ペ ベア リング 


門 門 10。 PTIO シー ル , ョ ー ク ナッ トー 1 
を の 他 1 ジョ イン ト ロ 
12. 油圧 リン ダバ ッ キ ング | 
2 13。 パイ プレ ーション ダン バ ロ 
ポル ト , ナット, アクセ サリ ー な どの ろ 等 角 検査 4 スゲ ルド ヨン オ すご 本 ニー ニー ん nm ん mm 
嘩 途 15. ペイ プン ホー ス 類 (油水 空気 関係 全部 ) ___ 口 
16. ホイ ー ル ペア リン グ の 束 こ ーーーーーー デ ーー) 
き 8 17. 水 も れ , 滑 も れ 。 空気 も れ の 有無 ーー 一 号 
(A) トル ク 検 前 また は 具 18, エア タン ク の ドレ ー シ 抜 ま ーー ー ロ 
1. 車輌 を フ レー ム の 締 付 ロ 
2. トラ ニオ ン ょ ブフ レーム の 村 ロ 6 
3. ハ プ ポ ルト | (A) 運転 検査 
4、 ホイ ー ル ラグ 三 昌 1. 店 動機 人 品 
(B) 剖検 ・ 清 提 2. DE. の オイ ル 圧 ーー 人 
1. ディ ー ヤ セル エン ウン の エア クリ ー ナ ーー 印 3. 燃料 圧 ____ ー ー ロ 
2. スタ ー テ ィング エン ジン の エア クリ ー ナ ロ 4. ウェ ネ レ ー タ ウ の 充電 機能 VVV〈5〈65686# 品 
3, クラ ンク ケー ス の ブリー ザー ニー | ん ロ 8 多 ア 小 必 了 め : ド に ーーーーーーーーーーーーーーー . 可 
4 トラ ンス ミッ ショ シン の プリ ー ダ ーー ハハ 〈、 ハ 4〈n4n つ 4n4nOnRO 親水 電 ーー ニー ニーーーーーーーー ニ ーー ニー 
5. トラ ンス ミッ ショ ン の フィ ー ラ ー キ ャ ッ プ 晶 7. コン ペパー タ 温 度 品 
6. ステ アリ ング ブリ ー ザ が コロ | 07 
7. デフ ァ レ ン シ ャ ルプ リー ザ = 9. ステ アリ ング ロ 
の 2 な ウッ 30 っ 0 ニーーー ! 日 10. パケ ッ ト ボ ポジ ショナ ま ロ 
(C) 電気 系 続 11。 タコ メー タ 。 ゲ ダー の 類 ロ 
1 バッ テリ ロ 12. ロ 
2. 電解 液 溢 面 点 板 ______V〈{〈〔〈〔t5t{〈6 ぞ 6 ロロ 13. 口 
3. ケー ブル お よび ケー プル の 接 14. 滑 庄 幣 商 間 ロ 
し 
5、 ホー ルド ダウ ン ロ 7 
6 珠 関係 ロ (A) エン ジン が 定 誰 状態 に な っ た と き の 臣 松 
4 タマ ロ 1 ステ アリ ング シャ フト の 調子 ロ 
8。 ゲロ ログ ウ グ ロ 2. ステ アリ ング ポン プ の 圧 調 邊 ロ 
9. ウェ ホレ ー タ ノ オ ル タホ ー タ | ロ 3.。 アン ロー ド バ ル ズブ ロ 
4. 油 ポ ンプ の 圧 整 Ia| 
4 5.。 オー トマ チッ クス ピー ド チ ェ ン ワウ バ ルプ . ロ 
(A) 潤 消 系 統 
1 コー ド (4) 600 時 間 ロ 8 
ek] ) (⑳) エン ウン の 点検 。 必要 が あれ ば ぼ チ ュー シア ッ プ 
の ロ 1. 燃料 フィ ル タ の 交換 ロ 
2. スロ ッ ト ル 調整 ーーー 一 皿 
る 3. エマ ー ジ ェ ン ジー ロ 
(A) 修理 , 点検 調整 (必要 が あれ ば ) 
ーー ニーー 。 ーー 
る W 呈 42 ス グル キー デュ ニ ーー ーー 泊 
3. トラ ンス ミッ ショ ン セ ー フ ティ ロ 年 月 機械 作 印 


間 設 の 機械 化 "80.12 員 

整備 技術 
Fig.3 

EEZ//77777/77//7//2 

47774747//7747/7//777//2277//777/ ん ん 

説 明 

T に 55! T | 

= ーー ロ | 

は 計 ーー トト HH 1 寺 

時 ト 


HH 
則 


居 に 


ー ド 
電 


ある い は 効率 的 に 活用 され て いな い の か も し れ な い 。 待 
ち 時 間 の た め に 機械 を 何時 間 も 遊 ば せる こと は 異常 で あ 
る 。 待 ち 時 間 の コス ト も 金 で ある 。 不 必要 に 部 品 を 消 和 耗 
させ る 原因 と も な る 。 し か も 間 い 燃料 の ムダ 使い で ある 。 
効率 的 な 機械 の 活用 と は 投資 が 利益 と し て 回 収 で きる 
よう に する こと で ある 。 燃 料 節 約 は 生き の びる 手段 で あ 
る 。 機 械 は 必要 な と き に 適当 な サー ビス を 受け られ れ ば 
寿命 は 延び る 。 燃 愛 ペ ー ス の メン テ ナ ン ス を 行え ば , こ 
れ ら の ゴー ル に 容易 に 到達 で きる 。 


@ 筆 者 あと が き …… 
最近 は 石油 の 需給 事情 が 小康 を えた と いう 感じ 方 が 絢 
く な っ て きた よう で , また ぞ ろ エ ネル ギー 危機 は 遼 の い 


攻 障 補 


初期 サー ビス 基 
0 (風間 


時 間 の 経過 
図 一 ! 故障 率 の バス タブ 曲線 


老 交 基 


た と いう ムー ド に な っ て きた よう で も ある 。 し か し , こ 
れ は 大 変 危 険 な 感覚 だ と 思う 。 OPEC 諸国 は 石油 埋 藤久 
を 保護 し よう と し て いる し , ツ 連 も 油 輸入 国 に 転じ よ 
うと し て いる 事情 を 無視 し て は な る まい 。 そ の と き そ の 
と き に 消長 は ある に し て も , 石油 節減 の 対策 は 考え て い 
か な けれ ば な ら な い 間 題 で あろ う 。 
フレ デリ ッ ク の MPG 方 式 の も う 一 つの 魅力 は 修繕 費 
の 節 浅 効果 で あろ う 。 よ く 知 られ て いる よう に , 機械 の 
故障 率 は バス タブ 曲線 に 沿っ て 変化 する ( 図 一 参照 )。 
すなわち , 故障 の 発生 状況 を 初期 故障 期 。 サ ービス 期 , 
老 襲 期 の 3 区 分 に 分 け て 特徴 づけ る こと が で きる わけ で 
ある が , タイ ムペ ベー ス で 無 批判 に 整備 を する と , ある い 
は その 機械 が サー ビス 期 に ある の に 分 解 し た り し て し ま 
うこ と も 起 る 。 そ うす る と 図 一 1 の 点線 の よう な 高 導 障 
率 の 現象 を 引 起 し て し まう こと も あり , アベ イラ ビリ テ 
ィ の 低下 と 余分 な 修繕 費 を 呼び 起す こと に な る 。 修繕 費 
の か さ み 方 は , 金物 それ 自体 に ちもと づく も の より ゃ , 人 
狗 的 な も の の 方 が 5 倍 も 多い と いっ て で も いい 過ぎ で は な 
い 。 
ーー 二宮 嘉 弘 一 
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統 調査 部 全 


建設 工事 受注 額 ・ 建 設 機械 受注 額 ・ 建 設 機械 卸売 価格 の 推移 
指 雪 準 * 明和 45 100( 村 設 機 本 売 代 格 っ 50 100) 地 設 機 受入 額 : 機 欄 受 注 統 計 ( 機 租 別 」…… 強 外 画 ば 
人 設 工事 自 額 : 大 手 43 壮 受 証 家 (季節 調和 済 ) 電設 機械 売価 格 : 卸売 物 人 指数 …………… 日 本 銀行 
340」 0 
320 


| 計 切 譜 


j mmIV 1 MIV 1 IIVIH AN 9 0 1 12 1 > 3 4 6 7 8 9 10 
年 (っ ー* が ) 
PE EET 照 53 人 順 54 昭 55 馬 
瑞 設 工事 受注 (第 1 次 43 社 分 ) (受注 高 ) 一 一 季節 調整 済 (単位 再 万 円 ) 


未 消 化工 事 高 | 


| まま ホネ 
| 2.833.421 | 5.271.033 
3.159.531 | 5.981.935 
4.018.501 | 3.675.322 | 6.776.094 
4.520.141 | 3.841.750 | 7.371.695 
363.629 304.929 | 7.064.826 
390,665 306,191 | 7.144.807 
397,989 316,894 | 7.201.664 
413549 341197 | 7.278.232 
494,308 280,.461 7,392,071 
477,215 281.782 | 7,438.156 
407.766 321L895 | 7,412.618 
490.860 283.215 | 7.00.319 
385,684 413.342 7.836,478 
432.145 328,663 7.728.982 
314,711 442.057 329,854 7.811.754 
415,673 361.691 7,489.515 

( 昌 位 : 代 円) 


2 月 |8 月 4 月 |5 月 |6 月 1? 月 |8 朋 |9 月 


10 月 |11 月 
8 M| 80| mMliy| 57| 87| Mg| zo| mm| es 


484| 746| | as 


電機 横 |1534 


建設 機械 卸売 価格 指数 


leslealzmlsalv 
寺本 筑 (9 品目 )| 103.4 | 107.2 | 1 113.4 | 4.5 | 5.5 | 5.8 | 115.7 | ls.5 | nt6.2 同 MR 15.4 | 6.4 | ls.a | id.a 
掘削 機 (1 品目 )| 102.5 | 108.8 | 111.2 | 113.1 | 113.7 | 118.1 113.4 | 113.7 | 113.1 PP 112.1 


112.0 | 112.7 | 112.7 
東 月 」 品 中 )| 105.5 | 109.4 | 117.8 | 19.0 | 19.0 | jis.0 | n9.0 | ne.0 | ii9.0 | ii9.0 19.0 | 9.0 PIPE 129.0 | 129.0 


( 注 ) 1. 四 和 51 年 ご 54 年 6 月 は 四半 期 ご と の 平均 値 で 図示 し た 。 
2. 「 建 設 工事 受注 額 」 の 大 手 43 社 の シェア は 約 18% 前 後 で も る 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ノ 0 


17.0 
11.2 
125.8 
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(昭和 355 年 10 月 1 昌一 31 日 ) 


理 事 会 


日 時 :10 月 25 日 ( 土 ) 17 時 一 

出席 者 : 加藤 三重 次 会 長 ほか 68 名 ( う 
ち 委 任 状 出席 22 名 ), その ほか 監事 
ほか 30 名 

識 題 :O 昭 和 55 年 度 上 半期 事業 報 
告 に つい て @ つ 昭和 55 年 度 上 半期 
経理 概況 報告 に つい て ⑧ 各 支部 の 
昭和 55 年 度 上 半期 事業 報告 お よび 
経理 概況 報告 に つい て ⑨ 顧 問 の 委 
器 に つい て 


運営 幹事 会 


日 時 :10 月 13H (月) 15 時 一 

出席 者 田中 康之 帳 事 長 ほか 39 名 

識 題 :① 昭 和 55 年 度 上 半期 事業 報 
告 に つい て 昭和 55 年 度 上 半期 
経理 概況 報告 に つい て 


主務 官庁 検査 


日 時 :10 月 30 日 (本) 10 時 ー 

場 所 : 本 協会 会 議 室 

検査 宮 : 通商 産業 省 機 械 情報 基 業 局 産 
業 機械 課 原 一 稔 工業 建設 機械 天 
長 , 江 越 博昭 周 上 建設 機械 油 友 機 器 
係長 建設 省 大 菩 官 房 建設 機械 課 谷 
択 義広 課長 補佐 久保田 江 夫 同 上 双 
理 係長 

立会 者 : 拓 質 専務 理事 ほか 本 部 8 よ 
び 研 究 所 担当 者 6 名 

内 容 : 本 協会 (建設 機械 化 研究 所 お 
よび 支部 を 含む ) の 業務 お よび 財産 
状況 身 の 検 春 に つい て 


広報 部 会 


画 出 版 委 員 会 
日 時 :10 月 1 日 ( 水 ) 14 時 一 
「 : 中 野 公 次 部 会 長 ほか 8 名 
「 昭 和 56 年 度 版 国産 建 設 機 
抜 要 諸 売 表 ] の 編集 に つい て 
還 広 報 部 会 
日 時 :10 月 3 日 ( 金 ) 10 時 一 
出席 者 : 中 野 俊次 部 会 長 ほか 7 名 
議 題 :① 昭 和 55 年 度 上 半期 の 報告 
お よび 下半期 の 計画 @② 建 設 機械 展 
示 会 (名 古 量 ) に つい て 
時 機関 誌 細 集 委員 会 
日 時 :10 月 9 日 (本) 12 時 一 
田 席 者 : 田中 康之 委員 長 ほか 23 名 
織 題 :① 昭 和 55 年 12 月 号 ( 第 370 


号 ) 原稿 内 容 の 検討 , 禄 付 ⑧ 昭 和 
56 年 1 月 号 (第 371 号 ) 原稿 内 容 の 
検 計 割 付 ⑨2 月 号 (第 872 号 ) 
の 計画 
還 昭 和 55 年 度 建 設 機 械 展示 会 (名 古屋 ) 
期 日 :10 月 16 日 (本) 一 20 日 (月 ) 
) 古屋 市 熱田 区 六 野 2 丁目 


入場 
男 昭 和 55 年 度 建設 機械 と 施工 法 シ ン ポ 
ジウ ム 
期 日 :10 月 17 日 ( 金 )-18 日 ( 土 ) 
場 所 : 名 古屋 市 熱田 区 「 愛 知 県 トラ 
ッ ク 会 館 」 
内 容 :38 テー マ の 発表 
参加 者 : 約 300 名 
還 文 献 調査 委 具 会 
日 時 :10 月 28H ( 火 ) 14 時 
出席 者 : 沢田 茂 良 宏 員 長 ほ か 8 名 
護 題 : 機 関 誌 1 月 号 掲載 原生 に つい 


2 

還 海 外 建 設 機械 化 視 宗 団 打合せ 会 
日 時 :10 月 81 日 ( 金 ) 12 時 一 
出席 者 * 押 質 専務 理事 ほか 32 名 
議 期 : 米 国 コ ネクス ポ に つい て 


機械 技術 部 会 


時 荷役 機 械 技術 委員 会 小 委員 会 
日 時 :10 月 2 日 ( 木 ) 14 時 一 
出席 者 : 本 田 忠 閉 幹 事 ほ か 4 名 
護 順 : 委 員 会 の 運営 方 針 に つい て 
軒 運 営 連絡 会 
日 時 :10 月 6 日 (月) 14 時 一 
出席 者 : 内 田 買 一 部 会長 ほか 20 名 
離 題 :① 昭 和 55 年 度 上 半期 事 業 報 
告 の 検 待 ⑤ 今 後 の 事業 予定 に つい 
て 


軒 提 排水 ポン プ 設備 技術 委員 会 第 4 分科 
会 
日 時 :10 月 7H ( 火 ) 9 時 半 ー 
出席 者 : 土屋 実 幹事 ほか 10 名 
議題 : 揚 排水 ボン プ 設 備 技術 基準 
( 案 ) 解説 の 核 正 
硬 デ ィ ー ゼ ル 機 関 技術 委員 会 小 委 員 会 
日 時 :10 月 17H ( 金 ) 18 時 半 一 
出席 者 : 中 戸 情 夫 委員 長 代理 ほか 4 名 
議題 :「 建 設 機械 間 備 ハン ドブ ッ ク 」 
エン ジン 編 の 原 策 審 議 
還 ト ラク タ 技 術 委員 会 
日 時 :10 月 2 日 ( 金 ) 19 時 一 
出席 者 : 磯部 金 治 委 員 長 ほか 9 名 
議題 :⑪ 安 全 性 評価 に 関す る 検討 
@JIS D0005 トラ クタ ショ ベル 仕 
様 書 様式 の 見 直し 
画 ダ ンプ トラ ッ ク 技 術 委 員 会 重 ダ ンプ ト 
ラッ ク 分 科 会 
上 日 時 :10 月 24 日 ( 金 ) 14 時 一 
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出席 者 : 佐々 林 敏 彦 幹 事 ほ か 7 名 
議題 : 重 ゲ ダンプ ト ラッ ク 人 性 能 試験 
法 , けん 引 試験 , 落下 試験 の 審議 
画 揚 排水 ポン プ 設 備 技術 委員 会 第 4 分科 
会 
日 時 :10 月 27 日 (月 ) 18 
出席 者 : 長田 忠良 委員 長 ほか 7 名 
議題: 揚 排 水 ま ポン プ 設 備 技術 基準 
( 案 ) 解説 の 校正 
還 荷 役 機 補 技 術 委員 会 小 委 員 会 
日 時 :10 月 30 日 ( 林 ) 14 時 一 
出席 者 : 津田 弘 徳 委員 長 ほか 5 名 
議題:① 運 営 方 針 に つい て ⑧ ア ン 
ケー ト 案 の 審議 


施工 技術 部 会 


還 原 位置 土質 ・ 岩 質 測 定 研究 委員 会 
日 時 :10 月 14 日 ( 火 ) 14 時 一 
出席 者 : 川崎 江 司 容 員 長 ほか 10 名 
議 期 : 涼 分 密度 計 に つい で 

軒 小 規模 ダム 施工 設備 研究 委員 会 
日 時 i10 月 22 昌 ( 水 ) 13 時 半 ー 
出席 島 加 委 員 長 ほか 8 名 
議題 : 経 過 報 告 の 審 諸 

男 骨 材 生産 委員 会 小 委員 会 
日 時 :10 月 29 日 ( 水 ) 14 時 一 
出席 者 志 原 重 美 委員 長 ほか 5 名 
議題 今後 の 方 針 に つい て 


整備 技術 部 会 


男 建 設 失 械 整備 ンド ブッ ク 委 員 会 基礎 
技術 編 小 委員 会 
日 時 :10 月 2 日 ( 末 ) 10 時 一 
出席 者 : 二宮 放 静 事 長 ほか 7 名 
護 順 : 共 技術 編 (ブーム, アー ム , 
バ パケット, お よび 安全 閉 剛 ) の 原 和 
審 胡 
罰 運 営 連 絡 会 
日 時 :10 月 7 日 ( 火 ) 14 時 
出席 者 : 森林 疾 光 部 会 長 ほか 12 名 
議 題 :① 昭 和 55 年 度 上 半 革 事 業 報 
告 の 検討 ⑤⑬ 今 後 の 事業 推進 に つい 


て 

男 建 設 機械 整備 ハン ドブ ッ ク 委 員 会 基礎 
技術 幼小 委員 会 
日 時 :10 月 16 日 ( 木 ) 10 時 一 
出席 者 : 二 家 放 弘 幹事 長 ほ か 7 名 
譜 順 : 基 礎 技 術 編 ( 安 全 装 冒 ) の 原 

入 守 村 

還 料 金 調査 委員 会 小 委員 会 

日 時 :10 月 17 日 ( 金 ) 13 時 半 ー 
安 地 猪 司 容 員 ほか 3 名 

離 順 : 建 設 機械 訓 備 工数 の 検討 

還 料 金 調査 委員 会 小 委員 会 
日 時 :10 月 20 日 (月) 1 時 一 
出席 者 : 飼 正 商 委 員 ほ か 5 名 
議 串 : 建 設 機械 整備 工数 の 検討 
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男 料 金 調査 委員 会 
旦 時 :10 月 22 日 ( 水 ) 14 時 一 
出席 者 : 青沼 英明 委員 長 ほか 20 名 
護 燃 : 建設 機械 整備 工 致 お よび 整備 
料金 調査 の 経過 報告 な ら びに 検討 
玉 建 設 機械 整備 ンド ブッ ク 委 員 会 基礎 
技術 編 小 委員 会 
日 時 :10 月 91 日 ( 金 ) 10 時 一 
出席 者 : 二宮 放 玖 幹事 長 ほか 8 名 
譜 順 : 基 礎 技 術 編 (安全 装置 ) の 原 
稿 審査 
機械 損料 部 会 


較 茶 遼 工 事 用 機械 委員 会 小 委 員 会 
日 時 :10 月 21H ( 火 ) 14 時 一 
出席 者 : 藤田 修 照 和 員 長 ほか 6 名 
護 燃 : 昭 和 56 年 度 基礎 工事 用 機械 
損料 改訂 に っ いて 
還 舗 装 機 委員 会 小 委員 会 
日 時 :10 月 23 日 (本 ) 18 時 半 ー 
出席 者 福岡 紀 道 弄 委員 長 ほか 4 名 
護 順 : 千 装 機 械 損料 改訂 に 伴う 打 合 
せ 
還 運 営 連絡 会 
日 時 :10 月 30 日 ( 木 ) 14 時 一 
出席 者 : 永 大 話 既 部 会 長 ほか 23 名 


議 題 : 昭 和 56 年 度 建設 機械 損料 の 
政 正 に つい て 
IS8o 都 会 
還 第 3 委員 会 


日 時 :10 月 9 日 ( 米 ) 14 時 一 

出席 者 : 内 田 一 郎 出 委員 長 ほか 6 名 

議題 :⑳ プ ラウ ボル ト 規 格 案 の 作成 
⑱ パ ケッ ト ツ ー ス 規格 案 の 作成 ③ 
エン ド ビ ピッ ト 規 格 案 の 作成 ⑪ DIS 
6405 お よび TC127N148 シン ポ 
ル の 審 識 

還 第 2 委員 会 

日 時 :10 月 23H ( 木 ) 14 時 一 

出席 者 : 瀬田 北 委員 長 ほ か 15 名 

議題 :ODIS 6683 シー トペ ルト , 
DIS 7095 履帯 式 ト ラク タ 操 装 置 
の 審議 ⑧DIS 6682 手足 の 操作 給 
囲 の 改正 案 の 審 虐 SC 2 N 224 
油圧 ショ ベル の 定格 持上げ 力 転倒 安 
例 荷 重 の 書 壮 ④ISO 3164(DLV), 
SR 小柳 正 案 の 検 計 


の 定義 検討 ⑮SC2N228 ISO 2860 
修正 案 の 審 議 


標準 化 会 議 お よび 規格 部 会 


還 規 格 部 会 JIS 原案 作成 小 委 員 会 
日 時 :10 月 9 日 ( 林 ) 14 時 一 
出席 者 : 花 里 健一 委員 ほか 2 名 
護 区 : 重 位置 測定 法 JIS 原案 の 接 


式 履正 
罰 規 格 部 会 第 2 委員 会 
H 時 10 月 21 昌 ( 火 ) 14 時 一 
出席 者 : 醍 中 委員 長 ほか 5 名 
識 燃 : 双 測 定 法案 (個別 規格 ) の 
審議 
還 規 格 部 会 JIS 原案 作成 委員 会 
H 時 :10 月 22 日 ( 水 ) 13 時 半 ー 
出席 者 : 長田 忠良 委員 長 ほか 16 名 
識 類 : 項 心 人 胃 測 定 法 JIS 案 の 審議 


業種 別 部 会 


罰 商 社 部 会 幹事 会 
日 時 :10 月 3 日 ( 金 ) 17 時 半 
出席 者 : 栓 会 長 ほか 4 名 
議 順 : 昭 和 55 年 度 上 半期 事業 報告 
お よび 下半期 事業 計画 に つい で 
罰 製 造 業 部 会 幹事 会 
日 時 :10 月 15 上 日 ( 水 ) 12 時 一 
出席 者 : 大 内 田 正 部 会 長 ほか 24 名 
議題 :Q 昭 和 56 年 度 機械 整備 費 の 
考え 方 に つい て (講師 : 建 設 省 建設 
機械 課長 中 肢 俊次 ) @ 建 設 機械 器具 
リー ス ・ レ ンタ ル 業 実 旅 調査 結 
つい て (講師 : 同上 ) ⑧56 
商 産業 省 関係 予算 に つい て (講師 : 
通 前 産業 省 産業 機械 課 係長 江 越 博 
昭 ) ⑭55 年 度 上 半 其 事業 報告 お よ 
び 下 半期 事業 計画 に つい て 
還 列 設 業 部 会 と 機械 振興 協会 の 関係 部 会 
と の 意見 交換 会 
日 時 :10 月 27 日 (月) 14 時 一 
出席 者 : 建 設 業 部 会 側 鐘 子 功 再 事 
長 ほか 10 名 , 機械 振興 協会 側 12 名 
戯 燃 : 貫 設 機械 油圧 レス テム に お け 
る 難 槍 性 流体 に 関す る 意見 交換 
一 サー ビス 業 部 会 
日 時 :10 月 28 日 ( 火 ) 14 時 一 
出席 者 : 久保 有 栄 痢 会 長 ほか 8 名 
議題 :① 情 幸次 換 ② 鉱 山 法 に つい 
て 料金 再 査 委員 会 の 経過 に つい 
圏 リー ス ・ レ ンタ ル 業 部 会 
日 時 :10 月 29 日 ( 水 ) 13 時 一 
出席 者 : 西尾 晃 部 会 長 ほか 12 名 
護 期 : 約 交 研 究 に つい て 
安全 対策 専門 部 会 
岬 設 失 補 安全 調査 委員 会 見 学会 
期 朋 :10 月 7 日 ( 火 ) 
参加 者 : 井 日 雅 一 秋 員 長 ほか 14 名 
見 学 先 : ① 国 道 6 号 土浦 バイ パス エ 事 
現場 @ 質 波 研 究 学 園 都 市 セン ター 
ビル 工事 現場 ⑧ 昌 立 建 機 土浦 工場 
騒音 振動 対策 専門 部 会 
罰 技 術 開発 委員 会 コン クリ ー ト 機械 幹事 


建設 の 機械 化 "80.12 


会 


日 時 :10 月 3 日 ( 金 ) 14 時 一 
肌 席 者 : 泊 英明 幹事 長 ほか 1 名 
議題: 昭和 55 年 度 事業 の 進め 方 に 
つい て 
画 技 術 開発 委員 会 基礎 工事 機械 幹事 会 
日 時 :10 月 9H (本 ) 10 時 一 
出席 者 : 有 中 康之 笛 事 長 ほか 22 名 
玄 題 : 昭 和 55 年 度 事 業 の 進め 方 に 
つい で 
画 技 術 開発 委員 会 
日 時 :10 月 15 日 ( 水 ) 12 時 半 
出席 者 : 福岡 正己 委員 長 ほか 21 名 
苺 題 : 昭 和 55 年 度 事 業 計 画 の 推進 
に つい て (③ 低 騒 普 ・ 低 振動 基礎 工 
事 ・ 機 械 の 開発 ② 低 馬 音 土工 機械 
の 開発 ⑧ 低 双 音 コン タリー ト 機械 
の 開 著 ) 


舗装 材 再生 装置 調査 
専門 部 会 


時 舗装 材 再 和装 恒 調査 委員 会 幹事 会 
上 時 :10 月 21 日 ( 火 ) 13 時 半 ー 
用 席 者 : 津 加 徹 事 長 ほか 18 名 
議 題 : リサ イク ルプ ラン ト お よび 中 


此 生 処理 機械 に 関す る 検討 


日 時 :10 月 81 日 ( 金 ) 14 時 一 

出席 者 : 津田 紅 徳 事 長 ほか 15 名 

護 燃 : 路 上 再生 処理 機械 議論 に つい 
て 


路面 圧雪 処理 調査 
研究 専門 部 会 

田路 面 圧 軍 処 理 調査 研究 専門 部 会 幹事 会 
日 時 :10 月 8 日 ( 水 ) 12 時 一 
仙 席 者 : 田中 康之 部 会 長 ほか 10 名 
離 類 : 調 論 研 究 方 針 の 検討 

罰 略 面 圧 寺 処理 調査 研究 専門 部 会 
日 時 :10 月 27 日 (月 ) 12 時 半 ー 
介 席 者 : 田中 康之 部 会 長 ほか 22 名 
雌 題 : 路 面 圧雪 処理 の 調査 方 針 お よ 

び 工 程 に つい て 


北海 道 支部 


画 埋 事 会 
日 時 :10 月 8 日 ( 水 ) 13 時 半 一 
出席 者 : 佐藤 信二 弄 幹事 長 ほか 6 名 
議 燃 : 〇 昭和 55 年 度 上 半期 事業 報 
告 と 経理 概況 報告 @ 支 部 創立 30 
周年 記念 事業 に つい て 
罰 軍 営 委員 会 
日 時 :10 月 15 昌 () 14 時 


建設 の 機械 化 "80.12 


出席 者 : 北郷 候 支 部 長 ほか 26 名 
議題 :① 役 員 の 変更 補充 に つい て 
@ 昭 和 55 年 度 上 半期 事 業 報 告 と 経 
理 概況 報告 ⑬ 支 者 創 立 30 周年 記 
金 事業 に つい て 
軒 技 術 部 会 車検 対策 委員 会 
日 時 :10 月 21 且 ( 火 ) 13 時 半 一 
出席 者 : 谷 下 答 久 委員 長 ほか 9 名 
論題: 建設 機械 と 保安 基準 の 説明 会 
開催 に つい て 
還 技 術 部 会 車検 対策 委員 会 
日 時 :10 月 25 日 ( 土 ) 18 時 一 
出席 者 : 谷 日 般 久 委員 長 ほ か 7 名 
離 是 : 建 設 機械 と 道路 運送 車両 の 車 
検 に 関す る 説明 会 の 実施 計画 に つい 
て の 道路 運 送 事 両 の 車検 に 関す る 
要望 事項 に つい て 


東北 支 都 


軒 除 折 機 械 展示 会 打合せ 
期 日 :10 月 7 日 ( 火 ) 8 日 ( 水 ) 
出席 者 : 粟 原 宗 礁 幹事 ほか 7 名 
護 題 : 展示 会 場 と 設備 関係 に つい て 
還 工 事 見 学会 
期 HH:10 月 16 日 ( 木 )-17 日 ( 金 ) 
見 学 先 : 仙 考 流 城下 水道 事務 所 ( 多 錦 
城市 ), 女 川原 子 力 発電 所 ( 守 城 県 和 
春 了 女 川町) 
参加 者 : 山形 順一 事務 局長 ほか 9 名 
軒 排 水 ポン プ 設 備 点検 保守 講習 会 
期 日 :10 月 29 卓 ( 水 )-30 晶 ( 木 ) 
場 所 : 鈴 根 到 郎 排水 機場 (宮城 県 志 
田 郡 松山 町 ) 建設 省 北上 川下 流 工 事 


事務 所 設備 
謙 師 : 日 立 製 作 所 ( ま ポ ンプ , 変速 
機 。 操 作 艇 , 発電 機 ), 新潟 鉄工 所 


(エン ジン ), 宇部 興産 ( 除 弄 機 ) 
参加 者 : 今 野 学 幹 事 長 ほか 40 名 


北陸 支部 


還 軍 水 部 会 除 人 機 概 弄 用 年 数 分 利 会 
日 時 :10 月 3 日 ( 金 ) 10 時 一 
出席 者 : 困 山 弘 部 会 長 ほか 11 名 
譜 期 : 資 料 の 依頼 免 と 内 容 の 検討 
上 半期 会 計 監 査 
月 時 :10 月 6 日 (月 ) 18 時 一 
出席 者 : 井 代 玉 郎 会 計 監 事 ほ か 名 
内 容 : 上 半期 経理 の 会 計 監 査 


日 時 :10 月 9 日 ( 木 ) 11 時 一 
出席 者 : 川端 徹 吉 幹事 長 ほか 13 名 

識 題 : 運営 委員 会 に 失 出 する 議案 の 

検討 を の 他 
男 連 営 委員 会 

日 時 :10 月 17 日 ( 金 ) 14 時 一 
出席 者 : 土屋 電 蔵 支部 長 ほか 24 名 
議題: 昭和 55 年 度 上 半期 事業 報告 


ほか 4 件 
玉 除 軍機 想 安 全 点検 整備 講習 会 

期 日 :10 月 27 日 (月)-31 日 ( 金 ) 

場 所 : 新 更 市 , 長岡 市 , 上 越 市 , 富 
山 市 , 金沢 市 の 5 会場 

受講 者 : 各 会 場 の 合計 547 名 

内 除 才 機 械 の 取扱 い 。 点検 束 備 
の 要点 お よび 除雪 作業 に お ける 安全 
思想 の 喚起 と 円 滑 な 作業 の 遊行 ( 
いて の 学習 


中 者 支 都 


男 建 設 機 補 展 示 会 準備 委員 会 
日 時 :10 月 2 日 ( 林 ) 15 時 一 
用 席 者 : 崎 博 看 委 員 長 ほか 22 名 
議 古 :① 出 品 会 社 打 合せ 会 議 報 告 
③ 関 連 催し 物 実施 朋 頒 に つい て ③ 
開会 式 の 実施 要領 に つい て 準備 
事項 の 工程 確認 ⑤ 安 全 管理 者 の 選 
出 に つい て その 他 
還 昭 和 55 年 度 建設 機械 展示 会 (名 古屋 ) 
期 昌 :10 月 16 日 (本 )ー20 日 (月 ) 
合 場 : 名 古屋 市 熱田 区 六 野 2 丁目 
入場 者 約 31.000 名 
軒 昭 和 55 年 度 建設 機械 と 施工 法 シ ン ポ 
ジウ ム 
期 日 :10 月 17 日 ( 金 )<18 日 ( 土 ) 
会 場 : 愛 知 県 トラ ッ ク 会 館 
参加 者 : 約 300 名 


関西 支部 


画 技 術 部 会 新 機種 新 工法 委員 会 第 4 回 低 
スラ ンプ 生コン 則 送 分 利 会 
日 時 :10 月 3H ( 金 ) 14 時 一 
出席 者 : 長尾 策 磨 分 科 会 長 ほか 6 名 
誰 題 : 昭 和 55 年 度 事業 計画 の 推進 
に つい て 
置 技術 部 会 第 11 回 アス ファ ルト 谷 凌 機 
概要 員 会 
日 時 :10 月 7 日 ( 火 ) 14 時 一 
出席 者 北村 孤 司 委員 長 ほか 16 名 
議題:⑳ ア ス フ ァ ルト プラ ント の 実 
胡 調 査 の 経過 報告 と 集計 方 法 に つい 
て 報告 「 結 装 転 圧 機械 に つい て 
( 潤 田 委員 , 石 話 委 員 )」 
画 建 設 失 械 整備 技能 検定 に 関す る 学科 特 
別 講習 会 反省 会 
日 時 :10 月 9 日 ( 林 ) 17 時 半 一 
出席 者 : 奥山 茂樹 講師 ほか 15 名 
議題: 昭和 55 年 度 学科 特別 講習 
会 の 反省 に つい て 昭和 56 年 度 
の 講習 会 の 計画 に つい て 
画 技 術 部 会 新 機種 新 工法 委員 会 第 7 回 濁 
水 処理 装置 分 科 会 
日 時 :10 月 14 日 ( 火 ) 14 時 一 
出席 者 : 中 紫 弘 分 科 会 長 ほか 8 名 
証 : 分 科 会 経過 報告 と 内 容 の 検討 
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お よび 今後 の 事業 の 進め 方 に つい て 
画 普 及 部 会 見 学会 
日 時 :10 月 17 日 ( 金 ) 12 時 半 一 
見 学 先 : 建設 機械 展示 会 (名 古屋 ) 
参加 者 : 澤 昭 浴 郎 支部 長 ほか 42 名 
男 技 術 部 会 第 8 回 トン ネル 施工 機材 委員 
会 
日 時 :10 月 2 日 ( 火 ) 14 時 一 
出席 者 : 荒井 克 導 委 員 長 代 行 ほか 13 名 
議題: 報告 「NATM の 原理 お よ 
び NATM に お ける 施工 機材 に つい 
て (谷本 委員 )], 「 現 場 担当 者 か ら 見 
た トン ネル 施工 機材 に つい て ( 食 直 
委員 )」 ⑤ 資 料 紹 介 「 ト ン ネ ル エ 事 
に お ける 機械 化 施工 に つい て (名 委 
貞 )」 
還 技 術 部 会 第 12 回 アス ファ ルト 針 装 擬 
撤 委 員 会 
日 時 :10 月 中 日 ( 火 ) 14 時 一 
出席 者 : 北村 基 滞 員 長 ほか 6 名 
議 燃 : アスファルト プラ ント 実態 調 
査 表 の 整理 
還 旭 設 業 部 会 書 設 用 電気 設備 特別 委員 会 
第 128 回 専門 要員 会 
月 時 :10 月 22 日 ( 水 ) 14 時 一 
出席 者 : 工藤 拉 昭 詩 衣 ほ か 9 名 
議題 : 書 設 工事 用 電気 設備 資料 集 
「 そ の 1 電圧 変動 対策 」 の 検討 
還 技 術 部 会 第 87 回 摩耗 対策 委員 会 
日 時 :10 月 23 日 ( 木 ) 14 時 
出席 者 : 室 層 受 委員 長 ほか 13 名 
護 題 :① 礎 耗 に 関す る 文献 調査 に つ 
いで (深川 要員) (ゴム と タイ ヤ に 
お ける 摩 搬 と 礎 衝 に つい て , 高 奈 
強 利 耐 於 魚の 開発 ) シー ルド 
の カッ タク ヘ ッ ド と ピッ ト の 府 耗 に つ 
いで (吉川 委員 ) ⑨ タ イヤ の 商 向 席 
雄 に つい で ( 高 棋 委 員 ) ④ リ ッ パ チ 
ッ プ の 現地 床 耗 試験 に つい で ( 室 委 
員 長 ) 
軒 技 術 部 会 第 洋 開発 委員 会 
HH 時 :10 月 24 日 ( 金 ) 14 時 一 
出席 者 : 宜 培 明 委員 長 ほか 13 名 
議 題 :①LPG 様 橋 建 設 工事 に つい 
て で (北崎 員 ) ②⑧ 水 中 ブル ドー ザ に 
つい て 映画 と 説明 (浅見 委員 ) ③ 長 
崎 海上 空港 書 設 記録 映画 と 説明 
還 創 立 30 周年 史 第 4 回 細 集 会 議 
日 時 :10 月 28 昌 ( 火 ) 14 時 一 
出席 者 : 広田 秦 斑 長 ほか 9 名 
議 燃 : 編 集 分 所 に つい て 
玉 技 術 部 会 新 機種 新 工法 委員 会 濁水 処理 
装置 分 利 会 幹部 会 
日 時 :10 月 29 日 ( 水 ) 14 時 一 
出席 者 : 村田 良太 郎 委 員 長 ほか 2 名 
議題 : 江 水 処理 装置 の 実態 調査 表 の 
作成 お よび 依頼 先 の 検討 
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還 技 術 部 会 トン ネル 施工 機材 委員 会 
日 時 :10 月 30 日 ( 木 ) 10 時 一 
出席 者 : 谷本 親 伯 委 員 ほ か 3 名 
燃 : 全 国 の トン ネル 施工 現場 295 
個所 に トン ネル 施 王 機材 に 関す る ア 
ン ケ ー ト 調査 の 発送 作業 に つい て 


中 国 支部 


還 埋 事 会 
上 時 :10 月 8H ( 水 ) 16 時 一 
出席 者 : 中 山 正人 幹事 長 ほか 25 名 
議題 :① 昭 和 55 年 度 上 半期 事業 報 
告 @ 昭 和 55 年 度 上 半期 経理 概況 
報告 ⑧ 昭 和 55 年 度 下 半期 事業 計 
画 に つい て 
還 見 学会 
期 日 :10 月 17 日 ( 金 )-18 日 ( 圭 ) 
見 学 先 : ① 日 本 証 輌 製造 豊川 基 製 作 所 
② 書 設 機械 展示 会 (名 古屋 ) 
参加 者 : 河相 誰 夫 技術 部 会 長 ほか 12 名 
置 携 械 化 施工 技術 講演 会 (最近 の シー ル 
ド 機 械 の 現況 ) 
時:i10 月 24 日 ( 金 ) 10 時 一 
場 所 : 広 島 労 働 会 館 


陽 冬 か ら 始 まり , 公共 投資 の 抑 
制 , 衆参 両院 同時 選挙 冷夏, 関西 
新 空港 問題 , イラ ン ・ イ ラク 隅 争 な 
ど , 我々 建設 関連 業界 に も 何かと 話 
頑 の 多かっ た 1980 年 も 今 す ぎ よ う 


了 講 者 :150 名 
内 容 :⑤ 最 近 の シー ルド 舞 進 搬 の 傾 
向 (三菱 重工 業 ) ⑨ 最 近 の 妹 泥 水 ・ 
中 折 式 シー ルド 掘進 提 ( 小 松 製作 所 ) 
シー ルド 機械 施工 記録 映画 ( 提 
供 : 鹿島 建設 , 大 成 建設 , 西松 建設 ) 
還 運 営 委員 会 
HH 時 ?10 月 29 日 ( 水 ) 16 時 一 
用 席 者 : 網 下 寿 内 支部 長 ほか 27 名 
議題: 〇 昭和 55 年 度 上 半期 事業 幸 
告 @ 昭 和 55 年 度 上 半期 経理 概況 
報告 ⑧ 昭 和 55 年 度 下半期 事業 計 
画 に つい て 本 部 理事 会 の 報告 
支 部 
還 見 学会 
期日 :10 月 15H ( 水 )17 日 ( 金 ) 
見 学 先 : 意 著 山 トン ネル お よび 建設 機 
械 展示 会 (名 古屋 ) 
参加 者 :13 名 
還 施 工 部 会 
上 星 :10 月 20 晶 (月) 10 時 
出席 者 門田 光 没 賜 事 長 ほか 5 名 
議題 : 昭 和 55 年 度 下半期 事業 に っ 


建設 の 機械 化 "80.12 


いて 
男 幹 事 会 
月 時 :10 月 21 日 ( 火 ) 10 時 半 一 
出席 者 : 伊藤 楽 誠 幹 事 長 ほか 24 名 
議題 : 昭 和 55 年 度 上 半期 事 業 報告 
お よび 経理 概況 報告 
還 騒 音 ・ 振 動 計 測 講 習 会 
日 時 :10 月 29 昌 ( 水 ) 9 時 一 
場 所 : 高 松 市 「 市 民 文化 セン ター」 
聴講 者 :44 名 
九 州 支 部 
還 第 5 回 幹事 会 
日 時 :10 月 3 日 ( 金 ) 5 時 一 
出席 者 : 和田 一 郎 幹事 長 ほか 16 名 
議 二 :① 昭 和 55 年 度 上 半期 事業 幸 
告 お よび 経理 概況 報告 審議 ⑧10 
月 12 月 の 行事 予定 た つい て 
罰 技 術 部 会 委員 会 
月 時 i10 月 21 日 ( 火 ) 14 時 ー 
出席 者 東原 豊 部 会 長 ほか 8 名 
離 燃 : ① 九 州 地区 の 賃貸 機械 実 衣 調 
査 の まとめ 方 に つい て 今後 の 行 
事 予定 に っ つい て 


と し て お り ま す 。 

師走 に 発行 され る この 12 月 号 は 
盛夏 の 8 月 か ら 鈴 備 が 始め られ , 各 
諸氏 に は 89 月 の 多忙 の 中 で 拭 を 
ふる っ て いた だ き , い ま 皆様 の お 手 
元 に お 届け する こと が で きる に 吾 り 
まし た 。 

本 号 は 1 年 の 締め くく り と し て 広 
範囲 な テー マ を 取り 上 げ , 盛り 沢山 
の 内 容 に すべ く 企 画 し , 全国 各地 か 
ら , また 各 専 門 分 野 か ら の 記事 を い 
た だ きま し た 。 巻頭 言 , 随想 は 永年 
建設 の 機械 化 に 貢献 し て こら れ た 本 
協会 話 問 の 杉浦, 獲 瀬 両 氏 に 夷 場 し 


て も らい , 豊富 な 経験 談 の 中 か ら 大 
変 興味 深い 記事 を いた だ きま し た 。 
きら に 成り 沢山 の 企画 と し て は , 北 
は 東北 新幹線 建設 関連 工事 か ら , 南 
は 九州 の 低 公 害 リッ パ エ 法 と , 3 
を 縦断 する よう な 形 で 各地 の トピ ッ 
クス を 取り 上 げ , そし て 内 容 的 に は 
工事 計画 , 概要 , 実績 報告 , 新 機 
種 , 新 工 法 , サ ービス 間 題 と 多角 的 
に 取り 組ん で いた だ きま し た 。 執筆 
者 各位 に は 厚く お 礼 申 し 上 げ ま す 。 

で は , 皆様 , 良い お 年 を お 迎え 下 
きい 。 (古橋 ・ 高 木 ) 
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建設 壮 械 に つい て の 継 宰 羽 政 男 /26 
建設 械 用 ディ ー ゼ セル 機関 の 展 中 戸 人 夫 /27 
SN 人 ae 作 
大 型 タン プ ト ラ ッ ク を と り ま く 語 間 峰 原 野 愛 剖 /1 
締 則 機械 の 転 中 造 療 守 次 反 プ 32 
アス ファ ルト プラ ント の 省 エ ホ ルギー 西 必 内 彦 /94 
真 の 国際 化 が 題 まれ る 聞 圧 機 | 小笠 原 廊 男 96 
沿 舎 持 衣 /97 
安 地 貸 司 /99 
修 座 用 旭 /41 
震 河 。 津 /42 
口 且 相 新しい 肌 , 十 い 目 一 技術 交流 雑感 …… 内 田貫 一 45 
創立 30 周年 名 念 下 設 機械 展示 会 見 開 記 本 田 前 更 /48 

グラ ビ ャ ー 一 昭和 54 年 度 下 設 機械 展示 会 

建設 機 械 と 施工 法 レ ン ポ ピウス 見 開 記 本 田 官 昌 /5L 


ロ 新 機種 ニュ ー ス 


| 陣 和 年 2 月 号 (第 899) 


表 紙 写真 
KOBE R 935 油圧 ショ ペル 
株 式 会 社 神戸 製 急所 
巻 頭 言 土木 施 工 技術 へ の 一 提 J 川 嶋 登志 術 プ 1 
"小字 康 雄 /3 


攻 末 森 鈴 先生 を 爺 ん で " 


の 陸 役 に お ける 
負 欠 板 エ ル 座 大 工事 


箸 川 県 直 鳥海 底 震 般 所 削 工 事 … 


川崎 江 光 具 トン ネル の 管理 施設 


土砂 の 底 気 圧送 排 土 装置 の 開発 と 
シー ルド 工法 へ の 敵 


両角 ロ ンク リー ト 打 設 用 
スネ ホー クジ ュー ト 工 法 


半角 トシ ネル 改築 に お ける NATM の 計 削 : 


口 随想 雑考 「 同 果 陀 軟 経 」・ 
エア リフ ト 実 務 計 算 の 一 手法 


六法 有 /57 
1SO/TC 127 サン ドバイ ホル ム 国際 会 議 報告 ・ "1 SO 部 会 62 
軌 54 年度 示 会 ゲン ケー ト 姜 旨 … 広 報 秀 会 /69 
内 欄 = ュー ス - 柚 衣 部 会 1 
時 

機 横 マ ネー ジャ の 任務 と 全 命 全備 技 術 部 会 /74 
1S0 夫人 

機雷 ・ 革 に 妥 す rr の weT SO 剖 全 7 


LR 損 人 研究 所 抄 打 ぐ 127 
360. 小松 D20S-5 民 穫 式 ト ラク タ レ ョ ベル 
361. 川 生 KLD 502 弄 内 式 ト ラク タダ ジョ ベル 
362. 古河 FL 200B 刑 内 式 ト ラク タレ ョ ペル 
363. 古河 FL120 列 答 式 ト ラク タ ジ ョ ベル 

部 便 り 
誰 機 検 弄 習 会 を 開 側 

日 縮 計 


人 の 李 が 


昭和 55 年 3 月 号 ( 第 381 号 ) 


ー シ ジー ルド 特集 一 
雪 紙 写真 
旦 立 UH07-5 油圧 ショ ベル 
時 機 式 会 
口頭 言 レー ルド 法人 濾 辺 。 鮭 ノ 1 
シー ルド 工法 の 現況 栗 原 和 夫 ノ 3 
最近 の シー ルド 拓 西  。 茂 /8 
京都 政 半 業 計画 ソー ルド 式 見 英雄 6 
人 団地 下 鉄 11 号線 ( 表 株) 工事 に 電電 
東京 首 局 北 間 約 シー ルド 工 事 概要 山 ロ 充 選 228 
ダラ ビ ピ ヤ ーー 最近 の シー ルド | 
名 水路 江 どー ルド 工事 炒 四 敵 一 2 
タク ッ シ ャ 内 誠 弄 混 水 加 友 式 シー ルド の が 
要 要 と 池 世 人 の 章 入 寺 一 
アー ティ キュ レー ト 式 シー ルド 小野 村 和 男 プ 48 
小 断 面 都市 トン ネル 下 法 OCAMS/PS 工法 委 孝介 /62 


部 会 研究 報告 
シー ルド 価 様 書 様式 ( 案 ) 


申 随 。 想 山 と グ ム と ・ 
アス ファ ルト 舗装 の 現 位置 再生 工法 の 概 


肖 式 半 電 立法 ( ス セ ンス ィング る 


ベ ヤ シス テム FCS。 
口 新刊 図 紹 介 
日 本 凌 設 了 械 要覧 一 1980 年 版 


機械 マネ ホー ジ ャ の 任務 と 使命 (②、 
口 1SO 規格 紹介 


和信 計 剛士 まこ の " 
日 時 財 


rf one・ 


行事 一 


"(津田 ・ 折 橋 ・ 鈴 木 ) プ 88 


昭和 55 年 4 月 号 ( 第 362 号 ) 


表 紙 写真 
3.350 mhr 特殊 ポン プ 湊 涯 般 「 つ る ス 」 
且 本 鋼管 株 式 会 社 


日 傘 頭 言 下 設 機械 化 へ の 期待 … 


国対 
が 国 の 実生 プラ ント 計 | 


TE 半 


隔 臣 限 大 堤 の 計画 と 工事 の 現況 … 


鶴見 川 液 澤 送 泥 設 備 の 概要 ・ 


児島 ・ 坂 出 ル ー ト 海底 握 削 工事 の 現況 


イブ プルーフ 借 用 の 4 和 あん の 池 
ーー 一 京 業 道路 ( 四 期 ) 員 塚 ト ン ホ ル 
日 般 楼 


SD 
地下 区 に お ける 土 エ 
福 賠 地下鉄 半 列 の 


さ 
王寺 款 | 形 球 号 芋 吾 キ ※ モ ビビ 


土留 


| 邊 に お は 続 工 】 
yereeercuia 析 9 


央 アメ 9 時 間際 5NeTP 


人 (人選 川 剖 ロ ) に ボ は る 
水際 両用 プル ドー ザ の 施 


昭和 54 年 度 除 箇 機 械 展示 ・ 実 濱 会 開催 ・ 


クラビ ピ ヤ ーー 和 54 年 際 和 示 ・ 補 江 人 | 


に 


革 潤 本 玩 


ロ 較 本 ニュ ー ス 財 普 部 合 /75 
備 技 術 

机 械 マネー ジャ の 任務 と 使命 ⑬… 整備 技 術 部 会 79 
TSO 規格 人 

の 人 人 に 関し weT SO 部 会 
NIR 本 究 所 抄 才 ぐ 128 > 


364. 日 記入 M12 型 リ フト トラ ッ ク 

365. 日 半 産 業 MSL-90 (E) 型 リフ ト 

ROPS 部 載 次 試験 CR-44) … 
旧 還 時 


wereer 識 Boae・ 
行事 一 覧 * 
炉 集 後記 


| 昭和 55 年 5 月 号 ( 第 363 二 ) 


一 理 業 執 告 特集 一 

衣 紙 写真 
バ パワー ショベル MS290-3 
重工 業 株 式 会 社 


人 頭 言 大 きい こと は 良い こ 

社団 法人 日 本 巡 設 機械 化 協 会 の 事業 活動 
社団 法人 日 本 中 設 機械 化 協会 定款 
各部 会 ・ 専 門 部 会 ・ 建 設 機械 化 研究 所 の 動き 

昭和 55 年 朗 官公 庁 の 事業 概要 (その 1) 


建設 関係 予算 の 特色 松 清 誠 康 /18 
中 国 に お ける 水力 発電 計画 誠 島 滋 /25 
スリ ラ シ カ の 水 資 源 開 発 家 率 弘 /31 
滋 力 発電 実 馬 プラ ント 「 交 昌 」 の 開発 6 


| * ヒ ウ ピ ヤー 層 人 5 「 提 基 」 


エア クッ ショ ン エ 法 に よる 
大 容 暗 タ 必 病 の 注 


株 本 
呈 生 046 清 か に 條 7 
梓 半 保夫 
入れ 式 鎖 板 セ ル 工法 の 開発 申 山 由 54 
要 ( 相 そ ル エ 法 の 開 上 2 
MM 想 年 邊 に E 了 9 こと 俊作 衣 5 
WW 人 人 
洒 圧 さん の 損 作 仁 に 関す る 実生 


機 概 技 術 衣 会 じ ォ ペル 投入 要員 人 61 
間 査 部 会 65 


整備 技術 部 会 71 
口 1SO 規格 紹介 
工 機械 の 人 性能 試験 方 法 に 関す る 
MT 


日 序 軒 
の 人 


…T SO 部会 73 


昭和 55 年 6 月 号 ( 第 354 号 ) 


業 舞 究 真 
VOLVO BM 861 20t ダン パー 
和夫 析 売 人 式 人 
証 電 き は 3 or いで 机 平 1 
55 年 度 和 公 語ら 事業 要 (その 2 
押 浴 人 事業 の - 合 ロ 束 3 
軍人 代 の 概 中 必 施 族 6 
日 本 有人 道人 次 計画 ら 板 - 岩 詩 交 松 /U 
日本 多 道 公 団 の 事業 要 … 半 導 。 艇 8 
明代 の の 概 ・ 回 本 欧 朗 16 
FR 短 私 の 才 設 人 合田 員 満 Z20 
促 果 川 玩 電 所 下 事 の 計画 本 ンコ 
トン ネル ポー リン グマ シン に よる 秀章 、 男 田 
PIT4 人 3 全 PP 本 : 衝 多 a 
東駅 中 央 道 故 事 の 手下 全休 行 /8 
ラビ ヤー 中 通 克 良 | 
和則 下 名 昌和 1 
LMGEHY う MPT 人 
コン クリ ー ト 用 析 き キサ の 特 李 と 折 woo 前 時 。 閉 9 
トル コ 共 和 財 ハサン ウー ルカ 発電 所 の 信昌 北 を 当 /6h 
人 研究 
原 位 置 衣 の 研究 ・ 4 
Ia NE 凍 奏 部 会 72 
時 術 
山科 マネ ー ど ャ の 任務 と 使命 (⑮・ 
1S0 規格 


エ 方 法 に 関す 
TTY 


(3) 


昭和 55 年 7 月 号 ( 第 365 号 ) 


表 紙 写真 
川 知 KLD852 ショ ベル ロー ダ 
川崎 重工 業 株 式 会 社 


豆 言 性 人 試験 の 衣 東 公民 / ュ 
電設 械 生産, 輸出 入 の 動向 近 坊 博昭 8 
NATM に の 施 エ 本 
が 諾 ホル 竹本 : 寺 2 
加代 
| ダム に お ける アス ファ ルト コア の 施工 遇 村 17 
素 和 ァ 電 3 
プレ キャ スト ケー ツン エ 法 井野 條 内 
1 川間 で" 箇 導 


グラ ビ ヤ ーー 看 基 川 妙 了 指 の 
ャ スト ケー ツン エ 法 


シン ネル に お ける 所 
9 あー トブ タント o の 所 衝 所 彰 
日 前 想 モス クワ 見 聞 " 病 田 狼 弘 /88 
SEC 方 式 に さる Ss 提 

大 衝 生 自動 吹付 コン クリ ー ト 工法 入 時 
シー ルド エ 事 に お お ける ee 維 居 節 到 /45 
場所 打ち も ライ ニン グ 工 法 の 開発 牧野 鞭 紀 
因 和 54 年 公 庁 座 設 染 界 採用 し な 新 棚 租 
すす 
川 に 
D 誠 ) 和 7 
内 島 紋 評 
八丁 商 前 
日 林道 公 団 才 林 黄 沿 プ 63 
ロ 暫 相 ニュ ー メ ・ 列 奏 部 会 65 
昌和 備 投 術 
機械 マネ ー ど ャ の 人 聞 と 使命 半 備 技術 部 会 69 


口 ISO 規格 紹介 


工 機械 の 任 険 ガ 法 に 関す る 
MM イヤ 
本 


yrwxer spp 


行事 一 覧 ・ 


欄 集 後記 ( 槍 馬 ・ 福 来 ) プ 80 


昭和 5 年 8 月 号 ( 第 369 号 ) | 


表 紙 写真 
分 割 型 玉手 削 機 S-260D バイ プッ ラム 
住 大 提 機 売 株 式 会 
を 画 言 電機 械 の 研究 間 発 と 時 を 他 井 穴 罰 ン 1 
大 干 ダ ム の 放 工 計画 信和 生き 4 ン 5 
P 
到 業 ダム アス ファ ルト フェ ー シ ン グ の 地 工 . きま 工 才 明 /a 
青川 間 
作 記憶 三 
新中野 治水 アム か きよ 上 げ 事 の 機械 役 備 …… 勲 /17 
生生 人 
硬 フロ ー テ ィング クレ ー シ に よる 
必 和 TB PTS: 撤 - 基 衣 : の 1 
新曽 ス リッ プ フ ォ ー タ 下 | 坦 - 先 
” (TABS) の 開 人 
年 
egm 入局 8290 


グラ ビ ヤ ーー バ ウマ 80 国際 建設 機械 展示 会 た ど 


只 和 54 年 度 背 公記 建設 健 独 で 採用 し た 新 要衝 

如 設 秒 界 
随 李 地熱 エネ ルギー に 期 杜 す る 
昭和 55 年度 建設 機械 記 示 会 (仙台) 見聞 記 


下水 道 工事 用 の 荷役 叶 只 
日東 民 技 術 
oe 謀 0 ジャ の 偽 務 と 使命 ⑰… 


広報 部 全文 南 調 査 数 員 会 84 


全備 技術 部 会 ご 86 


1 
| 
1 
1 
1 
| 
1 
| 
| 
1 
1 


(| 


| 男 和 55 年 月 号 (第 897 


表 純 今 真 
ュ タ ニシ ョ ベル YS750-2 
油谷 株 式 会 
上 頭 言 近頃 ら 基 い 者 " 衝 。 策 ノ 1 
山上 シネ ル 基線 工 事 の 計画 と 現 人 ] 
聞 字 人 疾 キネ (温和 の 本 % ン 0 


K 川 ム の 工事 概要 一 RCD コン クリ ー ト 工 : 小 富山 真 浴 
人 は 生得 


クラビ ャ ーーRCD コン クリート 活 に よる 大 川 ア ム の 才 エ | 


大 町 ダム の 工事 用 仮設 備 眼 械 ・ 
月 。 析 あ る 失 用 の 医 
大 内 ダム 基礎 処理 用 全 自 動 グラ ウト プラ ント 
昭和 54 年 の 巡 設 機械 新 機種 と その 傾向 ・ 


憶 居 着 二 革 互 短 豆 芝蘭 
層 革 才 注 所 証人 再 衝 
sl l* 
5 
き 


大 動 ロ ー ラ に よる 
人 章 ラ ニク エル 和 和 の 結末 
間 

大 ク ブ フィル ダム に お ける 

本 ロッ ク フ ィ リ チム 和 の 合用 に 
人 タ /5 
71 

請負 朱 者 自身 ら | 書 造 ・ 運 候 に よる 超大 型 ク ロー 


タク レー シノ 2 本 の 圧 放 プ ー ム に よっ て 打 設 征 と 2 倍 に し 

だ 新型 の アス ファ ルト フィ ニッ シャ が 実用 試験 で その 

性 郁 を 証明 … 広報 開帳 普 委 上 員 会 /64 
直 和 備 技 術 

機械 マ ホ ー ウ ャ の 任務 と 使命 ( 先 ) … 
日 表 部 便り 

各 放 定時 総会 開催 ・ 

食 芝 30 周年 記 信行 事 の 開催 


太 優良 運 転 員 ・ 此 備 負 の 表 混 ( 北 泡 道 
天 PE 9 MP 申 園 ・ 四 国 ) 


八代 技術 部 会 67 


日 計 
Terra op 


行事 一 覧 
編集 後記 


和 55 年 号 
一 特集 ・ 大 深度 地下 加給 工法 一 
表紙 写真 
MTR-15 弄 生 合 材 プラ ント 
東京 株式 会 
理 頭 言 北 際 の 課題 「 寺 . 土 屋 電 蔵 ノ 1 
和信 ・ 大 泊地 下 深 工 ーッ ン 3 
ます を ・ 
坂本 和 義 /9 
ハイ ドロ フレ ー ズ 法 と 誤 1 拓 16 
OCW/D 工法 と 試験 例 石 井 博 乏 /22 
K-DW エ 法 = 大 間 昌和 旨 の 
WH エ 法 と 外 験 例 ・ 間 疫 
ハザマ 式 下 法論 例 … 人 時 提 ま 7 
| Z2Y 
格子 ら 如 エーー! 
MM の 2 電 @ 
欠 相 大 橋 の 計画 委 /49 
i | 
人 キッ ネ ん の 者 %/ 


申 月 。 想 ある アメ リカ の 再 査 告 半 が ち 。 


ター シシ グ 押 入 法 用 
” 水中 ポン プ 式 リバ ー ズ 機 の 間 人 


野 定 /60 


e 


夫役 際 只 作 貸 朱 等 胡 結果 概要 基 プ 67 
新 機種 ニュ ー ス 部 会 /72 
ロ 漁 調査 

シレ カプ で 稼働 中 の TBM ン モー タグ レー ダ に よる 道 嘱 信 

装 珍 生 / 州 が ポル トラ ンド セメント コン クリ ー ト を 代 対 

ド 再 使用 広 幸 施 全 六 光 油 査 半 員 会 76 
中 区 備 技術 

燃料 者 消 剤 の 節約 時 代 … 眉 備 技 靖 部 会 79 


日 縮 計 
were 計上 Baome 


(5) 


昭和 55 年 11 月 号 ( 第 369 号 ) 


表紙 写真 
THT ミニ オォ ー ガ ー M30B 
近畿 イシ コ 株 式 会 社 


日 き 頭 言 


長径 間 記 構 の 歴史 に お ける アメ リカ の 役割 … 
申 曲 和 55 年 度 官 公 庁 の 事業 概要 (その 3) 


革 間 
束 才 西 ド 水 処理 場 事 の 概 生計 導 24 
回 に 本 曳 開 
東京 者 和 水 場 に お は | 
っ 0 
三井 式 大 深 度 地 下 運 細工 決 と 試験 (な:】 
夫 
オー トシ フト コン ペ ヤ に よる 海面 埋立 工事 . の 納 / 佑 
W 恩 十 基 半生 弘 54 
Pr 
人 
コン クリ ー ト プレ ー カ の 所 指 対 策 … 1] 甲子 婦 65 
拓本 。 平 
を 828 
工事 用 ダン プ ト ラ ッ ク の 錠 際 去 鐘 ・ 信太 久 29 
森山 多 
紫竹 = ュー ス … 敵 幸 部 会 2 
ロ 
に お ける 水 報 部 会 
本寺 は か EHP 
日 
MPG 方 花 長 ペ ー ス の メン テ ナ ン ス ee: 各 備 技 術 部 合 /78 
ME 
Pryxeer 議 ons…m ォ ー タ の 


ー プ 81. 


昭和 55 年 12 月 号 ( 第 370 号 ) 


表 抵 写真 
コマ ッ ペ ワー ショ ベル EC300 
株 式 会 社 小松 製作 所 


日 旭 頭 言 
不可 能 を 可能 に する 一 一 ある 技術 開発 の 例 ・ 
仙 右 市 地下 鉄 (南北 線 ) 建設 計画 の 概要 


動 式 支 保 工 に よる 
RC の 紅 


間 都 高 道 放 小 帝 イ ンタ ー チ ェ ン ジ 」 
大 最 ケ ー ソ エ 事 要 
フ を 利用 し た Es 
RE 
NATM に よる 第 2 名 才 上 シネ ル の 施工 ・ 


下着 きき 
k 
邊 


に 注 : 皇 生 ): 半 まい 
た と まま まき 


表 本 調 


大 口径 パイ プル ー 


人 


立 吾 党 


| クラ ピ ャ ーー 新任 事 
に おけ る , と 
人 六 ko 導 


超大 型 ア ルド ー ザ と 予備 発 研 に よる  . 
叶 2 


大 型 ロ ッ ク ベ ルト ロー ア の 開発 と 作業 実 
オイ ル 分 析 サ ービス に よる 修理 費 の 低 江 
部 会 研究 報告 


砂 方 法 お よび 海底 砂 採 握 に 関す る 
4 人 負け 7 


新 機種 ニュ ー ス … 
口 南 調査 

アス ファ ルト 細 疲 の 再生 

油圧 握 削 欄 め 新しい 代 
交代 技術 

MPG 方 式 = 燃費 ペー ス の メン テ ナ ン ス … 
MK 


計 
の 


報 部 信 頁 財 査 要員 会 /79 


で 民 刊 目次 一 覧 ( 和 55 年 1 月 号 12 月 号 )> 


(6) 


| 
1 
| 


コン パク ト で 計量 精度 は 抜群 … 


久 o 人 ダ 2『 党 フク タタラ ン た 


・ 販 売 ・ リ ー ス 
た 


電子 制御 自動 式 
及び 簡易 自動 式 


社名 屋 市 東 区 梨 一 丁目 19 番 12 号 
〒 461 電 略 <052> (951) 5 3 8 16⑩ 
東京 営 泉 所 東京 都 〒 代 田 区 神田 和泉 町 1 の 5 


リー 〒 101 バビ ル 電話 <03>(861)94610⑩ 

系 支 機械 株 式 介 入 琶 営業 所 市 江 束 区 坊 原 2 丁目 3 の 8 

〒 556 山下 ビル 電話 <06>(562)2961《⑩ 

率 日 井 工場 愛知 県 訂 日 電 市 宮 町 23 番地 

電話 <0568> (31) 3 8 7 3⑩ 


(工事 の 内 容 に より 御 選定 下さ い ) 


本 策 2 本 の 間 何 身 か 6 で も 積 外し が 可能 で 広 細 に 設 出来 。 
南星 の 複線 式 計 迷 2 本 は 長き が 相 導 し て も 、 高 き の 装 が あっ て 1 可能 で 、 地 末 
に 制約 され ず に 設計 が 容易 で ある 。 又 地 艇 の 切削 が 必要 で な い 。 


了 ヽ 遠隔 コン トロ ー ル 装置 に より 操作 が 容易 で 、 す サイ リス タ 、 油 流 ブ 
是 型 ケー ブル クレ ー ン ー キ 人 式 て 送 所 が 凡 か る 。 ば < 


本 社 工 場 月 本 市 二 祥 き 町 4-4 TEL 0963(52)8191( 代 ) 
東京 店 東京 洪 区 本 新村 に 18-14( 小 時 会 館 ビ ル 2F ) TEL 03(504)0831( 代 ) 
式 信和 邊 抹 所 札 帳 0lI(78!)16 存 周 0196(24)5231 ン 仙台 0222(94)2381 長 野 0262(85)2315/ 名 古屋 052(935)568 
大 朗 06(372) 7371 ン 広島 0822(32)1285/ 審 同 092(751)6709/ 了 本 0963(52)8191/ 宮 崎 0985(24)6441 
加川 0166(61)4I66 多 02422(3) 1565 北 関東 0285(61)8088 前 棋 0272(5|)3729/ 甲 府 0552(52)5725 


本 0263(25)810! プ 新光 0252(74)6515/ 斎 山 0764(2|)7532 大 分 0975(58)2765 
柱 在 所 秋 田 088(63)5745 訂 児島 0992(20)3688 


= 所 


すぐ れ た 技術 を 知っ て いる 。 
大 型 プロ ジェ クト が 求め る コマ ツ 建 設 機械 ・ ビ ピッグ 3 


_ いま 、 世 界 の 現場 が 求め る も の =- コマ ツ の ピッ グ バ ワー 
大 還 ジェ タ ト の 提 い 手 &L て 、 た 首 6993 の F ッ ク グッ パー。 超 


コマ ツ の 大 形 尋 設 機械 は 、 ア メリ カ を は じ め 、 東 南ア : 

に は 共産 園 へ 、 世界 100 余 カ国 に 輸出 きれ て いま ネ 大 地 に 立ち 向 

か う 人 間 の 大 き な 力 し て 、 いま 世 界 中 の 現場 が 求め て いる 6 の 。 そ れ 容量 8.4m の 大 ペイ ー ズ Hi00C。 こむ ら の 大 形 建設 機械 を 通じ 

は 、 信 頼 性 に 美 打ち きれ た 、 完 成 度 の 高い 建設 機械 で も て 明日 の 軸 か な 環境 づく ⑩ の た ゆめ に 、 今 日 6 コマ ツ は 努力 を っ づけ まれ 
D455A 


到 出 カ 
05s/000rpm 。。 


日 本 の コマ ツ - 世 界 の コマ ツ 


@ プ ブルドーザ D455A/D355A/D155A/D150A @ ダ ンプ トラ ッ ク HD1200 
ン HD680/HD460 ン HD320 @ ベ イロ ー ダ H400C/560 登 時 @⑳ 語 き 寺 hnr 


時 本 社 〒107 京都 浴 区 赤坂 3-6 小 松 ど ん 03(5B4) 7111 人 北 池 支 社 看 011G61)811 1 京北 社 人 人 古 0222(56) 7111 人 北 際 訪 小 07665(5)2251 全 剛 東 二 清 内 
0485 91)311) 介 東京 支社 東京 03(684)7111 介 中 秀 支 人 一 訓 055677)1131 候 大阪 社 人 大 阪 06(854)2121 介 四国 吉松 0878(41)1181 人 中 国語 日 市 0829(22)3111@ 
九州 社 福岡 092(641)3111 


に ーー ヨタ 
ンク リー ト ・ ガ ラ 処 理 の 決定 版 


ー タ プル 
クリ ー ト クラ ッ シ ン グ プ ブラ ント 


相 友 能 力 3607 グ 大 72 放 


ワン タッ チ で ジャ ッ キ アッ フン (交信 ・ 染 々 スズ ビー ディッ ー な が 肖 ) 


( 容 腺 浅 庁 が ンプ 姜 旗 カ 


プラ 
時 は ジ ヤ ッ キア ッ プ 


る コン フリ ー ト ガラ (800 玩 X300 玩 ) を 砂利 状 2 SC-6153 
に 破砕 し ます 。 4800m/m 
ぐる タイ ヤ 式 で すか ら 、 移 動 が 簡単 で す 。 10900kg 
ぐ 小 型 軽量 で 、 に ラッツ フ 運 拉 ガ 楽 で す 。 -36' x15" 
$ 密 閉 式 の だ め 和 露出 部 分 が な く 安 全 で す 。 CN 200V 55kW 
密閉 式 の だ め 低 騒 音 で す 。〈30 で 77 ホ ー ン ) ベル トコ ン ペ 5MX1、7Mx1 


ジー ※※ 詳 細 資 料 は 御 請 求 下さ い 。 


トー タル コス [低減 創業 以来 四 十 奈 年 軸 才 模 埋 門 琴 衝 ョ ン の 


省 資 源 ・ 公 填 防止 (オカダ 守 人 


営業 品目 一 一 
油圧 ・ 空 圧 ア イ ヨ ン ン TS サイ レン トク ラッ シャ ー AI 
ハン ド ハ シ マー プ レッ グ ド リ ルン 油圧 ・ 空 圧 ク ロー ラ (952)503 


ー ド リル ノロ ッ ド ノビ ピット ノ 昨 必 品 プ シス テム 一 式 介 977 0 84608( 人 


@ 二 機 は ブル ドー ザー の 
2 SN 2 1 で 
開発 し た も の で す 。 

全 ブ ルド ー ザ ー 

超 


出来 ます 。 
人 @ 貴 社 の 工法 に プラ ス し 、 
収益 向上 に 寄与 筆 し ま 
す 。 


用 途 1. 路 床 、 路 盤 の 安定 処理 
2. 廃 棄 ア ス フ ァ ルト の 
再生 処理 
3. 農 地 改 良 工事 、 天 地 返 し 
4. 農 地 の 開 租 
エン ジン の 出力 と 提 挫 深き 、 提 捧 巾 の 関係 
| 提 捧 店 


| ご | 50PS | 60PS [li0PS |140PS |!80PS | 
深き クラ ス | クラ ス | クラ ス | クラ ス | クラ ス 


| 300m imm 2000m | 2600m | 3000m 
400 800 |2000 |200 

| 500 1100 |!600 |1700 |800 
600 | hw |i50 |7W 
作業 速度 一 一 0 -500mh 
ロー タリ ー 回 転 数 0 一!20rpm 
スタ ビラ イザ ー 最 大 地上 高 一 500m 
左右 スラ イド 巾 ニ ーーーー 一 700m 一 1000m 


人 @ 御 要望 に 応え 特殊 設計 を 致し ます 
人 @ 本 機 の 問合せ は マル マ 重 車輌 帆 名 古屋 工場 へ 御 願い し ます 


ざ 貞 人 車 車輌 株 式 会 社 


本 社 工 場 東京 都 世田谷 区 桜丘 | 丁目 2 番 19 号 人 (03)429 局 2131( 大 代表 ) テレ ックス 242-2367 番 〒I56 
名 古屋 工場 愛知 県 小牧 市 小針 町 中 市 場 25 番 地 会 (0568)77 局 33! 紅 一 3 番 テレ ックス 448-5988 番 〒485 
相模 原 工場 神 川 上 相模 原市 大 野 台 6 丁目 2 番 | 号 な (0427)52 局 921| (代表 ) テレ ックス 287-2356 番 〒229 


ぐる 2-g スナ ッ プ ・ オ ン ・ ツ ー ル 


整理 に 便利 な ……… “ツー ルオ ー ガ ナイ ザ " 
$ 工 具 室 で $ 作 業 職場 で $ 作 業 台 で 
⑳ 強 カマ グ ネ ッ ト ホ ル ダ ⑥ ソ ケッ トレ ー ル ・ ク リッ プ 


レン チオ ー ガ ナイ ザ ⑩ ス クリ ュー ドラ イ バ ホ ル ダ 


9K | 


世 界 最 高 の いつ) 、 W 
品質 を 府 り ーー 一 全 MS 


氷 久 保証 の … ー 才 うう が NN へ を SO 

手工 具 と 整備 用 1 W QN ヽ 

診 断 機器 // NNWY 
4 0 いい 


日 本 総代 理 店 


内 外 機器 株 式 会 社 


8 氏 ぐ 枯 2 け ル AG 窒 類 セ 88 で Y 
ーー※ ミ ・THK て 人 人 に 倒 つ が わ 5 
/ 滅 四 全 語る DS の 


に 4 


1 
CESEG 意 型 rE ぬ い ン ト 胃 じ 


ビー HTA ヘ 当 計り 館 客人 ン 


電 鯛 製 ボン プ 部 品 


人 ] 
S 起 問 案 党 つ ′ の GS 守 塞 ら 引 が る で 
民 き 交 下層 年 り ロ RnSp2oSbT* 


YAN 綴 也 編 * 
"ScE 細 SEwa4 は ご 間 い -p 詳 人 SQ 
っ et 1E 革 る で 員 民 wu 副 時 SD 


OS 毅 処 人 nf 


に 
IT 
AS 
十 
いい] 
WK 


| ョ hm 呈 度 、 ま ミ 

\ ? 

回 に 六 きき 全 

| 2 計 | こと ミミ き 

す 織 | 球 3。3 

円 る 品 計 S 

| 昌 人 EE 主 

邊 SE を Sa 

hR 人 | て 時 6 

= 1 漆 書 旭 * 
| ョ 問 5 軸 

日 明 


土木 工事 用 モノ レー ル 


用 途 。 画 砂防 爆 堤 、 山 地 高 所 の 資材 運搬 
画 千 拓 地 な ご 軟弱 地盤 で の 資材 運搬 
画 坦 内 の 送電 線 建設 用 資材 運搬 


用 途 一 シー ルド 工事 の ズリ 搬出 資材 運搬 
画 下 水道 用 管 工事 の ズリ 交 出 

画 直 径 0.7m 一 3.5m の 上 記 工 事 に 敵 
応 出 来 ます 。 


人 入 全 ね 器 束 穂 製作 所 


本 社 工 場 福岡 県 剖 穂 郡 筑 生 町 大 字 大 分 567 谷 (09487) 一 2 0390 


時 代 の 要請 に こたえ て 


ーー/ 一 彼 と 静か で 安全 に な り ま し た / 


ビー エニ ジン 


あら ゆる 産業 機械 の 動力 源 に … 1 馬力 か ら 30 力 まで 各種 


“快適 な 作業 は ロ ピ ン 純 正 オ イル の 使用 か ら " 
( 2 サイ クル 、4 サイ クル 用 あり ) 


4EYI18-3 形 
ム 


ロ ビン GK エ ンジ ン シ リ ー ズ 
群 を 抜く 
燃費 高い 出力 


は 。 次 ツリ シン エッ w> 


富士 車 工業 株 式 琶 守 


本 社 ・ 機 械 部 〒I60 東京 都 新宿 区 西新 宿 !-7ー2 電話 東京 03(347)2403 一 2426 
大阪 運 絡 所 〒550 大 阪 市 西区 新町 2 丁目 2 番号 電話 大 阪 06(532)0 6 13 


た と え ぇ ビス 1 本 で も ご 不便 は か け ませ ん 


MTR-55/MTR-80H MTR-120 


CDNSTRUDCTIDN EQUIPMENT 
な 耐久 テス ト と 再度 の 精密 検 相 
きれ る 高度 な 三 葵 利 


- つね に その 作 能 を フル に 発揮 MVP-SE 
て 内 外 各国 の ユ - 水中 ポ ボン ブ 


ao 


C い ます 


東京 地下 代田 区 依 間 町 1 
電 語 03 (292) 1411 
多大 通 四 8 


技術 研 究 所 埼 上 自 剛 町 工場 館林 


本 部 寺 発 売 元 三笠 建設 機械 株 式 会 社 
〒550 k % | 3 き 
0 ( ) 96 3 1 人 


MVC-52F/MVC-7OF 
こ MVC-9OFZMVC-110F で 
MDR-20 ダブ ル ロ ー ラ ー MVC-130S/MVC-3OO0G プレ ー ト コン バク ター 


才 答 / 基 婦 、 
93 サビ ジロ ロコ に ビ 選 末 じ に 刀 - 


無 騒音 発電 機 
< 建 設 用 可 搬 式 > 


住宅 街 ・ 病 院 ・ 学 校 で も 
騒音 公害 一 押 ( 特 許 ) 

@ 水 空 俳 用 で 過 熟 が な い 

* ゃ スイ ッ チ オン で 自動 調整 

@ 軽量 で 手軽 

* 非常 停止 の 装置 (特許 ) 完 
備 で 破損 の 皆無 

* ゃ プラ シ の 無い 発電 機 点検 
不要 

ゃ リース て 真価 を 発揮 


ASG570KVA 4800X1800X2200 


(カタ ログ 贈呈 ) 

リー ス 方 式 も 朝日 電機 株 式 会 社 
東 に x 胡 川 町 ー ー 

御 利 用 下さ い 半 060096 人 2 -9n- 2 


EE ヤー ーー ッッ ボー トー 


ー10 一 


1. 電 動 油圧 式 ポ リッ プ 型 バケ ッ ト 

2. 電 動 油圧 式 グ ラブ バケ ッ ト 

3. 電 動 油圧 式 ク ラム シェ ル バ パ ケット 

4. 電 動 油圧 式 水中 型 ド レッ ジャ ー パ ケッ ト 
5. 電 動 油圧 式 フ ォ ー ク パケ ッ ト 

6. 電 動 油圧 式 木 材 用 パ バケット 

7. 電 動 油圧 式 各 種 吊 具 


1. ど ん な クレ ー ン で も 取付 可能 で す 。 

2. 油 圧式 で ある 為 に 強力 な 掴み 力 を 
発揮 し ます 。 

3. 操 作 が 簡単 で す 。 

4. 自 重 が 軽く て すみ ます 。 

5. パ ケッ ト 荷 役 と 、 フ ッ ク 荷 役 の 切 
替え が 簡単 で す 。 


( め 眞 砂 工業 株 式 会 入 


拍 事業 所 千葉 県 東 芝 沼南 町 沼南 工業 団地 電話 ( 柏 )0471 一 9 一 4151( 代 ) g270-14 
大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 受 田 4( 日 生 ビ ル ) 電話 (大 阪 ) 06 一 371 一 475I( 代 ) 加 530 
本 福 東京 都 足 立 区 大 町 412 一 19 電話 (東京 ) 03 一 884 一 !636( 代 ) 吉 I21 


| 水 を 液体 燃料 と し た の 衝 ェ オ 析 人 


エン セル ギー 


一 エク セル ギー 効果 
1 特殊 條 気 、 エ クセ ルギー 
E 動 が 生 ヒ 油 質 
F の 役 粒 化 に 


る 滑 中 に 活発 な プラ 
の 分 散 。 
元 の 良好 、 燃 焼 


基 火 時 の 媒 煙 の 


スー バー- 
エマ ル ジ ョ ン | 


軒 水 を 液体 燃料 と し て 使え な いか 


ノノ 保 倫 カセ ッ ト 周 ま 


還 細 果 は ー 目 瞭 然 で す 。 


1. 燃 料 の 節 江 ーー 20% 以 上 
2.NOX( 寄 酸化 物 ) の 低 江 ーーー 40% 以 上 
3.60( 一 酸化 記 楽 ) の 低減 20% 以 上 
4. ば いじ ん ( 黒 煙 等 ) の 低減 ーーー 一 50% 以 上 
5.B.F.( バ ッ ク フ ィ ル ター) の 小型 化 一 ーー 30 多 以上 
6. 排 風 機 ( モ ニタ ー) 小型 化 ・ 省 力 化 - 20 一 30 多 以上 


一 1 ! 一 80 円 と し て (昭和 55 年 6 月 ) 試 算 い た し ま 
すく に コージ な り ま す 。 


人 | 
1 は 80.」 ,000 円 | 4 _ 6,000 凡 | 
GOr | 6.oo6.600 由 | edo6。oo 円 | 1.606.omg 
人 に 


円 エク セル キー 0 生 用 9 は 計 5 ia (2 


本 委 = ンー ト | 


で 、 ぜ び 一 度 ご 検討 
男 ご 購入 に は 便利 な 割 駆 販売 シス テム も ご 利用 くだ さい 。 ※ カ タロ グ 請 求 は 下記 へ …… 


(① kw 会 を チチ フフ | 


ご きい 。 


153 東 京都 目黒 区 下 目黒 1 一 8 一 27 梅原 ビル 人 (03)492-0051 


ー 12 


王者 の 買 録 


5 生 人 IASY 。 
BS 6GOY で 


og 引 に は / 


9 月 に は 【/ 


類似 品 に 気 を つけ 
本 205CHRSO 


小形 フィ ニッ シ プレ ー ト コン パク ター 
AF-250W VC-80N 


凶 多 機 お 3 


標準 吐出 径 150, 200,. 250, 300, 350mw 
人 @ 分 解 し て 陸 搬 で きる 
@ 淡 せつ 圧送 能力 は 絶大 
周辺 の 水 を 潤 さ な い 


人 @ 砂 ・ 砂 利 の 採取 
信 ダ ム の 堆 砂 きら え 
@ 港 湾 の へ ドロ 除去 
人 @ 河 川 の 水底 掘削 


叶 ウオ サー マン 


カタ ログ 賠 明 書 贈 星 最 寄 現場 ご 案内 〒542 大 阪 市 南 区 銀 谷 東 之 町 32 TEL 06 一 252 一 0 241 


っ 


豊か な 実績 ずり の 出し 機械 新しい アイ デア 


@ 自動 土 砂 排出 装置 
(特許 ) 

* テル ハ 式 排 土 装置 

スキップ 式 排 土 装置 
( 実 案 ) 

ダン プ 用 カー リフ ター 

@ 土砂 ホッ パー 


※ そ の 他 現 場 状 況 に 合わ せ 


設計 、 製作 いた し ます 。 自動 土砂 排出 装置 (走行 型 ・ バ ケッ ト 4.8m 付 ) 


の 吉永 機械 株 式 会 社 


東京 都 黒 田 区 緑 4-4 一 3 TE 工 (03)634 一 5651⑩ 


1 朱 貞 の 座 気 誰 豆 が かり ま すず 作業 更 の 管理 が 特 な えま す 
空 包 存 力 、 気 消費 量 、 柳 違 が ス * の 検知 “ 酸 索 
ッ サ ー の 株 重明 の 導 示 六 度 “ の 検知 
記録 


IN 現場 の 作業 状態 が 一 中 崎 然 で す 電導 絡 が で を ます 


テレ ビ カ メ ラ を 現場 の 要 所 に ー カ ター に よる 繁 急 呈 の 一 

設置 し 、 り モ ゴ ン 操 作 に で 作 守 指 令 、 お よび 二宮 電電 語 に 

楽 状態 を 把握 まる 砂 内 と 下 場 務 所 間 の 
急 連 絡 、 作 業 打 


建設 制御 の 明 昭 


クラ ッ チ フェ ー シ ン グ 、 プ レ 弓 吊 ラ M 三 シ グ に ば 


焼 結合 金 摩擦 材 


米国 THE S.K. WELLMAN CORPE. (商品 
名 Velvetouch) と の 技術 より 、 世界 水準 を 


ペー パー 質 摩 擦 材 行 (製品 


⑪) 東洋 カー ポン 株 式 会 社 入 六 生生 科 


負 、 寺 内 ダム 、 
放流 設備 昭和 52 年 竣工 


sssss の 毅 田原 製 穫 近 


水 
計 ・ 製 作 ・ 


〒136 東京 都 江東 区 魚 戸 9-34 一 11 人 東京 03(637)2211( 大 代表 ) 


ーー 


【 き ) 


人 @ 


ツー ラン キミ 


V- 是 と キミ 


1 


ソー 刷 し U 半 


杭 打 ・ 枕 抜 工事 に 活躍 する 山田 の 振動 杭 打 機 
シリ ー ズ 。 いろんな を 用途 に 応じ て 使い わけ て 
頂き た い の で す 。 例 えば 掛 込 物 が 小物 な ら V 
ー 3 タイ プ 。 特に 小型 で 軽量 の た め 、 足 場 の 
悪い 工事 現場 に 最適 。 大型 工事 に は V 一 25S 
タイ プ 。 性 能 は も ちろ ん 油圧 式 チ ャ ッ ク 採 用 


の た め 、 振 動 会 害 ・ 騒 音 の 心配 も 有り ませ ん 。 


又 、 ど の タイ プ も 冶具 の 交換 に より 多種 多様 
の 枕 打 ・ 枕 抜 が 可能 で す 。 


こざ 薄 攻 計 癌 菩 ら 還 ビ 


一 


・ ト 上 山田 機 本 業 株 式 合 


南 1 丁目 7 番 2 号 
語 3(902)4111 番 (代表 ) 
埼玉 県 戸田 市 新 條 南 1 丁目 11 番 5 号 
電 話 (0484) 42-5059・5060 番 
幸 し (は 本 福 営 業 部 迄 お 問合せ 下さ い 。 
カタ ログ 友 資 料 を 準備 致し て お り ます 。 


條 ” 油 実 寺 た 
4 現 ネ 
上 N を 楽 疾 
隊 ec72 重 氷 枚 
四 5 し め め の 
1 H が 大 仕 
| 市 幼 
| 分 区 
1 約 の 
を 


* ゃ AS シス テム '80 は 、AS タ ンク か ら 配 管 ・ 
バル ブ に 至る まで 、 エ ネル ギー を 大 巾 に 
セー ブ す る アス ファ ルト 供給 装置 。 

すべ て の 装置 と 機能 に 日 工 独 自 の 省 

加え た 、 画 期 的 な アス ファ ルト 供給 

テム 80》、 その 中 心 と なる の が 《 デ 

す 


タン ク の 中 


量 度 を 上 げ 
、'80 年 代 


放 淫 然 を 少な くし て いま 
に ふさ わし い 省 エネ 機構 と いえ まし ょ う 。 
@ 1 年 間 で 約 1,094 万 円 も お 得 で す 。 
(60WVh 30tX2 型 タン ク 配 管 50m の 場合 ) 
この シス テム を 導入 する と 、 こ れ ま で の ホッ ト オ イ ル 式 と 


記 


ホッ ト オ イ ル 式 

設 容量 9 

通 宙 2 

1 日 使 用 恒 

月 間 便 用 量 (30 日 ) 

昌 価 

月 剛 費用 | 1.245.000 円 
年 間 費用 1.494 万 円 


この 表 は 、 春 冷 地 を 除く 全国 の 平均 値 で 比較 し た も の で す 。 


ンス テム 60 


詳し く は 最寄り の 日 工 営業 所 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


圏 曰 工 朱 式 寺 社 


本 社 /〒674 明 石 市 大 久保 町 江 井 島 1013-1(078)947-3131 代 
工場 / 江 井 島 ・ 明 石 ・ 東 京 ・ 京 者 


東京 支 店 (03) 294-8I21( 代 
28-8340( 代 | 

9i-1303( 代 

3209( 人 


三 泊 二 


「 


/ ヲ タツ ビブ ソフ タケ 777 邊 渦 な 訂 


アイ z// グ ーッ クジ 


ン S BI11 型 は 
技術 提携 に よ 


ー ト 、 ス クリ 

は 、 耐 歴 
め 耐 摩耗 性 、 
ドコ ント ロー ル ( オ プシ ョ ン ) 
な ど 多 て の 特長 を 持っ て いま す 


無 豊田 自動 織機 製作 所 
極東 貿易 株 式 会 社 ( 奄 設 機械 第 1 部 第 2 課 ) 


〒100-91 東京 都 千代 田 区 大 手 町 2-2-1( 新 大 手 町 ピル 7F) TEL(03)244-3809 
支店 札幌 谷 011-221-3628 仙台 人 容 0222-22-8202 で 0559-63-0611 
名 古屋 信 052-571-2571 大 阪 容 06-344-1121 | 全 092-751-0303 


ー35ー 


確か な 技術 と 信頼 の … 放 g 放 まま 生 が 『 


dE っ み 双 一 
街 か ら 街 へ 
22/p 力 の /! 了 スズ ヒー だ が で 上 下 寺 形 動 レ し まあ 


人 岬 
前 


| 


選 高 適度 3244 
バク ッ / 容 7.7 一 0.5 ヵ ( 導 準 0 7 


〆 居 大 語 旧 深 さ 7.770m 
p 〆 娠 大堀 甚 カ 5, 700g 


は 
| 
| ー 電 


細か な 配 虐 を 加え た 低 朋 導 
8 高 出 力 の いす 6BB1( 
『 新 登場 / 前 進 5 段 ・ 後 進 1 段 の 変 排気 時 539 作業 時 の 燃費 は 、 下 検索 式 


* ワ フル な 登坂 


ョ ン 採 用 。 金 油 虎 式 パ ワー に 比べ 2072 9 ます 。 高速 化 時 代 の 孝 市 ] 
9 性 が 良く 操作 は 4 ポジ ッ 森 |- 事 に お 役立て 《 だ さい 


区 ) 久保 田 鉄工 株 式 会 往 


大 阪 市 渦 速 区 新 東 | 丁目 2 番 47 号 二 555-91 


カタ ログ の ご 請求 お よび お 問い 合わ せ は 本 社 建 設 械 事業 部 企画 課 06(648)2106 ま で 


20 一 


し ) 


介 


ウ 
ク 
「 
る 
を 
5 


(機種 名 )( つ り 上 能力 ) 


神戸 製鋼 の 油圧 クレ ー ン * シ リー ズ は 、 
即 、 現 場 タイ プ 。 
採算 の いい 奴 ば か り で す 。 


マル チバ パー バス 


油圧 式 ト ラッ ク ク レ ー ン 
独立 2 ウイ ンチ 採用 の ] 台 5 役 / 
油 蘭 トラ ッ ク ク レー ン の 新しい 時 代 が 、* い ま 開か れ ま し た 
クラ ス 最 大 の つり 上 能力 と 土 本 工事 に 手軽 
立 備 し た 、 付加 価値 の 高い 多目的 クレ ー ン の 


還 舞 振動 無 世 音 くい 打 ・ く い 捧 工法 
一 オ ー ガ ・ バ ンマ エ 法 

アタ ッ チ メン ト 絆 重量 =6.0ton 
最大 作業 半径 =6.5m 

野 大 リー ダ 長 さき =14.0m 


0 建設 機械 事業 部 
2O.Ot W 作田 区 1 
352Ot 
45.O+ 


還 クレ ー ン 作業 
最大 つり 上 能 カ ー20tonX3m 
最大 ブー ム 長 さ ー26.2m 7.3m (ジフ ) 


硬 リ フ マ グ 作業 
(130HA 以 下 ) 


還 ク ラム セル 作業 

最大 ブー ム 長 さ ー18.2m 
最大 作業 半径 11.0m 
バケット 容量 一 0.3ri (標準) 
最大 定格 総 荷重 一 2.5ton 


<> 神戸 製 調 <④ る 神 負 商 事 


建設 機械 本 部 


東 が 東京 者 中央 区 八重 滑 4--8 昼 |04 人 3(273755 
大 工大 阪東 区 北浜 3 上 22 一 | 民有 6(201)486 
その 他 札 帳 ・ 位 台 ・ 新 当 ・ 証 山名 古屋 ・ 広 島 ・ 指 同 


日 を つく る 叶 設 の 失 棟 化 
合理 化 ・ 安 全 に つく す … 


営業 品目 (土木 関係 ) 


各種 シー ルド 掘進 
- 事 用 油圧 装置 
: 事 用 2 段 伸び # コ 
泥水 シー ルド 用 泥水 処理 プラ 
泥水 シー ルド 用 流体 輸送 装置 

ずり 搬送 装置 

裏 込 注入 機械 装置 

琉 内 用 ・ 乾 式 高圧 

ダン ステ ッ プ ( 撤 内 用 ・ 信 成樹 脂 製 あゆ み 板 ) 
際 道 用 諸 機械 ・ 機 材 

ナ ト ム 工法 用 諸 機 械 

ダム 用 パイ ブル ドー ザー 

毅 軟 紅 地 盤 改良 処理 装置 


レン タル 商品 ・ 在 庫 富 
シー ルド 用 ジャ ッ キ ・ 油 圧 ユ ニッ ト 
2 重 推進 ジャ ッ キ 


泥水 処理 プラ ント 
稼 式 高圧 トラ ンス (75 一 300 kw) 
ダン ステ ッ プ | 


の 弄 業 らら 年 一 ーーー 


〒550 大 阪 市 西区 南 堀 江 3 一 9 一 27 奪 06(540)7931 


ま 京 由 〒I0| 東京 都 千代 田 区 三 崎 町 3 一 10 一 5 奪 03(263)1531 
人 条 所 〒450 名 古屋 市 中 村 区 若狭 町 | 一 30 傘 052(58)4316 
京都 営 世 〒65 京都 市 右京 区 西 院 平 困 25( 東 商 ピ ル ) 容 075(314)4460 
福岡 営 生 所 〒812 福岡 市 博多 区 博多 駅 東 1 一 9ーi5 合 092(43|)7181 


スガ リー ス ( 株 ) 〒572 府 屋 川 市 点 野 3 一 22 一 22 谷 0720( 27)0561 


た プ デ ッ ほ は 衝 示 、 実 カ 泊 


営業 品目 @ 各 種 コ ン フ リー トバ イブ レー ター( エ ン 人 
@ 水 中 ポン プ @ タ ン バ ー@ バ イプ レー ショ ンプ レ - 

振動 モー ター@ 振 動 フ ィ ダ ー 

コン フリ ー ト ・ ロ ー ド ・ フ ィ ニ ッ シ ャ ー 

メッ シュ ・ イ ンス トー ラ @ そ の 他 振 重機 械 


@ 最 高 の 安定 性 と 高 能率 @ 符 珠 条 方 式 の 深 用 で 耐久 力 ガ 大 。 
@ @ 強 力 な 晴 圧 能力 で 肥 家 が 良い 。 
レー / ノノ (一 @ ハ イジ ャ ンプ で 前 進 登坂 力 が 強力 。 
取扱い が 科 単 で 移動 運 搬 も 容易 。 
用 導 軒 道路 滑走 四 ・ 斉 防 ・ ワ スコ ン 符 の 
多 呆 路盤 の 過 圧 建築 工事 の 選 
困 石 の 矢 固め 、 電 信 電 話 ・ ガ ス 管 ・ 
水 導管 の 埋 股 後 の 圧 


@ 初 め て 完成 され だ 正 転 ・ 逆 転 自在 の 〈 画 期 的 ) な バイ プレ ー タ ー 
す 7 


2 抽 0 本 
特殊 加工 され だ 強 級 な フレ キシ ブル シャ フ | 

'@ ヒ コー ズ フ リー 則 に より えー バーロー ト 、 単 相 運 転 に 
よる コイ ル 焼 損 を シヤ ッ ト ア ウト 

@ パ イブ レー マー 用 の エン ジン は 、 その まま ポン プ の 放 
に 使用 で きま ず 。 


人 @ 弁 音 公害 の 解消 ae @ 
に アプ ルー ショ ンコ フッ レー 
@ 自 走 力 ( 毎 分 25m) 抜 絡 て 作業 能 康 ジッ プ 。 
@ 嘆 軽 使 な 上 に 岩 圧 力 が 大 きい 。 
@ 完 全 な 防 振 で て 、 快 適 な 作業 ガ で きる 。 
@ 表 面 仕上 げ が きれ い @ ベ ルト 疫 整 が 容易 。 
用 計 ぁ アス ファ ルト 舗装 の 岩 圧 、 の 
@ 路 角 、 土 間 の 薄 利 、 砕 石 、 砂 等 の 締 固 
@ ガ ガス 管 、 水道 管 、 ケー プル 電導 


@ 一 人 で 持 運 び も 、 操 作 も で きる 〈 高 性 能 水中 ポン プ 〉 


ポッ ンプ 
@ エ ンジ ン で も モー ター て や 使用 で きる 。 
み (アデノ @ 叩 び 水 が い ら な い 。 
@ 土 包 混 入 の よごれ 水 で も 掲 水 で きる 。 
@ 原 動 概 は バイ ブ プレー ター と 完 貨 用 で きる 。 


少な い 。 
@ エ ンジ ン は その まま パイプ ブレー ター 用 に 使 
用 で きる 。 


上 きせ 
まき 
は 
に は は 
EEEEEEETT3 


無 振動 無 騒 音 圧入 機 


地盤 に あわ せ て 
ご 選定 下さ い 。 
* 負 り 込 み タ イブ 
MS-20A 
< 油圧 ・ 圧 入 タイ プ 
IMS-20B 
MS-30B 
* オー ガー モン ケン タイ プ 
MS-20M 
MS-30M 
還 三 点 式 クロ ー ラ ー 人 @ 
クレ ー ン 用 
S.P.D. 圧 入 機 


本 社 ・ 工 場 尼崎 市 東海 岸 町 1 の 1 


製 造 元 
(⑳) 三 和 機 軸 因 株 式 に っ さ 社 2 〒660 TEL (06) 409-0981 
発 


京 ・ 札 幌 


洗 
出 


P&H ト ッ プ ディ ラー 


名 古屋 支店 052(21 
見 還 れず 株式 会 社 認 
本 


仙台 支店 0222(66)0155 松山 営業 所 


葉 芝 業 所 
)0305 全 沢 営業 所 


人 0472(2 


社 き 540 大 阪 市 東 区 筐 後 町 4 ] 番地 福岡 支店 人 092(281)403| 高知 営業 所 0888(31)0900 
合 06 (341)0271 高松 支店 合 0878(35)0222 鹿児島 営業 所 992(55)3281 

東京 寺社 叶 1083 東京 都 中 央 区 日 本 橋 3 丁 目 15-5( ) 青 閑 営業 所 谷 O177(66)1206 和歌 山 事 務 所 な 0734(53)5009 
る 03 秋田 営業 所 0188(64)6528 


《 用 途 ) 
セメント ミル ク 、 エ アモ ル タ ル 
砂 入 り モ ル タ ル 、 樹 脂 モル タル 
水 ガ ラス 、 古 酸 ソ ー ダ 
| / アス ファ ルト 乳剤 
泥 土 、 脱水 ケー キ 


薬液 、 硫 酸 バ ンド 
高 分 子 凝 集 剤 、PAC 


浴 料 、 吹 付 材 、 防 氏 材 


ッ ーー 


| リ 泥 土 の ずり 出し 用 


NES 各 


含水 率 60%% て も 送れ る 小型 で 軽便 な . 


《 用 途 〉 
コー キン グ 閉 圧入 
シー ルド 裏 込 用 
薬液 注入 用 
排 土 


骨 材 洗 河 排 土 
生コン 残 注 


フィ ルター プレ ス 
打 込 用 
脱水 ケー キ 圧 送 用 


・ モル タル 用 
NM 弄 


脱水 ケー キ 圧 送 装置 シー ルト 工事 モル タル 謀 込 用 


フィ ー タ ー 付 NES 


へ ー マ イー シシ シ ) 


兵 神 装備 株 式 会 社 


ナベ トロ 式 NM 弄 


@ 西 独 ス チー ルカ ッ ト フ クイック フ 


モ ュ ー ム 管 や U 字 溝 の 手軽 な 切断 機 は な いか ? と いう を 作業 現場 で 
し ば し ば 聞き まし た 。 二 次 製 品 の 切断 は 色々 工夫 きれ て きま し た が 、 
重 す ぎ て 疲れ る 、 切断 に 時 間 が か か りす ぎる 、 装備 が 大 変 だ 等 問題 
が あり まし た 。 これ を 一 挙 に 解決 し た の が スチ ー ル TS200 で あり ます 。 


人 @ 特 長 


ル 付 の 放 作 業者 が 疲れ な い 。 

ド の 使用 に より 水 を 必要 と し な い 。 
きれ た 。 

( 例 ) 砥石 使用 の エン ジン カッ ター と 比較 する と 約 二 ) 


2 サイ クル ガツ リン ェ エン ジン 

2cc 

ンジ スタ ー イ グ ニ ッ ショ ン シ ス テム (ノー ポイ ント ) 
: 1( ス チー ル 専 用 オキ イル の 場合 25 : 1) 

7.5kg(9 イ ンチ プレ ー ド 付 ) 


与 777/ 

| こさ ょ 3 会 社 

| スチ ー ル ジャ パン 株 式 会 

〒)81 束 京都 屋 市 中 原 1 丁 目 8 番 14 号 容 (307)6161 〒531 大 阪 市 大 演 区 本 庄 西 2 本 目 12 番 23 号 ( 新 三 険 ビル ん ) 机 (371)4363 
〒001 札幌 市 北 区 : 西 6 丁 目 2 番 地 ( 第 一 山崎 ビル ) 容 (741)05I1 〒8I6 祝 岡市 博多 区 西 月 限 1 丁 目 60 番 地 (472)7021 
〒980 仙 埋 市 森町 通 2 本 目 3 番 16 号 容 (72)3521 〒862 熊本 市 田 迎 町 杉 橋 1 1 2 番 地 ( 高 本 ヒル ) 杏 (78)7007 
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錠 和 ゴ YOKOHAMA AEROQUIP 


し な や か さ は 技術 で す 


軽量 柔軟 さと 耐久 性 は 相反 する も の 、 OMB シ リー ズ の 耐久 力 と し な や か さ は 横浜 エイ ロ クイ ッ プ の 技術 その も の で す , 


配管 設計 を 30% コ ン パ クト に し まし た 。 | 
ーー 1 Eo 1 1 1 1 1 


油 温 連続 120C で 本 計 誠 | 
の 耐 衝 撃 試験 に みごと 合格 。 | "7 


絢 く より し な や か に と 技術 の すべ て 


回 


100 万 


ル 》 シ リー ズ は 、 よ り 8 


ス N100 万 回 に も | 2 


24 300 
、 い まま で の 製品 に 比 - な り まし た M 
これ は ホー ス の 補強 抗 湖 カワ イヤ ー を 、 ま た 内 1 1 
面 チ ュー ブ に Ce 用 し た か 6 で (6 | 5 細 
この 高度 な ノウ ハウ が 、 い 徐 業 分 野 で 幅 則 | 0 
-a 330 
和 2 


ほし で いま す 。 = 


その し な や か さ は の 
詞 ンク ト な 配管 設計 を 可能 に し まし : 


使用 温度 間 因 一 40 


ズ は 、 
SA 
22 も 小 き な 曲げ 
な り ま し た 。 

この し な や か き 。 


標準 還 シ ョ ベル レ バケ ッ ト 容 量 0.5m 


この クラ ス 最 高 の 低 燃 費 ・ 強 力 
エン ジン / 低 騒 音 快適 作業 ノ 


吉河 の CT5g は 、 建設 機械 専用 の 4E2 強 力 エ ンジ 
き 涯 、 人 運転 は 、 軽 快 か 各 覆 の 作業 条 介 
し る た め 、 メ ズー ン 油 庄 ク ラッ チ 車 と ダイ レク トク ラッ チ 
車 の 2 種類 を 用 意 。 ま すま す 多 様 化す る ニ 対応 
、 次 様 の お 仕事 に 大 きく 商 献 で き 


の 小形 掘削 、 積 込 機 の 決定 版 で す 。 


で き る 親 品 


る この クラ ス 最 放 


※ 他 に CT5Qs( 湿 地 車 ) CD5』( プ ブルドーザ) 等 が あり ます 。 


ン 


CT5gs その 他 の 特長 

介 不 六 地 や で も 立 祉 生 し な い タ フ な 赴 ま わり | 

@ バ ケッ ト ) が 大 きく 作業 能率 が よい 

全 虹 た ケン フ 040mm)、 ダ 
(805mm) が 

介 作 誠 油 圧 が 高い 

@ 乱 


グリ ー チ 


《 ト ラッ ク 横 み 込 み が 容易 。 


力強く 、 耐 久 性 抜群 。 go 
イク ル タ イ ム で 作業 能 が 向 ⑤ 


志和 河 表 業 
F ロ ロリ に AVWVA 選 ロ LT ロ . ] 


本 社 〒!00 東寺 代田 区 上 6 著 ! 号 (03)a1 
砂原 (06344.254| 周 (092)74| 226| 仙 人 (022 
高 (0678)5-3264 名 古屋 (052)56|-4586 札 剛 (0I 
周山 (0862)79-2325 会沢 (0762)5-159| 秋 印 (0188)46-6004 
建 居 販売 サー ビス セン ター 田無 (0424)73 2541 


本 機 に は 面積 の 広い スラ イド 式 リフ タブ ル デ ッ キ 、 NATM に 放す る ニク ステ ン ツ (6 ラ ルフ 有 の 導 
せん 孔 の で きる HD100 油 圧 ド リフ タ が 搭載 きれ て いま すれ 高く 、 犬 きい トン ネル 断面 に 対 L て も 能率 的 て 、 安 定 
し た せん 孔 が で きま お 


、 まな 件 株 ノヽ 吉河 さく 涯 要 販 売 可 式 計 特 


区 ABBton 人 志 MOOD 東京 人 区 元 の 内 2 上 6 番 1 号 021)6551 
4.330mm 倫 全 幅 三 2800mm 札幌 仙台 名 古屋 @ 大 阪 @ 揚 賠 @ 
ん 北 男 囲 王 10.900mm ( 幅 ) ※9.600mm( 高 ) 湯沢 e 水 時 ゅ 大 館 。e 会 津 者 松 9 今 市 @ 
、 0 全 ド リフ ターHD100 


ク 用 モー タニ 45kWX3 ms 造 エ グ N 調 河 鞭 業 杯 式 会 社 


3 F ロ ロロ に AWA ビ ロ .,LT ロ . 
ン デ 100PS 7 
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コン クリ ー ト 


4 作 ) パ ィ フレ ー タ ー 


カッ ター 


世界 に 伸び る 東京 フレキ の 技術 と 実績 . 


コン クリ ー ト タン パー 
(土間 仕上 機 ) 


CT-25M 
(モー ター 式 又は エン ジン 式 ) 


高周波 バイ プレ ー タ ー 
(エン ジン ゼネ レー ター 式 ) 
コア ー ポ ボー リン グマ シン 


BM-F 型 
(水平 擬 、 生 用 横 ) 


he 新 製品 シリ ー ズ を 加え て 13 機 種 と な かり まし 
だ 。 業界 随 一 の 豊富 な 機種 より 御 希 望 に より お 選び 下さ い 。 


DCC-OR 型 
転 量 型 4PS 
DCC-4RN 型 Ft DCC-8A 型 
回転 ハン ドル 務 動 式 二 の 人 上 直 式 拓 速 
切 深 190m (自軍 換 目 在 ) 
重 量 5Kg 


切断 深 30om 


_ 制 東 京 タ マラ ャ 製作 所 


部 大 田 区 羽田 5 丁目 5 番 3 号 


電話 03(744) 8 711( 代 表 ) 
〒144 に 田 区 羽田 胃 町 5 番地 〒980 仙台 党 楽 所 仙 吾 市 柏木 1 丁目 1 一 1 
『 疾 0222 (75) 1 2 6 1( 代 表 
〒144 〒300 水戸 衝 基 紀 二 守 市 叶 析 町 区 28 導 
疾 0298 (42) 2 2 17 番 
〒gi6 〒634 大 孤 出 張 所 夫人 県 民 市 川 商 町 784 
身 092(471) 7 0 5 (人 電話 07442(7) 8 2 4 6 (代表 ) 


Cedarapids ニス ー 宅 デ ゲ ーー 一 
互 F- ろ ロロ 
標準 型 アズ クッ ん ペー/『 医 


20 年 間 に 俊 性 遺伝 を 続け まし た セ ダ ラ ビ ピッド 
B SF-2 型 ペー パー は 、 重 み と 信 頼 感 を デザ 
イン に 加え ここ に BST-400 型 に モデ ル チ ェ 
ンジ し まし た 。 倍 旧 の 御 愛 原 を ! 


セ ダ ラ ピッ ド 型 式 BSF-400 一 般 仕様 書 
希 装 店:( 標 準 ) 3.0m 
「) 4 (MIN.) 1.8m 一 MAX.6.0m 
こ ー 印 装 厚 :(MAX) 25cm 
舗装 速度 :( 標 剖 ) 3.3 ご 39.6m/ 分 
(低速 ) 2.4 一 27.6m/ 分 
浴 行 速度 : (標準 ) 2.7 一 6.1km/ 時 
(低速 ) 1.9 一 4.3km/ 時 
: (本 体 ) 10.886kg 
( 仁 届 品 共 ) 12,100kg 
BSE-400 型 の スク リー ド 機 構 は 、 
BSE-2 型 と 同形 で 、 そ の 他 の バ 
に も 総 べ て 換 性 が あり ます 。 


型式 BSF-400 の 主 な 機能 と 特色 
1 ) 装 軌 式 、 メ カニ カル ドラ イブ 、24 彼 変速 の 標準 サ 
f 経済 型 機 
強力 GM3-53 デ ィ ゼル エン ジン 、 准 
1 2 イー ダー スク リュ ー 
tt 増加 、 フ イー ダー 
谷 部 鋼板 肉 厚 増大 、 本 体重 】 
動 コ ント ロー ル 。 
事故 防止 、 機 器 破損 防止 、 
| リ 
(8 ) 数 々 の オプ ショ ン : ra ト 電動 遠隔 昇降 
装置 、 NI-: 0 く 


姉妹 機種 : BSF-420 : エダ ラビ ッ ド 型式 BSF-420 の 機能 は 下記 を 除き 総 べ て BSTF-400 と 同 


動力 伝 導 系 統 
エン ジン 一 油圧 ポン プー 油 庫 モー ター 一 役 安 湾 ト ラン スミ ッ シ ョ ンー 一抹 電磁 クラ ッ チ テ 
ー 左 右 フ イー ダー スク リ ユ ー 電 下 ク ラッ チ 
・ 走 行 の 2 段 除き 、 ダ イヤ ル 無 段 変速 が 出来 る 。 前 後進 の 変換 が スイ ッ チ 操作 で 出来 る 。 但し 、 
と フィ イー ダー 入 度 (は シン クロ 


1OWA MANUFACTURING COMPANY e CEDAR RAPIDS, IOWA e U.S.A. 
日 本 総 代 理 店 


ゼネ ラル ロー ド イク イプ メン ト セー ルス 株 式 会 社 


東京 都 寺 代田 区 内 神田 2 丁目 13 番 地 中 村 ビル 会 03-256-7737 一 8 
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技術 と 信頼 を 大 切 に 


高周波 48V シ リー ズ ( 実 用 新案 出願 中 ) 


HMV50P 型 


『< エ ーーー 衣 モー ター 焼損 を 防止 、 プ ロ テ ク タ 内 蔵 
一 琴 高周波 発電 機 HAG2.4Y 型 


カー ルコ ー ド 、 新 型 電気 継手 採用 で 性 能 ア ッ プ 


HMV-P 型 デー。 


新 発 売 / 


新 軽 便 バ イプ レー タ P モ ー タ シリ ー ズ (三重 線 プ ラス チッ クモ ー タ アー ス 不 要 ) | 
P23F 型 _P32FP 型 P38FP 型 P28DL 型 P32DL 型 P23D 型 P38D 型 PKC 型 


本 


み [/ | 


新 ベ ピー フレ キ P ニ = ニ FP シ リー ズ に は 上 記 の 他 lm・」.5m・2m の フレ キ が 用 意 さ れ て いま す 


ロ 


ルン アガ 
林 バ イフ レー ダー 株 式 芸 社 


本 社 及 東京 支店  〒105 東 京都 港 区 浜松 町 1 -18_5 電話 03(434) 8451( 代 ) 
阪 支 店 〒564 大 阪 府 吹田 市 江 の 木 町 298 06(385) 0151( 代 ) 
場 〒340 埼玉 県 草加 市 稲 某 町 1558 (0489(31)1111( 代 ) 

業 所 札幌 < 盛岡 仙台 新潟 名 古屋 金沢 広島 高松 


* 


省 資 六 バ 時 代 ア 
移動 式 ア ス フ ァ ルト 再生 ブフ ント 


アス ファ ルト 廃材 は 
貴重 な 資源 で す 
も う 捨 て な いで 下さ い 。 


アス ファ ルト リサ イク ルフ ラン ト 


再生 機種 : 1ton/h・5ton/h 


@ 必要 な 時 、 必 要 な 場所 で 、 ア デス フ ァ ル ト 
廃棄 物 を 1002% 再 生 い た し ます 
39 も Ci し 
729t9Mb<168on7h @ プロ 用 の 1 時 間 あ た り 15 ト ン 再 生 。 し か も 、 
3 5 少 再生 の 場合 は 単 動 運 転 の で きる 、 省 エ 
姉妹 機 ミ ニ サ イク ル AR-5 型 2 痢 。 
@ 低 駆 音 、 無 公害 。 


B 本 道路 サー ビス 株 式 会 社 


社 東京 都 千 代田 区 飯田 橋 4 丁 目 9 番 地 9 号 
TEL.(03)234 一 0466 
販売 技術 馬 
再生 能力 叶 | 時間 あたり 5 トン 因 Hi 


町 2 一 | 一 6 工業 団地 
サー ビス セン ター TEL.(0272)53 一 6821( 代 ) 


0.18m ミ ニ バ ッ ク ホ ー 用 


こ 取 付け て 、 ラ ク に 作業 が で きる 
破砕 に | ん ク ょ ォ ー プ ル -ー 


@BHB-130 バ ッ ク ホ ー プ レー 
ター は 、 ハ シン 


の 8 倍 の 作業 能 


ます 
@30m 将 れ た 地点 と 
いう 低 府 プレ 


俺 必要 な エア ー コ ンプ レッ サ 
- は 、3.3m 一 5.0m グ 毎 分 
吐出 で 充 2 


本 全量 (タカネ 


@AD-90 型 アタ ラッチ ドリ ル は 、 
0.2mー0.4m パ ペック ホー 用 
で 、2.0m の 裕也 が で きま す 

@0.1mー0.18m ャ ッ ク 用 
は MAD-90 型 で 、1.5m の 究 


ボー は 。 
振 分 吐出 で 充 


ドリ ル シ リ ンダ ー 径 90mm 
ピス トン スト ロー ク | 65mm 
空気 消費 量 | 4.3m/min 


写 イ 昌 因 豊橋 工場 豊橋 市 新栄 町 37 佐 (0532)3I 一 4136( 代 ) 
東京 営業 所 東京 都 大 田 区 新 蒲田 24-!3 容 (03) 736 一 5245( 代 ) 

福岡 営業 所 福 剛 市 南 区 清水 | -18-17 会 (092)5l 一 4 8 91 

帝 仙台 営業 所 大 丁目 宇 稚 代 13 窓 (0222)96 一 3833( 代 ) 
(6 国 撃 岩 機 製 作 所 名 古屋 区 | 著 3TB4-|9 容 (052)682 一 3456( 代 ) 
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= 


ノ ゲ /// 
大 手 建設 機械 メー カー へ 
多く の 実績 を 持つ 
0e4 ル グ ー ラ ター シリ ー ズ 


(ロー 接 け ) 


200『ー900H ま で の 多種 類 ・ 納 期 世 速 材質 が 総 ア 

ルミ 製 な の で 、 軽量 で 耐圧 、 耐 触 に 優れ て いる 。 

営業 品目 油圧 ・ 潤 消 用 サク ショ ン 、 低 、 中 、 高 圧 、 リ ター ン 等 
各種 フイ ルター、 水 冷 、 多 管 式 オイ ルク ー ラ ー( 自 社 製 
ロー フィ ンチ ュー ブ 組 込 ) 強制 潤滑 装置 


《C 宮 大 生 工 業 株 式 会 社 


本 社 工 場 東京 都 板橋 区 若木 2 一 32 一 2 更 上 74 
合 東京 (03) (934)3281( 代 ) テレ ックス 272 一 2880 
補 考 宮 工場 栃木 県 発 須 郡 南 那 須 町 大 字 南 大 和久 字 早 坂 984-21W32!-05 
谷 南 那須 (028788)7211 テレ ックス 3546 一 295 


Yoyv 


中 


全 守 汐 


で 選び の 半 功 部 人 き 沼 ささ へ 計 み 


部 


フツ ソス ズ テ フフ マイ カイ 株 式 会 社 


オ 


福岡 市 示 多 区 博多 駅 東 | 1 


BW-|70 型 自重 5.3ton 
BW-2|0 型 自重 8ion 
BW-210DH 型 自重 llton 
BW-215D 型 自重 |8ton 自 走 式 振動 ロー ラー 


BW-|70PD 型 自重 6.7lon 
BW-2I0PD 型 自重 10.5ton 


BW-|0 型 自重 |0ton 
BW-|5 型 自重 |5lon 


MPH-|00 型 自重 |3.2ton 


元 


東京 都 千 代田 区 買 町 3 丁目 7 番地 
テレ ックス No 


03(263)028I( 大 代 素 


且 府 史 困 市 
ー ル 国 、 オーチャード ・ ロ ー ド 、 ファ ー 
市 中 央 区 南 5 条 東 2 丁目 
田 県 大 姜 市 豊 町 4 
浜 市 港 北 攻 短 輪 
工 県 夷 陽 郡 夷隅 町 病 


骨 0I1(512)7931( 代 表 ) 
0186 (42) 1667 
044 (62)1141( 代 半 
ほ 隅 0470(86)3011( 代 表 


ー36 一 


優れ た 掘削 性 ・ 正 確 な 削 孔 


豊富 な 施工 実績 
年 の 便 績 


告 53 一 17601 


リ パ ー ス サー キュ レイ ショ ン DS 


eTS 段 掘 細 ピ ビッ ト は ーーーーーーー- we 一 般 リ バー ス 工 事 は ーー 
ゼット 撮 削 の 理論 を 追求 し て 、 れ た 高 性 能 の 勿論 、 大 孔 和 掘削 、 鋼 管 桂 列 矢板 工法 等 、 を の 他 特 


ビ ピット で す 。 優れ た 段 掘り 掃 前 の 優れ S 殊 工 法 に も ち 、 ス タビ ライ ザー、 ガ イド 等 と 組合 わせ て 
超 硬 妨 先 を 取り つけ 、 そ の た だ ため] > し い 搬 削 性 を 持 使用 きれ 、 す ば らし い 撮 前 性 、 な 削 孔 、 垂 直 精 度 を 


ス 


ー ズ で 、 


っ て いま す 。, 文 回転 を 良く 保護 し 、 示し 、 ユ ー ザ ー の 各位 より 絶大 な 信頼 と 、 感 謝 を 寄せ 

正確 な 孔径 に 仕上 げ 、 ズ リ の 集中 効果 も 良く 《、 さ ら に られ て いま す 。 双 ウエ ル 、 パ イル 等 沈設 、 打 設 用 拡 底 

垂直 性 度 を 自己 修正 する 能力 を も っ て いま す 。 ピッ ト 6 実用 ピット と し 完成 され 、 数 多く の 実績 を も 
ち 、 す ぐれ た = 絶大 な 信頼 を 頂い て いま す 。 


で ーー キー 』 し 
株 式 会 社 東京 製作 所 
〒272-01 千葉 県 東 葛 飾 郡 浦安 町 猫実 砂田 1074 番 地 TEL 0473 (52) 1161( 代 ) 

富 - ーー ぞ ト ネ 
東京 販売 株 式 会 社 
〒130 東京 都 江東 区 各戸 9 丁目 4 番地 1 号 109 TEL 03 (638) 0538( 代 ) 


「 省 燃費 」 の 同意 語 。 


いま 新た な ポイ ント で 脚光 を 浴び る デン ヨー 製品 。 


肌 は 生ま 2 し rr 


仕様 人 交流 発電 機 周波 数 50 60Hz 
業 用 出力 175/200kVA 電圧 (200 

400V) /(220/440V) 助 磁 方 式 プ ラン 

語 ビズ 方 式 @ 補 助 電 源 |.5KVAX2 人 @ エ ン 

ジン 小松 カミ ンズ NTC-743 運 続 定 

格 出力 (215PS 1500rpm) "(246PS 

1800rpm) 燃料 タン ク 3004 橋 料 消費 

料 (40 4h) (50 4.h) き さ L3980 
<W1430xHI830mq 人 重量 4600kg 


自動 アイ ドリ ング と 自動 給油 半 置 は 、 長 
時 間 の 運 続 使用 を 可能 に する と と も に 燃 
料 、 オ イル の 節減 、 エ ンジ ン の 寿命 も 長 
持ち させ ま 

* 離 れ た 場所 か ら 操作 で きる リモ コン 
の 提 準 コー ド は 25m 


防音 型 ・ エン シン 6 ー フ ル ) DCD- ら 308SSE 


と き 尼 エー ヨ 務 仕様 人 溶接 用 発電 機 名 称 第 3 刷 
好評 エー ブル 1 て 新 間 人 
省 燃費 ・ 低 上 音 ・ コ ン パ こ 格 電 流 230A 電流 和 囲 50 - 230A 


> て 放 通用 浴 接 棒 2.5 5.0m 人 補助 電 当 
クト ・ 経 済 的 な 溶接 機 の NN 


エー ス 。 SM 。 1 3000rpm 電気 起動 沿 料 タン ク 198 
人 @ 大 き さ し 1400xW745xH935mm 催 硬 
量 450kg 


* ス ロー ダウ 装置 の は た らき は 、 無 員 
荷 運 転 時 に 自動 的 に 低速 運転 と な り 、 
燃料 、 オ イル の 消費 が 大 市 に 箇 減 で き 、 
また 部 品 の 摩耗 も 軽減 し ます 


防音 型 ・ エ ンジ ンコ ンプ レッ サー り に WoO ら 
の 活躍 EE * 吐 3m/min 99 
経済 性 で いま 注目 の ま と 。 時 HO 
に 17.6PS2700rpm 敵 料 タン ク 194 


@ 大 き さ し 1530XW745HI000mm 電 重 
量 490kg 


* ネ ベー ン ロ ー タ リー は 特殊 加工 の 高 精 
度 仕上 か ス が な い の で 
動力 消費 が 《、 運 転 経費 が 大 巾 に 
箇 滅 で きま す 


いつ の 呼 代 で 6、 特定 の プラ ンド が 7 特定 の 言葉 の 同 】 その 届 品 が その 時 代 の 何 か 曽 者 は 同 

語 6 中 1 は 、 身 品 に を の 背景 に ある 技術 と 頭 有 に な えら れる ひと つの 称号 一 いま デン ヨー の エン ジン 発電 機 、 
エン ジン 溶接 機 、 エ ン コン プレ ッ サ ー は 、 それ ぞ れ 「 省 頑 費 」 の 同意 語 と な り まし だ 。 当 初 よ り 経済 性 を 追求 し ィ > 
ヨー の 成果 で 本 これ か ら 5、 デン ョ ー は 時 代 1 計 代 を 代表 する 製品 を 開発 し て いき ま 


64 東和 上 庫 -2? TEL(03)389 3ilI(f 


トー し 2 玉 店 営 開拓 / 札 6 人 、 唱 表 北 関 束 : 愉 こも 人 TO0. 1 ES 
上 ニー/ に しわ と 7 革 D 


省エネ ルギー と 生産 性 向上 … 
幸 生 導 性 が 鏡 を 巡る 。 


“けが 省エネ ル ギ ん ME 


石 処理 シス テム 
0 の 作業 浅 の 増大 を 基本 と 
す 。 る の 実現 の た め に は 、 シ 
右 す る 機械 の 組合 せ が 


T の 大 形 機 が 威力 


大 形 機 が シス テム で お 応え し ます 


(HB キャ タビ ラー 三菱 


所 市 田 あ 3709 〒229 代 (0427. 
花衣 山 2 3( 調 山 ビ ル I2F) 〒I07 宇 (03 
2845 〒358 で 0 


本 杜 ・ 工 場 神奈 


【 旧 CATERPiLLAR 


時代 


が シス テム の 省エネ / 


2 


AT ロロ ILLA の 大 形 マ シン 
@CAT プ ブルドーザ ロ B に ロ BH ロロ 
@CAT ホ イー ル ロ ー ダ 呈 戸 ロビ 日 己 ヨ 8 ら ビ 
@CAT ダ ンプ トラ ッ ク フ 是 己 巳 / プ フ ヨ 巨 / プ フフ 


Cm 
wt 


人 Hi 
を や MNT 


MCLELEi ER 


NEW 人 な (0572-ida| 次 
し 人 夫 二 (05252)4ー2H 


TRACK PARTS FOR CRAWLER TRACTOR 


の TOIKIRON 


クロ ー ラ ー 足 廻り 関係 の 

設計 製作 に つい て 
ご 相 談 下 さい ………… 
の フタ ー ザ ービス も 
万 全 で す ・‥…・ 


了 
< 営業 品目 > 
小松 ・ キ ャ タビ ラー 三 其 

その 他 各 モデ ル 
リン ク ・ ビ ン ・ ブ ッシュ ・ シ ュー 


・ ラ グ その 他 是 題 り 部 品 


トラ ッ ク ・ リ ンク は トキ ロン ヘ へ ・・・・ 


録 東 京 鉄工 所 


ー 4 一 


トリ 


MUS |2 型 
自重 |.21 
(デイ ゼル ) 


"MRA 一 65 型 
(ガソリン ) 


RT・75 型 

エン ジン 直結 式 

オイ ル 自 動 循環 式 
一 ベ ルト 掛け 廃止 

田 シ ョ ッ ク ア プ ソ ー バ 廃止 
較 グ リス アッ プ 全 廃 

画 内 部 シリ ンダ ー 廃 止 
一 コイ ル ば ね 数 減少 


アス ファ 


ルト 千 装 最適 


MUC 一 40 型 (41) 


(前 鉄 輸 ・ 
MUC 一 40W 型 (41) 
(前 後 共 ・ 


鉄輪 ) 


ーー 


MRA 一 75 型 
MRA 一 65 弄 
(デイ ゼル ) 


VP 一 80 型 一 80kg 
VP70 型 一 70kg 
KP 一 60 型 一 60kg 


後 タ イヤ ) 


MRA85 弄 
(デイ ゼル ) 


アス ファ ルト 舗装 ・ 
表面 整形 ・ 補 修 
120 型 一 !20kg 
90 型 一 90kg 
85 型 一 85Kg 


株 式 会 社 (カタ ログ 送 量 ) 


明和 製作所 


川口 市 青木 ! 丁 目 18 一 2〒332 
本 社 ・ 工 電 Tel.(0482) 代 表 (51)4525 一 9 
径 所 Tel.(06) 961 一 0747 一 8 
el.(092)4 リ ー0878・4991 
el (0822)93 一 3977 人 0・3758 
(052)36! 一 5285 一 6 
0222)96 二 0235 一 7 
01)822-0 0 6 4 


オペ レー タ が 知っ て いま す 
ブロ ー・ ノ ックス の 使い 易 さ ノン 
一 信頼 出来 る フィ ニッ シャ で す 。 
PF220, PF1 80H, PF500, PF1 20H, PF115. PF35, PF22 
(最大 舗装 幅 12.2m か ら 2 .44m ま で の 7 型式 が あり ます 。 又 全 機 種 共 全 油圧 方 式 採用 ) 


PF-I15 型 (低圧 (2Kg/cr) タイ ヤ 方 式 ) 全 油圧 式 
舗装 幅 スタ ンダ ー ド 2.5m 

最 大 5.0m 
スク リー ド ウェ ッ ジ ロッ ク 式 (ワン タッ チ 脱 着 ) 


(woo) ( 米 ) ブロ ー・ ノ ックス 社 
上 < ニー レン ww ゼム コイ ンタ ナン ショ ナル 株 式 会 社 


東京 都 大 田 区 大 森北 1 一 28 一 6 谷 (03) 7662671 代 表 ) 


2 テス 数 
人 1. 販 売価 格 :\ 12,700.000 


2. レ ンタ ル 料 : レン タル 期間 に より ご 相談 。 
る 3. レン タル 地域 : 日 本 国内 (運賃 別途 ) 

尚 、 新車 (ご 指定 色 等 ) 配 車 も レン タル 期間 に より 

ご 相談 きせ て 頂き ます 。 


特 長 
シン プル な 構造 で 強力 な 振動 機構 
e 不 陸地 で も 走行 の 安定 性 は 抜群 
@ 居住 性 が よく 、 操 作 の 簡単 な 運転 席 
@ 構築物 サ イド の 転 圧 も 容易 

e 余裕 ある 無類 の 走破 性 能 を 発揮 


(製造 ) の 洒 半 本 析 人 
<⑯5> 三井 物産 機械 販売 挑 式 唐 守 


本 社 〒105 東 京都 港 区 西新 橋 2 丁目 23 番 1 号 第 3 東洋 海事 ピル TEL03(436)2851 大 代表 


札 析 営業 所 01 一 2 一 3651 6 一 2861 所 0878 一 一 3737 
可 0222 一 86 一 043 36 一 2865 に 0822 一 27 一 1801 
6 一 2908 092 一 431 一 6761 


5311 


= 0992 一 26 一 3081 
楽 所 06- 305 一 2755 郡 靖 


所 0988 一 68 一 3131 


4 
炉 

工 所 0188 一 32 23 
抹 所 0252 一 7 一 8381 
泉 所 。 03 一 436 一 2871 


記 給 


クモ と いえ ば 、 あの 芸術 品 の クモ の 巣 を 張っ て 

獲物 が か か る の を 待つ と いう の が 彼ら の 狩猟 法 で す が 、 
北米 に いる ポラ スパ イダ ー の 肉 は も っ と 積極 的 な 狩り を し ます 
投げ ナ ワ を 使っ て 獲物 を 捕え る の で す 

投げ ナ ワ の 長 さ は 10 数 セン チ 。 先端 に は 粘っ こい 玉 が つい て いま す 
獲物 が 近づく と 、 彼 女 は カウ ボー イ 顔 負け の 

テク ニッ ク で 投げ ナ ワ を 二 に 飛ば せま す . 

気 の 揚 な の は 気分 よく 空中 散歩 を 楽し ん で いた 獲物 

あっ と 思う 間もなく 、 飛ん で きた 粘 つ いた 玉 に 捕え られ 、 
どん な に も が いて も も う 逃 げ だ せま せん 

か く て 投げ ナ ワ の 不意 打ち を くら っ た 獲物 は 、 

彼女 の 食 箇 を に ぎわ すこ と に な る の で す 


動物 た ち は 生 き て ゆく た め に 、 
本 能 的 に 道具 を 使っ て いま す 

この 投げ ナ ワ も その 晴らし いじ ゃ あり ませ ん か 
道具 と いえ ば 、 人 間 は いろ いろ な 道具 を 考え 、 つ くり 、 
今日 の 文明 を 系 き 上 げ て きま し た 

その 中 で 忘れ られ な い の が 三菱 産業 用 エン ジン の 存在 
ビル を 建設 し 、 道路 を つく る … そ の 現場 に 働く 様々 な 
建設 機械 、 産 機 械 の 中 枢 と し て 活躍 し て いま す 


lillll 


カ ・ 低 


燃費 ・ 低 騒音 3 拍子 そろ っ た 、. 


= 凌 産 業 用 エン ジン 。 
ーー で 7e 


sp22T 


EC) 


思 ] @ 大 型 か ら 小型 まで 豊富 。 あら る 用 途 に ご 利用 


の 
電 


HL | 
RY 


いた だ け ま まれ 

抜群 の 信頼 性 、 耐久 性 、 経済 性 は 、 そ の 多年 
の 実績 に 裏づけ られ て いま お 

アフ ター サー ビス 6 も 完 べ き 。 全国 各地 に 豊か に 広 
が る サー ビス 網 。 


三 琴 森 業 用 エニ ーー 
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の 、 三 茨 邊 動車 工業 株 式 全 社 
(産業 エ ン 部 ) 


注 ) 1.4G41 は ガソリン エン ジン 他 は ディ ー ゼ ル エ ンジ ン で す 


2 出力 は 建 機 用 定格 出力 で 


東京 都 港 区 芝 5 33-8 〒108 大 東京 03(455)1011 


工 : 


ハイ パパ ワー、 低 燃費 を 誇る 40.45m・12 ト ンク ラス 
MS120 の 底流 に は 、 使 いや すい 中 形 機 の 徹底 追 ボ 
う 設 計 思 想 が 紀 か れ て いま す 。 こ の クラ ス で 
初め て の 可変 容量 ポン プ の 採用 5 を の ひつ 。 ゆ 
り の パリ ー シ = ノウハウ の 限り を つく 《 し 、 
低 燃費 を 追求 し た 最高 の メカ ニズム に 仕 下げ まし た 。 
機械 経 泊 の 節減 、 現 場 で の 作 楽 能 染 の ナップ 長 
期間 に わた り ? し て 使え る 信頼 性 。 MS120 は 、 
みな さま の こう し た 期待 に こ る 自信 作 で す 


田 可 空 容量 ボン プ 採 用 、 本 格 派 メ カニ ズム 
田 エ ンジ ン 直 結 の 直列 』 、 パ ワー ロス 0 

田 大 き な 最大 掘削 半径 、 広 い 作業 範囲 を カバ ー 
田高 い 安定 性 を 誇る この クラ ス 最 長 3.37m ク ロー ラ 


* 田 独 自 の 4 連 士 4 連 パ ルプ シス テム で 抜群 の 連動 性 
圏 ラク ラク 操作 、 ニ ュー デザ イン キャ プ ブ 


倫 最 大 撮 前 深き ……… 5.000mm 

倫 最 大 損 削 半径 ……… 7.970mm 
人 最大 垂直 据 り 深 さ 4.240mm 
例 最 大 ダン プ 高 さ ・5,370mm 
登坂 能力 ……………:70 欠 


〆 ゃ 三 茨 重工 業 桃 計 選 人 バウ ー シ ョ ベ ル 床 更 京 寺田 区 の 内 2 の 5 の | 〒!00 人 03(21 の 3 
札 由 営 業 所 谷 011(251)154| 仙台 営業 所 枯 0222(64)181| 名 古屋 営業 所 傘 052(562)2202./ 大 阪 営業 所 大 06(373)3221 中 国営 業 所 谷 0822(48)5184 
九州 営業 所 谷 032(441)3860/ 高 松 出 所 佑 0878(34)5706 明石 製作 所 パワ ー シ ョ ベ ル 党 業 課 明石 市 魚住 清水 06 の 4 〒674 谷 07894(3)21 


七 え る 鉄腕 ん 
強い 味方 で す 。 


L_I_I 1 _! _I ! I Ii Ii Ii ! 1_I 
油圧 ショ ベル を 手がけ て 以来 、 つ ね に 時 代 の 要求 を 的 確 に 
と ら え 、 長 年 に わた る 豊富 な 経験 と 実績 を も と に 最新 の 
技術 を 結集 し 、 よ り 汎 用 性 に 優れ た ハイ パワ ー シ ョ ベ ル 
HD-55OGS を 開発 し まし た 。 

きら に ね ば り 強 く 、 低 騒音 化 さ れ 、 ス ピー ディ な 
働き ぶり は 、 み な さま の ご 期待 に そえ る 
新鋭 機 と 確信 し て お り ま す 。 
ロロ 5 ロ G 選 
《 全 油圧 式 》 シ ョ ベル 
@⑯ エ ンジ シン 出力 90ps 
@ 全 閑 備 重量 …………12.5t 
六 カ トウ の ショ ベル シリ ー ズ に 
は 0.18m' 一 1.8m' ま で 多彩 な 
機種 を と り そ ろ えて お り ま す 。 


今日 の 対話 を 明日 の 技術 へ 


| KATO し も 
ンー ン 
WO: ヾ 


合 を カロ 有 葵 第 は イ 作 所 


本 社 ン 東京 者 品川 区 東電 | 一 37 
( 加 140) 要 (471)8III( 天 代表 ) ャ イー 
営 上 本 部 東京 都 港 区 虎ノ門 | 一 26 一 5 


(p105) (第 7 務 ビ ピル) 守 (591)5111( 大 代表) 


人 … 


世界 60 ヵ 国 に 30 万 台 の 愛用 機 。 


この 事実 が 性 能 の すべ て を 語 


いい モノ は 国境 を 越え て 愛さ れる 。 こ の 真 測 機 人 
、 測 機 合 は 自動 レベ ル の 開発 れる 


に を ず 瞬 時 の 制動 
ルプ ス の 山 方 式 を 採用 し て 
ヽ 自 動 レ ベル "を 求め る 技術 者 の 声 が 


人 SINcE 192o 
そこ に 測 機 合 の マー ク が あり ます 。 SOKKISHA 


確か な 進歩 歩 を 比 縮 させ て 、 いま 、 測量 マン の 手 


測 機 査 の 自動 レベ ル が 進歩 新 製品 B 2 C 
1 B1C の フラ ッ ・ 逆 台形 吊 線 方 式 の コン 
プラ ス 。 か す 
か な 傾き に 対す る 素早 い 応 答 と 確実 な 静止 、 激 し い 温度 変化 と 衝撃 
する 安定 し た 性 能 を 発揮 する 新型 コン ベン セー ター の 内 蔵 に よ 
り 水 準 測量 の 精度 アッ プ を 目ざし て いま す 。 さ ら に 耐水 設計 に 
全 天 侯 性 能 を は じ め 、 目 標 物 を 素早 く と ら え る ビー プ サ イ ト 、 可 倒 
式 ミ ラー、 合 焦 ツ マミ の 無限 速 マ ー ク 、 
平目 盛 、 迅 速 な 視 準 の た め の エ ンド レス 微動 機構 な ど 使い や すさ へ 
の 配慮 も 十分 。 構 能美 あふ れる ライ ト グ レ ー の ボ 、80 年 代 
の 先進 技術 が 凝縮 され て いま す . 


人 @ 耐 水 型 自動 レベ ル B2C NCP の 


人 ee 228m 
像 内 
有効 径 Wi 
倍率 32X 
視界 00m 20 (2.3m 
分 解 カ 8 
最短 人 灸 距 離 NM 
スタ ジア 乗数 W 

し) 109m 
最少 読取 値 1 

自動 補償 機構 精度 が 
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三井 写 ン F 火 名 F HLZ12 


っ mA 


77m' エ ゼクター パパ が ツ ド 
43ton. 400 馬 カ 
バケ ッ ト 刃 先 掘 起 
27ton. 


の に 
タフ で ふま 
働き 手 で も 


起 し カー ビデ 


小型 ホイ ー ル ロー ダー の パイ オニ ア 、 
三井 造船 が 、 長 年 の 実績 と 技術 を 

し た HL712。 ご 信頼 に こたえ る メカ ニ 
ズム と 耐久 性 で 、 土 木 建築 を は じ め 虹 
林 、 畜 産 ・ 水 産 な ど 幅 広い 業種 に 活躍 
する 、1.2 mw ク ラス の 働き 手 シ ョ ベル で す 。 


コン バク ト て 小 加 り が きく / 

@ コ ン バ ク ト な 車体 は 狭い 現場 内 で も 
自由 自在 の 機動 性 で 大 活躍 し ます 
ピッ グ な 積 込 性 能 / 

@ 早 い サ イク ル タ イム と 大 き な パ ケッ ト 
容量 で 柄 込 能力 は トッ プク ラス で す 
定評 ある 空冷 

ディ ー ゼ ル エ ンジ ン を 搭載 / 

@ 出 力 は この クラ ス 最大 の 86 馬 力 で 、 
過酷 な 作業 も 奈 裕 を も っ て こなし ます 
@ ス ライ ド 油 圧 ロッ ク 付 の パ バックホウ 
が 取付 けら れ ま す 


【 旋 三 井 造船 


〒|04 東京 都 中 央 区 地 5 
電話 03(544)3916 


Needko 


昭 和 26 年 6 月 5 日 第 三種 郵便 物 認可 昭和 55 年 12 月 25 日 発行 
(毎月 1 回 25 日 ) 第 370 号 


機動 力 が 問わ れる 、 こ の 時 代 。 よ り パ ワ 


フル に 、 よ り ス ピー ディ に 、 そ し て キャ プ 


* 都 市 土木 作業 の ある 
日 立 WH04 ホ イー ル 
式 油圧 ショ ベル 。 用 感覚 で 、 新 登場 。 
日立 伝統 の 優れ た 掘削 性 能 に 加え 、 最 高 
速度 34 キ ロ の スピ ー ド 、 軽快 な 走行 操作 
性 が あい まっ て 機動 力 アッ プ 、 現場 か ら 
現場 ヘー テキ バキ と 作業 を すす め ま す 。 タ 
ィ イプ も 4 機種 。 快走 の WH04 を は じ め 、 
全 答 也 動車 の WH04D、 低 騒音 の WH04S・ 
WHO04DS、 ニ ー ズ に 合わ せ て 選べ 、 た い 
へ ん 経済 的 で す 。 これ か ら は 、 足 まわ り 
を 考え た “ 足 の いい ショ ペル 。 一 一 WH04 
シリ ー ズ の 時 代 で す 。 


所 速 、 強 力 な 走行 性 能 : エン ジン 出力 を 
機械 的 に 販 動輪 へ 伝達 する 、 ダ イレ クト WHH 4 
が 式 。 る 
軽快 な 操作 性 : 4: ョ ン の チル ト 式 リー ス 1 
ハン ドル (実用 新案 出願 中 )、 全 油 圧 日 ホイ ー ル 式 洒 圧 シ ョ ペル 
な SS ET | 
式 の パワ ー ス テア リン グ 。 し か も 、 計 ECIECTUGTTMECTI 
5 段 、 後 進 1 段 の シン クロ メッ シュ ミ LA 


ショ ン 。 
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伝統 の 撮 削 性 能 : 最大 所 削 深き 4.17m、 


ビー を 取り し 
E: 確か な 技術 で 応え ます 
、 低 喚 費 の 直 順 エ 
一 時 代 に 


本 計 へ の 広和 は 6 お 


「 半 惹 落 ③ 玩 優 」 


層 | 再 胡 


恒 O 還 選 


